
技 術 資 料

ユニットウォールタイプ（多機能形）

ACWP254HKT,404HKT,254HT,404HT

ビラックシステム

ACWP254HKMT,404HKMT,254HMT,404HMT（右吹き仕様）

ユニットウォールタイプ（普及形）

ACWP254HK,404HK,254H,404H
ACWP254HKM,404HKM,254HM,404HM（右吹き仕様）

ウォールスルータイプ（壁埋込形）

WTP254HK,364HK,254H,364H
WTP254HKF,364HKF,254HF,364HF

ウォールスルータイプ（窓サッシ形）

WTP254HKU,364HKU,254HU,364HU
WTP254HKUF,364HKUF,254HUF,364HUF（前吹き仕様）

（左吹き仕様）

（左吹き仕様）

（上吹き仕様）
（前吹き仕様）

（上吹き仕様）

４ 460 １ D
’15 6 発  行



目　　　次

● システムの概要

● 

● 

建物の用途・構造・立地条件によるシステムの選択

ユニットの外壁的性能

1． ユニットウォール タイプ

2． ウォールスルータイプ

3． ACW, WT共通事項

･･････････････････････････････････   1

･････････････   2

････････････････････････････   3

･･･････････････････････   4

･････････････････････････ 34

･･･････････････････････････ 69



- � -

⑴　ユニットウォールタイプ（ACW）（多機能形）

⑶　ウォールスルータイプ（WT）（壁埋込形）

⑷　ウォールスルータイプ（WT）（窓サッシ形）

システムの概要

機能　　　　冷房・暖房・除湿・換気・外気冷房

据付形態　　室外スリット吹出，床置タイプ

オプション　全熱交換器，気化式加湿器，高性能フィルタ

機能　　　　冷房・暖房・除湿・換気

据付形態　　ウォールスルー，ウォールスルーダクト

オプション　フロントパネル，ウォールスリーブ，スリーブガラリ

機能　　　　冷房・暖房・除湿・換気

据付形態　　ユニットウォール，ユニットウォールダクト

オプション　フロントパネル

別売品　　　リモコン

別売品　　　リモコン

別売品　　　リモコン

機能　　　　冷房・暖房・除湿・換気（給気：換気キット装着時）

据付形態　　室外スリット吹出，床置タイプ

オプション　高性能フィルタ，換気キット

別売品　　　リモコン

⑵　ユニットウォールタイプ（ACW）（普及形）



- � - - � -

⑴　建物の用途による標準システムの選択

⑵　建物の形状によるシステムの選択

⑶　建物の構造によるシステムの選択

ビラックシステムは外壁面を利用して据付けるのでインテリア部のレイアウトによっては据付上の制約が出てきます。

建 物 の 用 途

事務所ビル（自社ビル）

事務所ビル（テナントビル）

ホ テ ル・ マ ン シ ョ ン

病 院

学 校

研 究 室

店 舗・ レ ス ト ラ ン

◎

◎

◯

◯

◎

◎

×

空 調 の ニ ー ズ
・間仕切り変更に対応できること
・個別運転ができる省エネルギーシステム
・個別運転ができる省エネルギーシステム
・個別料金徴収ができるシステム
・運転音の静かな空調　
※ホール， ロビーなどパブリックスペースには別途システムで対応
・運転音の静かな空調
・院内感染を防ぐことができる　※手術室は別途システムで対応
・運転音の静かな空調　・集中管理ができるシステム
・天井が使えないケースが多いため床置きタイプが望ましい
・運転時間が異なるため個別コントロールができる空調
・運転音の静かな空調
・負荷変動が激しくても充分対応できるシステム
・スペースを 100％活用でき，あまり目立たない空調

ビラックシステム
使 用 の 適 否

凡例　　◎：適する　◯：※印を除き適する　×：不適

凡例　　◎：適する　◯：他システムとの併用で適する

建　物　構　造

鉄 筋
コンクリート造り

（RC）

現場で鉄筋を組み立てコンクリート
を型枠に流し込む構造のもので，従
来から幅広く用いられる。

鉄骨の骨組の周囲に鉄筋を配し，コ
ンクリートを打込んだ構造のもので
高層建築に用いられる。

主要な骨組部分を形鋼等の鋼材を用
いて組み立てたもので高層建築に用
いられる。

WT
WT-U
ACW
ACW-T
WT-U
ACW
ACW-T

WT-U
ACW
ACW-T

壁が厚く，強度メンバー（壁構造）
になっているためWT形が最適。
サッシにエアコンガラリを組み込
んだ一体形サッシを使用すればU
形も使用可能。
壁が強度メンバーにならないケー
スが多く（ALC等），壁面の自由度
が大きいためWTを除く全機種が
据付可能。
壁が強度メンバーにならないケー
スが多く（ALC等），壁面の自由度
が大きいためWTを除く全機種が
据付可能。

鉄 筋・ 鉄 骨
コンクリート造り
（SRC）

鉄 骨 造 り
（S）

内　　　　　　　容 エアコンとのマッチング性 適　用　機　種

⑷　立地条件によるシステムの選択

建物の用途・構造・立地条件によるシステムの選択

建 物 形 状 内　　　　　　　　　　　　　　容 ビラックシステム

外壁に面さないインテリア部分を有するが，この部分にエレベーター
ホールや廊下など共用施設を設けてペリメータ部のみ空調するビル。

インテリア部に他のシステム（ビル空調マルチ等）を併用して全館を空
調するビル。

ペリメータ部のみの細長いビルで全館を空調する。

◎

◎

◯

立　地　場　所 エ　ア　コ　ン　仕　様 適用機種

海 岸 地 域

防火地域・耐火建物

建 物 隣 接 地 域

お問い合わせください。 全　
　

機　
　

種

お問い合わせください。

相手建物との距離が 5m以下の場合は29
ページをご覧ください。
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ユニットの外壁的性能

⑸　外壁開口の選択
⒜　直吹：外壁に取付けたガラリを介して熱交換するタイプです。

WT, WT-Uに適用できます。
⒝　スリット吹：�外壁とエアコンの間をダクトで接続し熱交換するタイプで建物の設計・デザインにトータルに対応できる 

タイプです。
WT, WT-U, 多機能形および普及形ACW機に適用できます。

WTユニットおよびACWユニットの外壁的性能は下記のとおりです。

⑴　耐風圧性能（全形式）
JIS 規定の試験方法による WT ユニット：S-7，ACW ユニット：S-6 相当です。

サッシの規格（JIS A 4706）

⑵　気密性能
お問い合わせください。

⑶　水密性能
お問い合わせください。

⑷　遮音性能
お問い合わせください。

⑸　防火性能（全形式）
エアコンは建材資材でないため①、②に据付ける場合は、必要に応じて防火ダンパを設置する等を行い所轄官庁の了解を
求めてください。
①耐火建築物または準耐火建築物の延焼の恐れのある所。
②防火地域、準防火地域に建築される建築物の延焼の恐れのある所。
なお、WT，ACW ユニットは、1.6mm 厚の内部仕切鋼鈑を持っています。WT は火災による自動閉鎖する温度ヒューズ

（72℃で溶断）を装備しています。
多機能形 ACW は、外気温度センサを装備し 90℃以上を 15 秒間検知しますとダンパを自動閉鎖します。

等級 S-1 S-2 S-3 S-4 S-5 S-6 S-7

最高圧力
（Pa） 800 1200 1600 2000 2400 2800 3600

使用箇所 住　　宅
（雨戸要）

住　　宅
低層建物

中高層
建　物 高層または特に風が強い建物
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内部構造図 ……………………………… 25

多機能形

[三相電源]

ACWP254HKT，404HKT

254HKMT，404HKMT

ACWP254HT，404HT

254HMT，404HMT

（右吹き仕様）

（左吹き仕様）

  

1. 9 システム施工図例 ……………………… 33

[単相電源]

（右吹き仕様）

（左吹き仕様）

[三相電源]

ACWP254HK，404HK

254HKM，404HKM

ACWP254H，404H

254HM，404HM

（右吹き仕様）

（左吹き仕様）

[単相電源]

（右吹き仕様）

（左吹き仕様）

普及形

● 形式記号説明

ACW P25 4 H K M T

無印：左吹き仕様
（ブランク）

M ：右吹き仕様

ヒートポンプ機

暖房定格能力を示す（2.5kW）

機種名（ユニットウォール タイプ）

シリーズ No.

電源
K 　：単相 200V 50/60Hz

無印：三相 200V 50/60Hz
（ブランク）

{

{

T：多機能形，無印：普及形
（ブランク）

Air-conditioner
Curtain
Wall
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1.1 仕　　　様

名 称 ／ 種 類 三菱重工パッケージエアコン／空冷ヒートポンプ式
形　式

項　目
ACWP254HKT（左吹出）
ACWP254HKMT（右吹出）

ACWP404HKT（左吹出）
ACWP404HKMT（右吹出）

機 能 冷房・ヒートポンプ暖房・除湿・外気冷房・換気
電 源 単相　200V　50／ 60Hz

運
　
転
　
特
　
性

運 転 の 種 類 定格冷房標準 定格暖房標準 定格冷房標準 定格暖房標準
能 力 kW 2.2[0.9 ～ 2.5] 2.5[0.8 ～ 3.2] 3.6[1.1 ～ 4.5] 4.0[1.0 ～ 5.0]
消 費 電 力 kW 0.719 0.734 1.43 1.19
運 転 電 流 A 4.33 4.41 7.53 6.26
力 率 ％ 83 83 95 95
エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 3.06 3.41 2.52 3.36
冷暖平均エネルギー消費効率 3.24 2.94
顕 熱 比 0.92 - 0.81 -

運 転 の 種 類 中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

能 力 kW 1.1 1.4 0.9 1.3 0.8 2.5 1.8 2.0 1.1 2.0 1.0 3.7
消 費 電 力 kW 0.304 0.270 0.215 0.295 0.210 0.880 0.51 0.46 0.22 0.45 0.25 1.40
通年エネルギー消費効率（APF2006） 4.4 4.2
通年エネルギー消費効率（APF2015） 4.1 4.1
始 動 電 流 ＜ 最 大 電 流 ＞ A 5 ＜ 15 ＞ 5 ＜ 15 ＞

運 転 音（ 室 内 ）
パワーレベル

dB(A)
冷房　（定格）急：52　　暖房　（定格）急：52 冷房　（定格）急：56　　暖房　（定格）急：56

音 圧 レ ベ ル 冷房　急：40　弱：39　暖房　急：40　弱：38 冷房　急：44　弱：38　暖房　急：44　弱：41
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

外 形 寸 法
（高さ×幅×奥行）

標 準 仕 様
mm

700 × 1875 × 295
全 熱 交 仕 様 700 × 1975 × 295

製 品 質 量 kg 標準仕様：120　全熱交仕様：127

冷

却

装

置

圧 縮 機
形 式 RMT5113MCE2　ツインロータリー式、インバータ制御
定 格 出 力 kW 0.4 1.0
クランクケースヒータ W 20

冷 媒 制 御 機 器 電子膨張弁
冷 媒 封 入 量 kg 1.3（R410A）
冷 凍 機 油 ℓ 0.45（M-MA68）

送

風

装

置

形 式 室内・室外側：両吸込多翼遠心式×2　DC モータ、インバータ制御
定 格 出 力 W 室内：65（8極），室外：173（8極）
風 量 m3 ／ min 室内：P 急 9，急 8（定格），強 7，弱 6，室外：16 室内：P 急 13.5，急 11（定格），強 10，弱 8，室外：17
機 外 静 圧 Pa 室内：10，室外：60 室内：10，室外：80
エ ア フ ィ ル タ PP ネット（洗浄可能）
高 性 能 エ ア フ ィ ル タ －－－（取付可能，比色法 65％・交換）

換 気 量
m3 ／ min

標準仕様：2.1，全熱交仕様：1.7 標準仕様：2.5，全熱交仕様：2.0
外 気 取 入 量（ 外 気 冷 房 時 ） 4 5
補 助 電 気 ヒ ー タ 取付不可
加 湿 器 －－－（取付可能，気化式加湿器 0.5ℓ／ h）
全 熱 交 換 器 －－－ （取付可能，温度効率：70％，エンタルピ効率：冷房時 55％，暖房時 60％）
除 霜 マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

運 転 調 整
操作（運転切換，風量調整，タイマ）

室温調節（電子サーモスタット），表示（運転・点検用 LED，液晶表示）
保 護 装 置 冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護，高圧保護
付 属 品 ドレンソケット，高さ調整ボルト
別 売 品 リモコン（RC ― DX2，D4G）
ド レ ン 接 続 口 VP25 の排水管接続可能
設 計 圧 力 MPa 高圧部：4.15，低圧部：2.21
I P コ ー ド 室内側：IPX0，室外側：IPX0（防水対策有り）

注⑴　冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件で当社標準吹出しグリル装着、換気「閉」、
全熱交換器、高性能フィルタ無での運転です。なお、冷房・暖房定格能力は風量「急」で、最大暖房低温能力は「Ｐ急」で運転した値です。また、
最大暖房低温能力は着霜補正済の値です。最小冷房中温、最小暖房標準能力は風量「弱」で運転した値です。[　～　] は最小最大範囲の値です。

⑵　通年エネルギー消費効率（2006）は、日本工業規格（JIS B 8616：2006）に基づいた値です。
⑶　運転音（音圧）は JIS 規格に準拠し、無響室にてペリカバー無、高性能フィルタ無、換気「閉」の状態で、室内側本体中心、前方 1m にて測定した値です。

実際に部屋に据付けた場合は、周囲の音や部屋の反響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。
⑷　運転音（パワーレベル）は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）の騒音試験に基づいた値です。
⑸　換気運転は冷暖房運転と連動となります。換気運転単独はできません。
⑹　取入可能外気量は、室外側吸込み吹出し形状および運転状態により変化します。

⑴　多機能形
⒜　単相 200V仕様

RTG000Z625 A
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注⑴　冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件で当社標準吹出しグリル装着、換気「閉」、
全熱交換器、高性能フィルタ無での運転です。なお、冷房・暖房定格能力は風量「急」で、最大暖房低温能力は「Ｐ急」で運転した値です。また、
最大暖房低温能力は着霜補正済の値です。最小冷房中温、最小暖房標準能力は風量「弱」で運転した値です。[　～　] は最小最大範囲の値です。

⑵　通年エネルギー消費効率（2006）は、日本工業規格（JIS B 8616：2006）に基づいた値です。
⑶　運転音（音圧）は JIS 規格に準拠し、無響室にてペリカバー無、高性能フィルタ無、換気「閉」の状態で、室内側本体中心、前方 1m にて測定した値です。

実際に部屋に据付けた場合は、周囲の音や部屋の反響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。
⑷　運転音（パワーレベル）は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）の騒音試験に基づいた値です。
⑸　換気運転は冷暖房運転と連動となります。換気運転単独はできません。
⑹　取入可能外気量は、室外側吸込み吹出し形状および運転状態により変化します。

⒝　三相 200V仕様
名 称 ／ 種 類 三菱重工パッケージエアコン／空冷ヒートポンプ式

形　式
項　目

ACWP254HT（左吹出）
ACWP254HMT（右吹出）

ACWP404HT（左吹出）
ACWP404HMT（右吹出）

機 能 冷房・ヒートポンプ暖房・除湿・外気冷房・換気
電 源 三相　200V　50／ 60Hz

運
　
転
　
特
　
性

運 転 の 種 類 定格冷房標準 定格暖房標準 定格冷房標準 定格暖房標準
能 力 kW 2.2[0.9 ～ 2.5] 2.5[0.8 ～ 3.2] 3.6[1.1 ～ 4.5] 4.0[1.0 ～ 5.0]
消 費 電 力 kW 0.719 0.734 1.43 1.19
運 転 電 流 A 2.48 2.54 4.49 3.87
力 率 ％ 84 83 92 89
エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 3.06 3.41 2.52 3.36
冷暖平均エネルギー消費効率 3.24 2.94
顕 熱 比 0.92 - 0.81 -

運 転 の 種 類 中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

能 力 kW 1.1 1.4 0.9 1.3 0.8 2.5 1.8 2.0 1.1 2.0 1.0 3.7
消 費 電 力 kW 0.304 0.270 0.215 0.295 0.210 0.880 0.51 0.46 0.22 0.45 0.25 1.40
通年エネルギー消費効率（APF2006） 4.4 4.2
通年エネルギー消費効率（APF2015） 4.1 4.1
始 動 電 流 ＜ 最 大 電 流 ＞ A 5 ＜ 9.5 ＞ 5 ＜ 9.5 ＞

運 転 音（ 室 内 ）
パワーレベル

dB(A)
冷房　（定格）急：52　　暖房　（定格）急：52 冷房　（定格）急：56　　暖房　（定格）急：56

音 圧 レ ベ ル 冷房　急：40　弱：39　暖房　急：40　弱：38 冷房　急：44　弱：38　暖房　急：44　弱：41
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

外 形 寸 法
（高さ×幅×奥行）

標 準 仕 様
mm

700 × 1875 × 295
全 熱 交 仕 様 700 × 1975 × 295

製 品 質 量 kg 標準仕様：120　全熱交仕様：127

冷

却

装

置

圧 縮 機
形 式 RMT5113MCE2　ツインロータリー式、インバータ制御
定 格 出 力 kW 0.4 1.0
クランクケースヒータ W 20

冷 媒 制 御 機 器 電子膨張弁
冷 媒 封 入 量 kg 1.3（R410A）
冷 凍 機 油 ℓ 0.45（M-MA68）

送

風

装

置

形 式 室内・室外側：両吸込多翼遠心式×2　DC モータ、インバータ制御
定 格 出 力 W 室内：65（8極），室外：173（8極）
風 量 m3 ／ min 室内：P 急 9，急 8（定格），強 7，弱 6，室外：16 室内：P 急 13.5，急 11（定格），強 10，弱 8，室外：17
機 外 静 圧 Pa 室内：10，室外：60 室内：10，室外：80
エ ア フ ィ ル タ PP ネット（洗浄可能）
高 性 能 エ ア フ ィ ル タ －－－（取付可能，比色法 65％・交換）

換 気 量
m3 ／ min

標準仕様：2.1，全熱交仕様：1.7 標準仕様：2.5，全熱交仕様：2.0
外 気 取 入 量（ 外 気 冷 房 時 ） 4 5
補 助 電 気 ヒ ー タ 取付不可
加 湿 器 －－－（取付可能，気化式加湿器 0.5ℓ／ h）
全 熱 交 換 器 －－－ （取付可能，温度効率：70％，エンタルピ効率：冷房時 55％，暖房時 60％）
除 霜 マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

運 転 調 整
操作（運転切換，風量調整，タイマ）

室温調節（電子サーモスタット），表示（運転・点検用 LED，液晶表示）
保 護 装 置 冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護，高圧保護
付 属 品 ドレンソケット，高さ調整ボルト
別 売 品 リモコン（RC ― DX2，D4G）
ド レ ン 接 続 口 VP25 の排水管接続可能
設 計 圧 力 MPa 高圧部：4.15，低圧部：2.21
I P コ ー ド 室内側：IPX0，室外側：IPX0（防水対策有り）
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名 称 ／ 種 類 三菱重工パッケージエアコン／空冷ヒートポンプ式
形　式

項　目
ACWP254HK（左吹出）
ACWP254HKM（右吹出）

ACWP404HK（左吹出）
ACWP404HKM（右吹出）

機 能 冷房・ヒートポンプ暖房・除湿
電 源 単相　200V　50／ 60Hz

運
　
転
　
特
　
性

運 転 の 種 類 定格冷房標準 定格暖房標準 定格冷房標準 定格暖房標準
能 力 kW 2.2[0.9 ～ 2.5] 2.5[0.8 ～ 3.2] 3.6[1.1 ～ 4.5] 4.0[1.0 ～ 5.0]
消 費 電 力 kW 0.719 0.734 1.43 1.19
運 転 電 流 A 4.33 4.41 7.53 6.26
力 率 ％ 83 83 95 95
エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 3.06 3.41 2.52 3.36
冷暖平均エネルギー消費効率 3.24 2.94
顕 熱 比 0.92 - 0.81 -

運 転 の 種 類 中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

能 力 kW 1.1 1.4 0.9 1.3 0.8 2.5 1.8 2.0 1.1 2.0 1.0 3.7
消 費 電 力 kW 0.304 0.270 0.215 0.295 0.210 0.880 0.51 0.46 0.22 0.45 0.25 1.40
通年エネルギー消費効率（APF2006） 4.4 4.2
通年エネルギー消費効率（APF2015） 4.1 4.1
始 動 電 流 ＜ 最 大 電 流 ＞ A 5 ＜ 15 ＞ 5 ＜ 15 ＞

運 転 音（ 室 内 ）
パワーレベル

dB(A)
冷房　（定格）急：52　　暖房　（定格）急：52 冷房　（定格）急：56　　暖房　（定格）急：56

音 圧 レ ベ ル 冷房　急：40　弱：39　暖房　急：40　弱：38 冷房　急：44　弱：38　暖房　急：44　弱：41
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

外 形 寸 法
（高さ×幅×奥行）

標 準 仕 様
mm

700 × 1805 × 295
全 熱 交 仕 様 -

製 品 質 量 kg 116

冷

却

装

置

圧 縮 機
形 式 RMT5113MCE2　ツインロータリー式、インバータ制御
定 格 出 力 kW 0.4 1.0
クランクケースヒータ W 20

冷 媒 制 御 機 器 電子膨張弁
冷 媒 封 入 量 kg 1.3（R410A）
冷 凍 機 油 ℓ 0.45（M-MA68）

送

風

装

置

形 式 室内・室外側：両吸込多翼遠心式×2　DC モータ、インバータ制御
定 格 出 力 W 室内：65（8極），室外：173（8極）
風 量 m3 ／ min 室内：P 急 9，急 8（定格），強 7，弱 6，室外：16 室内：P 急 13.5，急 11（定格），強 10，弱 8，室外：17
機 外 静 圧 Pa 室内：10，室外：60 室内：10，室外：80
エ ア フ ィ ル タ PP ネット（洗浄可能）
高 性 能 エ ア フ ィ ル タ －－－（取付可能，比色法 65％・交換）

換 気 量
m3 ／ min

標準仕様：2.1（別売換気キット取付時） 標準仕様：2.5（別売換気キット取付時）
外 気 取 入 量（ 外 気 冷 房 時 ） - -
補 助 電 気 ヒ ー タ 取付不可
加 湿 器 取付不可
全 熱 交 換 器 取付不可
除 霜 マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

運 転 調 整
操作（運転切換，風量調整，タイマ）

室温調節（電子サーモスタット），表示（運転・点検用 LED，液晶表示）
保 護 装 置 冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護，高圧保護
付 属 品 ドレンソケット，高さ調整ボルト
別 売 品 リモコン（RC ― DX2，D4G）
ド レ ン 接 続 口 VP25 の排水管接続可能
設 計 圧 力 MPa 高圧部：4.15，低圧部：2.21
I P コ ー ド 室内側：IPX0，室外側：IPX0（防水対策有り）

注⑴　冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件で当社標準吹出しグリル装着、換気「閉」、
全熱交換器、高性能フィルタ無での運転です。なお、冷房・暖房定格能力は風量「急」で、最大暖房低温能力は「Ｐ急」で運転した値です。また、
最大暖房低温能力は着霜補正済の値です。最小冷房中温、最小暖房標準能力は風量「弱」で運転した値です。[　～　] は最小最大範囲の値です。

⑵　通年エネルギー消費効率（2006）は、日本工業規格（JIS B 8616：2006）に基づいた値です。
⑶　運転音（音圧）はＪＩＳ規格に準拠し、無響室にてペリカバー無、高性能フィルタ無、換気「閉」の状態で、室内側本体中心、前方 1m にて測定

した値です。実際に部屋に据付けた場合は、周囲の音や部屋の反響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。
⑷　運転音（パワーレベル）は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）の騒音試験に基づいた値です。
⑸　換気運転は冷暖房運転と連動となります。換気運転単独はできません。
⑹　取入可能外気量は、室外側吸込み吹出し形状および運転状態により変化します。

⑵　普及形
⒜　単相 200V仕様
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注⑴　冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）条件で当社標準吹出しグリル装着、換気「閉」、
全熱交換器、高性能フィルタ無での運転です。なお、冷房・暖房定格能力は風量「急」で、最大暖房低温能力は「Ｐ急」で運転した値です。また、
最大暖房低温能力は着霜補正済の値です。最小冷房中温、最小暖房標準能力は風量「弱」で運転した値です。[　～　] は最小最大範囲の値です。

⑵　通年エネルギー消費効率（2006）は、日本工業規格（JIS B 8616：2006）に基づいた値です。
⑶　運転音（音圧）は JIS 規格に準拠し、無響室にてペリカバー無、高性能フィルタ無、換気「閉」の状態で、室内側本体中心、前方 1m にて測定した値です。

実際に部屋に据付けた場合は、周囲の音や部屋の反響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。
⑷　運転音（パワーレベル）は、日本工業規格（JIS B 8616：2015）の騒音試験に基づいた値です。
⑸　換気運転は冷暖房運転と連動となります。換気運転単独はできません。
⑹　取入可能外気量は、室外側吸込み吹出し形状および運転状態により変化します。

⒝　三相 200V仕様
名 称 ／ 種 類 三菱重工パッケージエアコン／空冷ヒートポンプ式

形　式
項　目

ACWP254H（左吹出）
ACWP254HM（右吹出）

ACWP404H（左吹出）
ACWP404HM（右吹出）

機 能 冷房・ヒートポンプ暖房・除湿
電 源 三相　200V　50／ 60Hz

運
　
転
　
特
　
性

運 転 の 種 類 定格冷房標準 定格暖房標準 定格冷房標準 定格暖房標準
能 力 kW 2.2[0.9 ～ 2.5] 2.5[0.8 ～ 3.2] 3.6[1.1 ～ 4.5] 4.0[1.0 ～ 5.0]
消 費 電 力 kW 0.719 0.734 1.43 1.19
運 転 電 流 A 2.48 2.54 4.49 3.87
力 率 ％ 84 83 92 89
エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 3.06 3.41 2.52 3.36
冷暖平均エネルギー消費効率 3.24 2.94
顕 熱 比 0.92 - 0.81 -

運 転 の 種 類 中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

能 力 kW 1.1 1.4 0.9 1.3 0.8 2.5 1.8 2.0 1.1 2.0 1.0 3.7
消 費 電 力 kW 0.304 0.270 0.215 0.295 0.210 0.880 0.51 0.46 0.22 0.45 0.25 1.40
通年エネルギー消費効率（APF2006） 4.4 4.2
通年エネルギー消費効率（APF2015） 4.1 4.1
始 動 電 流 ＜ 最 大 電 流 ＞ A 5 ＜ 9.5 ＞ 5 ＜ 9.5 ＞

運 転 音（ 室 内 ）
パワーレベル

dB(A)
冷房　（定格）急：52　　暖房　（定格）急：52 冷房　（定格）急：56　　暖房　（定格）急：56

音 圧 レ ベ ル 冷房　急：40　弱：39　暖房　急：40　弱：38 冷房　急：44　弱：38　暖房　急：44　弱：41
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

外 形 寸 法
（高さ×幅×奥行）

標 準 仕 様
mm

700 × 1805 × 295
全 熱 交 仕 様 -

製 品 質 量 kg 116

冷

却

装

置

圧 縮 機
形 式 RMT5113MCE2　ツインロータリー式、インバータ制御
定 格 出 力 kW 0.4 1.0
クランクケースヒータ W 20

冷 媒 制 御 機 器 電子膨張弁
冷 媒 封 入 量 kg 1.3（R410A）
冷 凍 機 油 ℓ 0.45（M-MA68）

送

風

装

置

形 式 室内・室外側：両吸込多翼遠心式×2　DC モータ、インバータ制御
定 格 出 力 W 室内：65（8極），室外：173（8極）
風 量 m3 ／ min 室内：P 急 9，急 8（定格），強 7，弱 6，室外：16 室内：P 急 13.5，急 11（定格），強 10，弱 8，室外：17
機 外 静 圧 Pa 室内：10，室外：60 室内：10，室外：80
エ ア フ ィ ル タ PP ネット（洗浄可能）
高 性 能 エ ア フ ィ ル タ －－－（取付可能，比色法 65％・交換）

換 気 量
m3 ／ min

標準仕様：2.1（別売換気キット取付時） 標準仕様：2.5（別売換気キット取付時）
外 気 取 入 量（ 外 気 冷 房 時 ） - -
補 助 電 気 ヒ ー タ 取付不可
加 湿 器 取付不可
全 熱 交 換 器 取付不可
除 霜 マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

運 転 調 整
操作（運転切換，風量調整，タイマ）

室温調節（電子サーモスタット），表示（運転・点検用 LED，液晶表示）
保 護 装 置 冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護，高圧保護
付 属 品 ドレンソケット，高さ調整ボルト
別 売 品 リモコン（RC ― DX2，D4G）
ド レ ン 接 続 口 VP25 の排水管接続可能
設 計 圧 力 MPa 高圧部：4.15，低圧部：2.21
I P コ ー ド 室内側：IPX0，室外側：IPX0（防水対策有り）
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295 20制御箱

配線接続位置
（端子台）

10
～
30

（
調
整
範
囲
）

60
（客先手配）（付属品）

32

20

（A-A）

（付属品）
　エルボ

　バンド

ドレン接続要領

塩ビ管（VP25）

22

485
室内吸込口

108
ドレン接続口
（外径φ25.4）

接続方向は左右可能です。

電源取入口 13078

70
1875

排気ダクト

給気ダクト

ドレン接続注意事項
1.ドレン配管は市販の硬質塩ビ管（VP25）を使用してください。
2.ドレン配管を接続する場合、エルボに力が加わらない様にドレン配管接続近傍で配管を固定してください。
やむをえず近傍で配管を固定できない場合は、付属のエルボは使用しないでください。
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14

50以上 50以上
換気スペース電装品サービススペース

サービススペース

室内吹出口

室外吹出口 室外吸込口

1975

1805 170

185 540 360 540

120760 760 20145

180

20

845

20
70
0

28

71
2

130 772

15
10
0

29
0

505

フィルタ

全熱交換器

12
0

55
0

64
0

60

4-長穴8x16

高性能フィルタ

プレフィルタ

（オプション）

フィルタ

1648（アンカーボルト取付ピッチ）
アンカーボルト用穴

高さ調整ボルト
（付属品）

（2-長穴10x20）

ダクトフランジ

フィルタ

183

60

23

（フィルタ取出しスペース）

フィルタ

130

295 20制御箱

配線接続位置
（端子台）

10
～
30

（
調
整
範
囲
）

60
（客先手配）（付属品）

32

20

（A-A）

（付属品）
　エルボ

　バンド

ドレン接続要領

塩ビ管（VP25）

22

48578
室内吸込口

108

35

客先手配

電磁弁減圧弁ストレーナ

S R

ユニット（室内側）

S

気化式加湿器

加湿器

ストレ-ナ、止め弁は必ず取付けてください。

加湿器エレメントは毎年 点検してください。
給水管は断熱工事をしてください。

（ストレーナ）
（止め弁）

ドレン接続口
（外径φ25.4）

リモコン配線取入口

加湿器給水配管
（銅管φ6.35）

制御箱

電源取入口

23
0

49

63
4

ドレン接続注意事項
1.ドレン配管は市販の硬質塩ビ管（VP25）を使用してください。
2.ドレン配管を接続する場合、エルボに力が加わらない様にドレン配管接続近傍で配管を固定してください。
やむをえず近傍で配管を固定できない場合は、付属のエルボは使用しないでください。

30

A A

R
T

G
0

0
0

Z
5

8
0

A
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⒝
　

右
吹

き
仕

様
A

C
W

P
2

5
4

H
K

M
T，

4
0

4
H

K
M

T
2

5
4

H
M

T，
4

0
4

H
M

T
〔

標
準

仕
様

〕

50以上 50以上
換気スペース 電装品サービススペース

サービススペース

リモコン配線取入口

60
（客先手配）（付属品）

32

20

（A-A）

（付属品）
　エルボ

　バンド

ドレン接続要領

塩ビ管（VP25）

ドレン接続口

（外径φ25.4）

接続方向は左右可能です。

1805

185540360540

120 76076020 145

180

20

845

20
70
0

28

71
2

130772

15
10
0

29
0

32
4

49

12
0

55
0

64
0

60

1648（アンカーボルト取付ピッチ）

183

60

23

130

29520 制御箱

10
～
30

22

485 78

108

室内吹出口

（フィルタ取出しスペース）

フィルタ

室外吸込口

4-長穴8x16

室外吹出口

プレフィルタ

高性能フィルタ
（オプション）

室内吸込口

配線接続位置
（端子台）

（
調
整
範
囲
）

アンカーボルト用穴

高さ調整ボルト
（付属品）

（2-長穴10x20）

ダクトフランジ

505

70
1875

電源取入口

排気ダクト

給気ダクト

ドレン接続注意事項
1.ドレン配管は市販の硬質塩ビ管（VP25）を使用してください。
2.ドレン配管を接続する場合、エルボに力が加わらない様にドレン配管接続近傍で配管を固定してください。
やむをえず近傍で配管を固定できない場合は、付属のエルボは使用しないでください。

30

A A

R
T

G
0

0
0

Z
5

8
2

A
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50以上 50以上
換気スペース 電装品サービススペース

サービススペース

S

14

60
（客先手配）（付属品）

32

20

（A-A）

（付属品）
　エルボ

　バンド

ドレン接続要領

塩ビ管（VP25）

客先手配

電磁弁減圧弁 ストレーナ

S R

ユニット（室内側）
気化式加湿器

加湿器

ストレ-ナ、止め弁は必ず取付けてください。

加湿器エレメントは毎年 点検してください。
給水管は断熱工事をしてください。

（ストレーナ）（止め弁）

ドレン接続口
（外径φ25.4）

リモコン配線取入口

電源取入口

1975

1805

185540360540

120 76076020 145

180

20

845

20
70
0

28

71
2

130772

15
10
0

29
0

32
4

49

1648（アンカーボルト取付ピッチ）

183
60

23

22

485 78

室内吹出口

（フィルタ取出しスペース）

フィルタ

室外吸込口

4-長穴8x16

室外吹出口

プレフィルタ
高性能フィルタ
（オプション）

室内吸込口

配線接続位置

（端子台）

505

アンカーボルト用穴

高さ調整ボルト
（付属品）

（2-長穴10x20）

ダクトフランジ

フィルタ
（
調
整
範
囲
）

12
0

55
064

0
60

130

29520

10
～
30

108

170

全熱交換器

フィルタ

制御箱
35

加湿器給水配管
（銅管φ6.35）

63
4

ドレン接続注意事項
1.ドレン配管は市販の硬質塩ビ管（VP25）を使用してください。
2.ドレン配管を接続する場合、エルボに力が加わらない様にドレン配管接続近傍で配管を固定してください。
やむをえず近傍で配管を固定できない場合は、付属のエルボは使用しないでください。

30

A A

〔
全

熱
交

換
器

（
オ

プ
シ

ョ
ン

）
仕

様
〕

R
T

G
0

0
0

Z
5

8
3

A



-
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-
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⑵
　

普
及

形
⒜

　
左

吹
き

仕
様

A
C

W
P

2
5

4
H

K
，

4
0

4
H

K
2

5
4

H
，

4
0

4
H

50以上 50以上
換気スペース電装品サービススペース

サービススペース

室内吹出口

室外吹出口 室外吸込口

1805

185 540 360 540

120760 760 20145

180

20

845

20
70
0

28

71
2

130 580

15
10
0

29
0

505

23
0

49

リモコン配線取入口

12
0

55
0

64
0

60

4-長穴8x16

高性能フィルタ

プレフィルタ

（オプション）

1648（アンカーボルト取付ピッチ）
アンカーボルト用穴

高さ調整ボルト
（付属品）

（2-長穴10x20）

ダクトフランジ

183

60

23

（フィルタ取出しスペース）

フィルタ

295 20制御箱

配線接続位置
（端子台）

10
～
30

（
調
整
範
囲
）

60
（客先手配）（付属品）

32

20

（A-A）

（付属品）
　エルボ

　バンド

ドレン接続要領

塩ビ管（VP25）

22

485
室内吸込口

108
ドレン接続口
（外径φ25.4）

接続方向は左右可能です。

電源取入口 13078

別売
換気キット接続口

30 ドレン接続注意事項
1.ドレン配管は市販の硬質塩ビ管（VP25）を使用してください。
2.ドレン配管を接続する場合、エルボに力が加わらない様にドレン配管接続近傍で配管を固定してください。
やむをえず近傍で配管を固定できない場合は、付属のエルボは使用しないでください。

A A

R
T

G
0

0
0

Z
5

7
8

A
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⒝
　

右
吹

き
仕

様
A

C
W

P
2

5
4

H
K

M
，

4
0

4
H

K
M

2
5

4
H

M
，

4
0

4
H

M

50以上 50以上
換気スペース 電装品サービススペース

サービススペース

リモコン配線取入口

60
（客先手配）（付属品）

32

20

（A-A）

（付属品）
　エルボ

　バンド

ドレン接続要領

塩ビ管（VP25）

ドレン接続口
（外径φ25.4）

接続方向は左右可能です。

1805

185540360540
120 76076020 145

180

20

845

20
70
0

28

71
2

130580

15
10
0

29
0

32
4

49

12
0

55
064

0
60

1648（アンカーボルト取付ピッチ）

183

60

23

130

29520 制御箱

10
～
30

22

485 78
108

室内吹出口

（フィルタ取出しスペース）

フィルタ

室外吸込口

4-長穴8x16

室外吹出口

プレフィルタ

高性能フィルタ
（オプション）

室内吸込口

配線接続位置

（端子台）

（
調
整
範
囲
）

アンカーボルト用穴

高さ調整ボルト
（付属品）

（2-長穴10x20）

ダクトフランジ

505

電源取入口

ドレン接続注意事項

1.ドレン配管は市販の硬質塩ビ管（VP25）を使用してください。

2.ドレン配管を接続する場合、エルボに力が加わらない様にドレン配管接続近傍で配管を固定してください。

やむをえず近傍で配管を固定できない場合は、付属のエルボは使用しないでください。

30

別売
換気キット接続口

A A

R
T

G
0

0
0

Z
5

8
1

A
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⑶　リモートコントローラ
ワイヤードリモコン（別売品）

　⒜　RC－DX2

PJZ000Z298

52mm

30mm

12
0m
m

30mm

30mm

リモコン温度センサ

配線

中央取り出しの場合左上取り出しの場合

37 23 23

83
.5

12
0

18
.3

19
120

正面から見た取り付け寸法

固定穴

取付用位置5箇所から
上下2箇所を固定

●　リモートコントローラ品番

長さ（m） 備　考適用機種 重工空調品番

全機種

ＨＡ０６１９２
配線心数：２
（０．３ｍｍ２）ＨＡ０６１９３

ＨＡ０６１９４

１０

５０

１００

■リモコン配線（別売品）

適用機種

全機種

ＭＨＩ品番

ＲＣ-ＤＸ1G

リモコンコードを延長する場合の注意

● 詳細については，リモートコントローラ
　の取付（000ページ）をご覧ください。

リモコン取付寸法設置スペース

ケース分解作業の為,
最小スペースを確保し
てください。
上面・左右側面：30mm以上
下面　　　　　：120mm以上
L形ドライバー使用の場合は，
50mm以上

23
46

11.5 11

リモコン外形

120

45

83
.5

42

12
0

リモコン取付寸法

配線後抜き用
取付け穴

12×7長穴 9.5×5長穴（4個所）

注（1）使用可能JISボックス  JIS  C  8340

 （2）リモコン用取付ねじ
　　  M４×２本

　　　　１個用スイッチボックス 
        （左図　 印穴使用）

　　　　２個用スイッチボックス
        （左図　 印穴使用)

ねじ取付部の薄肉部分を
ナイフ等で切りとってか
らねじをしめてください。

リモコンコードを延長する場合の注意 最大総延長600ｍ

●リモコンコードは0.3mm2×2心です。

100～200m以内…0.50mm2×2心
100～300m以内…0.75mm2×2心
100～400m以内…1.25mm2×2心
100～600m以内…2.00mm2×2心

44

延長は600ｍまで可能です。延長距離が100mを超える
場合は，下記サイズに変更してください。但し，リモ
コンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモ
コン外部の近傍で配線接続により，サイズを変更して
ください。配線接続する際は，水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。また，配線の接続は，接
触不良のないように確実に行ってください。
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PJZ000Z290

⒝　RC－D4G

温度設定 運転／停止 

48

□120

中央取り出しの場合

X, Y端子台
M3ネジ角座金付

左上取り出しの場合

液晶表示部

0.3ｍｍ２、2心

配線露出取付
壁面

配線
（埋込の場合）

JISボックス
（客先手配品）

19

配線埋込取付

23
46

11.5 11

リモコン外形

120

45

83
.5

42

12
0

リモコン取付寸法

配線後抜き用
取付け穴

12×7長穴 9.5×5長穴（4個所）

注（1）使用可能JISボックス  JIS  C  8340

 （2）リモコン用取付ねじ
　　  M４×２本

　　　　１個用スイッチボックス 
        （左図　 印穴使用）

　　　　２個用スイッチボックス
        （左図　 印穴使用)

ねじ取付部の薄肉部分を
ナイフ等で切りとってか
らねじをしめてください。

リモコンコードを延長する場合の注意 最大総延長600ｍ

●リモコンコードは0.3mm2×2心です。

100～200m以内…0.50mm2×2心
100～300m以内…0.75mm2×2心
100～400m以内…1.25mm2×2心
100～600m以内…2.00mm2×2心

44

延長は600ｍまで可能です。延長距離が100mを超える
場合は，下記サイズに変更してください。但し，リモ
コンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモ
コン外部の近傍で配線接続により，サイズを変更して
ください。配線接続する際は，水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。また，配線の接続は，接
触不良のないように確実に行ってください。
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1.3 電
気

配
線

図

R
T

G
0

0
0

Z
5

8
5

⑴
　

多
機

能
形

⒜
　

単
相

機
A

C
W

P
2

5
4

H
K

T，
4

0
4

H
K

T
2

5
4

H
K

M
T，

4
0

4
H

K
M

T

　　　　やむを得ない場合はシールド線を使用してください。

ACWP404HKT,404HKMT   20A

　　　　リモコン配線　0.3mm X 2心

記事１.  　 は現地配線を示します。

　　３.配線用しゃ断器容量
ACWP254HKT,254HKMT   20A

2

　　２.リモコン配線は他の動力線と並行配線しないでください。

F1,2
F3
FM

Th -R1,2,3 

ファンモータ

リモコン通信アドレス設定

熱交センサ

SW2

ThC 
Th -A 

リモコン付属サーミスタ
吸込空気センサ

機種容量切替SW6

記  号 名    称

I

LED・2 表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3 表示灯（赤-点検表示）

TB2 端子台

TB2S,IN

R,IN

G1

R,OUT

R0

G1

S0

M

CNTH
CNEEV

CNFAN

t゜

Tho-D Tho-A Tho-R
EEV

CNQ1

CNW

CNSW1

M
CM

3～

M
FMo

SW5 SW8

6

1

2346

U V W

T11T12

CH

CN20S

20S

13456

R,IN S,IN

ク
ロ

シ
ロ

T1 T2

シ
ロ

ク
ロ

ア
カ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ キ 

ア
オ

シ
ロ キ ダイ

ア
オ

ア
カ

ハ
イ
チ
ャ

ア
カ
ア
カ

t゜ t゜

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

室外制御基板

1
2
3

ハ
イ
ア
カ

チャ 
キ／ミド

クロ 

キ／ミド 

F5（20A）
L1
L2

TB1
クロ

シロ

CNH

サブ基板

23456

1

CNX1

CNX2

ハイ 
アカ手元開閉器又は

配線用遮断器

漏電遮断器

電源
単相200V 50／60Hz

室内制御基板

電源基板

1
2
3
4
5
6

t°
1
2

1

3t°

リモコン

1

CNW2
シロ

CNW1
シロ

CNB
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

F1（3.15A）
F2（3.15A）
3

5

CNW0
シロ1

CNW3
シロ

電源回路

ThC

Th -A

t°

t°

t°

Th -R1

Th -R2

Th -R3Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

1

M

1 4 5 6 7

F3
（2A）

キ／ミド

シロ

アカ

シロ

アオ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ
キ ア
オ

シロ

シロ

クロ

SW2

SW6

LED・2 LED・3

CNZ
HA用

シロ

SW8

クロ
クロ
クロ
クロ
ハイ
ハイ

クロ
クロ

FMＩ

CNM1
シロ

12

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

X
Y

X
Y

圧縮用電動機CM

FMo

CH

20S

送風用電動機

クランクケースヒータ

四方切換電磁弁

TB1 端子台
吸込空気センサTho-A
吐出管センサTho-D

Tho-R 熱交センサ

SW5-1 現地設定スイッチ：デフロスト設定切換スイッチ
SW5-2 現地設定スイッチ：外気冷房制御ON／OFFスイッチ

SW5-4 現地設定スイッチ：冷房／暖房試運転切換スイッチ

記  号 名    称

L リアクタ

12 3 4

ヒューズ（250V 20A）F5

CNA～Z コネクタ

SW5-3 試運転スイッチ：試運転ON／OFFスイッチ

・記号説明
室内制御／電源基板

EEV 電子膨張弁

※1

2点鎖線内（※１印）の
ファンモータ用の接続
コネクタは必ず元電源を
切ってから抜いてください。
ファンモータの故障の
原因となります。

LED・1 表示灯（赤-点検表示）

1
2

CNI
アオ シロ

TB2

FMP

ヒューズ（2A）
ヒューズ（3.15A）

FMP インバータ冷却ファン

1
2

CNR
シロ アオ

+12V

M
アカ

LED・1

（アカテープ）

（キテープ）

F3（2A）

4
5

TB3
アカ 
シロ

CNA3

Tr

14V 8V

200V
t゜

ThI -AD

t゜

Tho-AD

CNAM CNAR CNG CNL CN1
CNT1

CNAOCNECNAP

1～
M

CNAA

EM11～
M

CNAB

EM2 1～
M

CNAC

DMA

52HU

CN2

CNAH

52X1 

HU 1～
M

CNAG

1～
M

CNAJ

1 2 3 4 5 6

ダンパ基板

ア
カキ キ ク

ロ
ク
ロ

クロ

クロ

アカ

シロ

1

2

ク
ロ
ク
ロ
キ

ア
オ
ア
オ
キ

キ ア
カ
キ

ダ
イ
ム
ラ

7

8

ク
ロ
ク
ロ

ア
オ
ア
オ

キ キ 

ク
ロ
ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ

CNAD

CNAD

LS1

7

8

LS2

CNAN

LSA

ア
オ

シ
ロ

ア
オ

キ キ 

SW8

シ
ロ

シ
ロ

ア
オ

ア
カ

ア
カ

ア
カ

ク
ロ

3

5

3

552HU

52X1

シ
ロ

アカ 
シロ 

XD1 XD2 XD3 XD6

7 3 8 4 9 5 10 6

ア
カ

FME2
（排気）

FME1
（給気）

チャアカ

（給気）
外冷

（排気）
換気

（給気）
換気 （給気）

外冷
（排気）
換気

換気（給気）

正常 点検

LED・G LED・R

ク
ロ

XR1
XR2

XR3
XR4

オプション
1
2
3
4
5
6

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（圧縮機）
（点検）

+12V

6
5
4
3
2
1

CNT

12V

EM1,2 換気用ダンパモータ

FM 用電磁接触器52X1 E

DMA 外気冷房用ダンパモータ ALS 外気冷房用リミットスイッチ

CNG コネクタ（外気冷房出力表示灯用）

H 加湿器    （オプション）

FME1,2 換気用ファンモータ（オプション）
CNL コネクタ（ダンパ用LEDリセット用）

CN1 コネクタ（換気制御用）
CN2 コネクタ（外圧センサ用）

LS 換気用リミットスイッチ

LED・G
LED・R

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

52H

SW8 換気・外気冷房制御

補助継電器XD1-6

名    称記  号

Tr トランス H  用電磁接触器（オプション）

記  号 名    称

U
U U

1,2

SW8 現地設定スイッチ：SW8-4
外気冷房制御ON／OFFスイッチ

・記号説明
ダンパ基板

・記号説明
室外制御基板

ダイ
チャ
アオ
キ
クロ
アカ

XR5
（遠方操作：無電圧接点）

Ｉ
Ｉ

TB3
吸込空気センサ（室温）Th -AD

端子台吸込空気センサ（外温）Tho-AD
Ｉ

キ／ミド 

L

キ ダ
イ

CNL
キ ダ

イ

CNR

CNWA

CNTH1

モ
モ

チャ

ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

「高天井1」にセットしてください。
[現地設定]
1.高性能フィルタ装着の場合は、リモコンにて

2.外気冷房制御
SW5-2（室外基板）およびSW8-4（室内基板）の両方をONとしてください。
外気冷房運転が可能となります。

設定変更方法は、リモコンの取扱説明書を参照してください。
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R
T

G
0

0
0

Z
5

8
7

⒝
　

三
相

機
A

C
W

P
2

5
4

H
T，

4
0

4
H

T
2

5
4

H
M

T，
4

0
4

H
M

T

　　　　やむを得ない場合はシールド線を使用してください。

ACWP404HT,404HMT   15A

　　　　リモコン配線　0.3mm X 2心

記事１.  　  は現地配線を示します。

　　３.配線用しゃ断器容量
ACWP254HT,254HMT   15A

2

　　２.リモコン配線は他の動力線と並行配線しないでください。

F1,2
F3
FM

Th -R1,2,3 

ファンモータ

リモコン通信アドレス設定

熱交センサ

SW2

ThC 
Th -A 

リモコン付属サーミスタ
吸込空気センサ

機種容量切替SW6

記  号 名    称

I

LED・2 表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3 表示灯（赤-点検表示）

TB2 端子台

TB2

M

CNTH
CNEEV

CNFAN

t゜

Tho-D Tho-A Tho-R
EEV

CNQ1

CNW

CNSW1

M
CM

3～

M
FMo

SW5 SW8

6

1

2346

U V W

T11T12

CH

CN20S

20S

13456

T4 T5

シ
ロ

ク
ロ

ア
カ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ キ 

ア
オ

シ
ロ キ 

ダ
イ
ア
オ

ア
カ

ハ
イ
チ
ャ

ア
カ
ア
カ

t゜ t゜

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

室外制御基板

1
2
3

ハ
イ
ア
カ

チャ 

CNH

23456

1

ハイ 

室内制御基板

電源基板

1
2
3
4
5
6

t°
1
2

1

3t°

リモコン

1

CNW2
シロ

CNW1
シロ

CNB
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

F1（3.15A）
F2（3.15A）
3

5

CNW0
シロ1

CNW3
シロ

電源回路

ThC

Th -A

t°

t°

t°

Th -R1

Th -R2

Th -R3Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

1

M

1 4 5 6 7

F3
（2A）

キ／ミド

シロ

アカ

シロ

アオ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ
キ ア
オ

シロ

シロ

クロ

SW2

SW6

LED・2 LED・3

CNZ
HA用

シロ

SW8

クロ
クロ
クロ
クロ
ハイ
ハイ

クロ
クロ

FMＩ

CNM1
シロ

12

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

X
Y

X
Y

圧縮用電動機CM

FMo

CH

20S

送風用電動機

クランクケースヒータ

四方切換電磁弁

TB1 端子台
吸込空気センサTho-A
吐出管センサTho-D

Tho-R 熱交センサ

SW5-1 現地設定スイッチ：デフロスト設定切換スイッチ
SW5-2 現地設定スイッチ：外気冷房制御ON／OFFスイッチ

SW5-4 現地設定スイッチ：冷房／暖房試運転切換スイッチ

記  号 名    称

L リアクタ

12 3 4

ヒューズ（250V 20A）F5,6

CNA～Z コネクタ

SW5-3 試運転スイッチ：試運転ON／OFFスイッチ

・記号説明
室内制御／電源基板

EEV 電子膨張弁

※1

2点鎖線内（※１印）の
ファンモータ用の接続
コネクタは必ず元電源を
切ってから抜いてください。
ファンモータの故障の
原因となります。

LED・1 表示灯（赤-点検表示）

1
2

CNI
アオ シロ

TB2

FMP

ヒューズ（2A）
ヒューズ（3.15A）

FMP インバータ冷却ファン

1
2

CNR
シロ アオ

+12V

M
アカ

LED・1

（アカテープ）

（キテープ）

F3（2A） 6
5
4
3
2
1

CNT

12V

EM1,2 換気用ダンパモータ

FM 用電磁接触器52X1 E

DMA 外気冷房用ダンパモータ ALS 外気冷房用リミットスイッチ

CNG コネクタ（外気冷房出力表示灯用）

H 加湿器    （オプション）

FME1,2 換気用ファンモータ（オプション）
CNL コネクタ（ダンパ用LEDリセット用）

CN1 コネクタ（換気制御用）
CN2 コネクタ（外圧センサ用）

LS 換気用リミットスイッチ

LED・G
LED・R

表示灯（緑-マイコン正常表示）
表示灯（赤-点検表示）

52H

SW8 換気・外気冷房制御

補助継電器XD1-6

名    称記  号

Tr トランス H  用電磁接触器（オプション）

記  号 名    称

U
U U

1,2

SW8 現地設定スイッチ：SW8-4
外気冷房制御ON／OFFスイッチ

・記号説明
ダンパ基板

・記号説明
室外制御基板

ダイ
チャ
アオ
キ
クロ
アカ

手元開閉器又は
配線用遮断器
漏電遮断器
電源
三相200V 50／60Hz

T9

S

キ／ミド 

T2

T1

T10

T3

T7

T8

T4

CNX1 CNX2

T5 T6

ク
ロ
シ
ロ
ア
オ

クロ 

アオ 
キ／ミド 

F5（20A）

F6（20A）

R
S
T

TB1
クロ 
シロ 
アオ 

ノイズ
フィルタ
基板

TR

4
5

TB3
アカ 
シロ 

CNA3

Tr

14V 8V

200V
t゜

ThI -AD

t゜

Tho-AD

CNAM CNAR CNG CNL CN1
CNT1

CNAOCNECNAP

1～
M

CNAC

DMA

52HU

CN2

CNAH

52X1 

HU 1～
M

CNAG

1～
M

CNAJ

1 2 3 4 5 6

ダンパ基板

モ
モキ キ ク

ロ
ク
ロ

クロ

クロ

アカ

シロ

1

2

キ ア
カ
キ

ダ
イ
ム
ラ

7

8
キ キ 

ク
ロ
ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ

CNAD

CNAD

LS1

7

8

LS2

CNAN

LSA

ア
オ

シ
ロ

ア
オ

キ キ 

SW8

シ
ロ

シ
ロ

ア
オ

ア
カ

ア
カ

ア
カ

ク
ロ

3

5

3

552HU

52X1

シ
ロ

アカ 
シロ 

XD1 XD2 XD3 XD6

7 3 8 4 9 5 10 6

ア
カ

FME2
（排気）

FME1
（給気）

チャアカ

（給気）
外冷 （給気）

外冷
（排気）
換気

換気（給気）

正常 点検

LED・G LED・R

ク
ロ

XR1
XR2

XR3
XR4

オプション
1
2
3
4
5
6

CNT
アオ

（運転）
（暖房）
（圧縮機）
（点検）

+12V

XR5
（遠方操作：無電圧接点）

Ｉ
Ｉ

TB3
吸込空気センサ（室温）Th -AD

端子台吸込空気センサ（外温）Tho-AD
Ｉ

キ／ミド 

L

キ
ダ
イ

CNL
キ ダ

イ

チャ 
ハイ

CNR

CNWA

CNTH1

ア
カ

1～
M

CNAA

EM11～
M

CNAB

EM2

ク
ロ
ク
ロ
キ

ア
オ
ア
オ
キ

ク
ロ
ク
ロ

ア
オ
ア
オ

（排気）
換気

（給気）
換気

ハ
イ
ア
カ

ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

[現地設定]
1.高性能フィルタ装着の場合は、リモコンにて「高天井1」にセットしてください。

2.外気冷房制御
SW5-2（室外基板）およびSW8-4（室内基板）の両方をONとしてください。
外気冷房運転が可能となります。

設定変更方法は、リモコンの取扱説明書を参照してください。



-
 18 -

-
 19 -

⑵
　

普
及

形
⒜

　
単

相
機

A
C

W
P

2
5

4
H

K
，

4
0

4
H

K
2

5
4

H
K

M
，

4
0

4
H

K
M

F1,2
F3
FM

Th -R1,2,3 

ファンモータ

リモコン通信アドレス設定

熱交センサ

SW2

ThC 
Th -A 

リモコン付属サーミスタ
吸込空気センサ

機種容量切替SW6

記  号 名    称

I

LED・2 表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3 表示灯（赤-点検表示）

TB2 端子台

TB2S,IN

R,IN

G1

R,OUT

R0

G1

S0

M

CNTH
CNEEV

CNFAN

t゜

Tho-D Tho-A Tho-R
EEV

CNQ1

CNW

CNSW1

M
CM

3～

M
FMo

SW5 SW8

6

1

2346

U V W

T11T12

CH

CN20S

20S

13456

R,IN S,IN

ク
ロ

シ
ロ

T1 T2

シ
ロ

ク
ロ

ア
カ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ キ 

ア
オ

シ
ロ キ 

ダ
イ
ア
オ

ア
カ

ハ
イ
チ
ャ

ア
カ
ア
カ

t゜ t゜

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

室外制御基板

1
2
3

ハ
イ
ア
カ

チャ

キ／ミド

クロ 

キ／ミド 

F5（20A）
L1
L2

TB1
クロ

シロ

CNH

サブ基板

23456

1

CNX1

CNX2

ハイ

アカ手元開閉器又は
配線用遮断器

漏電遮断器

電源
単相200V 50／60Hz

室内制御基板

電源基板

1
2
3
4
5
6

t°
1
2

1

3t°

リモコン

1

CNW2
シロ

CNW1
シロ

CNB
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

F1（3.15A）
F2（3.15A）
3

5

CNW0
シロ1

CNW3
シロ

電源回路

ThC

Th -A

t°

t°

t°

Th -R1

Th -R2

Th -R3Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

1

M

1 4 5 6 7

F3
（2A）

キ／ミド

シロ

アカ

シロ

アオ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ
キア
オ

シロ

シロ

クロ

SW2

SW6

LED・2 LED・3

CNZ
HA用

シロ

SW8

クロ
クロ
クロ
クロ
ハイ
ハイ

クロ
クロ

FMＩ

CNM1
シロ

12

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

X
Y

X
Y

圧縮用電動機CM

FMo

CH

20S

送風用電動機

クランクケースヒータ

四方切換電磁弁

TB1 端子台
吸込空気センサTho-A
吐出管センサTho-D

Tho-R 熱交センサ

SW5-1 現地設定スイッチ：デフロスト設定切換スイッチ

SW5-4 現地設定スイッチ：冷房／暖房試運転切換スイッチ

記  号 名    称

L リアクタ

12 3 4

ヒューズ（250V 20A）F5

CNA～Z コネクタ

SW5-3 試運転スイッチ：試運転ON／OFFスイッチ

・記号説明
室内制御／電源基板

EEV 電子膨張弁

※1

LED・1 表示灯（赤-点検表示）

1
2

CNI
アオ シロ

TB2

FMP

ヒューズ（2A）
ヒューズ（3.15A）

FMP インバータ冷却ファン

1
2

CNR
シロ アオ

+12V

M
アカ

LED・1

（アカテープ）

（キテープ）

F3（2A） XR1
XR2

XR3
XR4

オプション

（運転）
（暖房）
（圧縮機）
（点検）

・記号説明
室外制御基板

XR5
（遠方操作：無電圧接点）

Ｉ
Ｉ

キ／ミド 

L

キ ダ
イ

CNL
キ ダ

イ

CNR

CNWA

CNTH1

　　　　やむを得ない場合はシールド線を使用してください。

ACWP404HK,404HKM   20A

　　　　リモコン配線　0.3mm X 2心

記事１.  　　は現地配線を示します。

　　３.配線用しゃ断器容量
ACWP254HK,254HKM   20A

2

　　２.リモコン配線は他の動力線と並行配線しないでください。

チャ

1
2
3
4
5
6

CNT
アオ

+12V

2点鎖線内（※１印）の
ファンモータ用の接続
コネクタは必ず元電源を
切ってから抜いてください。
ファンモータの故障の
原因となります。

[現地設定]
1.高性能フィルタ装着の場合は、リモコンにて「高天井1」にセットしてください。
設定変更方法は、リモコンの取扱説明書を参照してください。

R
T

G
0

0
0

Z
5

8
4
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　　　　やむを得ない場合はシールド線を使用してください。

ACWP404H,404HM   15A

　　　　リモコン配線　0.3mm X 2心

記事１.  　　 は現地配線を示します。

　　３.配線用しゃ断器容量
ACWP254H,254HM   15A

2

　　２.リモコン配線は他の動力線と並行配線しないでください。F1,2
F3
FM

Th -R1,2,3 

ファンモータ

リモコン通信アドレス設定

熱交センサ

SW2

ThC 
Th -A 

リモコン付属サーミスタ
吸込空気センサ

機種容量切替SW6

記  号 名    称

I

LED・2 表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3 表示灯（赤-点検表示）

TB2 端子台

TB2

M

CNTH
CNEEV

CNFAN

t゜

Tho-D Tho-A Tho-R
EEV

CNQ1

CNW

CNSW1

M
CM

3～

M
FMo

SW5 SW8

6

1

2346

U V W

T11T12

CH

CN20S

20S

13456

T4 T5

シ
ロ

ク
ロ

ア
カ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ キ 

ア
オ

シ
ロ キ 

ダ
イ
ア
オ

ア
カ

ハ
イ
チ
ャ

ア
カ
ア
カ

t゜ t゜

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

室外制御基板

1
2
3

ハ
イ
ア
カ

チャ 

CNH

23456

1

ハイ 

室内制御基板

電源基板

1
2
3
4
5
6

t°
1
2

1

3t°

リモコン

1

CNW2
シロ

CNW1
シロ

CNB
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

F1（3.15A）
F2（3.15A）
3

5

CNW0
シロ1

CNW3
シロ

電源回路

ThC

Th -A

t°

t°

t°

Th -R1

Th -R2

Th -R3Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

1

M

1 4 5 6 7

F3
（2A）

キ／ミド

シロ

アカ

シロ

アオ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ
キ ア
オ

シロ

シロ

クロ

SW2

SW6

LED・2 LED・3

CNZ
HA用

シロ

SW8

クロ

クロ
クロ

クロ
ハイ

ハイ

クロ

クロ

FMＩ

CNM1
シロ

12

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

X
Y

X
Y

圧縮用電動機CM

FMo

CH

20S

送風用電動機

クランクケースヒータ

四方切換電磁弁

TB1 端子台
吸込空気センサTho-A
吐出管センサTho-D

Tho-R 熱交センサ

SW5-1 現地設定スイッチ：デフロスト設定切換スイッチ

SW5-4 現地設定スイッチ：冷房／暖房試運転切換スイッチ

記  号 名    称

L リアクタ

12 3 4

ヒューズ（250V 20A）F5,6

CNA～Z コネクタ

SW5-3 試運転スイッチ：試運転ON／OFFスイッチ

・記号説明
室内制御／電源基板

EEV 電子膨張弁

※1

2点鎖線内（※１印）の
ファンモータ用の接続
コネクタは必ず元電源を
切ってから抜いてください。
ファンモータの故障の
原因となります。
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M
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Ｉ
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[現地設定]
1.高性能フィルタ装着の場合は、リモコンにて「高天井1」にセットしてください。
設定変更方法は、リモコンの取扱説明書を参照してください。
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1.4 運　転　音

測 定 条 件：JIS B 8616 冷房定格・暖房定格　測定場所：無響室

マイク位置：ユニット中央　正面 1m

室　内　側：パネル無，高性能フィルタ無，風量：急，換気：OFF
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1.5 エアフロー図

外気冷房運転（標準仕様）
・下図は左吹き仕様を示します。

⑴　多機能形
冷・暖房運転＋換気運転（標準仕様）
・下図は左吹き仕様を示します。
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冷・暖房運転＋換気運転（全熱交換器付）
・下図は左吹き仕様を示します。

外気冷房運転（全熱交換器付）
・下図は左吹き仕様を示します。
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⑵　普及形
冷・暖房運転（標準仕様）
・下図は左吹き仕様を示します。

冷・暖房運転＋換気（給気）運転
・下図は左吹き仕様を示します。
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室外側送風機圧縮機

室外側給気
（OA）
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（EA）

室内側給気
（SA）

新鮮空気
（FA）

室内側環気
（RA）
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（FA）
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給気ダクト
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1.6 内部構造図

⑵　普及形
・下図は左吹き仕様を示します。

⑴　多機能形
・下図は左吹き，全熱交換器仕様を示します。

室内コントローラ 加湿器 室外熱交換器

室外送風装置四方弁圧縮機室内送風装置室外コントローラ 高性能フィルタ
（オプション）

室内熱交換器
（オプション）

外気冷房ダンパ ダンパコントローラ 換気（給気）ダンパ

全熱交換器
（オプション）

換気（排気）ダンパ膨張弁 サービスバルブ

RTG000Z592

RTG000Z591

室内コントローラ 室内熱交換器 室外熱交換器

固定給気ダンパ
（別売品）

室外送風装置四方弁室内送風装置室外コントローラ 高性能フィルタ
（オプション）

圧縮機膨張弁

サービスバルブ
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1.7 冷媒系統図
・ACWP 全シリーズ共通
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1.8 据付関連事項
工事の前に以下の内容をよくお読みになってユニットを据付けてください。

天埋カセテリア形　据付工事説明書天埋カセテリア形　据付工事説明書 PJG012D006

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内）は、電気配線工事説明書をご覧ください。リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。ワイヤレス
キットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外）及び冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
○本機はダクト機です。直吹きでは使用しないでください。
○専用のパネル（エアフィルタ組込）又はフィルタキット（天井リターン設置）を組み合わせて使用してください。

1

3

③据付け前の準備 本内容を参照に最新設置基準に合わせ設置してください。

④室内ユニットの据付け

4裏面へつづく

●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると破裂･ケガの原因となり、また水漏れや感電･火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付けは、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●ユニットを搬入する際、重量に適合したローブをユニットの所定位置に掛けて行う。また横ズレしないよう固定し、確実に4点支
   持で実施する。
　3点支持など搬入方法に不備があるとユニットが落下し、死亡や重傷の原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●エアコンの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒（R410A）以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、必ず専用
回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●冷媒用配管、フレアナット、工具はR410A専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付け過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
●冷媒配管工事、気密試験および真空引きが完了するまでは、操作弁（液、ガス共）を開けないでください。
　冷媒配管が確実に取付けておらず、操作弁開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。
　また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破裂、ケガなどの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内機を腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。

　 
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取り付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付けに不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
● ここに示した注意事項は、 、 、に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び
つく可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
● 据付工事完了後、試運転を行い、異常がないことを確認するとともに、取扱説明書にそって、「安全上のご注意」や正しい使用
方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。

　 この据付説明書は取扱説明書と共にお客様で保管いただくように依頼してください。また、お使いになる方が代わる場合は、新
しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●ユニットの上に物を置いて運転を行わない。
　落下物により物が破損したり、ケガの原因となります。
●ユニットの上に乗らない。
　落下、転倒などによりケガの原因となります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2人以上で行ってください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

　

●アース（接地）を確実に行う。
　 アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、故障や漏
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極遮断するブレーカ（漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスがユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う
所での据付け、使用は行わない。

　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付け、使用しない。
　 インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエアコンの誤作動や故障の原因になったり、エアコン側か
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付けは避ける。
　・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ等の機器に影響する物質の発生する所・標高1000m以上の所

・アンモニアの雰囲気にさらされる所

・煙突の煙がかかる所

・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
・強風の影響をうけやすい所（室外機に直接強風が吹込む所）

・積雪の多い所

　・車両、船舶等移動するものへの設置
　・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所 ・他の熱源から熱放射を受ける所

・通風の悪い所　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）
　・高周波を発生する機械を使用する所 ・吸込口、吹出口に風の障害物がある所

・複数台設置の場合に、ショートサーキットがおきるような所　・海浜地区等塩分の多い所
性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな
ることがあります。ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●エアコンの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80%以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●ユニットは、小動物のすみかにしない。
　 小動物が侵入して、内部の電気部品に触れると、故障や発煙・発火の原因になることがあります。
　小動物が侵入しないよう防鳥網を設置してください。

●漏電遮断器は必ず取り付ける。
　漏電遮断器が取り付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると、異常振動・騒音増大の原因になります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への据付は避ける。
　・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
　・吹出し風が動植物に直接あたる場所
　・吹出し風による植木などへの被害の原因になります
　・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
　周辺の環境に影響をおよぼしクレームの原因になることがあります。

注意

①据付けのまえに

設置方法

●据付はこの据付け説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様
　○配管・配線・小物部品
　○付属品

付属品
本体吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用
平座金（M10） パイプカバー

（大）
パイプカバー
（小）

バンド パイプカバー
（大）

パイプカバー
（小）

ドレンホース ホース
クランプ

8個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個
ユニット
吊下げ用

ガス管断熱用 液管断熱用 パイプカバー
固定用

ドレンソケット
断熱用

ドレンソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレンホース
取付用

付属品収納場所
（梱包時）

お願い
○水準器を使用するか、下記の要領で水平度の調整を行ってください。

○水平度がでていないとフロートスイッチの誤作動あるいは不作動の
原因となります。

水平度の調整

●本体下面と水面高さが下図に
　なるように調整してください。

配管側をさがりぎみにしてください。

サイレント仕様

36
5m
m
以
上

46
0m
m
以
上

46
0m
m
以
上

吹出ユニット

フレキシブルダクト

サイレント用パネル

本体

ロングライフ
フィルタ（パネル組入）

15
0～
30
0

mm
以
上

吹出ユニット

キャンバスダクト

フレキシブルダクト

キャンバスダクト用パネル

本体
ロングライフ
フィルタ（パネル組入）

15
0m
m以
上

吹出ユニット

(オプション）
天井リターン用フィルタ
（ロングライフフィルタ)

フレキシブルダクト

点検口(現地手配）

本体

室内ユニット据付スペース
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

単位：ｍｍ

付属品はユニット内の
ファン室に入っています。

キャンパス仕様

天井リターン方式

本体の大きさ・設置方法とオプションを確認してください。
吹出ダクト他のオプションを含めカタログにて確認してく
ださい。

②室内ユニットの据付場所の選定
①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
・冷風または温風が十分に行きわたる所。据付高さが３ｍを超えると暖気が天井
にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。
・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。　
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。　
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショート
サーキットしない所。　
・侵入外気の影響のない所。　
・直射日光の当たらない所。　
・周囲の露点温度が28℃以下、相対湿度80％以下の所。
本ユニットはJIS露付条件にて試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、ユニット周囲が上記条件以上の高湿度
雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、ユニット本
体の全ておよび配管、ドレン配管にさらに10～20mmの断熱材を取付けてください。　
・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）　
・ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器等濡れて困るものを置かない所。　
・調理器具が発する熱の影響を受けない所。　
・フライヤーの真上など油・粉・蒸気等を直接吸込まない所。　
・蛍光灯、白熱灯よりできるだけ離れた所。（ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなるこ
とがあります。）

②据付けようとする場所がユニット重量に耐えられるかどうか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付作業を行
ってください。強度不足の場合は、ユニット落下によるケガの原因になります。

シリーズ展開　組合せオプション

シリーズ展開
店舗
ビル空調
GHP
丸ダクト
パネル
キャンバス
パネル
フィルタ
点検口

小型
P22

●
●
1口

P28

●
●

P36

●
●

P40
●

　　　　　2口
R-PNC-2AW
HAO1503
R-PNS-2AW
R-FL-2A

P45
●
●
●

P50
●

P56
●
●
●

P63
●

P71
●
●
●

　　　　　 3口

P80
●
●

P90

●
●

P112
●
●
●

P140
●
●
●
4口

R-PNC-4AW
HAO1484
R-PNS-4AW
R-FL-4A

P160
●

中型

現地手配

大型

吹出口数

キャンバスダクト

サイレント
天井リターン

R-PNC-3AW
HAO1490
R-PNS-3AW
R-FL-3A

〈吊り込み〉
○ユニットを吊り込んでください。

○本体を据え付けたとき、本体と天井穴の寸法が
出ないときは、据付金具が長穴になっています
ので調整してください。 

据　付

●吊りボルトの長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上又は天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
　○強度が充分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０）を４組現地にて手配してください。

サイレントパネルと組合わせの場合

冷媒ガス配管

ドレン配管接続口

VP25 (I.D.25,O.D.32)

ドレン配管接続口
(自然排水用）

VP20 (I.D.20,O.D.26)

510

471
413

466

29 10
4
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95 14
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18
7
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4
20
3

パネル中心
パネル中心

F 
（吊りボルト位置）

57 137
Ｈ Ｊ

30
天井～パネル
ラップ寸法

C 
（天井穴寸法）

A
（パネル寸法）
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（
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穴
寸
法
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（
パ
ネ
ル
寸
法
）

冷媒液配管
冷媒ガス配管

ドレン配管接続口
VP25 (I.D.25,O.D.32)

ドレン配管接続口
(自然排水用）

VP20 (I.D.20,O.D.26)

634
468
405

466
冷媒液配管

（　     　）
30

天井～パネル
ラップ寸法（　     　）

30
天
井
～
パ
ネ
ル

ラ
ッ
プ
寸
法

（　
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～
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A
1040
1240
1658

小型
中型
大型

B
750
750
850

C
980
1180
1598

D
690
690
790

F
786
986
1404

G
472
472
530

H
433
533
742

J
353
453
662

K
182.5
182.5
190.5

L
289.5
289.5
339.5

M
162.5
162.5
204.5

A
864
1064
1484

小型
中型
大型

B
585
585
585

C
804
1004
1424

D
525
525
525

F
786
986
1404

G
472
472
530

H
393
493
702

J
265
265
323

K
207
207
207

L
9
9
10

M
2.5
2.5
60.5

キャンパスパネルと組合わせの場合

小型、中型 大型

天埋カセテリア形　据付工事説明書天埋カセテリア形　据付工事説明書 PJG012D006

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内）は、電気配線工事説明書をご覧ください。リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。ワイヤレス
キットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外）及び冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
○本機はダクト機です。直吹きでは使用しないでください。
○専用のパネル（エアフィルタ組込）又はフィルタキット（天井リターン設置）を組み合わせて使用してください。

1

3

③据付け前の準備 本内容を参照に最新設置基準に合わせ設置してください。

④室内ユニットの据付け

4裏面へつづく

●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると破裂･ケガの原因となり、また水漏れや感電･火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付けは、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●ユニットを搬入する際、重量に適合したローブをユニットの所定位置に掛けて行う。また横ズレしないよう固定し、確実に4点支
   持で実施する。
　3点支持など搬入方法に不備があるとユニットが落下し、死亡や重傷の原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●エアコンの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒（R410A）以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、必ず専用
回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●冷媒用配管、フレアナット、工具はR410A専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付け過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
●冷媒配管工事、気密試験および真空引きが完了するまでは、操作弁（液、ガス共）を開けないでください。
　冷媒配管が確実に取付けておらず、操作弁開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。
　また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破裂、ケガなどの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内機を腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。

　 
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取り付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付けに不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
● ここに示した注意事項は、 、 、に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び
つく可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
● 据付工事完了後、試運転を行い、異常がないことを確認するとともに、取扱説明書にそって、「安全上のご注意」や正しい使用
方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。

　 この据付説明書は取扱説明書と共にお客様で保管いただくように依頼してください。また、お使いになる方が代わる場合は、新
しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●ユニットの上に物を置いて運転を行わない。
　落下物により物が破損したり、ケガの原因となります。
●ユニットの上に乗らない。
　落下、転倒などによりケガの原因となります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2人以上で行ってください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

　

●アース（接地）を確実に行う。
　 アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、故障や漏
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極遮断するブレーカ（漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスがユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う
所での据付け、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付け、使用しない。
　 インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエアコンの誤作動や故障の原因になったり、エアコン側か
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付けは避ける。
　・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ等の機器に影響する物質の発生する所・標高1000m以上の所

・アンモニアの雰囲気にさらされる所

・煙突の煙がかかる所

・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
・強風の影響をうけやすい所（室外機に直接強風が吹込む所）

・積雪の多い所

　・車両、船舶等移動するものへの設置
　・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所 ・他の熱源から熱放射を受ける所

・通風の悪い所　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）
　・高周波を発生する機械を使用する所 ・吸込口、吹出口に風の障害物がある所

・複数台設置の場合に、ショートサーキットがおきるような所　・海浜地区等塩分の多い所
性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな
ることがあります。ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●エアコンの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80%以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●ユニットは、小動物のすみかにしない。
　 小動物が侵入して、内部の電気部品に触れると、故障や発煙・発火の原因になることがあります。
　小動物が侵入しないよう防鳥網を設置してください。

●漏電遮断器は必ず取り付ける。
　漏電遮断器が取り付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると、異常振動・騒音増大の原因になります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への据付は避ける。
　・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
　・吹出し風が動植物に直接あたる場所
　・吹出し風による植木などへの被害の原因になります
　・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
　周辺の環境に影響をおよぼしクレームの原因になることがあります。

注意

①据付けのまえに

設置方法

●据付はこの据付け説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様
　○配管・配線・小物部品
　○付属品

付属品
本体吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用
平座金（M10） パイプカバー

（大）
パイプカバー
（小）

バンド パイプカバー
（大）

パイプカバー
（小）

ドレンホース ホース
クランプ

8個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個
ユニット
吊下げ用

ガス管断熱用 液管断熱用 パイプカバー
固定用

ドレンソケット
断熱用

ドレンソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレンホース
取付用

付属品収納場所
（梱包時）

お願い
○水準器を使用するか、下記の要領で水平度の調整を行ってください。

○水平度がでていないとフロートスイッチの誤作動あるいは不作動の
原因となります。

水平度の調整

●本体下面と水面高さが下図に
　なるように調整してください。

配管側をさがりぎみにしてください。

サイレント仕様

36
5m
m
以
上

46
0m
m
以
上

46
0m
m
以
上

吹出ユニット

フレキシブルダクト

サイレント用パネル

本体

ロングライフ
フィルタ（パネル組入）

15
0～
30
0

mm
以
上

吹出ユニット

キャンバスダクト

フレキシブルダクト

キャンバスダクト用パネル

本体
ロングライフ
フィルタ（パネル組入）

15
0m
m以
上

吹出ユニット

(オプション）
天井リターン用フィルタ
（ロングライフフィルタ)

フレキシブルダクト

点検口(現地手配）

本体

室内ユニット据付スペース
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

単位：ｍｍ

付属品はユニット内の
ファン室に入っています。

キャンパス仕様

天井リターン方式

本体の大きさ・設置方法とオプションを確認してください。
吹出ダクト他のオプションを含めカタログにて確認してく
ださい。

②室内ユニットの据付場所の選定
①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
・冷風または温風が十分に行きわたる所。据付高さが３ｍを超えると暖気が天井
にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。

・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。　
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。　
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショート
サーキットしない所。　

・侵入外気の影響のない所。　
・直射日光の当たらない所。　
・周囲の露点温度が28℃以下、相対湿度80％以下の所。
本ユニットはJIS露付条件にて試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、ユニット周囲が上記条件以上の高湿度
雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、ユニット本
体の全ておよび配管、ドレン配管にさらに10～20mmの断熱材を取付けてください。　

・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）　
・ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器等濡れて困るものを置かない所。　
・調理器具が発する熱の影響を受けない所。　
・フライヤーの真上など油・粉・蒸気等を直接吸込まない所。　
・蛍光灯、白熱灯よりできるだけ離れた所。（ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなるこ
とがあります。）

②据付けようとする場所がユニット重量に耐えられるかどうか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付作業を行
ってください。強度不足の場合は、ユニット落下によるケガの原因になります。

シリーズ展開　組合せオプション

シリーズ展開
店舗
ビル空調
GHP
丸ダクト
パネル
キャンバス
パネル
フィルタ
点検口

小型
P22

●
●
1口

P28

●
●

P36

●
●

P40
●

　　　　　2口
R-PNC-2AW
HAO1503
R-PNS-2AW
R-FL-2A

P45
●
●
●

P50
●

P56
●
●
●

P63
●

P71
●
●
●

　　　　　 3口

P80
●
●

P90

●
●

P112
●
●
●

P140
●
●
●
4口

R-PNC-4AW
HAO1484
R-PNS-4AW
R-FL-4A

P160
●

中型

現地手配

大型

吹出口数

キャンバスダクト

サイレント
天井リターン

R-PNC-3AW
HAO1490
R-PNS-3AW
R-FL-3A

〈吊り込み〉
○ユニットを吊り込んでください。

○本体を据え付けたとき、本体と天井穴の寸法が
出ないときは、据付金具が長穴になっています
ので調整してください。 

据　付

●吊りボルトの長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上又は天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
　○強度が充分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０）を４組現地にて手配してください。

サイレントパネルと組合わせの場合

冷媒ガス配管

ドレン配管接続口

VP25 (I.D.25,O.D.32)

ドレン配管接続口
(自然排水用）

VP20 (I.D.20,O.D.26)

510

471
413

466

29 10
4

29
95 14
5

18
7

17
4
20
3

パネル中心
パネル中心

F 
（吊りボルト位置）

57 137
Ｈ Ｊ

30
天井～パネル
ラップ寸法

C 
（天井穴寸法）

A
（パネル寸法）

F 
（吊りボルト位置）

Ｈ
Ｌ Ｌ

Ｈ

C 
（天井穴寸法）

A
（パネル寸法）

55
.5

55
.5

G
 

（
吊
り
ボ
ル
ト
位
置
）

Ｌ
Ｋ

M M

Ｋ
Ｊ

D
 

（
天
井
穴
寸
法
）

B
（
パ
ネ
ル
寸
法
）

G
 

（
吊
り
ボ
ル
ト
位
置
）

D
 

（
天
井
穴
寸
法
）

B
（
パ
ネ
ル
寸
法
）

冷媒液配管
冷媒ガス配管

ドレン配管接続口
VP25 (I.D.25,O.D.32)

ドレン配管接続口
(自然排水用）

VP20 (I.D.20,O.D.26)

634
468
405

466
冷媒液配管

（　     　）
30

天井～パネル
ラップ寸法（　     　）

30
天
井
～
パ
ネ
ル

ラ
ッ
プ
寸
法

（　
    
 　
）

30
天
井
～
パ
ネ
ル

ラ
ッ
プ
寸
法

（　
    
 　
）

A
1040
1240
1658

小型
中型
大型

B
750
750
850

C
980
1180
1598

D
690
690
790

F
786
986
1404

G
472
472
530

H
433
533
742

J
353
453
662

K
182.5
182.5
190.5

L
289.5
289.5
339.5

M
162.5
162.5
204.5

A
864
1064
1484

小型
中型
大型

B
585
585
585

C
804
1004
1424

D
525
525
525

F
786
986
1404

G
472
472
530

H
393
493
702

J
265
265
323

K
207
207
207

L
9
9
10

M
2.5
2.5
60.5

キャンパスパネルと組合わせの場合

小型、中型 大型
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天埋カセテリア形　据付工事説明書天埋カセテリア形　据付工事説明書 PJG012D006

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内）は、電気配線工事説明書をご覧ください。リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。ワイヤレス
キットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外）及び冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
○本機はダクト機です。直吹きでは使用しないでください。
○専用のパネル（エアフィルタ組込）又はフィルタキット（天井リターン設置）を組み合わせて使用してください。

1

3

③据付け前の準備 本内容を参照に最新設置基準に合わせ設置してください。

④室内ユニットの据付け

4裏面へつづく

●据付けは、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付けに不備があると破裂･ケガの原因となり、また水漏れや感電･火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付けは、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの落下などにより、ケガの原因になります。
●ユニットを搬入する際、重量に適合したローブをユニットの所定位置に掛けて行う。また横ズレしないよう固定し、確実に4点支
   持で実施する。
　3点支持など搬入方法に不備があるとユニットが落下し、死亡や重傷の原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●エアコンの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒（R410A）以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」及び据付説明書に従って施工し、必ず専用
回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●冷媒用配管、フレアナット、工具はR410A専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付け過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
●冷媒配管工事、気密試験および真空引きが完了するまでは、操作弁（液、ガス共）を開けないでください。
　冷媒配管が確実に取付けておらず、操作弁開放状態で圧縮機を運転すると、急激な冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。
　また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧となり、破裂、ケガなどの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内機を腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。

　 
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取り付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付けに不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。
● ここに示した注意事項は、 、 、に区分していますが、誤った据付けをした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結び
つく可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によって
は重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
● 据付工事完了後、試運転を行い、異常がないことを確認するとともに、取扱説明書にそって、「安全上のご注意」や正しい使用
方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。

　 この据付説明書は取扱説明書と共にお客様で保管いただくように依頼してください。また、お使いになる方が代わる場合は、新
しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。

● ドレン配管は下り勾配（1/100以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設け
ない。

　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。

●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。

●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●ユニットの上に物を置いて運転を行わない。
　落下物により物が破損したり、ケガの原因となります。
●ユニットの上に乗らない。
　落下、転倒などによりケガの原因となります。

●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2人以上で行ってください。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。

　

●アース（接地）を確実に行う。
　 アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、故障や漏
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●正しい容量の全極遮断するブレーカ（漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線遮断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスがユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う
所での据付け、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。

●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付け、使用しない。
　 インバータ機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエアコンの誤作動や故障の原因になったり、エアコン側か
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●次の場所への据付けは避ける。
　・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ等の機器に影響する物質の発生する所・標高1000m以上の所

・アンモニアの雰囲気にさらされる所

・煙突の煙がかかる所

・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
・強風の影響をうけやすい所（室外機に直接強風が吹込む所）

・積雪の多い所

　・車両、船舶等移動するものへの設置
　・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所 ・他の熱源から熱放射を受ける所

・通風の悪い所　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）
　・高周波を発生する機械を使用する所 ・吸込口、吹出口に風の障害物がある所

・複数台設置の場合に、ショートサーキットがおきるような所　・海浜地区等塩分の多い所
性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。

●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの進入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな
ることがあります。ユニット内へのスパッタの進入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。

●エアコンの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80%以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。

●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。

●ユニットは、小動物のすみかにしない。
　 小動物が侵入して、内部の電気部品に触れると、故障や発煙・発火の原因になることがあります。
　小動物が侵入しないよう防鳥網を設置してください。

●漏電遮断器は必ず取り付ける。
　漏電遮断器が取り付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると、異常振動・騒音増大の原因になります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 

●次の場所への据付は避ける。
　・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
　・吹出し風が動植物に直接あたる場所
　・吹出し風による植木などへの被害の原因になります
　・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
　周辺の環境に影響をおよぼしクレームの原因になることがあります。

注意

①据付けのまえに

設置方法

●据付はこの据付け説明書に従って正しく行ってください。
●次の項目を確認してください。
　○機種・電源仕様
　○配管・配線・小物部品
　○付属品

付属品
本体吊り込み用 冷媒配管用 ドレン配管用
平座金（M10） パイプカバー

（大）
パイプカバー
（小）

バンド パイプカバー
（大）

パイプカバー
（小）

ドレンホース ホース
クランプ

8個 １個 １個 ４本 １個 １個 １個 １個
ユニット
吊下げ用

ガス管断熱用 液管断熱用 パイプカバー
固定用

ドレンソケット
断熱用

ドレンソケット
断熱用

ドレン配管
接続用

ドレンホース
取付用

付属品収納場所
（梱包時）

お願い
○水準器を使用するか、下記の要領で水平度の調整を行ってください。

○水平度がでていないとフロートスイッチの誤作動あるいは不作動の
原因となります。

水平度の調整

●本体下面と水面高さが下図に
　なるように調整してください。

配管側をさがりぎみにしてください。

サイレント仕様

36
5m
m
以
上

46
0m
m
以
上

46
0m
m
以
上

吹出ユニット

フレキシブルダクト

サイレント用パネル

本体

ロングライフ
フィルタ（パネル組入）

15
0～
30
0

mm
以
上

吹出ユニット

キャンバスダクト

フレキシブルダクト

キャンバスダクト用パネル

本体
ロングライフ
フィルタ（パネル組入）

15
0m
m以
上

吹出ユニット

(オプション）
天井リターン用フィルタ
（ロングライフフィルタ)

フレキシブルダクト

点検口(現地手配）

本体

室内ユニット据付スペース
●据付高さは２．５ｍ以上としてください。

単位：ｍｍ

付属品はユニット内の
ファン室に入っています。

キャンパス仕様

天井リターン方式

本体の大きさ・設置方法とオプションを確認してください。
吹出ダクト他のオプションを含めカタログにて確認してく
ださい。

②室内ユニットの据付場所の選定
①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
・冷風または温風が十分に行きわたる所。据付高さが３ｍを超えると暖気が天井
にこもりますので、サーキュレータの併設をご指導ください。

・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。　
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。　
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤作動しない所。ショート
サーキットしない所。　

・侵入外気の影響のない所。　
・直射日光の当たらない所。　
・周囲の露点温度が28℃以下、相対湿度80％以下の所。
本ユニットはJIS露付条件にて試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、ユニット周囲が上記条件以上の高湿度
雰囲気の状態で運転すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使用する可能性がある場合は、ユニット本
体の全ておよび配管、ドレン配管にさらに10～20mmの断熱材を取付けてください。　

・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音が生じることがあります。）　
・ユニット真下に食品・食器やパソコン・サーバー、医療機器等濡れて困るものを置かない所。　
・調理器具が発する熱の影響を受けない所。　
・フライヤーの真上など油・粉・蒸気等を直接吸込まない所。　
・蛍光灯、白熱灯よりできるだけ離れた所。（ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなるこ
とがあります。）

②据付けようとする場所がユニット重量に耐えられるかどうか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付作業を行
ってください。強度不足の場合は、ユニット落下によるケガの原因になります。

シリーズ展開　組合せオプション

シリーズ展開
店舗
ビル空調
GHP
丸ダクト
パネル
キャンバス
パネル
フィルタ
点検口

小型
P22

●
●
1口

P28

●
●

P36

●
●

P40
●

　　　　　2口
R-PNC-2AW
HAO1503
R-PNS-2AW
R-FL-2A

P45
●
●
●

P50
●

P56
●
●
●

P63
●

P71
●
●
●

　　　　　 3口

P80
●
●

P90

●
●

P112
●
●
●

P140
●
●
●
4口

R-PNC-4AW
HAO1484
R-PNS-4AW
R-FL-4A

P160
●

中型

現地手配

大型

吹出口数

キャンバスダクト

サイレント
天井リターン

R-PNC-3AW
HAO1490
R-PNS-3AW
R-FL-3A

〈吊り込み〉
○ユニットを吊り込んでください。

○本体を据え付けたとき、本体と天井穴の寸法が
出ないときは、据付金具が長穴になっています
ので調整してください。 

据　付

●吊りボルトの長さが長くなる場合は耐震補強を実施してください。
　○システム天井（グリッド天井・ライン天井）の場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）５００ｍｍ以上又は天井ふところ高さ７００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
　○強度が充分にある天井面に設置され直接スラブから吊り下げる場合
　　吊り長さ（吊りボルト長さ）１０００ｍｍ以上の場合に耐震ブレースを設置する。
●吊りボルト・ナット・バネ座金（Ｍ１０）を４組現地にて手配してください。

サイレントパネルと組合わせの場合

冷媒ガス配管

ドレン配管接続口

VP25 (I.D.25,O.D.32)

ドレン配管接続口
(自然排水用）

VP20 (I.D.20,O.D.26)

510

471
413

466

29 10
4

29
95 14
5

18
7

17
4
20
3

パネル中心
パネル中心

F 
（吊りボルト位置）

57 137
Ｈ Ｊ

30
天井～パネル
ラップ寸法

C 
（天井穴寸法）

A
（パネル寸法）

F 
（吊りボルト位置）

Ｈ
Ｌ Ｌ

Ｈ

C 
（天井穴寸法）

A
（パネル寸法）

55
.5

55
.5

G
 

（
吊
り
ボ
ル
ト
位
置
）

Ｌ
Ｋ

M M

Ｋ
Ｊ

D
 

（
天
井
穴
寸
法
）

B
（
パ
ネ
ル
寸
法
）

G
 

（
吊
り
ボ
ル
ト
位
置
）

D
 

（
天
井
穴
寸
法
）

B
（
パ
ネ
ル
寸
法
）

冷媒液配管
冷媒ガス配管

ドレン配管接続口
VP25 (I.D.25,O.D.32)

ドレン配管接続口
(自然排水用）

VP20 (I.D.20,O.D.26)

634
468
405

466
冷媒液配管

（　     　）
30

天井～パネル
ラップ寸法（　     　）

30
天
井
～
パ
ネ
ル

ラ
ッ
プ
寸
法

（　
    
 　
）

30
天
井
～
パ
ネ
ル

ラ
ッ
プ
寸
法

（　
    
 　
）

A
1040
1240
1658

小型
中型
大型

B
750
750
850

C
980
1180
1598

D
690
690
790

F
786
986
1404

G
472
472
530

H
433
533
742

J
353
453
662

K
182.5
182.5
190.5

L
289.5
289.5
339.5

M
162.5
162.5
204.5

A
864
1064
1484

小型
中型
大型

B
585
585
585

C
804
1004
1424

D
525
525
525

F
786
986
1404

G
472
472
530

H
393
493
702

J
265
265
323

K
207
207
207

L
9
9
10

M
2.5
2.5
60.5

キャンパスパネルと組合わせの場合

小型、中型 大型
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障害物

ペリカバー寸法内

ペリカバー

800（サービススペース）

FL

ユ
ニ
ッ
ト

※
2

70
以

上

60
以

上
　

※
1

10
00

以
上

200

80

12
5

10
0

85

GL

L

列
ユニット

ペリカバー

間仕切  ※3 外壁

50以上50以上

電装品サービス
スペース

ユニット

吹 出 口

換気，排気
スペース

② 据付場所の選定
下記条件に注意し、据付場所を選んでください。
○ユニットの重量・振動に耐え、水平に据付けられる安全な所　　　　○油煙が発生しない所
○運転音や温風で隣家に迷惑のかからない所　　　　　　　　　　　　○ドレン水が流れてもよい所
○可燃性ガスの漏れる恐れのない所　　　　　　　　　　　　　　　　○積雪で埋まらない所
○他の熱源から熱輻射を受けない所　　　　　　　　　　　　　　　　○電磁波、高調波を発生する機械がない所
○テレビやラジオの周囲から５ｍ以上離れた所（電波障害を受ける場合は、さらに離してください。）
○通風が充分に確保でき、保守点検を安全に行えるサービススペースを確保できる所
○硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ（アンモニアを含む）など、機器に影響する物質の発生・滞留しない所

さらに下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
　● 冷風または温風が十分行きわたる所　　　　　　　　　　　　　　　● 加湿器の給水配管ができる所
　● ドレン排水が完全にできる所、ドレン勾配のとれる所　　　　　　　● 侵入外気の影響のない所
　● 直射日光の当たらない所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 油、粉、蒸気などを直接吸込まない所
　● 吸込口、吹出口に風の障害のない所　　　　　　　　　　　　　　　● 火災報知器の誤動作しない所
　● 周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所　　　　　　● ショートサーキットが生じない所
　● 床が水平で強固であること（床が弱いとユニットの振動が伝わり、異常振動・騒音の原因となります。）

　● ※１は室内空気吸込及びフィルタ取出しのための所要寸法です。
　● ※２は外気導入，吸排気ダクト用所要寸法です。
　　（機外静圧以内になるダクト形状にしてください。）
　● ※３の間仕切りは必ずダクト先端まで設けてください。
　　間仕切りがないとショートサーキットになり故障の原因となります。
　● ユニット前面のサービスができるようにペリカバー及びペリカバー用支柱は
　　取外し可能な構造にしてください。（ペリカバー用支柱禁止区域次ページ参照）
　● 室内吹出口，ダクトは断熱工事を行ってください。

複数台設置時の必要隣接距離

吸込・吹出スペース

列
４列以下
５列以上

L（隣接距離）
３  m  以  上
５  m  以  上

〔参 考〕
機外静圧　約80Paのダクト形状

（P40の場合）

① 据付けのまえに

●　取扱説明書を見ながら，お客様に実際に操作していただき，正しい運転のしかた（特にエアフィル
タの清掃，運転操作のしかた，温度調節の方法）を説明してください。

●　長期間使用しない場合は，電源スイッチを切るようにお客様にご指導ください。
●　エアコンを使用する 6 時間前に電源スイッチを入れるようにお客様にご指導ください。

●　搬入時はできる限り据付場所の近くまで梱包のまま搬入してください。
●　やむをえず解梱して搬入する場合は，ナイロンスリングまたは，エア

コンを傷つけないよう当て板をしてロープで吊り上げてください。
●　フォークリフトを使用して搬入する場合は，フィルタを外してくださ

い。また，ユニット下部のドレンパイプにつめをかけないでください。

〔搬  入〕

〔付属品〕

お願い

高さ調整ボルト（M12 × L40）

ドレンエルボ

ホースクランプ（φ40）

ホースクランプ（φ45）

取扱説明書・保証書

6 個

1 個

1 個

1 個

各 1 部

次の付属品を確めてください。

ビル用マルチエアコン室外機

安全上のご注意

三菱重工業株式会社
LXシリーズ据付説明書

◎ 本説明書は“室外機と総合工事仕様”について示したものです。“室内機”については室内機に付属の“据付説明書”をご覧ください。
◎ 据付される前にこの据付説明書をよくお読みいただき、指示通り据付工事を行ってください。

適用室外容量 標準 FDCP335～1500

3．ユニットの搬入・据付

警　　告 注　　意
●据付は、お買い上げの販売店又は専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、ユニットの落下によるケガの
原因になります。

●据付工事は、据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂、ケガの原因となり、また水漏れや感電、火災の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品及び指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、ユニット落下、水漏れや、火災、感電、冷媒漏れ、能力不
足、制御不良、ケガなどの原因になります。

●小部屋に据付ける場合は日本冷凍工業会のガイドライン　JRA GL-13に従い、万一冷媒が漏
れても限界濃度を超えない対策が必要です。

　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限
界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。

●作業中に冷媒が漏れた場合は換気する。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロ等の火気に触れると有毒ガスが発生す
る原因になります。

●ユニットを搬入する際、重量に適合したロープをユニットの所定位置に掛けて行う。また横
ズレしないよう固定し、確実に４点支持で実施する。

　３点支持など搬入方法に不備があるとユニットが落下し、死亡や重傷の原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、ユニットの落下等により、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になることがあります。　　
●電気工事は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」及び
据付説明書に従って施工し、必ず専用回路を使用する。

　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う
　感電、故障や動作不良の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量、規格に適合した配線により工事をする。
　適合品以外の配線を使用した場合は、漏電、発熱、火災等の原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらな
いように固定する。

　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、サービスパネルを
確実に取付ける。

　カバーの取付けが不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●電源接続部にはホコリの付着、詰まり、がたつきがないことを確認し、確実に接続する。
　ホコリの付着、詰まり、がたつきがあると、感電、火災の原因になります。
●既設配管を流用しない。
　既設配管内部に残留する従来の冷凍機油や冷媒中の塩素は、新しい機器の冷凍機油の劣化の
原因になります。またR410Aは従来の冷媒に比べ圧力が1.6倍となり、配管の破裂、ケガな
どの重大な事故の原因になります。

●密閉された部屋で配管ロー付け作業をしない。
　酸欠事故の原因になります。
●配管、フレアナット、工具はR410A専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷媒サイクルの破裂などの重大な事
故の原因になります。

●フレアナットの締付けはダブルスパナで行い、トルクレンチで指定の方法で締付ける。締付
け過ぎによるフレア部の破損に注意してください。

　フレア部のゆるみ、締付け過ぎによる破損が発生した場合に、冷媒ガスが漏洩して酸欠事故
の原因になることがあります。

●冷媒配管工事、気密試験および真空引きが完了するまでは、サービスバルブ（液、ガス共）
を開けないでください。

　冷媒配管が確実に取付けておらず、サービスバルブ開放状態で圧縮機を運転すると、急激な
冷媒漏れによる凍傷、けがの原因になります。また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異
常高圧となり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内機を腐食させ、
故障や冷媒漏れの原因になります。

●オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取り付けは専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●保護装置の改造や設定変更をしない。
　圧力開閉器や温度調節器などの保護装置を短絡して強制運転を行ったり、当社指定の部品を
使用しないと、火災や爆発の原因になります。

●据付時や点検・サービス時など、ユニット内の作業を行う場合は、電源を切ってから行って
ください。

　据付・点検・修理にあたって、ユニット電源ブレーカーがONのままだと、感電や故障およ
びユニットファン回転によるケガの原因になります。

●エアコンを移動、再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災の原因になります。
●ポンプダウン作業では、操作弁を閉じた後、冷媒配管をはずす前に圧縮機を停止する。
　圧縮機を運転したままサービスバルブ開放状態で冷媒配管をはずすと急激な冷媒漏れによる
凍傷、けがの原因になります。また空気などを吸引し、冷媒サイクル内が異常高圧になり、
破裂、ケガなどの原因になります。

●エアコンの設置や移設の場合、冷媒サイクル内に指定冷媒（R410A）以外の空気等を入れ
ない。

　空気が混入すると冷媒サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガ等の原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの
原因になります

●サービスパネルは確実に取り付ける。
　サービスパネルの取り付けに不備があると、ホコリ、水などにより、火災、感電の原因にな
ります。

●改修は絶対にしないでください。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災の原因になります。

●正しい容量の全極しゃ断するブレーカー（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒ
ューズ）・配線遮断器）を使用する。

　不適切なブレーカーを使用すると故障や火災の原因になります。
●製品の運搬は十分注意して行う。
　20kg以上の製品は原則として2人以上で行ってください。PPバンドなど所定の位置以
外を持って製品を動かさないで下さい。また素手でフィンなどに触れるとケガをする場
合がありますので保護具をご使用ください。

●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギ等の金属あるいは、木片等を使用していますので放置状態にしますとケガ
をする恐れがあります。また梱包用のポリブクロで子供が遊ぶと窒息事故の原因となり
ますので、必ず破いてから廃棄してください。

●室内ユニットの近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの浸入を防止する。
　溶接作業時などに発生するスパッタがユニット内に浸入した場合、ドレンパン等に損傷 
（ピンホール）をあたえ、水漏れ等の原因になることがあります。ユニット内へのスパッ
タの浸入を防ぐため梱包状態のままにしておくとか、覆いなどにより必ずカバーをして
ください。

●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管等の表面が結露して、露たれ等を発生し、天井、床その
他、大切なものを濡らす原因となることがあります。

●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になることがあります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると、以上振動・騒音増大の原因になります。

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないで下さい。アース
（接地）が不完全な場合は、故障や漏電のとき感電の原因になることがあります。また
ガス管にアースすると、ガス漏れの時に爆発、引火の可能性があります。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスがユニットの周囲に滞ると、発火の原因となることがあります。
●腐食性ガス（亜硫酸ガス等）、可燃性ガス（シンナー、ガソリン等）、の発生、滞留の可
能性のある場所、揮発性引火物を取扱う所での据付け、使用は行わない。

　熱交の腐食、プラスチック部品の破損等の原因になることがあります。また可燃性ガス
は火災の原因になることがあります。

●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。
●室外機を屋上あるいは高所に設置する場合は、転落防止のため、通路には恒久ハシゴ、
手すり等を、また室外機周辺にはフェンス、手すり等を設けてください。

　フェンス、手すり等がない場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。
●洗濯室等、水の掛かる場所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災の原
因になることがあります。

●病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器の近く、高周波の発生する機器の近くで
は据付け、使用しない。

　インバーター機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器の影響によるエアコン
の誤動作や故障の原因になったり、エアコン側から医療機器あるいは通信機器へ影響を
与え、人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音等弊害の原因になることがあります。

●室外ユニットは、小動物のすみかとなるような場所に設置しない。
　小動物が侵入して、内部の電気配線に触れると、故障や発煙、発火の原因になることが
あります。またお客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。

●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだまま放置するとユニットの落下につながり。ケガの原因になることがあります。
●次の場所への据付は避ける。
　・カーボン繊維や金属粉、パウダー等が浮遊する所
　・硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ等の機器に影響する物質の発生する所
　・車両、船舶等移動するものへの設置
　・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場等）
　・高周波を発生する機械を使用する所
　・海浜地区等塩分の多い所
　・積雪の多い所（設置する場合、所定の架台、防雪フードを取付けることが必要です）
　・煙突の煙がかかる所
　・標高1000ｍ以上の所
　・アンモニアの雰囲気にさらされる所（有機農薬など）
　・周囲に塩化カルシウム（融雪剤など）を使用する所。
　・他の熱源から熱放射を受ける所
　・通風の悪い所
　・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
　・複数台設置の場合に、ショートサーキットがおきるような所
　・強風の影響をうけやすい所（室外機に直接強風が吹込む所）
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したり火災発生の原因になることがあります。
●次の場所への室外機の据付は避ける。
　・騒音や熱風が隣家に迷惑をかけるような所
　・吹出しの風が動植物に直接あたる場所
　　吹出し風による植木などへの被害の原因になります
　・強度が不十分で振動が増幅、伝達しやすい所
　・機器から発生する騒音、振動の影響を受けやすい所（寝室の壁やその近傍）
　・高周波に影響される機器のある所（TVおよびラジオ等の近傍）
　・ドレンの排水がとれない所
　周辺の環境に影響をおよぼしクレームの原因になることがあります。
●食品、動植物、精密機器、美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず5分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源スイッチによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状況により低温と高温になります。素手で触れると凍
傷や、やけどになる恐れがあります。

●室外機の上に物を置いて運転を行わない。
　落下物により物が破損したり、ケガの原因となります。
●室外機の上に乗らない。
　落下、転倒などによりケガの原因となります。

据付関連事項
据付時には据付場所の選定、電源仕様、使用可能範囲（配管距離・室内外高低差・電源電圧等）・据付スペース等などが適正であることを確認してください。

●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

●ここに示した注意事項は、「　  警告 」「　  注意 」に区分していますが、誤った据付をしたときに、死亡や重傷等の重大な結果に結びつく可能性が大きいものを特に「　  警告 」の欄にまとめて

記載しています。しかし、「　  注意 」の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってく
ださい。
●ここで使われる"図記号"の意味は右のとおりです。

●据付工事完了後、試運転を行い異常がないことを確認するとともに取扱説明書にそって「安全上のご注意」や正しい使用方法、お手入れの仕方をご指導下さい。
●据付説明書は取扱説明書と共に、お客様で保管戴くように依頼してください。またお使いになる方が代わられる場合は、新しくお使いになる方に、取扱説明書をお渡しくださるよう依頼してください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う

1

1．据付の前に（機種・電源仕様・配管・必要別売品等を確認し正しく行ってください｡）
ご注意
●据付工事を行う前に必ず読んで、本書に従って工事をしてください。
●室内機の据付については、室内機の据付説明書をご覧ください。
●配管工事は、別売の分配用部品（分岐管セット、ヘッダーセット）が必要です。カタログ等をご参照ください。
●漏電しゃ断器は必ず設置してください。（高調波対応品を選定してください。）
●吐出管サーミスタ、吸入管サーミスタ、圧力センサ等を取り外して運転すると圧縮機を焼損することがあります。絶対に避けてください。
●本機は、同一系統が暖房運転の場合に、停止している室内機へ僅かに冷媒が流れるため、据付条件によっては室内機停止中も室温が上昇することがあります。

ご注意
室外機は単独で使用する場合でも組合せで使用する場合でも同一ユニットです。
但し、容量280のみ単独で使用する場合と組合せで使用する場合で型式が異なりますので機種選定時にご注意ください。
（容量280を単独で使用する場合の型式はFDCP2804HLXY、組合せで使用する場合の型式はFDCP2804HLXです。)
本据付説明書内の280については、特に断りのない場合、FDCP2804HLXについての説明です。
下記組合せ以外では運転できませんのでご注意下さい。

付属品
名　　　称

配　線

個　数

２

1

使　用　箇　所

静音モード、冷暖強制モードを使用する場合に室外基板上の
CNGに挿入してご利用ください。

コントロールボックス内にテープで固定し
付属しております。

取扱説明書 引き渡しの際、お客様に説明し保管をお願いしてください。 操作弁のそばにテープで固定し付属して
おります。

組合せパターン
●室外機の組合せパターンと室内機の接続台数と接続容量は右表に示す通りです。
●下記室内機と組み合わせて使用することができます。

【別売品】
据付の際には別途冷媒配管の分配用部品が必要です。
冷媒配管の分配用部品に関しては、室外側の分岐管セット（型式：DOS）、室内側は分岐管セット（型式：DIS）とヘッダーセット（型式：HEAD）をご用意し
ています。
用途に応じて選定してください。４項の冷媒配管工事の項目を参照のうえ選定してください。
不明な点があれば代理店または弊社にご相談ください。
冷媒分岐管セットとヘッダーセットは必ずR410A専用品をご使用ください。

組合せ
単独
単独
単独
単独

組合せ(280+280)
組合せ(280+335)
組合せ(335+335)
組合せ(335+400)
組合せ(400+400)
組合せ(400+450)
組合せ(450+450)
組合せ(450+500)
組合せ(500+500)

組合せ(335+335+400)
組合せ(335+400+400)
組合せ(400+400+400)
組合せ(400+400+450)
組合せ(400+450+450)
組合せ(450+450+450)
組合せ(450+450+500)
組合せ(450+500+500)
組合せ(500+500+500)

容量
335
400
450
500
560
615
670
730
775
850
900
950
1000
1060
1120
1180
1220
1280
1360
1400
1450
1500

接続台数（台)
1 ～ 19
1 ～ 23
1 ～ 26
1 ～ 29
1 ～ 33
2 ～ 36
2 ～ 39
2 ～ 43
2 ～ 45
2 ～ 50
2 ～53
2 ～ 56
2 ～ 59
2 ～ 62
2 ～ 66
3 ～ 69
3 ～ 72
3 ～ 75
3 ～ 80
3 ～ 80
3 ～ 80
3 ～ 80

室内ﾕﾆｯﾄ合計接続容量範囲
168 ～ 435
200 ～ 520
225 ～ 585
250 ～ 650
280 ～ 728
308 ～ 799
335 ～ 871
365 ～ 949
388 ～ 1007
425 ～ 1105
450 ～ 1170
475 ～ 1235
500 ～ 1300
530 ～ 1378
560 ～ 1456
590 ～ 1534
610 ～ 1586
640 ～ 1664
680 ～ 1768
700 ～ 1820
725 ～ 1885
750 ～ 1950

室　内　機室　外　機

2．据付場所（お客様の承認を得て据付場所を選んでください｡）
２－１．据付場所の選定
○空気がこもらない所 ○据付部が強固である所 ○吸込・吹出口に風の障壁物のない所
○他の熱源から熱輻射を受けない所 ○吹出口に強風が当たらない所 ○電気的雑音について厳しい規制を受けない場所
○ドレン水が流れてもよい所 ○騒音や熱風が隣家に迷惑をかけない所 ○積雪で埋まらない所
○テレビやラジオの周囲から5m以上離れた場所（電気的障害を受ける場合は更に規制を受けない場所）
○アンモニアの雰囲気（有機農薬など）にさらされる所、海浜地区等塩分の多い所、周囲に塩化カルシウム（融雪剤など）を使用する所への、ユニット設置は避けて下さい。
お願い
(ア)ショートサーキットの恐れのある場合はフレックスフローアダプタを取付けてください。
(イ)複数台設置する場合は特にショートサーキットが生じないように吸込みスペースを十分確保してください。
(ウ)降雪地では積雪で埋まらないよう架台および防雪フードを設けてください｡

また、屋根などからの落雪がユニットに当たらないように設置してください。
  (降雪地では集中排水はしないでください｡ 寒冷地向けは集中排水できません｡）
(エ)可燃性ガスの漏れる恐れのある場所へは設置しないでください。
(オ)ユニットの重量に十分耐えられる場所に確実に設置してください。
(カ)次の様な特殊な場所に据え付ける場合は、腐食や故障の原因になりますので、お買い上げの販売店にご相談ください。

　　・腐食性ガスの発生する所（温泉地等)。・油煙が立ちこめる所。
　　・潮風が当たる所（海浜地区)。　　　　・電磁波を発生する機械のある所。
(キ)落ち葉や枯れ草、カーボン線維、パウダーなど可燃物がユニット周囲に浮遊、堆積する場所へは設置しないで下さい。ユニットの故障、火災の原因になります。

ご注意

必ず据付スペースを確保ください。
ショートサーキットで圧縮機・電装品
故障の原因となります。

2

43

冷媒Ｒ410Ａ対応機としての注意点
●Ｒ410Ａ以外の冷媒は使用しないでください。Ｒ410Ａは従来の冷媒に比べ圧力が1.6倍高くなります。
Ｒ410Ａはボンベ上部に桃色表示があります。

●Ｒ410Ａ機は、他冷媒の誤封入防止のため室外ユニット操作弁のチャージポート径とユニット内のチェックジョイ
　ント径を変更しています。又、耐圧強度を上げるため冷媒配管のフレア加工寸法及びフレアナットの対辺寸法
　を変更しています。従って、施工・サービス時には、右表に示すＲ410Ａ専用ツールを準備してください。
●異種油の混入を避けるために、冷媒の種類により工具を使い分けてください。特にゲージマニホールド、チャー
ジホースは絶対に他冷媒（R22､R407C等）と共用しないでください。

●チャージシリンダは使用しないでください。チャージシリンダを使用すると冷媒の組成が変化し、能力不足等の
原因になります。

●冷媒封入は必ずボンベから液相で取り出して行ってください。
●室内機はＲ410Ａ専用機となります。接続可能な室内機はカタログ等で確認してください。
（他の室内機を接続すると正常運転できません。）

a）
b）
c）
d）
e）
f）
g）
h）

ゲージマニホールド
チャージホース
冷媒充填用電子はかり
トルクレンチ
フレアツール
出し代調整用銅管ゲージ
真空ポンプアダプター
ガス漏れ検知器

R410A専用ツール フロン排出抑制法  第一種特定製品
1）フロン類をみだりに大気中に放出するこ
とは禁じられています。

2）この製品を廃棄・整備する場合には、フ
ロン類の回収が必要です。

3）フロン類の数量は室外機の銘版に記載
されています。

4）フロン類の種類及び地球温暖化係数

RC－DX2（2心）
RC－DX1（2心）
RC－D4（2心）
RC－D3（2心）

FD○P○○４LXシリーズ室内機
FD○P○○３LXシリーズ室内機 可能

ＲＣ－Ｄ２（３心）
ＲＣ－Ｄ１（３心）

FD○P○○２LXシリーズ室内機
FD○P○○１LXシリーズ室内機

不可

接続可否リモコン室内機

（2) 配管材料の選定
●配管及び配管継手は、その配管に傷がないこと、及び経時硬化していないものを用い、
　フレア及びろう付け管継手にあっては、JIS B 8607 に規定したものを使用してください。
●配管の内外面はきれいであり、使用上有害なイオウ、酸化物、ゴミ、切粉油脂、
　水分（コンタミ）の付着が無いものをご利用ください。
●冷媒配管は次の材料をご使用ください。
 材質 ： リン脱酸継目無銅管（C1220T-O、1／2H、JIS　H3300）
 外径φ19.05以上はC1220T-1／2H、φ15.88以下はC1220T-O
●肉厚及びサイズ ： 配管サイズ選定要領に基づき選定ください。
 (本機はR410Aを使用します、φ19.05以上の配管はＯ材では耐圧が不足するため、必ず
   1／2Ｈ材、最小肉厚以上をご使用ください。）
●フレアナットは製品付属のもの、又はJIS B 8607 適合品を使用してください。
●配管の分岐は、必ず当社の分岐管セットまたはヘッダーセットをご使用ください。
●分岐管セットは取付け方向を注意し、付属の据付説明書をよくお読みの上施工してください。
●操作弁の取扱は４－３（3）操作弁の操作方法をご参照ください。

4．冷媒配管工事

280

50m以内（最大70m以内）

（50～70mの設置条件の場合は受注対応となり、使用制限等が本据付記載内容と
  異なります。詳しくは、事前に弊社窓口にお問い合わせください。）

※室外温度10℃以下での冷房運転の場合は30m以下として下さい。

5

PSC012D043

※

種類 冷媒番号 地球温暖化係数
HFC R410A 2090

1

2

3

4

5 ―
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障害物

ペリカバー寸法内

ペリカバー

800（サービススペース）

FL

ユ
ニ
ッ
ト

※
2

70
以

上

60
以

上
　

※
1

10
00

以
上

200

80

12
5

10
0

85

GL

L

列
ユニット

ペリカバー

間仕切  ※3 外壁

50以上50以上

電装品サービス
スペース

ユニット

吹 出 口

換気，排気
スペース

② 据付場所の選定
下記条件に注意し、据付場所を選んでください。
○ユニットの重量・振動に耐え、水平に据付けられる安全な所　　　　○油煙が発生しない所
○運転音や温風で隣家に迷惑のかからない所　　　　　　　　　　　　○ドレン水が流れてもよい所
○可燃性ガスの漏れる恐れのない所　　　　　　　　　　　　　　　　○積雪で埋まらない所
○他の熱源から熱輻射を受けない所　　　　　　　　　　　　　　　　○電磁波、高調波を発生する機械がない所
○テレビやラジオの周囲から５ｍ以上離れた所（電波障害を受ける場合は、さらに離してください。）
○通風が充分に確保でき、保守点検を安全に行えるサービススペースを確保できる所
○硫黄系ガス、塩素系ガス、酸、アルカリ（アンモニアを含む）など、機器に影響する物質の発生・滞留しない所

さらに下記条件に合う場所をお客様の承認を得て選んでください。
　● 冷風または温風が十分行きわたる所　　　　　　　　　　　　　　　● 加湿器の給水配管ができる所
　● ドレン排水が完全にできる所、ドレン勾配のとれる所　　　　　　　● 侵入外気の影響のない所
　● 直射日光の当たらない所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　● 油、粉、蒸気などを直接吸込まない所
　● 吸込口、吹出口に風の障害のない所　　　　　　　　　　　　　　　● 火災報知器の誤動作しない所
　● 周囲の露点温度が２８℃以下、相対湿度８０％以下の所　　　　　　● ショートサーキットが生じない所
　● 床が水平で強固であること（床が弱いとユニットの振動が伝わり、異常振動・騒音の原因となります。）

　● ※１は室内空気吸込及びフィルタ取出しのための所要寸法です。
　● ※２は外気導入，吸排気ダクト用所要寸法です。
　　（機外静圧以内になるダクト形状にしてください。）
　● ※３の間仕切りは必ずダクト先端まで設けてください。
　　間仕切りがないとショートサーキットになり故障の原因となります。
　● ユニット前面のサービスができるようにペリカバー及びペリカバー用支柱は
　　取外し可能な構造にしてください。（ペリカバー用支柱禁止区域次ページ参照）
　● 室内吹出口，ダクトは断熱工事を行ってください。

複数台設置時の必要隣接距離

吸込・吹出スペース

列
４列以下
５列以上

L（隣接距離）
３  m  以  上
５  m  以  上

〔参 考〕
機外静圧　約80Paのダクト形状

（P40の場合）

室外吹出口室外吸込口

110

20

1750

1860

980

室外吹出口室外吸込口

2030
170

190

1750 110

2098030

■左吹き仕様（右吹き仕様は対称形です。）

■右吹き仕様

多機能形・普及形
標準仕様

多機能形
全熱交換器仕様

標準仕様 全熱交換器仕様

室外吸込口

1805 70

1875

20 1030

室外吹出口 室外吸込口

1975

1805 170
103020 19030

室外吹出口

● 部ペリカバー用支柱禁止区域
● ユニット前面に支柱を立てる場合は必ず取外し可能な構造としてください。
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（
ユ
ニ
ッ
ト
）

固定ボルト,  ナット（M6）
（客先手配品）

71
2

エアタイト材
（サッシ工事） 

断熱材
（現地手配）

すきまのないこと

ドレン配管

バンド
（付属品）

エルボ
（付属品）

硬質塩ビパイプ
（VP-25）

　　　（現地手配）

③ ユニットの据付

　● ユニットは必ず水平に設置してください。
　● ユニットのダクトフランジ部がエアタイト材の中心に位置するよ
　　う高さ調整ボルトで調整してください。
　● ユニットをアンカーボルト及び上部の固定ボルトで固定してくだ
　　さい。

　● ドレン配管は下り勾配（1/50～1/100）とし途中山越えやトラップを作らないようにしてくださ
い。横引きは20m以下としてください。

　● ドレン配管を接続する場合に，エルボに力を加えないように，できる限りユニット近傍で配管
を固定してください。やむをえず近傍で配管を固定できない場合は，付属のエルボを使用しな
いでください。

　● ドレン配管は市販の硬質塩ビパイプ一般管（VP-25）を使用してください。
　● 複数台のドレン配管の場合，集合管はVP-30以上を使用してください。
　● 室内にある硬質塩ビパイプは必ず保温してください。

外壁貫通部分（ユニットのダクトフランジとサッシのハメ込み）で
の空気漏れ，雨水浸入等を防ぐためエアタイト材（ネオプレンス
ポンジゴム系）で確実に密封してください。

排水テスト
　● 試運転時に排水が確実に行われていることと，接続部からの水漏れのないことを確認してくだ

さい。

アンカーボルトの位置

④ ドレン配管

ユニットの据付

ドレン接続要領 配管の断熱要領

ビ
ラ

ク

シ
ス
テ
ム

高さ調整ボルト

（付属品）

（ユニット）

アンカーボルト

(M8客先手配） インサート

ナット, 座金,  バネ座金（M8）

（客先手配）

1
0

～
3

0
高

さ
調

整
範

囲

2
0

～
3

5

6
0

（ユニット）

1
3

0

20164822

アンカーボルト ダクトフランジ

　
　

　

ビ
ラ

ク

シ
ス
テ
ム

高さ調整ボルト

（付属品）

（ユニット）

アンカーボルト

(M8客先手配） インサート

ナット, 座金,  バネ座金（M8）

（客先手配）

1
0

～
3

0
高

さ
調

整
範

囲

2
0

～
3

5

6
0

（ユニット）

1
3

0

20164822

アンカーボルト ダクトフランジ

　
　

　

アンカーボルトの位置
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⑦　加湿器配管

S

SR

締付トルク
16〜20N・m

（1.6〜2kgf・m）

（現地手配）

止め弁 ストレーナ ユニオン

フレアナット

ストレーナ 減圧弁 電磁弁

加湿器

（ユニット内）
φ 6.35 銅管

⑥　高性能フィルタ 　 （オプション）

給水系統

（オプション加湿器付の場合）

● ストレーナ，止め弁は必ず取付けてください。
● 給水管は断熱工事をしてください。

取扱上の注意事項
● シーズンオフほか加湿器の運転を長期間休止する場合は，止め弁を閉めておいてください。

保守作業内容
項　　　目

ス ト レ ー ナ 掃 除
加湿エレメント洗浄

加湿エレメント交換

　　　　　時　　　　　　　　期
試運転直後および汚れ具合に応じて適宜
1 年に 1 度（シーズンイン時）
洗浄しても吸水性が回復しない場合

（一般空調にて 5 年をめやすに交換）

オプションの高性能フィルタを取付けた場合は，必ずワイヤードリモコン室内機能「高天井設定」で“高天井 1”
に設定してください。（高性能フィルタによる風量低下防止のため）
設定変更方法は、リモコンの取扱説明書を参照してください。
注⑴ 工場出荷時の設定は“標準”となっています。

⑵ �高性能フィルタを外して使用する場合は、必ず風量設定を「標準」にしてください。「高天井設定」の状態で使用しますと異常停
止する場合があります。

取扱上の注意事項
● 冷房シーズンおよび暖房シーズンに 1 回汚れの程度を点検してください。
● 高性能フィルタは 1 年経過（汚れが著しい時）したら交換を依頼してください。（有償）

 高性能フィルタ品番：RTG437A301

⑤　仕切板 　 （必須・現地手配）

換気ショートサーキット防止のため下図の様な仕切板を必ず取付けてください。

全熱交換器
（オプション）

給気ファン
（オプション）

新鮮空気
（FA）

室内側環気
（RA） 室内側環気

テープ止め

仕切板
（スチレンボード等）新鮮空気

   (FA)
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1.9 システム施工図例

断面図

R. C

（タイルカーペット）

SL

エアタイト材
（サッシ工事）

防鳥網
（ダクト先端）

ペリカバー
（建築工事）

FL

アンカーボルト
（建築工事）

仕切板
（       部）

132

60
20

10
5

70
25

20
30
0

12
0

20

100
180 20 295（ユニット）

7

88
(105)

300
195 105
150 252015

10

18
5

10

73
564
0（
ユニ
ット
）

50
0

60
35

12
0

8595
10
0

12 30

565
70

30

15

67
8

80
0

70 77

75 35
1515

65

M6

3018ドレン配管

RTG000Z605
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ウォールスルータイプ（壁埋込形）

[三相電源]

WTP254HK，364HK

254HKF，364HKF

WTP254H，364H

254HF，364HF

● 形式記号説明

WT P36 4 H K U F

無印：壁埋込形
（ブランク）

U ：窓サッシ形

ヒートポンプ機

暖房定格能力を示す（3.6kW）

機種名（ウォールスルータイプ）

シリーズ No.

電源
K　：単相 200V 50/60Hz

無印：三相 200V 50/60Hz
（ブランク）

{

{

  

2. 9

[単相電源]

[三相電源]

WTP254HKU，364HKU

254HKUF，364HKUF

WTP254HU，364HU

254HUF，364HUF

[単相電源]

ウォールスルータイプ（窓サッシ形）

Wall
Through

塗　装　色 ……………………………… 68

無印：上吹き仕様
（ブランク）

F ：前吹き仕様
{

（WTP254シリーズは3.2kW）
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2.1 仕　　　様
⑴　単相 200V 仕様
名 称 ／ 種 類 三菱重工パッケージエアコン／空冷ヒートポンプ式

形　式
項　目

WTP254HK
WTP254HKF

WTP254HKU
WTP254HKUF

WTP364HK
WTP364HKF

WTP364HKU
WTP364HKUF

機 能 冷房・ﾋｰﾄポンプ暖房・除湿・換気
電 源 単相　200V　50 ／ 60Hz

運
　
転
　
特
　
性

運 転 の 種 類 定格冷房標準 定格暖房標準 定格冷房標準 定格暖房標準
能 力 kW 2.2[1.1 ～ 3.2] 3.2[1.5 ～ 4.0] 3.2[1.5 ～ 3.6] 3.6[1.8 ～ 4.8]
消 費 電 力 kW 0.633 0.930 1.02 1.11
運 転 電 流 A 3.74 5.13 5.6 6.10
力 率 ％ 85 90 91 91
エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 3.48 3.44 3.14 3.24
冷暖平均エネルギー消費効率 3.46 3.19
顕 熱 比 0.84 － 0.75 －

運 転 の 種 類 中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

能 力 kW 1.1 － － 1.5 － 3.1 1.5 － － 1.8 － 3.5
消 費 電 力 kW 0.26 － － 0.34 － 1.20 0.40 － － 0.40 － 1.47
通年エネルギー消費効率（APF2006） 4.9 4.5
通年エネルギー消費効率（APF2015） 4.1 3.8
始 動 電 流 ＜ 最 大 電 流 ＞ A 5 ＜ 11.5 ＞ 5 ＜ 11.5 ＞

運 転 音（ 室 内 ）
パワーレベル

dB(A)
冷房　（定格）急：51　　暖房　（定格）急：51 冷房　（定格）急：54　　暖房　（定格）急：54

音 圧 レ ベ ル 冷房　急：40　弱：38　暖房　急：40　弱：38 冷房　急：43　弱：39　暖房　急：43　弱：40
外　形　寸　法（高さ×幅×奥行） mm 430 × 1100 × 445
製 品 質 量 kg 81

冷

却

装

置

圧 縮 機
形 式 RMT5113MCE2　ツインロータリー式、インバータ制御
定 格 出 力 kW 0.4 0.7
クランクケースヒータ W 20

冷 媒 制 御 機 器 電子膨張弁
冷 媒 封 入 量 kg 0.8（R410A）
冷 凍 機 油 ℓ 0.45（M-MA68）

送

風

装

置

形 式 室内・室外側：両吸込多翼遠心式× 2　DC モータ、インバータ制御
定 格 出 力 W 室内：65（8 極），室外：157（8 極）
風 量 m3 ／ min 室内：P 急 9，急 8（定格），強 7.5，弱 7，室外：16 室内：P 急 9，急 9（定格），強 8，弱 7，室外：20
機 外 静 圧 Pa 室内：10，室外：30 室内：10，室外：50
エ ア フ ィ ル タ PP ネット（洗浄可能）

換 気 量 m3 ／ min 1.3（給気） 1.7（給気）
加 湿 器 ─── （取付不可）
除 霜 マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

運 転 調 整 操作（運転切換，風量調整，タイマ）

室温調節（電子サーモスタット），表示（運転・点検用 LED，液晶表示）
保 護 装 置 冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護，高圧保護
付 属 品 ───
別 売 品 リモコン（RC ― DX2，D4G）
ド レ ン 接 続 口 VP25 の排水管接続可能
設 計 圧 力 MPa 高圧部：4.15，低圧部：2.21
I P コ ー ド 室内側：IPX0，室外側：IPX0（防水対策有り）

注⑴　冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は、日本工業規格（JIS B 8616:2015）条件で当社標準吹出しグリル装着、換気「閉」、
機外静圧（室外）OPa での運転です。なお冷房・暖房定格能力は風量「急」で、最大暖房低温能力は「Ｐ急」で運転した場合の値です。また、最
大暖房低温能力は着霜補正済の値です。[　～　] は最小最大範囲の値です。

⑵　通年エネルギー消費効率（2006）は、日本工業規格（JIS B 8616:2006）に基づいた値です。
⑶　運転音（音圧）は JIS 規格に準拠し、無響室にてペリカバー有、換気「閉」の状態で、室内側本体中心、前方１ｍにて測定した値です。実際に部屋

に据付けた場合は、周囲の音や部屋の反響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。
⑷　運転音（パワーレベル）は、日本工業規格（JIS B 8616:2015）の騒音試験方法に基づいた値です。
⑸　取入可能外気量は、室外側吸込み吹出し形状および運転状態により変化します。

RTC000Z590 B
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⑵　三相 200V 仕様
名 称 ／ 種 類 三菱重工パッケージエアコン／空冷ヒートポンプ式

形　式
項　目

WTP254H
WTP254HF

WTP254HU
WTP254HUF

WTP364H
WTP364HF

WTP364HU
WTP364HUF

機 能 冷房・ヒートポンプ暖房・除湿・換気
電 源 三相　200V　50 ／ 60Hz

運
　
転
　
特
　
性

運 転 の 種 類 定格冷房標準 定格暖房標準 定格冷房標準 定格暖房標準
能 力 kW 2.2[1.1 ～ 3.2] 3.2[1.5 ～ 4.0] 3.2[1.5 ～ 3.6] 3.6[1.8 ～ 4.8]
消 費 電 力 kW 0.633 0.930 1.02 1.11
運 転 電 流 A 2.16 3.13 3.42 3.72
力 率 ％ 85 86 86 86
エ ネ ル ギ ー 消 費 効 率 3.48 3.44 3.14 3.24
冷暖平均エネルギー消費効率 3.46 3.19
顕 熱 比 0.84 － 0.75 －

運 転 の 種 類 中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

中間冷房
標準

中間冷房
中温

最小冷房
中温

中間暖房
標準

最小暖房
標準

最大暖房
低温

能 力 kW 1.1 － － 1.5 － 3.1 1.5 － － 1.8 － 3.5
消 費 電 力 kW 0.26 － － 0.34 － 1.20 0.40 － － 0.40 － 1.47
通年エネルギー消費効率（APF2006） 4.9 4.5
通年エネルギー消費効率（APF2015） 4.1 3.8
始 動 電 流 ＜ 最 大 電 流 ＞ A 5 ＜ 7.5 ＞ 5 ＜ 7.5 ＞

運 転 音（ 室 内 ）
パワーレベル

dB(A)
冷房　（定格）急：51　　暖房　（定格）急：51 冷房　（定格）急：54　　暖房　（定格）急：54

音 圧 レ ベ ル 冷房　急：40　弱：38　暖房　急：40　弱：38 冷房　急：43　弱：39　暖房　急：43　弱：40
外　形　寸　法（高さ×幅×奥行） mm 430 × 1100 × 445
製 品 質 量 kg 81

冷

却

装

置

圧 縮 機
形 式 RMT5113MCE2　ツインロータリー式、インバータ制御
定 格 出 力 kW 0.4 0.7
クランクケースヒータ W 20

冷 媒 制 御 機 器 電子膨張弁
冷 媒 封 入 量 kg 0.8（R410A）
冷 凍 機 油 ℓ 0.45（M-MA68）

送

風

装

置

形 式 室内・室外側：両吸込多翼遠心式× 2　DC モータ、インバータ制御
定 格 出 力 W 室内：65（8 極），室外：157（8 極）
風 量 m3 ／ min 室内：P 急 9，急 8（定格），強 7.5，弱 7，室外：16 室内：P 急 9，急 9（定格），強 8，弱 7，室外：20
機 外 静 圧 Pa 室内：10，室外：30 室内：10，室外：50
エ ア フ ィ ル タ PP ネット（洗浄可能）

換 気 量 m3 ／ min 1.3（給気） 1.7（給気）
加 湿 器 ─── （取付不可）
除 霜 マイコン差温式デアイサによる逆サイクル方式

運 転 調 整 操作（運転切換，風量調整，タイマ）

室温調節（電子サーモスタット），表示（運転・点検用 LED，液晶表示）
保 護 装 置 冷房時フロスト防止，過負荷保護，吐出温度保護，高圧保護
付 属 品 ───
別 売 品 リモコン（RC ― DX2，D4G）
ド レ ン 接 続 口 VP25 の排水管接続可能
設 計 圧 力 MPa 高圧部：4.15，低圧部：2.21
I P コ ー ド 室内側：IPX0，室外側：IPX0（防水対策有り）

注⑴　冷房・暖房能力、通年エネルギー消費効率（2015）および電気特性は、日本工業規格（JIS B 8616:2015）条件で当社標準吹出しグリル装着、換気「閉」、
機外静圧（室外）OPa での運転です。なお冷房・暖房定格能力は風量「急」で、最大暖房低温能力は「Ｐ急」で運転した場合の値です。また、最
大暖房低温能力は着霜補正済の値です。[　～　] は最小最大範囲の値です。

⑵　通年エネルギー消費効率（2006）は、日本工業規格（JIS B 8616:2006）に基づいた値です。
⑶　運転音（音圧）は JIS 規格に準拠し、無響室にてペリカバー有、換気「閉」の状態で、室内側本体中心、前方１ｍにて測定した値です。実際に部屋

に据付けた場合は、周囲の音や部屋の反響を受け、表示値より大きくなるのが普通です。
⑷　運転音（パワーレベル）は、日本工業規格（JIS B 8616:2015）の騒音試験方法に基づいた値です。
⑸　取入可能外気量は、室外側吸込み吹出し形状および運転状態により変化します。
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5-φ8

6-φ3.3

260260 260 26030 30

1138 6

20
16
5

16
5

36
7

⒟　前吹き仕様窓サッシ形
WTP254HKUF，364HKUF
WTP254HUF，364HUF

ⅰ　本体

ⅱ　オプション（フロントパネル）付

RTC000Z574

RTC000Z572

1120

1100

1202

210250

460

43
0

39
85

リモコン（別売品）を取付けた場合

リモコン

ユニット本体

51
55
4

51

フロントパネル
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⑵　オプション部品

備考：本項では特殊仕様として弊社で受注製作する別売部品で，現地手配も可能な別売部品を一部参考製作図
を添付して記載します。

本体

⑦

⑥

⑤
④

③

②

①

記号 名　　称 形　　式 仕　　様 適用機種

① フロントパネル

ウォールスリーブ

スリーブガラリ

リモコン

スペーサ

二次ドレンパン

ベースカバー

WT-PANL4

WT-PANLF4

WT-SLEV1B

WT-SLEV2B

TFS-2311T1B

TFS-2311T2B

WT-SLEVG

RC-DX2

RC-D4G

         ―

         ―

         ―

上吹き（リモコンパネル取付タイプ）

前吹き（リモコンパネル取付タイプ）

ドレン前抜き（材質SPG）

ドレン前抜き（材質SUS）

ドレン後抜き（材質SPG）

ドレン後抜き（材質SUS）

ドレン前抜き（切曲げアルミ製）

別売品　ワイヤード（エコタッチ）

別売品　ワイヤード

客先手配

客先手配

客先手配

全機種

ウォールスルータイプ（壁埋込形）

ウォールスルータイプ（壁埋込形）

全機種

全機種

全機種

ウォールスルータイプ（窓サッシ形）

ウォールスルータイプ（窓サッシ形）

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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1202
リモコン（別売品）を取付けた場合

リモコン

リアパネル

センターパネル

フロントパネル

5

104

5

122

25
14
0

45
21
0

20

吹出グリル

センターパネル
ダークブラウン
（マンセル10YR2／2近似）

リアパネル
ベージュ
（マンセル5Y8／1近似）

フロントパネル
ベージュ
（マンセル5Y8／1近似）

55
4

36 30910

（穴）

⒜　フロントパネル
ⅰ　上吹き（WT-PANL4）

ⅱ　前吹き（WT-PANLF4）

RTC000Z589

RTC000Z588

リモコン（別売品）を取付けた場合 976

366
1202

5

104

5

122

43
97

25
14
0

45
21
0

20

805 31

55
4

（穴）
リモコン

リアパネル

センターパネル

フロントパネル

吹出グリル

リアパネル
ベージュ
（マンセル5Y8／1近似）

センターパネル
ダークブラウン
（マンセル10YR2／2近似）

フロントパネル
ベージュ
（マンセル5Y8／1近似）
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B

B視

A

A

11-φ3.3

A-A

46
5

14

112020 20
1160

4
9
9 5
1
9

25

60

14

φ25

46
5

40
159 15
259

1200

48
9

25
25 22

40

99
17
5

17
5

40

1120 2020
1160

27027024531016 29

オーバーフロー穴

4-φ6

10
12 50

1070

3
9
1

1080 2020
2525

4
6
5

20
0

12
2.
5

14
2.
5

37050270

4
9

1120

ⅰ　ドレン前抜き（WT-SLEV1B，SLEV2B）
⒝　ウォールスリーブ

RTC000Z472
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B

B視

A

A

11-φ3.3

A-A

46
5

14

112020 20
1160

4
9
9 5
1
9

25

60

46
5

159 15
259

1200

48
9

φ
27

.2

30
25

12
.7

12
.7

25

99
17

5
17

5
40

270 2927024531016

1160
112020 20

オーバーフロー穴

4-φ6

10
12 50

1070

39
1

1080 2020
2525

46
5

20
0

12
2.

5
14

2.
5

50 370270

1120

49

ⅱ　ドレン後抜き（TFS-2311T1B，2311T2B）

RTC000Z473
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45
5

351040
1110

45
37
5

35

35 22
10

17
0

45

6510

60°

44

13
7.5

20
0

11
7.5

15 1080 15
4-Ø3.1
スリーブガラリ取付用ネジ穴

⒞　スリーブガラリ（ウォールスルータイプ共通です。）
押出しアルミ製：ドレン前抜き用（WT-SLEVG）

PJZ000Z298

RTC000Z587

⒟　リモートコントローラ
ⅰ　RC － DX2

52mm

30mm

12
0m
m

30mm

30mm

リモコン温度センサ

配線

中央取り出しの場合左上取り出しの場合

37 23 23

83
.5

12
0

18
.3

19
120

正面から見た取り付け寸法

固定穴

取付用位置5箇所から
上下2箇所を固定

●　リモートコントローラ品番

長さ（m） 備　考適用機種 重工空調品番

全機種

ＨＡ０６１９２
配線心数：２
（０．３ｍｍ２）ＨＡ０６１９３

ＨＡ０６１９４

１０

５０

１００

■リモコン配線（別売品）

適用機種

全機種

ＭＨＩ品番

ＲＣ-ＤＸ1G

リモコンコードを延長する場合の注意

● 詳細については，リモートコントローラ
　の取付（000ページ）をご覧ください。

リモコン取付寸法設置スペース

ケース分解作業の為,
最小スペースを確保し
てください。
上面・左右側面：30mm以上
下面　　　　　：120mm以上
L形ドライバー使用の場合は，
50mm以上

23
46

11.5 11

リモコン外形

120
45

83
.5

42

12
0

リモコン取付寸法

配線後抜き用
取付け穴

12×7長穴 9.5×5長穴（4個所）

注（1）使用可能JISボックス  JIS  C  8340

 （2）リモコン用取付ねじ
　　  M４×２本

　　　　１個用スイッチボックス 
        （左図　 印穴使用）

　　　　２個用スイッチボックス
        （左図　 印穴使用)

ねじ取付部の薄肉部分を
ナイフ等で切りとってか
らねじをしめてください。

リモコンコードを延長する場合の注意 最大総延長600ｍ

●リモコンコードは0.3mm2×2心です。

100～200m以内…0.50mm2×2心
100～300m以内…0.75mm2×2心
100～400m以内…1.25mm2×2心
100～600m以内…2.00mm2×2心

44

延長は600ｍまで可能です。延長距離が100mを超える
場合は，下記サイズに変更してください。但し，リモ
コンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモ
コン外部の近傍で配線接続により，サイズを変更して
ください。配線接続する際は，水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。また，配線の接続は，接
触不良のないように確実に行ってください。
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PJZ000Z290

ⅱ　RC － D4G

温度設定 運転／停止 

48

□120

中央取り出しの場合

X, Y端子台
M3ネジ角座金付

左上取り出しの場合

液晶表示部

0.3ｍｍ２、2心

配線露出取付
壁面

配線
（埋込の場合）

JISボックス
（客先手配品）

19

配線埋込取付

23
46

11.5 11

リモコン外形

120

45

83
.5

42

12
0

リモコン取付寸法

配線後抜き用
取付け穴

12×7長穴 9.5×5長穴（4個所）

注（1）使用可能JISボックス  JIS  C  8340

 （2）リモコン用取付ねじ
　　  M４×２本

　　　　１個用スイッチボックス 
        （左図　 印穴使用）

　　　　２個用スイッチボックス
        （左図　 印穴使用)

ねじ取付部の薄肉部分を
ナイフ等で切りとってか
らねじをしめてください。

リモコンコードを延長する場合の注意 最大総延長600ｍ

●リモコンコードは0.3mm2×2心です。

100～200m以内…0.50mm2×2心
100～300m以内…0.75mm2×2心
100～400m以内…1.25mm2×2心
100～600m以内…2.00mm2×2心

44

延長は600ｍまで可能です。延長距離が100mを超える
場合は，下記サイズに変更してください。但し，リモ
コンケース内を通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモ
コン外部の近傍で配線接続により，サイズを変更して
ください。配線接続する際は，水分等が浸入しないよ
うな処置を行ってください。また，配線の接続は，接
触不良のないように確実に行ってください。
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2-φ6

ネオプレン
スポンジゴム
(水飛び防止)

ユニット
受けレール

ドレンパイプ
外径φ25

18X25(長穴)

2-φ8支持脚
M12

M6ナット

2-φ3.3

2-φ8
T1.6

T1.0

T1.6

ネオプレン
スポンジゴム

30X15

T3.2φ14

T1.6

T1.6

T1.6 T1.6

900130 130

114010 10

1176

40
20

15
8

26
5

45

60 4040

50

25
5

10

50

45
20

30

1160
80

10
0

1120

25

2020

60
30

30

27

50 40
40

16
2

53

10
0

15 42

40 15

25

8

40

28
.4

20

25

20
8.4

22

45

22
1.

5
23

.5
20

20

15

A

10-φ6

(フロントパネル側)

A

A-A 例-1

φ6

（
全

周
）

A-A 例-21515
1202

24
2

24
2

55
4

360

20
42

360 53 836053

15 10

Ｄ Ｄ
15

7

15

15

注⑴　Ｄ寸法は設置状態により異なります。

 ⒠　スペーサ（客先手配・参考図）

 ⒡　二次ドレンパン（客先手配・参考図）
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2.3 電
気

配
線

図

WTP254HK,254HKU     20A
WTP254HKF,254HKUF   20A

　　やむを得ない場合はシールド線を使用してください。
　　リモコン配線0.3mm2 X 2心

１.  　　は現地配線を示します。

３. 配線用しゃ断器容量

２. リモコン配線は他の動力線と並行配線しないでください。

注）

WTP364HK,364HKU     20A
WTP364HKF,364HKUF   20A

F1,2
F3
FM

Th -R1,2,3 

ファンモータ

リモコン通信アドレス設定

熱交センサー

SW2

ThC 
Th -A 

リモコン付属サーミスタ
吸込空気センサー

機種容量切替SW6

記  号 名    称

I

LED・2 表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3 表示灯（赤-点検表示）

TB2,3 端子台

1
2
3

S,IN

R,IN

G1

R,OUT

R0

G1

S0

M

CNTH
CNEEV

CNFAN

t゜

Tho-D Tho-A Tho-R
EEV

CNQ1CNW

CNSW1

M
CM

3～

M
FMo

SW5 SW8

6

1

2346

U V W

T11T12

CH

CN20S

20S

13456

R,IN S,IN

ク
ロ

シ
ロ

T1 T2

L

キ
ダ
イ

シ
ロ

ク
ロ

ア
カ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ キ 

ア
オ

シ
ロ キ

ダ
イ
ア
オ

ア
カ

ハ
イ
チ
ャ

ア
カ
ア
カ

t゜ t゜

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

ク
ロ
ク
ロ

室外制御基板

ハ
イ
ア
カ

チャ 

キ／ミド 

クロ 

キ／ミド 

F5（20A）
L1
L2

TB1
クロ 
シロ 

CNH

サブ基板

23456

1

CNX1

CNX2

ハイ 
アカ

手元開閉器又は
配線用遮断器

漏電遮断器

電源
単相200V 50／60Hz

室内制御基板

電源基板

1
2
3
4
5
6

t°
1
2

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション1
2
3
4
5
6

1

3t°

リモコン

1

CNW2
シロ

CNW1
シロ

CNB
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

CNT
アオ

F1（3.15A）
F2（3.15A）

3

5

CNW0
シロ1

CNW3
シロ

電源回路

（運転）
（暖房）
（圧縮機）
（点検）

ThC

Th -A

t°

t°

t°

Th -R1

Th -R2

Th -R3Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

1

M

1 4 5 6 7

F3
（2A）

キ／ミド

シロ

アカ

シロ

アオ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ
キア
オ

シロ

シロ

クロ

+12V

SW2

SW6

LED・2 LED・3

CNZ
HA用

シロ

SW8

クロ
クロ
クロ
クロ
ハイ
ハイ

クロ
クロ

FMＩ

CNM1
シロ

12

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

X
Y

X
Y

圧縮用電動機CM

FMo

CH

20S

送風用電動機

クランクケースヒータ

四方切換電磁弁

TB1 端子台
吸込空気センサTho-A
吐出管センサTho-D

Tho-R 熱交センサ

SW5-1 現地設定スイッチ：デフロスト設定切換スイッチ
SW5-2 現地設定スイッチ：外気冷房制御ON／OFFスイッチ

SW5-4 現地設定スイッチ：冷房／暖房試運転切換スイッチ

記  号 名    称

L リアクタ

1 2 3 4

ヒューズ（250V 20A）F5

CNA～Z コネクタ

SW5-3 試運転スイッチ：試運転ON／OFFスイッチ

 室外制御基板 室内制御／電源基板

EEV 電子膨張弁

※1

2点鎖線内（※１印）の
ファンモータ用の接続
コネクタは必ず元電源を
切ってから抜いてください。
ファンモータの故障の
原因となります。

LED・1 表示灯（赤-点検表示）

TB2

1
2

CNI
アオ シロ

TB3

FMP

△印 ファストン端子

ヒューズ（2A）
ヒューズ（3.15A）

FMP インバータ冷却ファン

1
2

CNR
シロ アオ

+12V

M
アカ

LED・1

（アカテープ）

（キテープ）

F3（2A）

Ｉ

Ｉ

キ／ミド 

CNRチャ 

CNWA

CNL
キ

ダ
イ

ア
カ
ク
ロ
シ
ロ キ 

ア
オ

CNFAN1
ア
カ
ク
ロ
シ
ロ
キア
オ
CNM2

・記号説明 ・記号説明

⑴
　

単
相

機
W

TP
2

5
4

H
K

, 3
6

4
H

K
2

5
4

H
K

U
, 3

6
4

H
K

U
2

5
4

H
K

F, 3
6

4
H

K
F

2
5

4
H

K
U

F, 3
6

4
H

K
U

F

R
T

C
0

0
0

Z
5

8
3
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２. リモコン配線は他の動力線と並行配線しないでください。

WTP254H,254HU     15A
３. 配線用しゃ断器容量

１.   　   は現地配線を示します。

　　リモコン配線0.3mm2 X 2心

WTP254HF,254HUF   15A

　　やむを得ない場合はシールド線を使用してください。

注）

WTP364H,364HU     15A
WTP364HF,364HUF   15A

F1,2
F3
FM

Th -R1,2,3 

ファンモータ

リモコン通信アドレス設定

熱交センサー

SW2

ThC 
Th -A 

リモコン付属サーミスタ
吸込空気センサー

機種容量切替SW6

記  号 名    称

I

LED・2 表示灯（緑-マイコン正常表示）
LED・3 表示灯（赤-点検表示）

TB2,3 端子台

室内制御基板

電源基板

1
2
3
4
5
6

t°
1
2

XR1
XR2

XR3
XR4

XR5（遠方操作：無電圧接点）

オプション1
2
3
4
5
6

1

3t°

リモコン

1

CNW2
シロ

CNW1
シロ

CNB
シロ

CNN
キ

CNH
クロ

CNT
アオ

F1（3.15A）
F2（3.15A）

3

5

CNW0
シロ1

CNW3
シロ

電源回路

（運転）
（暖房）
（圧縮機）
（点検）

ThC

Th -A

t°

t°

t°

Th -R1

Th -R2

Th -R3Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

3

1
F3

（2A）

キ／ミド

シロ

アカ

シロ

アオ

シロ

シロ

クロ

+12V

SW2

SW6

LED・2 LED・3

CNZ
HA用

シロ

SW8

クロ
クロ
クロ
クロ
ハイ
ハイ

クロ
クロ

12

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

X
Y

X
Y

圧縮用電動機CM

FMo

CH

20S

送風用電動機

クランクケースヒータ

四方切換電磁弁

TB1 端子台
吸込空気センサTho-A
吐出管センサTho-D

Tho-R 熱交センサ

SW5-1 現地設定スイッチ：デフロスト設定切換スイッチ
SW5-2 現地設定スイッチ：外気冷房制御ON／OFFスイッチ

SW5-4 現地設定スイッチ：冷房／暖房試運転切換スイッチ

記  号 名    称

L リアクタ
ヒューズ（250V 20A）

CNA～Z コネクタ

SW5-3 試運転スイッチ：試運転ON／OFFスイッチ

 室外制御基板 室内制御／電源基板

EEV 電子膨張弁

△印 ファストン端子

1
2

CNI
アオ シロ

TB3

CNQ1

SW5 SW8

6

手元開閉器又は
配線用遮断器

漏電遮断器

電源
三相200V 50／60Hz

1 2 3 4

T9

M

CNTH
CNEEV

t゜

Tho-D Tho-A Tho-R
EEV

CNSW1

M
CM

3～

1

U V W

T11T12

CH

CN20S

20S

13456

S

シ
ロ

ク
ロ

ア
カ

シ
ロ キ 

ダ
イ
ア
オ

ア
カ
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キ／ミド 

CNH

23456

T2

T1

T10

T3

T7

T8

T4

CNX1 CNX2

T5 T6

ク
ロ
シ
ロ
ア
オ

クロ 

アオ 
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フィルタ
基板

TR

F5,6

LED・1 表示灯（赤-点検表示）

ヒューズ（2A）
ヒューズ（3.15A）

FMP インバータ冷却ファン

（アカテープ）

（キテープ）

CNR
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2 アオ
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M
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LED・1
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FMＩ

CNM1
シロ

※1

2点鎖線内（※１印）の
ファンモータ用の接続
コネクタは必ず元電源を
切ってから抜いてください。
ファンモータの故障の
原因となります。

TB2
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オ
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・記号説明・記号説明
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ビ

ラ

ク

2.4 運　転　音

測 定 条 件：JIS B 8616 冷房定格・暖房定格　測定場所：無響室

マイク位置：ユニット中央　正面 1m

室　内　側：パネル付，風量：急，換気：OFF

WTP 254HK，254H

 

暖房冷房

暖房冷房

254HKU，254HU
254HKF，254HF
254HKUF，254HUF

WTP 364HK，364H
364HKU，364HU
364HKF，364HF
364HKUF，364HUF

オクターブ中心周波数（Hz）

音
圧

レ
ベ

ル
（
d
B
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（
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準
音
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2.5 内部構造図

室内コントローラ 室内熱交換器

室外熱交換器

換気ダンパ

室外送風装置サービスバルブ

室内送風装置室外コントローラ プレフィルタ

圧縮機膨張弁

（温度ヒューズ付）

四方弁

リアクタ

RTC000Z586
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2.6 冷媒系統図
・WTP 全シリーズ共通

室
外
空
気
熱
交
換
器

四方切換弁

圧縮機
アキュム
レータ

 外気温度センサ
（Tho-A）

室外熱交温度センサ
（Tho-R）

チェック
ジョイント

チェック
ジョイント

吐出管温度センサ
（Tho-D）

マフラ

ストレーナ ストレーナ電子膨張弁
（EEV）

室
内
空
気
熱
交
換
器

室内熱交温度センサ
（ThI-R2）

室内吸込温度センサ
（ThI-A）

室内熱交温度センサ
（ThI-R1）

室内熱交温度センサ
（ThI-R3）

暖房
冷房

 

 

 

 

 

RTC000Z566 A
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2.7 据付関連事項
⑴　据付スペース（適用機種：WT，WT-U）

室内側・室外側でショートサーキット等を防止するため下図のスペースを確保してください。（スペースが確保できない場
合は，計画時に弊社にお問い合せください）

⒜　室 外 側

⑵　（室外側）ガラリの選定基準（適用機種：WT-U）
ウォールスルータイプ（窓サッシ形）でガラリを現地で製作される場合は，風量確保・ショートサーキット防止のため形状
及び抵抗値を下記の範囲内になるようにしてください。

⒜　ガラリの抵抗値（P25 タイプは 30Pa, P36 タイプは 50Pa 以下としてください。）

障害物

障害物

20
0m

m以
上 1000mm以上

10
00

m
m

以
上

70
0m

m以
下⑴

（室　内）（室　内） （室　外）

⑵

障害物
（H寸法：700mm以下）

注⑴　手すり，金網等の通風の障害とならない構造物の高さは含みません。　⑵　ユニットを併設する場合は3m以上としてください。

複数台設置の必要隣接距離

列

Ｌ

ユニット

GL

障害物

X以内

500mm以上

80mm以上

X

最終仕上がり面（ジュータン等）

⒝　室　内　側

注⑴　建物は10階以下でベランダ無しと
します。
ユニットは10列以下とします。

注⑴　X寸法は，建物及び現場により異なります。

列

4列以下

5列以上

L（隣接距離）

3m以上

5m以上

a c

b W

H

5m
m以
下

5m
m以
下

自由面積比＝　　　　　  　≧0.6
（開口率）

b×W×n
W×H

▲

ガラリ角度＝ C
吹出部　30 以゚下
吸込部　30 以゚下

▲

形 状 例

▲

投影開口率＝　　　　　  　≧ 0a×W×n
W×H

▲

注⑴　nは開口部を示します。



- 54 - - 55 -

フロントパネル

スペーサ

ユニット

スリーブガラリ

ウォールスリーブ

本体納入レール

ケースアングル

本体固定フランジ

10-φ3.2穴

（ウォールスリーブ建築固定用）

ドレンパイプ立上げ
   （VP25塩ビ管）

床仕上面

（設備工事）

100以上 1240

95
以

上
53

5

120

床仕上面

鉄筋

95
以

上

47
5～

49
0

53
5

 ⒜　ウォールスルータイプ
　　ⅰ　ユニット・部品
　　　① ユニット：WTP253, 363HK, 253, 363H, 253, 363HKF, 253, 363HF
　　　② オプション部品：フロントパネル，ウォールスリーブ，
　　　　　　　　　　　　 スリーブガラリ
　　　③ 客先手配：スペーサ

　　ⅱ　据付の概要
　　　　ウォールスルータイプはペリメータ
　　　　の窓下腰掛部に開口を設け，スリーブを
　　　　埋込み本体を組み込みます。

　　ⅲ　据付手順
　　　①　ウォールスリーブの取付け
　　　　　ウォールスリーブは弊社のオプション部品を使用し木枠等による施工は絶対行わないでください。

ⓐ ウォールスリーブ（ドレン前抜き用）

ⓑ コンクリート打ち込み時，下記寸法の箱入れを行います。

⑶　据付工事手順

　

箱
入
れ

⑶　据付工事手順
⒜　ウォールスルータイプ（壁埋込形）

ⅰ　ユニット・部品
①　ユニット：WTP254HK, 364HK, 254H, 364H, 254HKF, 364HKF, 254HF, 364HF
②　オプション部品：フロントパネル，ウォールスリーブ，スリーブガラリ
③　客先手配：スペーサ

ⅱ　据付の概要
ウォールスルータイプはペリメータ
の窓下腰掛部に開口を設け，スリーブを
埋込み本体を組み込みます。

ⅲ　据付手順
①　ウォールスリーブの取付け

ウォールスリーブは弊社のオプション部品を使用し木枠等による施工は絶対行わないでください。
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室
内

室
外

ワイヤー等でスリ
ーブガラリを室内
側へ引きつけます

ウォールスリーブを外壁に合わせる
内装

スペーサ

鉄筋
外壁
ケースアングル

シール材

エアタイト材

モルタル詰め

スリーブガラリ

エアタイト材

シール材

ウォールスリーブ

外壁
ドレン配管
（設備工事）

ユニット

床・仕上

ドレンパイプ
（外径φ25）

室
内

室
外

80
m
m
以
上

一
旦
室
外
へ
送
り
出
す

室
内

室
外

スリーブガラリ

ウォールスリーブ

スリーブガラリ

ⓒ 型枠を取外した後，ウォールスリーブを室内より押し込み，スリーブのケースアングルと鉄筋を溶接
し，確実に構造体に固定します。この場合，ウォールスリーブは，水平又は室外側に向け０～１度下
傾斜（ドレン室内取りの場合）にて取付けてください。（前後，左右の水平も確認してください。）

ⓓ ウォールスリーブと壁の間をモルタルで埋め，外壁側（ウォールスリーブの周囲）に良質シール材を
埋込み完全に雨水シールしてください。（上図をご覧ください。）
　　　　　シール材……………良質シーラント，コーキング等
　　　　　　　　　　　　　　（チオコール系シーラント，ポリサルファイド系シーラント等）
　　　　　寸　　法……………H10×D10（mm）

　

シ
ー
ル

ⓑ 室内側よりスリーブガラリを一旦ウォールスリーブを通して，室外へ出し，その後，ウォールスリーブ
外壁側にスリーブガラリをあてます。
　１．スリーブガラリを室内より入れる。　　　　　　　２．外壁側にスリーブガラリをあてる。

　

仮
止
め

　

ウ
ォ
ー
ル
ス
リ
ー
ブ
の
固
定

ⓐ スリーブガラリ寸法：標準品・押出しアルミ製（ドレン前抜き用）…………1185ページ外形図をご覧ください。

ご注意
本体納入時までにウォールスリーブより室内側へ風雨の侵入があってはならない場合はふさぎ板（現場手配，
鉄板及びビニール等のテープ貼りでも良い。）で雨仕舞してください。

②　スリーブガラリの取付け

ⓐ

②　スリーブガラリの取付け

①スリーブガラリの止め金のビス（１箇所）を取外して止め金を９０度回転させてください。
（３箇所共）
　②ワイヤー（付属品）を利用し，スリーブガラリの落下を防止してください。　　　　　　　

取
付
前
に

（スリーブガラリ取付後，ワイヤーを取外してください。）

ⓑ 室内側よりスリーブガラリを一旦ウォールスリーブを通して，室外へ出し，その後，ウォールスリーブ
外壁側にスリーブガラリをあてます。
　１．スリーブガラリを室内より入れる。　　　　　　　２．外壁側にスリーブガラリをあてる。

　

仮
止
め

ⓒ ①スリーブガラリ下部フックをウォールスリーブに引っ掛けてスリーブガラリを取付けてください。
②スリーブガラリ取付けは，左右４箇所をビス（付属品）止め後，止め金を元の位置に戻して，取外した
　ビスで固定してください。

　

取
付
け

1ヶ所取外す
（3箇所共）

止め金

室
外ウォールスリーブ

スリーブガラリ スリーブガラリ

ワイヤー（付属品）を
利用し、スリーブガラリ
の落下を防止してください。

室内

室外

スリーブガラリ
（押出しアルミ製）

スリーブガラリ止め金
（3箇所）

下部フック

ビス止め
（4箇所：左・右各2箇所）

ウォールスリーブ

室
内

一
旦
室
外
へ
送
り
出
す

室
外

室
内
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スリーブガラリ取付金具

スリーブガラリ

ウォールスリーブ

ビス止め
（4ケ所：左・右各2ケ所）

（左・右２ケ所）

（左・右２ケ所）
下部フック

室内

（押出しアルミ製）

室外

ⓐ 本体を前方よりウォールスリーブに押し込み，ウォールスリーブに確実にねじ止めします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上部５箇所，左３箇所，右２箇所）

ⓑ フロントパネルは下図のようにセンタパネル，フロントパネルの順で本体に取付けてください。
１．リモコンをセンタパネルに設置する場合は，前もってリモコンを取付けておいてください。
２．センタパネルを本体上方からはめ込み前方から本体にねじ止めします。（左・右各3本）
３．次にフロントパネルをセンタパネルのヒンジに引っ掛け前方からセンタパネルにねじ止めします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（左・右各１本）

　

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
付
け

　

本
体
の
取
付
け

ⓒ スリーブガラリ下部フックをウォールスリーブに引っ掛けてスリーブガラリを，室内側へ引き寄せながら，
スリーブガラリ取付金具（上部２ケ所）をビス止めします。
スリーブガラリ取付け後，左右４ケ所をビス止めして固定してください。

　

取
付
け

本体固定フランジ

本体固定フランジ

（ユニット側)

（ウォールスリーブ側・前面)

センタパネル

ヒンジ

フロントパネル

リモコン取付位置

リモコン下カバー

③　本体・フロントパネルの取付け

ⓐ

②　スリーブガラリの取付け

①スリーブガラリの止め金のビス（１箇所）を取外して止め金を９０度回転させてください。
（３箇所共）
　②ワイヤー（付属品）を利用し，スリーブガラリの落下を防止してください。　　　　　　　

取
付
前
に

（スリーブガラリ取付後，ワイヤーを取外してください。）

ⓑ 室内側よりスリーブガラリを一旦ウォールスリーブを通して，室外へ出し，その後，ウォールスリーブ
外壁側にスリーブガラリをあてます。
　１．スリーブガラリを室内より入れる。　　　　　　　２．外壁側にスリーブガラリをあてる。

　

仮
止
め

ⓒ ①スリーブガラリ下部フックをウォールスリーブに引っ掛けてスリーブガラリを取付けてください。
②スリーブガラリ取付けは，左右４箇所をビス（付属品）止め後，止め金を元の位置に戻して，取外した
　ビスで固定してください。

　

取
付
け

1ヶ所取外す
（3箇所共）

止め金

室
外ウォールスリーブ

スリーブガラリ スリーブガラリ

ワイヤー（付属品）を
利用し、スリーブガラリ
の落下を防止してください。

室内

室外

スリーブガラリ
（押出しアルミ製）

スリーブガラリ止め金
（3箇所）

下部フック

ビス止め
（4箇所：左・右各2箇所）

ウォールスリーブ

室
内

一
旦
室
外
へ
送
り
出
す

室
外

室
内

1ヶ所取外す
（3箇所共）

止め金

室
外ウォールスリーブ

スリーブガラリ スリーブガラリ

ワイヤー（付属品）を
利用し、スリーブガラリ
の落下を防止してください。

室内

室外

スリーブガラリ
（押出しアルミ製）

スリーブガラリ止め金
（3箇所）

下部フック

ビス止め
（4箇所：左・右各2箇所）

ウォールスリーブ

室
内

一
旦
室
外
へ
送
り
出
す

室
外

室
内

1ヶ所取外す
（3箇所共）

止め金

室
外ウォールスリーブ

スリーブガラリ スリーブガラリ

ワイヤー（付属品）を
利用し、スリーブガラリ
の落下を防止してください。

室内

室外

スリーブガラリ
（押出しアルミ製）

スリーブガラリ止め金
（3箇所）

下部フック

ビス止め
（4箇所：左・右各2箇所）

ウォールスリーブ

室
内

一
旦
室
外
へ
送
り
出
す

室
外

室
内
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室外室内

断面図外観図

ウォールスリーブ

スリーブガラリ

スペーサ

ウォールスリーブ

センタパネル

80
m
m
以
上

スペーサ

フロントパネル

空気吸込

空気吹出

ユニット

ユニット

ビス止め左右6箇所
センタパネル スペーサ

前面

スペーサ

センタパネル

ビス止め（左3,右3,上4,計10箇所）

ⓒ スペーサを使用した場合の取付け方法

１．センタパネルとスペーサの一体化

スペーサをセンタパネル後方へビス止め
し，センタパネルと一体化させます。

２．フロントパネルの取付け

　

ス
ペ
ー
サ
併
用

スリーブガラリ取付金具

スリーブガラリ

ウォールスリーブ

ビス止め
（4ケ所：左・右各2ケ所）

（左・右２ケ所）

（左・右２ケ所）
下部フック

室内

（押出しアルミ製）

室外

ⓐ 本体を前方よりウォールスリーブに押し込み，ウォールスリーブに確実にねじ止めします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上部５箇所，左３箇所，右２箇所）

ⓑ フロントパネルは下図のようにセンタパネル，フロントパネルの順で本体に取付けてください。
１．リモコンをセンタパネルに設置する場合は，前もってリモコンを取付けておいてください。
２．センタパネルを本体上方からはめ込み前方から本体にねじ止めします。（左・右各3本）
３．次にフロントパネルをセンタパネルのヒンジに引っ掛け前方からセンタパネルにねじ止めします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（左・右各１本）

　

フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
の
取
付
け

　

本
体
の
取
付
け

ⓒ スリーブガラリ下部フックをウォールスリーブに引っ掛けてスリーブガラリを，室内側へ引き寄せながら，
スリーブガラリ取付金具（上部２ケ所）をビス止めします。
スリーブガラリ取付け後，左右４ケ所をビス止めして固定してください。

　

取
付
け

本体固定フランジ

本体固定フランジ

（ユニット側)

（ウォールスリーブ側・前面)

センタパネル

ヒンジ

フロントパネル

リモコン取付位置

リモコン下カバー
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フロントパネル

スペーサ

ベースカバー

ユニット

二次ドレンパン

L

ドレン穴

二次ドレンパン固定金具
（二次ドレンパン取付フランジに固定）

ベースカバー取付金具

支持脚
（アジャスタ)

支持台

ベースカバー取付金具ユニット受

本体固定用フランジ 26
5

1160

⒝　ユニットウォールWタイプ
　ⅰ　ユニット・部品
　　①　ユニット：WTP254HKU, 364HKU, 254HU, 364HU, 254HKUF, 364HKUF, 254HUF, 364HUF
　　②　オプション部品：フロントパネル
　　③　客先手配品：二次ドレンパン，スペーサ，ベースカバー

　ⅱ　据付けの概要
　　　ウォールスルータイプ（窓サッシ形）は二次ドレンパンに本体荷重を掛け，ネオプレンタイトゴム材に
　　　本機背面を押し付けて据付けます。

　ⅱ　据付手順
　　①　二次ドレンパンの取付け

ⓐ

注⑴　Ｌ寸法：フロントパネル取付け後の床面との間隔が80mm以上となるようにしてください。
　

二次ドレンパン寸法

⒝　ウォールスルータイプ（窓サッシ形）
ⅰ　ユニット・部品

ⅱ　据付けの概要

ⅲ　据付手順
①　二次ドレンパンの取付け
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ユニット取付用フランジ
兼スペーサ取付用フランジ

スペーサ取付用フランジ

（サッシ側工事）

（サッシ側工事）

（サッシ側工事）

無目 サッシ枠

サッシ底面

エアタイト材ドレン立上り

ガラリ

二次ドレンパン取付フランジ

エアタイト材

二次ドレンパン

鉄筋

コーキング

ガラリ

二次ドレンパン
取付フランジ

本体固定用フランジ

ベースカバー用フランジ

支持脚

床仕上面ドレンパイプ
（外径φ25）

W

H

エアタイト材の合せ目

隙間のないよう接着

ⓑ

ⓒ
　

二
次
ド
レ
ン
パ
ン
取
付
け

　

取
付
用
フ
ラ
ン
ジ
等
の
確
認

二次ドレンパンを取付ける前に，排水パイプが所定の位置に立ち上がっていること，二次ドレンパン取付
フランジ，エアタイト材等がサッシ側工事で確実に取付けられていること及び各種サッシ金具・エアタイ
ト材等の位置・寸法を確認してください。

二次ドレンパン取付フランジに二次ドレンパンを乗せてボルト止めし，支持足の高さを調節した後，ダブ
ルナットを締め，確実に固定してください。
支持足と床面との固定はホールインアンカーで行います。
次にサッシと二次ドレンパンの隙間をコーキング材でシールしてください。

ご注意
標準工事としては二次ドレンパン取付は空調工事に含まれるのが一般的ですが，二次ドレンパン取付フランジ，ユニッ
ト取付用フランジ等の各種サッシ側フランジ及びタイト材の取付けは，サッシ側工事とします。
しかし，現場により異なる工事範囲もあるので事前に建築図面により，確認してください。

参 考 エアタイト材（材質：ネオプレンスポンジゴム）
（形状）

注⑴　W：25～35mm　　H：18～30mm

注⑴　エアタイト材の合せ目は隙間のないよう
　　　にし接着してください。
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ガ
ラ
リ ドレン口 二次ドレンパン

軟質ビニールパイプ
（設備工事）
クリップ固定

排水パイプ（設備工事）
（VP25）

（外径φ25）

ユニット取付用フランジ
本体側フランジ

本体固定用フランジ
本体固定用フランジ
（二次ドレンパン側）

ビス止（上部5箇所）

ユニット

ボルトナット止め
（左右2箇所）

ベースカバー
ベースカバー取付金具

ベースカバー取付金具

二次ドレンパン

　　②　ユニット・フロントパネルの取付け

ⓓ 二次ドレンパン下部のドレン口と排水パイプを軟質ビニールパイプ等で接続します。
接続が不適ですと，漏水しますので充分に注意をして行ってください。

ⓔ 二次ドレンパン下部の化粧が必要な場合は，下図のようにベースカバーを取付けてください。
　

ベ
ー
ス
カ
バ
ー
取
付
け（
現
地
手
配
）

　

ド
レ
ン
接
続

ⓐ ユニットを二次ドレンパンに乗せて，サッシガラリ側に押し付け，サッシ上部及び二次ドレンパンへ仮止
めしてください。
（この時ユニットの重量は二次ドレンパンにかかり，支持脚を通して床面で支えられます。）

　

本
体
の
取
付
け

ガラリ周囲部分のエアタイト材とユニットが完全に密着することを確認しながら，ボルト締め，ビス止め
を行ってください。エアタイト材との密着が不完全ですと，気密性能や水密性能に影響がありますから確
実に行ってください。

ご注意

②　ユニット・フロントパネルの取付け
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スペーサ

フロントパネル

センタパネル

ビス止め,10ケ所

フロントパネル

ユニット

センタパネル用ビス止め6箇所

スペーサ取付用ビス

フロントパネル

センタパネル

カバー用ヒンジ

スペーサ

スペーサ

(指定寸法)

※印の寸法はセンタパ
ネルと同一にしてくだ
さい。

スペーサ
（破線部）

フロントパネル

センタパネル

※　1,202

※
　

54
4

D

ⓑ ウォールスルータイプ（窓サッシ形）据付けの場合，フロントパネル後方から，サッシまでの間の化粧パネル
としてスペーサが必要となります。（スペーサは一般的に空調工事範囲に含まれます。）

ⓒ スペーサは，フロントパネル取付け前に，センタパネル後方にビス止めしてセンタパネルと一体化させます。
　

ス
ペ
ー
サ
・
セ
ン
タ
パ
ネ
ル
一
体
化

ⓓ フロントパネルの取付けは，一旦フロントパネル，センタパネルを分離し，一体化したセンタパネルとスペ
ーサをユニットにビス止めし，その後，フロントパネルを固定します。
スペーサのサッシ側への固定は必要に応じ，スペーサ取付用フランジ（59ページ・ⓑ項をご覧ください。）
へビス止めしてください。
注⑴　リモコンをセンタパネルに設置する場合は，前もってリモコンを取付けておいてください。

　

取
付
け

　

ス
ペ
ー
サ
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（チオコール系シーラント）
シール材（建築）⑴

エアタイト材

エアタイト材

スリーブガラリ
（オプション）

（ドレン内取り用）
（オプション）

ウォールスリーブ

エアタイト材

（チオコール系シーラント）
シール材（建築）⑴

オーバーフロー穴
（2箇所）

⑵

鉄筋SR30.9mm
スペーサ

（客先手配）

フロントパネル
（オプション）

以
上

以
上

ドレン配管接続口
（外径φ25）

⑴　シール材はスリーブと建物（構造体）間をシールしてください。
⑵　ウォールスリーブ背面下部にオーバーフロー穴（2箇所）があります。

   絶対塞がない納まりとしてください。
⑶　ドレン配管（建物側）及びドレン配管とドレン配管接続口（ユニット側）間の継手は

   設備工事範囲です。

注

据付断面図

⑷　建物及び※印の寸法は現場により異なります。

※

ユニット

FL（仕上面）

2107025150
757515

90

219

470

46
5

55
4

63
4

25

80

⑷　据付例（参考）
⒜　ウォールスルータイプ（壁埋込形）

ⅰ　RC，SRC 構造の建物の場合
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（チオコール系シーラント）
シール材（建築）⑴

エアタイト材
エアタイト材

スリーブガラリ
（オプション）

（ドレン内取り用）
（オプション）

ウォールスリーブ

（チオコール系シーラント）
シール材（建築）⑴

オーバーフロー穴
（2箇所）

⑵

スペーサ
（オプション）

フロントパネル
（オプション）

以
上

以
上

ドレン配管接続口
（外径φ25）

⑴　シール材はスリーブと建物（構造体）間をシールしてください。
⑵　ウォールスリーブ背面下部にオーバーフロー穴（2箇所）があります。

  絶対塞がない納まりとしてください。
⑶　ドレン配管（建物側）及びドレン配管とドレン配管接続口（ユニット側）間の継手は

  設備工事範囲です。

注

据付断面図

⑷　建物及び※印の寸法は現場により異なります。

※

ユニット

FL（仕上面）

エアタイト材

補強アングル
（L・45X45X6)

（フロントパネル）

吹出口

（オプション）

（建築工事）

吹出ダクト（建築工事）

モルタル 捨コンクリート
（補強用）

溶接

目地筋

目地筋

モルタル

モルタル

210

46
5

55
4

63
4

25

80

168

445 25
470

24910

40

　（ii）ALC 構造の建物の場合ⅱ　ALC 構造の建物の場合
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フロントパネル
（オプション）

据付横断面図

ユニット

捨コンクリート
（補強用）

シール材（建築）
（チオコール系シーラント）

モルタル

モルタル

シール材（建築）
（チオコール系シーラント）

スリーブガラリ
（オプション）

エアタイト材

エアタイト材

溶接

※

溶接

補強アングル
（L・45X45X6)

スペーサ
（オプション）

ドレン配管接続口
（外径φ25）

注⑴　建物及び※印の寸法は現場により異なります。 

11
00

（
ユ

ニ
ット

本
体・

幅
）

12
02

（
フ

ロ
ン

ト
パ

ネ
ル

）

210168

11
20
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⒝　ウォールスルータイプ（窓サッシ形）

ⅰ　サッシの種類別据付例
①　片引窓

55
4 55
4

1202

②　引違い窓

③　堅軸回転窓

55
4

55
4

1202

55
4

1202

55
4

43
0
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エアタイト材(サッシ工事)
ネオプレンスポンジゴム

25.5X18( )

エアタイト材受け金具
(サッシ工事・St1.6t)

エアタイト材 (サッシ工事)
ネオプレンスポンジゴム)（ 25.5X18

シール材(建築工事)
(チオコール系シーラント)

シール材(建築工事)
(チオコール系
   シーラント)

本体取付け受け金具2.3t
L=1100（サッシ工事)

ユニット

吹出口

二次ドレンパン取付フランジ(サッシ工事)
(St 2.3t L=1190)

ドレンパイプ(外径φ25)

二次ドレンパン

ベースカバー
(客先手配)

本体取付ボルト
(M6)

(二次ドレンパン・客先手配)

スペーサ

(スペーサ・客先手配) (フロントパネル・オプション)

(フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
・
オ
プ
シ
ョ
ン
)

(ユニット本体・奥行)

ショートサーキット
防止板

(現地工事)

カベ芯
サッシ芯

エアタイト材
サッシ工事
受け金具
(St1.6t)

コーキング
(設備工事)

以
上

以
上

FL

(客先手配)

二次ドレンパン支持脚
(M12)

⑴　建物及び※印の寸法 (スペーサ,二次ドレンパン,ドレン位置) は各現場により異なります。

⑵　エアタイト材：サッシ～ユニット間の隙間をエアタイト材（ネオプレンスポンジゴム）を
  5～7mm程度押しつぶし14mmとします。

⑶　※印寸法が20mm以上の場合はショートサーキット防止板（フランジをユニット本体に
 穴をあけM4ねじX4本で取付ける等による）を設けてください。

※

※

※

※(3)

注

※ M6

55
4

63
4

80

210264

10

265

9
25

5
80

27

37
0

30
40

20

50

435 25

1470

90

10

15
15

34
15

25

43
0

30
85

2525

10

5
10

100
5

25

6060

40

43
6

25010

5

5

サ
ッ
シ
ガ
ラ
リ
（
別
途
）

 据付断面図

ⅱ　据付例
①　ガラリ方式
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カ
ベ
芯

サ
ッ
シ
芯

据付横断面図

注⑴　建物及び※印の寸法は現場により異なります。 

ドレンパイプ
(外径φ25)

(フロントパネル)(スペーサ)

スペーサ
(客先手配)

(ユ
ニ
ット
本
体・
幅
)

(ユニット本体・奥行)

エアタイト材
(サッシ工事)
(ネオプレン
スポンジゴム)

エアタイト材受け金具
 (サッシ工事)

(St 1.6t)

(フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル・
オ
プ
シ
ョ
ン
)

二次ドレンパン
取付用アングル

ユ
ニ
ット

サ
ッ
シ
ガ
ラ
リ（
別
途
）

※
※

※

※
※

※
※

※

※

12
02

4
4

11
00

30
21

30
21

210

12
00

30
30

10
60

70

100

30
10

20

70

11
60

10

70 14 435

3560

25

80

15
15

10
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②　ダクト方式

据付断面図

設計上の注意点

現地でペリカバー（フロントパネル）を製作する場合は下記の注意点を織り込んで設計・製作・取付けしてください。

⑴　吹出面積は 0.088m2 ⑴（吹出口・レジスタの開口率は不含）としてください。
　　注⑴　吹出口・レジスタの開口率は 0.8 以上としてください。
　　　　　 〔有効吹出口面積≧ 0.0704m2（0.088m2 × 0.8=0.0704m2）〕
⑵　ユニットとペリカバーを継ぐ吹出ダクトは必ず断熱してください。（ダクト表面への結露防止）
　　またユニットとペリカバー間は必ず遮風してください。
⑶　ユニットとペリカバーは金属等剛性のあるもので固定しないでください。（下図をご覧ください。）
　　（剛性のあるもので固定すると異常音が発生します。）

注⑴　ペリカバーはユニットの取外し，フィルタ取出しのできるよう容易に着脱できる構造としてください。
　⑵　補強アングルは本体に取付けないでください。
　⑶　補強アングルはユニットの取付け，取外しに支障のない位置に取付けてください。

ユニット

※655

※200 435

30

43
0

※
70

5

※
20

※
40

85 80
以

上

※
15

0

※
4510

スペーサ

ペリカバー

FL

（建築工事）

ドレン接続口
（外径φ25）

二次ドレンパン

（特殊）

※
30

注⑴　建物及び※印の寸法は現場により異なります。

ユニット

上部ペリカバー

前部ペリカバー

吹出グリル固定ネジ

本体着脱時上に持
ち上げる
又は上部ペリカバ
ーを外す

（左右2箇所）
断　熱　材

ユニット ユニット

上部ペリカバー⑶

前部ペリカバー⑴ 補強アングル⑵

スリーブガラリ
リアパネル

フロントパネル
ベージュ
（マンセル5Y8／1近似）

ベージュ
（マンセル5Y8／1近似）

センターパネル
ダークブラウン
（マンセル10YR2／2近似）

AIシルバー（梨地仕上げ）

2.8 ペリカバー（フロントパネル）設計上の注意点

2.9 塗　装　色
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3.1 使 用 範 囲

3％以内

ACW, WT 共通

下図参照

（暖房を考慮して）日最低気温が 12 月～ 3 月の冬期 4 ヵ月間の平均値で 0℃ DB 以上であって

　 降雪の多くない地域

7 分以上（停止～停止，又は始動～始動）

3 分以上

定格電圧の10％以内

室内吸込空気温度（上・下限）

外 気 温 度（ 上 ・ 下 限 ）

適 用 地 域

圧 縮 機 の

発 停 頻 度

電 源 電 圧

1 サ イ ク ル 時 間

停 止 時 間

電 圧 変 動

始動時の電圧降下

相間アンバランス

形式
項目

定格電圧の ± 10％以内

-

-20

-10

0

10

20

30

40

50

10 12 14 16 18 20 22 24 26

室内湿球温度[℃WB]

【冷房】

[℃DB]

43℃DB

-5℃DB

使用温度範囲

使用温度範囲

15

20

25

30

35

-15 -10 -5 0 5 10 15 20 25

室外湿球温度[℃WB]

【暖房】

[℃DB]

5

10

3.1 使 用 範 囲
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(2)　温度条件による能力補正

 仕様の能力値はJIS B 8616条件による値です。実際の能力は下式により求めてください。

実際の
ユニット能力

＝定格能力×　　　　　　 　×　　　　　　 　　温度条件による
補正係数 補正係数

風量変更時の

            

0.5

1.0

室外乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
電
費
消

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

    (a)  ACW254，404形

       ( i )  冷房

           a)  室内・外温度条件による能力補正 

b)  室内・外温度条件による消費電力補正 

3.2 能 力 特 性

-20 -10 -5 0 10 20 30 40 50

(1)　風量条件による能力補正

風　量

能力補正係数

P急

機　種

ACW25

ACW40

WT25

0.95

0.95

0.88

0.88

0.95

0.88

0.88

0.92WT40

冷　房 暖　房

急 強 弱

1.001.02 0.97 右記

0.5

1.0

1.5

室外乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
能

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 15℃WB

-20 -10 -5 0 10 20 30 40 50

3.2 能 力 特 性
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室内乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
能

0

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB
室外湿球温度 18℃WB

室内乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
電
費
消

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 18℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

b)  室内・外温度条件による消費電力補正 

( ii )  暖房

     a)  室内・外温度条件による能力補正 
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室外乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
能

室外乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
電
費
消

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 17℃WB

室内湿球温度 15℃WB

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 19℃WB

室内湿球温度 24℃WB

室内湿球温度 15℃WB

b)  室内・外温度条件による消費電力補正 

(b)  WT254，364形

       ( i )  冷房

           a)  室内・外温度条件による能力補正 

0

0.5

1.0

1.5

-20

0.5

0.1

1.0

室内湿球温度 12℃WB

室内湿球温度 12℃WB

-10 -5 0 10 20 30 40 50

-20 -10 -5 0 10 20 30 40 50
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室内乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
能

室内乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
電
費
消

b)  室内・外温度条件による消費電力補正 

( ii )  暖房

     a)  室内・外温度条件による能力補正 

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB 室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

0

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35
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据
付
関
連

セゾン

電源配線接続要領

漏電しゃ断器（高調波対応品） 

室内コントローラ 

室外コントローラ 

アース 

リモコン 

電源線 

室内外接続線 

リモコン線 

手元開閉器または配線用しゃ断器 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

Ｘ Ｙ 

Ｘ Ｙ 

室内コントローラ 

室外コントローラ 

アース 

リモコン 

電源線 

室内外接続線 

リモコン線 

Ｌ１ Ｌ２ 

１ ２ ３ 

１ ２ ３ 

Ｘ Ｙ 

Ｘ Ｙ 

漏電しゃ断器（高調波対応品） 

手元開閉器または配線用しゃ断器 

単相機 三相機

Ｒ Ｓ Ｔ 

3.3 据付関連事項
⑴　電気配線

・電気工事は必ず電気工事士の資格を得た人が行ってください。

・電源は専用の分岐回路からとってください。また D 種接地工事を必ず行ってください。

・接続配線は電気設備技術基準にしたがって行ってください。

・電源太さ，配線用しゃ断器の選定については，下表をご覧ください。

・電源線・アース線およびリモコン線の接続は、電装箱の蓋を取外し、端子台の番号に合せて接続してください。

・端子台の端子には 3 本以上の配線を接続しないでください。また接続には必ず丸形圧着端子を使用してください。

・衝撃波不動作形漏電しゃ断器の取付けが必要です。漏電しゃ断器が取付けられていないと，感電や火災の原因になる

ことがあります。

単相機　端子台　L1　L2　200V

三相機　端子台　R 　S　 T 　200V

電源配線仕様

注⑴　表中の配線太さは配線こう長20m，電圧降下2％以内とした場合を示します。

ACWPシリーズ

開閉器容量（A）

WTPシリーズ

配線用しゃ
断器定格電

流（A）

WTP254HK,HKF

WTP254HKU,HKUF

WTP364HK,HKF

WTP364HKU,HKUF

WTP254H,HF

WTP254HU,HUF

WTP364H,HF

WTP364HU,HUF

形式

項目
電源電線の太さ

（φmm）
電源容量
（kVA） 最小太さ

（φmm） ネジ呼び

アース線

φ1.6

φ1.6 M5

φ2.0
1.8

2.4

2.0

2.6

単
相

三
相

手元開閉器
漏電しゃ断
器定格容量

20A，30mA
0.1sec以下

15A，20mA
0.1sec以下

開閉器容量（A）B種ヒーズ（A）

15

30

15

20

15

20

配線用しゃ
断器定格電

流（A）

ACWP254HKT, HKMT

ACWP254HK, HKM

ACWP404HKT, HKMT

ACWP404HK, HKM

ACWP254HT, HMT

ACWP254H, HM

ACWP404HT, HMT 

ACWP404H, HM

形式

項目
電源電線の太さ

（φmm）
電源容量
（kVA） 最小太さ

（φmm） ネジ呼び

アース線

φ1.6

φ1.6 M5

φ2.0
1.3

2.4

1.3

2.7

単
相

三
相

手元開閉器
漏電しゃ断
器定格容量

20A，30mA
0.1sec以下

15A，20mA
0.1sec以下

B種ヒーズ（A）

15

30

15

20

15

20

注⑴　表中の配線太さは配線こう長20m，電圧降下2％以内とした場合を示します。

室内乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
能

室内乾球温度 (℃DB)

数
係
正
補
力
電
費
消

b)  室内・外温度条件による消費電力補正 

( ii )  暖房

     a)  室内・外温度条件による能力補正 

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB 室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

室外湿球温度 6℃WB

室外湿球温度 -10℃WB

室外湿球温度 1℃WB

室外湿球温度 10℃WB

室外湿球温度 18℃WB

0

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35

0.5

1.0

1.5

5 10 15 20 25 30 35
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⒜   RC－DX2リモコンの場合

正面から見た取り付け寸法

(i) 据付場所
     据付方式　「スイッチボックスを使用」，「壁面に直接据付」
     配線方向　「背面」，「上面中央」，「上面左」
　  据付場所選定の注意事項
      1) 据付面が平らで強度を有すること。
　　1) リモコンケースが変形しないこと。
      2) リモコンが正確な室内温度を検知できる所
      2) リモコンの温度センサーを使用して室内温度を検知する場合は､
　　　 必ず守ってください。
　　　 ・リモコンは，部屋の平均的な温度を検知できる場所に設置して
　　　　 ください。
　　　 ・リモコンは，熱源の影響を受けない場所に設置してください。
　　　 ・リモコンは，ドアの開閉による室外空気の影響を受けない場所
　　　　 に設置してください。
　　3) 直射日光やエアコンから吹き出した風が直接あたる場所
　　4) 壁面温度と室内空気温度の差がでない場所
      5) ラクリーナパネルを採用される場合は､グリルの昇降が確認しや
      5) すい場所。
   
お願い
・リモコン設置壁面付近の温度と実際の室温と差が大きい場所に据付ない
   でください。検知した室温と実際の室温に差がでることでトラブルの原
   因になります。
   リモコンの検知温度補正は，検知温度全体を補正するため差を解消す
   ることはできません。
・直射日光のあたる場所､周囲温度が４０℃以上・０℃以下になる場所にリモコンを据付けないこと。
   日焼け・変形・誤作動・故障の原因になります。

(ii) 据付・配線工事
裏面から見た基板面

設置スペース

30mm

1
2

0
m

m

30mm

30mm

リモコン温度センサ

配線

ケース分解作業の為,最小スペース
を確保してください。
   上面・左右側面  30mm以上
   下面  120mm以上
    L形ドライバー使用の場合は,
    50mm以上

37 23 23

8
3

.5

1
2

0

1
8

.3

19

120

固定穴

センサ USB 端子

1) リモコンの上下ケースの分離

　 ・リモコン下面の凹部にマイナスドライバ等を挿し込んで軽くねじって外してください。

   注(1) 取り外した上ケースは､水分・ゴミが付かない様に注意してください。

2) リモコン端子Ｘ，Ｙと室内コントローラの端子Ｘ，Ｙを接続してください。

     配線Ｘ，Ｙの極性はありません。

⑵  リモートコントローラの取付
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　スイッチボックスを使用する場合　(配線方向「背面」の場合)

1) スイッチボックスとリモコンコードをあらかじめ埋め込んで
    おきます。
注(1) リモコンケーブル引込口をパテでシールすること。
　     露・虫などが浸入すると､感電・火災・故障の原因になり ます。

3) 斜め２箇所で固定の場合は，ケース薄肉部をきり欠いてください。
4) リモコン上ケース端子ねじを巻く様に配線を固定してください。
5) リモコン配線が噛みこまないように，上ケースを取付けてください。

2) 下ケースに配線を通した後，スイッチボックスに２箇所固定してください。

●２個用スイッチボックスの場合●１個用スイッチボックスの場合

スイッチボックスを使用しない場合  (配線取出「上面中央」「上面左」の場合)

1) ケース薄肉部を配線太さに合わせ切欠いてください。

注(1) 切欠き部が大きいと，水分・ホコリ・虫の浸入の原因になります。必要に応じてパテ等で封止してください。

・上面中央の場合は、上下ケース分解前に実
   施してください。基板内部への影響が少な
   く作業がやり易くなります。
・上面左の場合は，基板内部への影響を与え
   ない様に行い､切り取った破片が内部に残
   らない様に注意してください。

8
50

200

壁
電線管

ロックナット

スイッチ
ボックス

パテでシール
すること

リモコンケーブル

ブッシング

配線取出口

下

上

下ケース

下

下ケース

配線取出口

ねじ取付部の薄肉部分を
ナイフ等で，切りとって
からねじをしめてくださ
い。

上

下ケース配線穴

上面中央の場合

上面左の場合

上ケース
下ケース

注(1) 配線接続時のご注意
       リモコンケース内を通る配線は0.5mm2以下とし，シ
       ースをかみこまない様に接続してください。
       配線接続は，手締め(0.7N・m以下)で行ってください。
       電動ドライバを使用すると，故障や変形の原因になる
       ことがあります。
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2) リモコン下ケースを付属の木ねじ２本で平らな面に固定してください。
3) 上面中央の場合はケース背面に配線を通してください。(斜線部分）
4) リモコン上ケース端子ねじを巻く様に配線を固定してください。
5) リモコン配線が噛みこまないように，上ケースを取付けてください。

最大総延長600m

●リモコンコードは0.3mm2×2心です。
   延長距離が100mを超える場合は，下記サイズに変更してください。但し，リモコンケース内を通る配線は最大
   0.5mm2以下とし，リモコン外部の近傍で配線接続により，サイズ変更してください。配線接続する際は，水分
   等が浸入しないような処置を行ってください。また，配線の接続は，接触不良のないように確実に行ってくださ
   い。

リモコンコードを延長する場合の注意

100～200m以内………0.5mm2× 2心
100～300m以内………0.75mm2× 2心
100～400m以内………1.25mm2× 2心
100～600m以内………2.0mm2× 2心

120mm
左側の場合

8
190mm
中央の場合
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⒝   RC－D4G リモコンの場合

リモコンコード

JISボックス

（客先手配品）

M4なべ小ねじ×2本
（頭φ8以下）
（客先手配品）

f）リモコンコードが噛みこまないように , 上ケースを
元通り取付け , 外したねじで固定してください。

g）露出取付けの場合は , リモコンコードがたるまな
いようにコードクランプ等で壁面に固定します。

    
    2) 埋込取付の場合

a) JIS ボックスとリモコンコードを
あらかじめ埋め込んでおきます。

［使用可能な JIS ボックス］
JIS  C  8340  1 個用スイッチボックス

2 個用スイッチボックス
  

b) M4 ねじ 2 本（推奨長さ12 ～ 16mm）を用意して，
下ケースをJIS ボックスに取り付けてください。

c) リモコンコードを端子台に接続してください。リ
モコンの端子 (X，Y) と室内コントローラの端子 (X，
Y) とを接続してください。(X，Y の極性はありま
せん ) 取出し方向およびリモコン内部配線につい
ては，露出取付の項をご覧ください。

d) リモコンコードが噛みこまないように，上ケース
を元通り取付け，外したねじで固定してください。

1個用スイッチボックスの場合

2個用スイッチボックスの場合

上

下
配線取出口

下ケース

下ケース

上

下

配線取出口

ねじ取付部の
薄肉部分をナイフ等で、
切りとってからねじを
しめてください。

最大総延長 600m

●リモコンコードは 0.3mm2 × 2 心です。
  延長距離が 100m を超える場合は，下記サイズに変更し

てください。但し，リモコンケース内を通る配線は最大
0.5mm2 以下とし，リモコン外部の近傍で配線接続によ
り，サイズ変更してください。配線接続する際は，水分
等が浸入しないような処置を行ってください。また，配
線の接続は，接触不良のないように確実に行ってくださ
い。

　　100 ～ 200m 以内………0.5mm2 × 2 心
　　　　　 300m 以内………0.75mm2 × 2 心
　　　　　 400m 以内………1.25mm2 × 2 心
　　　　　 600m 以内………2.0mm2 × 2 心

リモコンコードを延長する場合の注意

(i) 取付場所の選定
　リモコンを下記の場所に設置しないでください。
　（リモコンの故障や変形の原因になることがあります）
　1) 直射日光の当たる場所
　2) 発熱器具の近く
　3) 湿気の多い所・水の掛かる所
　4) 取付面が発熱・結露する場所
　5) 油の飛沫や蒸気が直接触れる場所
　6) 取付面に凹凸がある所
(ii) 取付要領
　1) 露出取付の場合

a) リモコンの蓋を開け , スイッチ下部のねじを必
ず外してください。

     

b) リモコンの上ケースをはずしてください。
●リモコン上部の凹部にマイナスドライバ等を差

し込んで軽くねじると , 容易にはずれます。
     

    
    

c) リモコンコードの取出し方
向は，上部左上または , 中
央から可能です。リモコン
下ケースの上方の薄肉部を
ニッパー・ナイフ等で切り
取った後 , ヤスリ等でバリ
を取ってください。

    
d) リモコンの下ケースを付

属の木ねじ 2 本で平らな
壁に取り付けます。

    

e) リモコンコードを端子台に接続してください。リモ
コンの端子 (X,Y) と室内コントローラの端子 (X,Y)
とを接続してください。(X,Y の極性はありません )
取出し方向によって , 配線経路は下図の通りとなります。

     

　　

●リモコン内部のリモコンコードは ,0.3mm2（推奨）～
最大0.5mm2以下としてください。また,リモコンケー
ス内を通る部分はシースを皮むきしてください。
各配線の皮むき長さは , 下記の通りです。

   　

上 

下 

下ケース 

薄肉部 

上 

下 

下ケース 

左上取り出しの場合

X配線：215mm

Y配線：195mm

中央取り出しの場合

X配線：170mm

Y配線：190mm
シース
皮むき長さ 

上

下

基板

配線

上ケース

左上取り出しの場合

X Y

シース シース 

基板 

上ケース 

配線 

上 

下 

Ｘ Ｙ

中央取り出しの場合 

ねじ
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(3)   リモコン配線接続要領
   (a）複数リモコン使用時の親子設定
      a） ユニット1台(または1グループ)に対して最大2個までのリモコンを接続できます。(後操作優先で運転します。)
         注(1)  リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。
       b） 子リモコンのリモコン信号線(2心)は室内コントローラから取る方法と親リモコンからの渡り配線による方法があります。

i )  RC-DX2リモコンの場合
     ① 電源投入初期設定時にリモコンの表示に沿って親子リモコンの設定を行います。
         注(1)  子リモコンに設定された場合は，TOP画面の表示部に“S”表示します。
     ② リモコンの親子設定を変更する場合に操作します。
         TOP画面より →「メニュー」→「次ページ」→「リモコン設定」→「メニュー画面♯3」より→「サービスパス
         ワード」入力 →「セット」→「リモコン親子設定」を選択します。
         注(1) 複数リモコン使用時，親子設定を変更(親→子)するともう１台も変更(子→親)されます。
    

Ｘ室内コントローラ
リモコン信号線（極性なし）

リモコン
親

リモコン
子

Ｙ

Ｙ

Ｘ ＹＸ

上

下

基板

ＳＷ２
ＳＷ１

ＳＷ１

親

子

スイッチ 設定 機能の内容

親

子

親リモコン

子リモコン
ＳＷ１

ii )  RC-D4Gリモコンの場合
     子リモコン切換スイッチＳＷ１を子に設定してください。(工場出荷時は親設定です。)

(b）1リモコンによる複数台室内ユニット制御
      ●ユニット最大16台まで可能です。
      a）各ユニット間を2心のリモコン線にて渡り配線してください。延長リモコン線については，〔リモコンコードを延
           長する場合の注意〕をご覧くだ さい。
      b）室内コントローラ制御基板上のロータリースイッチSW2により，リモコン通信アドレスを重複しないよう「O」～
           「F」に設定してください。

ユニット（１）
アドレス「０」

リモコン

ＹＸ

ＹＸ

黒 白

ユニット（２）
アドレス「１」

ＹＸ ユニット（１６）
アドレス「Ｆ」

ＹＸ

リモコン信号線(極性なし)

    c）電源投入後，リモコンにより接続されているユニットアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してくださ
         い。
        i )  RC-DX2リモコンの場合
            TOP画面より →「メニュー」→「次ページ」→「メニュー画面♯4」より→「サービス・メンテナンス」→「サー
            ビスパスワード」入力 →「エアコンNo.表示」を選択します。
             注(1) ユニット選択画面には，8台まで表示します。9台以上接続している場合は，次ページ ボタンをタッテしてください。9台目以降
                    のユニットが表示されます。
       ii )  RC-D4Gリモコンの場合
             エアコンNo. ボタンを押すとユニットアドレスが表示されます。その後 ▲  ▼ を押すと最若号機から順に表示
             されます。

⒜   複数リモコン使用時の親子設定

⑶  リモコン配線接続要領

⒝   1 リモコンによる複数台ユニット制御
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⒜   RC－DX2リモコンの場合

据付日登録
サービス情報入力
試運転
グリル昇降操作
ダクト機静圧補正
自動アドレス変更
親室内機アドレス設定

リモコン親子設定
リモコンセンサー
リモコンセンサー温度補正
運転モード選択
温度設定単位
ファン速度
外部入力設定
換気
ルーバー制御
停電補償
設定温度自動
風量自動

高天井設定
フィルターサイン
外部入力設定
暖房室温補正
吸込温度補正
暖房ファン制御
フロスト防止温度
フロスト防止制御
ドレンポンプ運転
冷房ファン残留運転
暖房ファン残留運転
暖房ファン間欠
送風サーモ運転
外調機制御
運転モード自動設定
サーモ判定切換
風量自動切換

エアコンNo.表示
次回点検日
個別送風運転
運転データ表示
点検表示
お掃除パネル点検
室内設定保存
特殊操作

据付設定

リモコン設定

室内設定

サービス・メンテナンス

切忘れ防止タイマー
ピークカットタイマー
温度設定自動復帰

時刻設定
時刻表示設定
サマータイム補正
コントラスト
バックライト
ブザー音

時間入タイマー
時間切タイマー
時刻入タイマー
時刻切タイマー
タイマー設定内容確認

操作制限設定
室外静音タイマー設定
設定温度の範囲設定
温度設定刻み切換
リモコン表示設定
管理者パスワード設定

お掃除自動設定
清掃時間帯設定
清掃間隔設定
ダスト回収間隔設定
ブラシ清掃回数設定

ウィークリータイマー

省エネ設定

グリル昇降

フリーフロー設定

換気

ダスト回収サインリセット

故障かな？と思ったら

メインメニュー

るす番運転

管理者設定

お掃除パネル設定

フィルターサインリセット

見てみて

初期設定

タイマー設定

(ⅰ) ユニットの機能や用途に合わせ，リモコンより機能設定をすることができます。
      リモコンより設定可能な項目は下記の通りです。
(ⅱ) 機能設定のながれ(画面タッチ操作により行なう)
      TOP画面より →「メニュー」→  各項目へ
(ⅲ) 機能設定のクリア
      TOP画面より →「メニュー」→「サービス・メンテナンス」→「特殊操作」→「初期化設定」を選択する
      ことにより，接続されているリモコン・ユニットの設定データが初期値(工場出荷時)になります。
(ⅳ) 詳細については，次ページ以降をご覧ください。
   1）画面の流れ 

⑷　リモコンによる機能設定

(b）1リモコンによる複数台室内ユニット制御
      ●ユニット最大16台まで可能です。
      a）各ユニット間を2心のリモコン線にて渡り配線してください。延長リモコン線については，〔リモコンコードを延
           長する場合の注意〕をご覧くだ さい。
      b）室内コントローラ制御基板上のロータリースイッチSW2により，リモコン通信アドレスを重複しないよう「O」～
           「F」に設定してください。

ユニット（１）
アドレス「０」

リモコン

ＹＸ

ＹＸ

黒 白

ユニット（２）
アドレス「１」

ＹＸ ユニット（１６）
アドレス「Ｆ」

ＹＸ

リモコン信号線(極性なし)

    c）電源投入後，リモコンにより接続されているユニットアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してくださ
         い。
        i )  RC-DX2リモコンの場合
            TOP画面より →「メニュー」→「次ページ」→「メニュー画面♯4」より→「サービス・メンテナンス」→「サー
            ビスパスワード」入力 →「エアコンNo.表示」を選択します。
             注(1) ユニット選択画面には，8台まで表示します。9台以上接続している場合は，次ページ ボタンをタッテしてください。9台目以降
                    のユニットが表示されます。
       ii )  RC-D4Gリモコンの場合
             エアコンNo. ボタンを押すとユニットアドレスが表示されます。その後 ▲  ▼ を押すと最若号機から順に表示
             されます。
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2）機能設定一覧

詳細内容

１．　リモコンネットワーク

1 複数ユニット制御
リモコン1台（リモコンネットワーク内）に最大１６台ユニットを接続、制御できます。
室内コントローラ側にアドレス設定します。

2
リモコンネットワーク内に２個のリモコン（含むワイヤレスオプション）を接続できます。片側を
「親」とし、片側を「子」として設定します。

２．　ＴＯＰ画面・ＳＷ操作

1 メニュー 制御・設定・詳細確認等の項目を選択します。３～18項

2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿　を設定します。

3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。

4 風向 風向を設定します。　４位置／フリー

5 風量 風量を設定します。

6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。

7 運転／停止ＳＷ 運転開始します。／停止します。

8 ハイパワ－ＳＷ ハイパワー運転を開始します。

9 省エネＳＷ 省エネ設定で運転を開始します。

３．　省エネ設定

1

管理者パスワード

2 ピークカットタイマー

管理者パスワード

3 設定温度自動復帰

管理者パスワード

４．　換気

1 換気
換気のON/OFF操作を行います。
［メニュー］⇒［リモコン設定］⇒［換気設定］　の設定が必要です。

換気機器を組合せの場合 ●換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転/停止ができます。

親子リモコン設定

設定および表示項目

切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。
●設定時間は30～240分（10分単位）まで選択可能です。
●設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

最大能力を制限することで消費電力を削減します。
制御の開始時刻と終了時刻、能力制限率を設定します。
●1日最大4パターンまで設定可能です。
●設定時刻は5分単位で設定可能です。
●能力制限率は0・40～80%（20%単位）から選択可能です。
●休日設定により、無効設定も可能です。

設定時間後に設定した温度に戻ります。
●暖房モード／冷房モード他　各々設定可能です。
●設定時間は20～120分まで選択可能です。
●設定時間は10分単位で設定可能です。

◆機種により、本内容が機能しない場合もあります。
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詳細内容

５．　見てみて

室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。

●ユニットの組合せによって表示できない場合があります。

６．　お掃除パネル設定 管理者パスワード

1 お掃除自動設定 自動清掃の有効/休止を設定します。

2 清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。

3 清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。

4 ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。

5 ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。

７．　フィルターサインリセット

フィルターサイン解除 フィルターサインの解除を行います。

次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。

８．　初期設定

1 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および修正を行います。

●80時間以内の停電の場合、バックアップ電源により時計は動き続けます。

2 時刻表示設定 時刻表示のあり/なし、12H/24H、AM/PM位置、を設定します。

3 サマータイム補正 現在時刻に対し、＋1時間の補正を行います。

4 コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。

5 バックライト バックライトの有効/無効，点灯時間を設定します。

6 ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり/なしを設定します。

９．　タイマー設定

1 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。

●1～12時間の範囲を1時間単位で設定可能です。

●運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

2 時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。

●1～12時間の範囲を1時間単位で設定可能です。

3 時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。

●設定時刻は5分単位で設定可能です。

●1回のみ/毎日の切換が可能です。

●運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

4 時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。

●設定時刻は5分単位で設定可能です。

●1回のみ/毎日の切換が可能です。

1 ウィークリータイマー 1週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。

管理者パスワード ●1日最大8パターンまで設定可能です。

●設定時刻は5分単位で設定可能です。

●休日設定により、無効設定も可能です。

●運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

1 お部屋を留守にする時､お部屋が高温/低温にならないように温度を保ちます。

●外温と制御温度により冷房/暖房を行います。

管理者パスワード ●設定温度、風量の設定が可能です。

るす番運転

１０．　ウィークリー タイマー設定

１１．　るす番運転

見てみて

設定および表示項目
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詳細内容

管理者パスワード

1 操作制限設定 ●操作の許可/禁止を設定します。

　［運転/停止］［設定温度切換］［運転モード切換］［風向切換］

　［風量切換］［ハイパワー運転］［省エネ運転］［見てみて］［タイマー設定］

●操作時の管理者パスワード要求を設定します。

　［フリーフロー設定］［グリル自動昇降］［ウィークリータイマー設定］［言語切換設定］

2 室外静音タイマー 静音性を優先して運転する時間帯を設定します。

●静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。

●設定時刻は１日１回、5分単位で設定可能です。

3 設定温度の範囲設定 設定温度範囲を制限します。

●運転モードによる温度範囲の制限が可能です。

5 設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。

4 設定温度刻み切換 設定温度の刻み(0.5℃/1.0℃)を設定します。

6 リモコン表示設定 リモコン名称、ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/なしを設定します。

（点検コード表示）（暖房準備表示）（除霜運転中表示）

（自動冷暖表示）（リモコン・室温・外温表示）のあり/なしを設定します。

7 管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。

管理者パスワードのリセットを行います。

サービスパスワード

1 据付日登録 据付日を登録した場合、点検日表示を行います。

2 サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

●連絡先名を半角26文字相当以内で登録できます。

●連絡先TEL番号を１３文字以内で登録できます。

3 試運転 試運転の開始／停止を制御できます。

冷房試運転 設定５℃ ３０分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみ運転します。

周波数固定運転 インバーター圧縮機の運転周波数を固定します。

4 ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形ユニット組合せの場合に操作できます。

●接続ユニット毎に個別に設定できます。

5 自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。

6 親室内機アドレス設定

サービスパスワード

1 リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。

3 リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切換可能です。

4 リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。冷房／暖房 別々に補正可能

5 運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。

7 ファン速度 ファン速度選択が可能です。

8 外部入力設定 １つのリモコンに複数ユニットが接続された場合、CnT入力の適用範囲が設定されます。

9 換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。

ルーバー制御 ［４位置停止］／［フリー停止］の切換ができます。

停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。

12

11

10

設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。

13 風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。

１５．　リモコン機能設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許可し、親を設定し
たユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って運転します。

１４．　据付設定

設定および表示項目

１２．　管理者設定

リモコンに表示する言語を選択します。

●日本語／Englishの選択が可能です。

１３．　言語切換

2 吸込センサー制御 1台のリモコンに複数ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる吸込温度セン

サーを選択できます。

●個別／親機／平均の選択が可能です。

6 温度単位設定 設定温度の単位を設定できます。

●℃／ＯＦの選択が可能です。
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詳細内容

サービスパスワード

1 高天井設定 室内コントローラの風量タップを設定します。

2 フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。

3 外部入力1設定 外部入力1の制御内容を換えられます。

4 外部入力1方式 外部入力1の信号方式を換えられます。

5 外部入力2設定 外部入力2の制御内容を換えられます。

6 外部入力2方式 外部入力2の信号方式を換えられます。

7 暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0～+3℃の範囲で補正できます。

8 吸込温度補正 吸込センサー検知温度を±2℃の範囲で補正できます。

9 冷房ファン制御 冷房サーモOFF時のファン制御を変更できます。

10 暖房ファン制御 暖房サーモOFF時のファン制御を変更できます。

11 フロスト防止温度 冷房中室内コントローラの凍結防止制御の判定温度を変更できます。

12 フロスト防止制御 冷房中室内コントローラの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更できます。

13 ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。

14 冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモOFF後のファン残留運転を設定できます。

15 暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモOFF後のファン残留運転を設定できます。

16 暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。

17 送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。

18 外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。

19 運転モード自動設定 運転モード自動の判定方法を３種類から選択できます。

20 サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。

21 風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。

サービスパスワード

1 エアコンNo. リモコン１台に１６台のユニットを接続できます。個別送風運転で確認できます。

2 次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。

3 運転データ表示

4 点検表示

室内＋室外の運転データをモニターすることができます。

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

異常時運転データ表示

異常時運転データ消去

直前の異常発生時の運転データを表示できます。

異常時運転データが消去されます。

定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

5 お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。

6 室内設定保存 接続室内コントローラ基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。

7 特殊操作 ［室内アドレス消去］［CPUリセット］［初期化設定][タッチパネル調整］の操作ができます。

1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号を表示します。

ＱＲコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

2 サービスを依頼される前に

Ｑ＆Ａ

Ｑ＆Ａが表示されます。

点検表示確認 異常発生時の表示

ＵＳＢ接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。

２０．　パソコン接続

１６．　室内機能設定

１７．　サービスメンテナンス

１８．　困ったときは・・

設定および表示項目

１９．　点検表示

22 室内過負荷アラーム設定 運転開始30分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温度差以上ある

場合、過負荷アラーム信号を送信します。

注）

注）高天井設定は ACW ユニット高性能フィルタ付の場合に使用します。高性能フィルタ無しの場合は設定変更しないでください。
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１．電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。
⑴　親子が設定されていない場合 ､ ①⇒②親子入力画面を表示します。
　　�枠で囲まれた［親］［子］どちらかをタッチしてください。　　初期設定作業を開始します。
　　誤ってタッチした場合は ､ 初期設定作業が終了後に設定変更することができます。
⑵　リモコンの親子が設定されている場合 ､ ⑥設定継続確認画面を表示します。
⑶　ecoタッチリモコン２個の親子の場合 ､ １個目を［親］で設定開始すると ２個目は自動で［子］になります。

ご注意
リモコン　１台の場合
は、［親］をタッチして
ください。
初期状態では ､ どちらか
選択されるまで ､ 待ち続
けます。
複数リモコンの場合は ､
片方の設定で ､ 設定作業
を開始します。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

［はい］継続 ⇒⑧⇒⑤
［いいえ］変更 ⇒⑦

表示 15 秒間タッチされない場合
は「はい」継続を認識して⑤画面
に変わります

⑦初期化確認画面

［はい ] ⇒①⇒②
［いいえ］⇒⑥

初期化すると出荷状態に戻ります。

②親子設定入力画面

［親］⇒③⇒④⇒⑤
［子］⇒①⇒⑧⇒⑤

ラクリーナパネルを採用の
お客様へ

［２. 据付設定 ⑰グリル昇降操作設
定］を行ってください。

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。
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２．据付設定　試運転
ＴＯＰ画面　⇒　メニュー　⇒　次ページ　⇒据付設定

⑤サービスパスワード入力

サービスパスワードは 9999 です。

⑧据付日登録

［▲］［▼］で設定してください。
［セット］で登録されます。

⑥据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。

9

8

12

17

18

選択した画面に移ります。

⑦据付設定メニュー＃ 2

21

19

22

⑩連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、［セット］ボタンをタッ
チしてください。

⑪連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、［セット］ボタンをタッチ
してください。

⑨サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

10

11

②メニュー画面＃ 1 ③メニュー画面＃ 2

⑫試運転

13

14

15

16

試運転は、冷房運転中及び停止中に操
作可能です。周波数固定運転は、運転
中及び停止中に操作可能です。

① TOP 画面

［メニュー］ボタンをタッチして
ください。

④メニュー画面＃ 3

［据付設定］ボタンをタッチして
ください。
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２．据付設定　試運転（つづき）

⑯周波数固定運転

インバータ室外ユニットの運転周
波数を固定する事ができます。

［開始］ボタンより開始します。
室外ユニットにより有効に制御で
きない場合があります。

�親室内機アドレス設定

個別発停マルチシリーズで親室内
ユニットのみ、冷房-暖房運転モー
ドの選択を許可します。子とする
室内ユニットに対し、親室内機ア
ドレスを設定します。親室内機ア
ドレスが設定された子室内ユニッ
トは、親室内ユニットの設定に追
従します。

⑮お掃除試運転

フィルタ自動清掃機能付　お掃除パネ
ルを組合せの場合に操作できます。
お掃除パネルの説明書をご覧ください。

⑰グリル昇降操作設定

ラクリーナパネルを組合せに関す
る設定を行ってください。
組合せの際は ､ 据付場所電源周波
数をタッチしてください。

ラクリーナパネル設定

⑱ダクト静圧補正

機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニッ
トに組み合わせの場合に操作できます。
機外静圧を選択し、［セット ] をタッ
チしてください。
[AUTO] ボタンを選択し、［セット ]
をタッチすると、室内ユニットが自動
で静圧設定を行います。
※機種により自動静圧設定ができない

機種もあります。

⑳自動アドレス変更⑲自動アドレス変更

個別発停マルチシリーズで使用の際に自動アドレス設定で登録されてい
る場合に操作できます。
室内ユニット毎の室内外アドレスを変更するための機能です。室内ユニッ
トを選択して

［変更］をタッチすると右の新アドレス入力画面に変わります。
［セット］をタッチすると左画面に戻り新アドレスが表示されます。
［確定］をタッチすると登録されます。

⑬冷房試運転

室温が低く冷房試運転ができない
場合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に
下げて運転します。

⑭ドレンポンプ試運転

ドレンポンプのみで運転が可能で
す。
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２．据付設定　試運転（つづき）

�ローテーション詳細設定

�バックアップ制御

�キャパシティバックアップ詳細設定

お知らせ
日常使用に関する下記設定は ､ 取扱説明書・技術資料を参照してください。
　初期設定
　　時刻設定　時刻表示設定　サマータイム補正　コントラスト　バックライト　ブザー音　
　省エネ設定
　　切忘れタイマー　ピークカットタイマー　温度設定自動復帰
　フリーフロー設定
　タイマー設定
　　時間入　時間切　時刻入　時刻切　タイマー設定内容の確認　ウィークリータイマー
　るす番運転
　管理者設定
　　操作制限設定　室外清音タイマー設定　設定温度の範囲設定　温度設定刻み切換　設定温度表示切換
　　リモコン表示設定　管理者パスワード

1 台のリモコンに室内ユニット 2 台（2 グループ）が接続されている時に、
以下の制御が可能です。
①ローテーション：2 台の室内ユニットが設定した時間毎に、交互に運

転します。
②キャパシティバックアップ：設定温度と室温の温度差により、室内ユ

ニットの運転台数を 1 台⇔ 2 台へ切り換えます。
③フォルトバックアップ：室内ユニット 2 台中 1 台が運転している場合、

運転している室内ユニットが異常停止すると、もう 1 台の室内ユニッ
トが運転を開始します。

［有効 / 無効］を選択し（［無効］をタッチすると［有効］に変わります。）、
［登録］ボタンをタッチすると、設定内容が確定します。

ローテーションの運転を切り換える時間を設定しま
す。
10 〜 990 時間の間で 10 時間刻みで設定可能です。
設定後バックアップ制御画面に戻って［登録］をタッ
チしてください。

キャパシティバックアップの 1 台⇔ 2 台を切り換え
る設定温度と室温の温度差を設定します。
2 〜 5℃の間で 1℃刻みで設定可能です。
設定後バックアップ制御画面に戻って［登録］をタッ
チしてください。

バックアップ制御の制約条件
１. 運転モードが「自動」の場合、バックアップ制御はできません。運転モードが「自動」に設定された空調機にバッ

クアップ制御を設定すると、運転モードは自動的に「冷房」モードに切り換わります。
２.ローテーション制御を設定した場合は、自動的にフォルトバックアップ制御も有効に設定されます。この場合、フォ

ルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。ローテーション運転を無効にした場合は、フォルト
バックアップ制御も無効になります。

３.キャパシティバックアップ制御を設定した場合は、自動的にフォルトバック制御も有効に設定されます。この場合、
フォルトバックアップ制御のみを無効にすることはできません。キャパシティバックアップ制御を無効にした場
合は、フォルトバックアップ制御も無効になります。

４. フォルトバック制御を単独で有効に設定することも可能です。
５. るす番運転、ウォームアップ設定、外部入力設定は、バックアップ制御と同時に設定することはできません。
６. ローテーション運転制御または、フォルトバックアップ制御設定時には、設定対象となっている室内機２台（２

グループ）の内、どちらか一方のみが運転します。両方同時に運転することはありません。
７. いずれの制御も、室内アドレスの若い室内機が先に運転開始します。
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３．リモコン機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能

TOP 画面　⇒　メニュー　⇒　次ページ　⇒リモコン設定

⑩吸込センサー制御

① TOP 画面 ②メニュー画面＃ 1 ③メニュー画面＃ 2

⑥リモコン設定メニュー＃ 1

9

10

12

15

11

選択した画面に移ります。

⑤サービスパスワード入力

サービスパスワードは 9999 です。

④メニュー画面＃ 3

⑨リモコン親子設定

リモコンの親子設定を変更する場
合に操作します。

⑧リモコン設定メニュー＃ 3

21

22

23

⑦リモコン設定メニュー＃ 2

16

17

18

19

20

室内ユニットの吸込センサーの検知温度によりサーモ判定を行います。
1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用
いる吸込温度センサーを選択できます。
①個別：各々の室内ユニットの吸込温度でサーモ判定します。プルーラル

接続されている場合はプルーラル親機の吸込温度を基準とします。
②親機：接続されている室内ユニットの中で、アドレスの若い室内ユニッ

トの吸込温度でサーモ判定します。
　1 台のリモコンに、プルーラル接続が複数接続されている場合は、プルー

ラル親機間でアドレスが若い室内ユニットの吸込温度を基準とします。
③平均：接続されている室内ユニットの吸込温度を平均し、サーモ判定し

ます。

［メニュー］ボタンをタッチして
ください。

［リモコン設定］ボタンをタッチ
してください。
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３．リモコン機能設定（つづき）

⑰ファン速度

ファン速度選択の変更が可能で
す。
室内ユニットにより対応できない
場合があります。

⑯温度設定単位

設定温度の単位を設定します。

⑱外部入力方式

1 つのリモコンに複数室内ユニッ
トが接続された場合、CnT の入力
の適用範囲が設定されます。

［個別］CnT 入力された室内ユニッ
トのみに適用されます。

［全台］リモコンが接続されている
室内ユニット全てに適用されます。

⑪リモコンセンサー

室内ユニット本体吸込センサーをリモコン側に変更できます。
［無効］本体側センサーになります。
［有効］リモコン側センサーになります。
［有効（暖房のみ）］暖房中リモコン側、暖房以外で運転中は本体側になります。
［有効（冷房のみ）］暖房以外で運転中はリモコン側、暖房中本体側になります。

⑮運転モード

各運転モード毎に有効・無効を設
定可能です。
冷房又は暖房を無効にした場合、
自動も無効になります。

⑬冷房時補正

冷房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３～＋３の範囲で設定します。

⑭暖房時補正

暖房運転中のリモコンセンサー検
知温度補正ができます。
－３～＋３の範囲で設定します。

お知らせ
リモコンセンサー有効中
⑴　�室温表示は ､ リモコンセ

ンサー検知温度になりま
す。

⑫リモコンセンサー補正

リモコンセンサー検知温度の補正
ができます。

［冷房時補正］⇒ ⑬ 画面へ
［暖房時補正］⇒ ⑭ 画面へ

13

14
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�設定温度自動

［有効］室温設定画面から自動の
選択が可能になります。

［無効］室温設定の画面上に自動
の選択スイッチが表示されませ
ん。

�風量自動設定

［有効］風量設定画面から自動の選
択が可能になります。

［無効］風量設定の画面上に自動の
選択スイッチが表示されません。

⑳ルーバー制御

［４位置停止］吹出ルーバーを４
段階で設定可能

［フリー停止］リモコンＳＷ操作
直後の位置に停止します。

⑲換気設定

換気組合せが設定されます。
［無効］接続無し
［連動］エアコン運転／停止に ､
換気も連動します。

［単独操作］メニューから換気を
選択により換気単独で運転 / 停止
します

�停電補償

運転中に停電した場合、
［有効］停電復旧（電源投入後の
制御終了）しだい ､ 停電前の状態
に戻ります。

［無効］停電復旧後、停止します。

３．リモコン機能設定（つづき）
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４．室内機能設定 お知らせ : 停止中のみ操作可能
TOP 画面　⇒　メニュー　⇒　次ページ　⇒　室内設定

⑧室内設定メニュー１

室内ユニットからデータ受信後⑨
へ

⑦室内機選択 2⑥室内機選択

複数室内ユニットを接続の場合、接続された室内ユニットが表示されます。
［アドレス］各室内ユニット毎に個別設定されます。
［全台］全台同一設定されます。

⑩室内設定メニュー＃２

19

20

23

22

21

⑪室内設定メニュー＃３

24

25

28

27

26

⑨室内設定メニュー＃１

15

14

16

17

18

選択した画面に移ります。

⑤サービスパスワード入力

サービスパスワードは 9999 です。

②メニュー画面＃ 1 ③メニュー画面＃ 2① TOP 画面

［メニュー］ボタンをタッチして
ください。

④メニュー画面＃ 3

［室内設定］ボタンをタッチして
ください。
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４．室内機能設定（つづき）

⑫室内設定メニュー＃ 4

29

30

37

32

31

⑬室内設定メニュー＃ 5

39

40

⑭高天井設定

室内ユニットの風量タップを設定
します。組合せ室内ユニットによ
り対応しない場合があります。

�吸込温度補正

本体吸込センサー検知温度を補正
します。
-2 ℃ ／ -1.5 ℃ ／ -1 ℃ ／ 0 ℃ ／
+1℃／ +1.5℃／ +2℃

�冷房ファン制御

冷房サーモOFF中のファン速度設定
［弱風］弱風運転
［設定風量］サーモ ON 中と同風量
［間欠］2 分 Lo（ULo）運転／ 5 分停止
［停止］停止

⑳暖房室温補正

暖房サーモ判定温度を補正します。
0℃／ +1℃／ +2℃／ +3℃

⑮フィルターサイン

フィルターサイン点灯時間を設定
します。

⑯外部入力１設定

室内ユニット CnT 入力時の制御
を設定します。
詳細は ､ 技術資料を参照願います。

⑰外部入力１方式

室内ユニットCnTへの入力信号方
式を設定します。
詳細は ､ 技術資料を参照願います。

⑱外部入力２設定 ⑲外部入力２方式

外部入力 2 を装備している室内ユニットと組合わせた場合に操作できます。
詳細は ､ 技術資料を参照願います。

標準 FDTお掃除

表示なし 無し 無し

設定 1 180Hr 1,00Hr

設定 2 600Hr 2,000Hr

設定 3 1,000Hr 2,500Hr

設定 4 1,000Hr後
運転停止

2,500Hr後
運転停止
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４．室内機能設定（つづき）

�フロスト防止温度

フロスト防止制御温度の切換がで
きます。

�フロスト防止制御

フロスト防止制御後 ､ ファン速度が
［有効］アップします。
［無効］変化しません。

冷房運転 ､ 停止又はサーモOFF後
の残留時間を設定します。
設定１：0.5 時間
設定２：2 時間
設定３：6 時間

�冷房ファン残留運転 �暖房ファン残留運転

暖房運転 ､ 停止又はサーモOFF後
の残留時間を設定します。

［設定１］0.5 時間
［設定２］2 時間
［設定３］6 時間

�ドレンポンプ運転

［通常］冷房・除湿時に運転
［暖房時連動］通常＋暖房
［暖房 / 送風時連動］全運転中
［送風時連動］通常＋送風

※残留時間が異なる場合があります。

�暖房ファン間欠

暖房運転 ､ 停止又はサーモOFF後
のファン制御を設定します。

［非連動］停止
［20分停止 5分送風］25分毎に条
件チェックして 5 分送風

［5分停止 5分送風］10分毎に条件
チェックして 5 分送風

�送風サーモ運転

サーキュレーター運転として使用する場合
［無効］送風時連続運転
［有効］送風時リモコンと本体の温
度差を見て送風運転／停止します。

�外調機設定

マルチシステムにて、外調機の場
合に設定します。

［圧力制御標準］通常
［圧力制御切換］運転中の室内ユ
ニットが全て、この設定の場合、
圧力制御値が変わります。

�暖房ファン制御

暖房サーモOFF中のファン速度設定
［弱風］弱風運転
［設定風量］サーモ ON 中と同風量
［間欠］2 分 Lo（ULo）運転／ 5 分停止
［停止］停止
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４．室内機能設定（つづき）

�自動 1･2･3 切換�運転モード自動設定

自動運転 ､ 冷房／暖房切換方式を３方式から選択できます。
各方式の条件を設定をします。

�自動 1 関連設定

冷房／暖房の切換温度を設定しま
す。
切換わり温度は 1 ～ 4℃の範囲で
設定できます。

33

34

35

36

�自動 2 関連設定

冷房／暖房の切換温度、冷房／暖
房室外温度を設定します。

�自動 3 関連設定

冷房／暖房室外温度、冷房／暖房
室内温度を設定します。

自動 1：設定温度と室温の温度差
で、冷房／暖房が切換わり
ます。

自動 2：設定温度と室温の温度差及
び外気温度で冷房／暖房が
切換わります。

自動 3：室温及び外気温度で、冷房
／暖房が切換わります。

設定温度－冷房切換温度
＜室内吸込温度の場合

⇒運転モード：冷房

設定温度＋暖房切換温度
＞室内吸込温度の場合

⇒運転モード：暖房

「設定温度－冷房切換温度＜室
内吸込温度」かつ「設定した冷
房室外温度＜室外吸込温度」の
場合

⇒運転モード：冷房
	

「設定温度＋暖房切換温度＞室
内吸込温度」かつ「設定した暖
房室外温度＞室外吸込温度」	
の場合

⇒運転モード：暖房

「設定した冷房室内温度＜室内
吸込温度」かつ「設定した冷房
室外温度＜室外吸込温度」の場
合

⇒運転モード：冷房

「設定した暖房室内温度＞室内
吸込温度」かつ「設定した暖房
室外温度＞室外吸込温度」の場
合

⇒運転モード：暖房

37

38

37

38

39

40

39

40

41

42
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４．室内機能設定（つづき）

�サーモ判定切換 �通常制御／外気温度制御

室温制御、サーモ ON ／ OFF 切換方式・条件の設定
［通常制御］室内温度と設定温度の差でサーモ判定をします。
［外気温度制御］外気温度±補正値と室内温度でサーモ判定します。室温 
設定は無効となります。

44

45

46

�冷房切換温度

�暖房室外温度

�暖房切換温度

�冷房室内温度

�冷房室外温度

�暖房室内温度

自動 1、自動 2 で冷房切換温度を
設定します。
1 〜 4℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で暖房室外温度を
設定します。
10 〜 22℃の範囲で設定できます。

自動 1、自動 2 で暖房切換温度を
設定します。
1 〜 4℃の範囲で設定できます。

自動 3 で冷房室内温度を設定しま
す。
18 〜 30℃の範囲で設定できます。

自動 2、自動 3 で冷房室外温度を
設定します。
10 〜 30℃の範囲で設定できます。

自動 3 で暖房室内温度を設定しま
す。
10 〜 30℃の範囲で設定できます。
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４．室内機能設定（つづき）

�風量自動切換

風量自動の切換範囲を設定
［自動 1］急⇔強⇔弱
［自動 2］Ｐ急⇔急⇔強⇔弱

�室外温度 _ 冷房補正 �室外温度 _ 暖房補正

室外温度と冷房／暖房補正値によりサーモ判定します。
(a) 室外温度 _ 冷房補正：冷房中にサーモ判定します。
　室内温度＞（室外温度－冷房補正値）でサーモ ON します。
　冷房補正値は 0 ～ 10℃で設定できます。
(b) 室外温度 _ 暖房補正：暖房中にサーモ判定します。
　室内温度＜（室外温度＋暖房補正値）でサーモ ON します。
　暖房補正値は 0 ～ 5℃で設定できます。

�室内過負荷アラーム設定

運転開始 30分後、設定温度と吸
込温度差が過負荷アラームで設定
した温度差以上ある場合、外部出力

（CNT-5）から過負荷アラーム信号
を送信します。
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５．サービス・メンテ方法
TOP 画面 ⇒ メニュー⇒ 次ページ⇒ サービス・メンテナンス

① TOP 画面 ②メニュー画面＃ 1 ③メニュー画面＃ 2

④メニュー画面＃ 3 ⑤メニュー画面＃ 4

⑩個別送風運転

［運転］をタッチすると、送風運転開始。
［停止］をタッチすると、送風運転停止。

⑪次回点検日

次回点検日を入力すると、点検月の運転開始／停止時メッセージが表示されます。
表示は ､ 次回点検日を更新するとリセットされます。

［設定なし］をタッチするとメッセージは表示されません。

⑫点検メッセージ

⑥サービスパスワード入力

サービスパスワードは 9999 です。［サービス・メンテナンス］ボタン
をタッチしてください。

［メニュー］ボタンをタッチして
ください。

⑨エアコン No. 表示

８台以上接続の場合は、次ページ
以降に表示がでます。室内ユニッ
ト選択後［個別送風］ボタンをタッ
チすると、選択した室内ユニット
が送風運転します。

⑧サービス・メンテナンス　メニュー

33

36

選択した画面に移ります。

⑦サービス・メンテナンス　メニュー

9

11

21

32

13

選択した画面に移ります。
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５．サービス・メンテ方法（つづき）

⑯運転データ画面　4 ⑰運転データ画面　5 ⑱運転データ画面　6

�異常履歴表示　（例）

異常発生日時・室内アドレス・異
常コードを表示します。

［消去］ボタンをタッチすると、
異常履歴を消去します。

�異常時運転データ表示 1

異常発生直前の運転データが表示されます。

�異常時運転データ表示 2

�点検表示メニュー

選択した画面に移ります。

⑳運転データ個別表示画面⑲運転データ画面 7

⑬運転データ画面　1 ⑭運転データ画面　2 ⑮運転データ画面　3

運転データが表示されます。［全更新］タッチで全データが更新されます。
データを自動更新させて表示したい場合、６項目まで選択できます。６項目選択後、［選択表示］ボタンをタッ
チすると⑳の画面に変わります。

22

23

30

31
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５．サービス・メンテ方法（つづき）

�異常時運転データ表示 6 �異常時運転データ表示 7

�定期点検リセット

定期点検リセット操作により、時
間カウントがリセットされます。

�異常時運転データ消去

異常時運転データが消去されます。

�室内設定保存�お掃除パネル点検

フィルタ自動清掃パネル組込みの
場合。お掃除パネル説明書を参照
ください。

［室内設定を保存］リモコンに接
続されている室内ユニットすべて
の設定をリモコンに保存します。

［室内設定自動保存］毎日の自動
保存時刻を設定します。

［保存データの転送］リモコンに
保存した室内設定データを室内ユ
ニットに転送します。

お知らせ
室内機基板を交換したが ､ 設
定内容が判らなくなったこと
はありませんか？
リモコンに室内機設定を保存
しておくと ､［保存データの
転送］により、保存されたデー
タを室内機に書込まれます。

�異常時運転データ表示 4　 �異常時運転データ表示 5�異常時運転データ表示 3

異常発生直前の運転データが表示されます。

�室内設定自動保存

毎日の自動保存時刻を設定します。
[ 設定なし ] を選択すると、自動保
存は行いません。

�保存データの転送

転送する室内ユニットを選択する
と、確認画面が表示されますので、
データ転送を行ってください。

34

35
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５．サービス・メンテ方法（つづき）

�タッチパネル調整

�タッチパネル調整画面＃1 �タッチパネル調整画面＃2 �タッチパネル調整画面＃3

表示とタッチ位置が一致しない場合に調整します。
画面の指示にそって、［＋］マーク中心をタッチしてください。

［確定］で終了します。

［室内機アドレス消去］マルチ室内
ユニットの記憶が消去されます。

［CPU リセット］接続されている、
室内ユニット・室外ユニットのマイ
コンがリセット（停電復帰状態）さ
れます。

［初期化］接続されている ､ リモコン・
室内ユニットの設定が初期値（出荷
状態）になります。

［タッチパネル調整］表示とタッチ位
置が一致しない場合に調整します。

�特殊操作

37

選択した画面に移ります。
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⒝   RC－D4G リモコンの場合
（i）ユニットの機能や用途に合わせ，リモコンより機能設定をすることができます。	  

リモコンより設定可能な項目は下記の通りです。	  
「○」印の設定内容が工場出荷時の設定です。	  
「※」印の項目は接続するユニットにより工場出荷時に自動設定されます。
詳細は次ページ参照。

設定内容C

昇降無効

有効50Hz地区

有効60Hz地区

自動運転有効

自動運転無効

温度設定有効

温度設定禁止

運転切換有効

運転切換禁止

運転／停止有効

運転／停止禁止

風量切換有効

風量切換禁止

風向切換有効

風向切換禁止

タイマー有効

タイマー禁止

リモコンセンサ無効

リモコンセンサ有効

リモコンセンサ＋3.0℃

リモコンセンサ＋2.0℃

リモコンセンサ＋1.0℃

リモコンセンサ－1.0℃

リモコンセンサ－2.0℃

リモコンセンサ－3.0℃

停電補償無効

停電補償有効

換気なし

換気連動

換気連動なし

表示変更有り

表示変更無し

3速HI-ME-LO

2速HI-LO

2速HI-ME

1速

ヒーポン

冷専

一台運転

全台同一運転

室温表示無し

室温表示有り

表示有り

表示無し

機能内容B

グリル昇降設定

自動運転設定

温度設定

運転切換

運転／停止

風量切換

風向切換

タイマー

リモコンセンサ
設定

停電補償設定

換気設定

温度範囲設定

室内ファン

冷専／ヒーポン

外部入力設定

室温表示設定

暖房準備表示

機能番号A

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

15

16

17

18

出荷時設定

○

※

○

○

○

※

※

○

○

○

○

○

※

※

※

○

○

○

←50Hz地区で使用の場合。

←60Hz地区で使用の場合。

←自動運転不可

←温度設定ボタンの操作禁止

←運転切換ボタンの操作禁止

←運転／停止ボタンの操作禁止

←風量調整ボタンの操作禁止

←風向調整ボタンの操作禁止

←タイマーボタンの操作禁止

←リモコンセンサ有効，且つ＋3.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ＋2.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ＋1.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－1.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－2.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－3.0℃温度補正する。

←温度設定範囲を変更した場合，設定温度表示は制御に追随し変化ます。

←室内基板CNTに換気機器を接続すると,換気ボタンの操作により,換気機器が単独で運転／停止を行います。

←室内基板CNTに換気機器を接続すると,室内側の運転に連動し,換気機器の運転／停止を行います。

←温度設定範囲を変更した場合，設定温度表示は制御に追随せず，設定した温度のままとなります。

←室内基板CNTに外部入力すると,その室内側が単独で外部入力に従い運転します。

←ファン風量が,急-強-弱の3速又はＰ急-急-強-弱の4速となります。

←ファン風量が,急-弱の2速となります。

←ファン風量が,急-強の2速となります。

←ファン風量が1速のみで固定されます。

←室内CNTに外部入力すると,同一リモコンネットワークの全台が,外部入力に従い運転します。

←通常の運転表示において,風量表示の代わりに室温を表示します。（親リモコンのみ切換可能）

←暖房準備表示を出さないようにします。

ルーバ4位置停止

ルーバフリー停止
ルーバ制御設定14 ※

←ルーバの停止位置は,4位置より選択します。

←ルーバの停止位置は,任意の位置に停止します。

①【リモコン機能】

（ii）機能設定のながれ
        開始：エアコン停止状態でセット＋電転切換ボタンを同時に3秒押します。
     　確定：セットボタンを押します。
        戻る：リセットボタンを押します。
        選択：▲ ▼ボタン押します。
        終了：運転／停止ボタン押します。
        注（1）設定の途中でも終了しますが，設定が完了していない場合は無効になります。
（ⅲ）機能設定のクリア
        点検  ＋ タイマー  ＋ 運転切換 ボタンを同時に押すことにより機能設定データを工場出荷時のデータに戻すことができます。

注(1) ルーバ制御設定を変更する場合は，①リモコン機能14番「ル
      ーバ制御設定」も変更してください。

設定内容C

昇降無効

有効50Hz地区

有効60Hz地区

自動運転有効

自動運転無効

温度設定有効

温度設定禁止

運転切換有効

運転切換禁止

運転／停止有効

運転／停止禁止

風量切換有効

風量切換禁止

風向切換有効

風向切換禁止

タイマー有効

タイマー禁止

リモコンセンサ無効

リモコンセンサ有効

リモコンセンサ＋3.0℃

リモコンセンサ＋2.0℃

リモコンセンサ＋1.0℃

リモコンセンサ－1.0℃

リモコンセンサ－2.0℃

リモコンセンサ－3.0℃

停電補償無効

停電補償有効

換気なし

換気連動

換気連動なし

表示変更有り

表示変更無し

3速HI-ME-LO

2速HI-LO

2速HI-ME

1速

ヒーポン

冷専

一台運転

全台同一運転

室温表示無し

室温表示有り

表示有り

表示無し

機能内容B

グリル昇降設定

自動運転設定

温度設定

運転切換

運転／停止

風量切換

風向切換

タイマー

リモコンセンサ
設定

停電補償設定

換気設定

温度範囲設定

室内ファン

冷専／ヒーポン

外部入力設定

室温表示設定

暖房準備表示

機能番号A

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

15

16

17

18

出荷時設定

○

※

○

○

○

※

※

○

○

○

○

○

※

※

※

○

○

○

←50Hz地区で使用の場合。

←60Hz地区で使用の場合。

←自動運転不可

←温度設定ボタンの操作禁止

←運転切換ボタンの操作禁止

←運転／停止ボタンの操作禁止

←風量調整ボタンの操作禁止

←風向調整ボタンの操作禁止

←タイマーボタンの操作禁止

←リモコンセンサ有効，且つ＋3.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ＋2.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ＋1.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－1.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－2.0℃温度補正する。

←リモコンセンサ有効，且つ－3.0℃温度補正する。

←温度設定範囲を変更した場合，設定温度表示は制御に追随し変化ます。

←室内基板CNTに換気機器を接続すると,換気ボタンの操作により,換気機器が単独で運転／停止を行います。

←室内基板CNTに換気機器を接続すると,室内側の運転に連動し,換気機器の運転／停止を行います。

←温度設定範囲を変更した場合，設定温度表示は制御に追随せず，設定した温度のままとなります。

←室内基板CNTに外部入力すると,その室内側が単独で外部入力に従い運転します。

←ファン風量が,急-強-弱の3速又はＰ急-急-強-弱の4速となります。

←ファン風量が,急-弱の2速となります。

←ファン風量が,急-強の2速となります。

←ファン風量が1速のみで固定されます。

←室内CNTに外部入力すると,同一リモコンネットワークの全台が,外部入力に従い運転します。

←通常の運転表示において,風量表示の代わりに室温を表示します。（親リモコンのみ切換可能）

←暖房準備表示を出さないようにします。

ルーバ4位置停止

ルーバフリー停止
ルーバ制御設定14 ※

←ルーバの停止位置は,4位置より選択します。

←ルーバの停止位置は,任意の位置に停止します。

①【リモコン機能】

（ii）機能設定のながれ
        開始：エアコン停止状態でセット＋電転切換ボタンを同時に3秒押します。
     　確定：セットボタンを押します。
        戻る：リセットボタンを押します。
        選択：▲ ▼ボタン押します。
        終了：運転／停止ボタン押します。
        注（1）設定の途中でも終了しますが，設定が完了していない場合は無効になります。
（ⅲ）機能設定のクリア
        点検  ＋ タイマー  ＋ 運転切換 ボタンを同時に押すことにより機能設定データを工場出荷時のデータに戻すことができます。

注(1) ルーバ制御設定を変更する場合は，①リモコン機能14番「ル
      ーバ制御設定」も変更してください。
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設定内容 C

標準

高天井1

高天井2

表示なし

設定1

設定2

設定3

設定4

ルーバ4位置停止

ルーバフリー停止

レベル入力

パルス入力

無効

有効

補正なし

室温補正＋3.0℃

室温補正＋2.0℃

室温補正＋1.0℃

弱風

設定風量

間欠

停止

温度　　　高

温度　　　低

ファン制御有効

ファン制御無効

連動なし

5休5送風

20休5送風

圧力制御標準

圧力制御切換

機能内容 B

高天井設定

フィルター
サイン設定

ルーバ制御設定

外部入力切換

運転許可／禁止

暖房室温補正

暖房ファン制御

フロスト防止温度

フロスト防止制御

暖房ファン間欠

外機制御

機能番号 A

02

03

04

05

06

08

補正なし

吸込補正＋2.0℃

吸込補正＋1.5℃

吸込補正＋1.0℃

吸込補正－1.0℃

吸込補正－1.5℃

吸込補正－2.0℃

吸込温度補正09

10

11

12

標準

暖房

暖房　　　送風

送風

ドレンポンプ13

16

17

出荷時設定

○

○

※

○

○

○

○

無効

有効
緊急停止07

○

○

○

○

○

○

※

注(1) ルーバ制御設定を変更する場合は，①リモコン機能14番「ル
      ーバ制御設定」も変更してください。

②【室内機能】

←180時間でフィルターサインを表示します。

←ルーバの停止位置は,4位置より選択します。

←ルーバの停止位置は,任意の位置で停止します。

←運転許可／禁止制御を有効にします。

←暖房時の設定温度を＋3.0℃補正します。

←暖房時の設定温度を＋2.0℃補正します。

←暖房時の設定温度を＋1.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を＋2.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を＋1.5℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を＋1.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を－1.0℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を－1.5℃補正します。

←室内ユニットの吸込温度を－2.0℃補正します。

←暖房サーモOFF時,弱風で運転します。

←暖房サーモOFF時,間欠運転します。

←暖房サーモOFF時,ファンは停止します。(リモコンセンサ有効時は,自動的に「停止」に設定されます。本体サーモの
　時は,設定しないでください。)

←フロスト防止制御時に,室内ファンタップを上げます。

←フロスト防止制御を作動させる室内熱交温度の切換。

←冷房・除湿時ドレンポンプON

←冷房・除湿＋暖房時ドレンポンプON

←冷房・除湿＋暖房＋送風時ドレンポンプON

←冷房・除湿＋送風時ドレンポンプON

連動なし

0.5時間

1時間

6時間

冷房ファン運転14

○ ←冷房停止,ファン残留運転なし。

←冷房停止,0.5時間ファン残留運転する。

←冷房停止,1時間ファン残留運転する。

←冷房停止,6時間ファン残留運転する。

連動なし

0.5時間

2時間

6時間

暖房ファン運転15

○ ←暖房停止または暖房サーモOFF後,ファン残留運転なし。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,0.5時間ファン残留運転する。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,2時間ファン残留運転する。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,6時間ファン残留運転する。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,ファンは20分OFF5分弱風の間欠運転。

←暖房停止または暖房サーモOFF後,ファンは5分OFF5分弱風の間欠運転。

←吸気処理室内ユニットを接続すると,圧力制御切換に自動的に設定されます。

←暖房サーモOFF時,設定風量で運転します。(電気集塵機を取付けた場合は「設定風量」に設定してください。)

←600時間でフィルターサインを表示します。

←1000時間でフィルターサインを表示します。

←1000時間でフィルターサインを表示し，その後24時間経過したら強制停止します。

注(1) ツイン・トリプル・Ｗツイン機の場合、室内機能設定は親室内ユニット・子室内ユニット各々設定してください。
　　　但し、「05 外部入力切替」「06 運転許可／禁止」は親室内ユニットのみで設定可能です。

機能番号 項目 初期設定 機種
リモコン機能 02 自動運転設定 自動運転有効 「自動」モード選択可能な機種

自動運転無効 「自動」モードの無い機種
リモコン機能 06 風量切換 風量切換有効 室内ファン風量切換えが 2 速又は 3 速の機種

風量切換無効 室内ファン風量切換えが１速のみの機種
リモコン機能 07 風向切換 風向切換有効 オートスイングルーバ搭載機種

風向切換無効 その他
リモコン機能 13 室内ファン 3 速 HI-ME-LO 室内機ファン風量３速の機種

2 速 HI-LO 室内機ファン風量２速の機種
2 速 HI-ME
1 速 室内ファン風量切換えが１速のみの機種

リモコン機能 14
室内機能 04

ルーバ制御設定 ルーバ 4 位置停止 床置 FDF 以外のオートスイングルーバ搭載機種
ルーバフリー停止 床置 FDF

リモコン機能 15 冷専／ヒーポン ヒーポン ヒーポン機
冷専 冷専機

室内機能 17 外機制御 圧力制御標準 給気処理室内機以外
圧力制御切換 給気処理室内機

「※」印の初期設定は、接続される室内ユニット及び室外ユニットにより異なり、下記の通り自動判別されます。

ファンタップ
室内風量設定

Ｐ急 - 急 - 強 - 弱 急 - 強 - 弱 急 - 弱 急 - 強
高天井
設定

標準 UH-Hi-Me-Lo Hi-Me-Lo Hi-Lo Hi-Me
高天井1,2 UH-UH-Hi-Me UH-Hi-Me UH-Me UH-Hi

高天井設定は ACW 高性能フィルタ付の場合に使用します。高性能フィルタ無しの場合は使用しないでください。

高天井設定時のファンタップ
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室内機選択ボタン
選択ボタン

一回前に戻るボタン

開始ボタン

グリル昇降設定

操作メッセージ
機能設定 

終了ボタン

確定ボタン 

番号
（ⅳ）　機能設定の仕方
    1）エアコンを停止させて，   セット   と   運転切換 ボタンを同時に長押しする。
　　　　表示が「機能設定　　▼」となります。

    

    2）セット ボタンを押す。
    3）設定したい内容が【リモコン機能】か【室内機能】かを確認する。
    4） ▲ または ▼ ボタンを押す。
          「リモコン機能▼」又は「室内機能▲」を選びます。

    5）   セット ボタンを押す。

　　
    6）    【リモコン機能】を選んだ場合
　　    ① 「データ確認中」(約2秒間点滅表示)
　　　　　　　　 　↓
                  「01  グリル昇降設定」と表示が切り換わります。

　　    ②   ▲ または ▼ ボタンを押す。
                リモコン機能一覧表の「番号と機能」が順番に表示
                されますので，機能を選びます。
    
　　    ③　セット ボタンを押す。
　　　　    選択した機能の,現在の設定が表示されます。
　　　　    (例)    「昇降無効  」   ←   「 01  グリル昇降設定  」
                           を選択した場合。
　　

            ④ ▲ または ▼ ボタンを押す。
                設定を選びます。

            ⑤   セット ボタンを押す。
                  「設定完了」が表示され,設定が完了します。その
                  後,「番号と機能」の表示に戻りますので，続けて設
                  定する場合は,同じ要領で設定してください。
                  終了する場合は,7)へお進みください。

        

    7）運転／停止 ボタンを押します。
         設定を終了します。

機能設定       ▼

リモコン機能 ▼

室内機能       ▲

グリル昇降設定 
番号

機能

設定昇降無効

昇降無効

有効50Hz

有効60Hz

設定完了

6）    【室内機能】を選んだ場合
        ①   「データ確認中」(データを読み込む間約2～23秒点滅)
　　　　　　　　　↓
              「02　高天井設定」と表示が切り換わります。
        ②へお進みください。
         〈注意〉
             (1)  ユニットをリモコンに複数台接続している場合は,下記
                  表示となります。
                  「内　　000」　  (点滅)   ←   接続されているユニットの最
                                                              も若い番号を表示。

             (2)   ▲ または  ▼ ボタンを押す。
                  設定したい室内ユニットの番号を選びます。
                  「全台▼」を選択すると,全台同一の設定ができます。
             (3)  セット ボタンを押す。

      ②   ▲ または ▼ ボタンを押す。
            室内機能一覧表の「番号と機能」が順番に表示されますので，
            機能を選びます。
　　       (例)

      ③　セット ボタンを押す。
　　      選択した機能の,現在の設定が表示されます。
　　      (例)     「標準  」   ←   「 02   高天井設定  」を選択した場合。

      ④  ▲ または ▼ ボタンを押す。設定を選びます。

      ⑤   セット ボタンを押す。
            「設定完了」が表示され,設定が完了します。その後,「番号と機
            能」の表示に戻りますので，続けて設定する場合は,同じ要領で
            設定してください。終了する場合は,7)へお進みください。

             ※室内ユニット複数台接続時, エアコンNo. ボタンを押すと
               ユニット選択表示(例「内  000」)に戻りますので,ユニットを
               換えて設定する場合は,同じ要領で設定してください。
  

内     000

高天井設定
番号

機能

標準 機能

設定完了

・設定の途中で,   運転／停止 ボタンを押しても終了します。但し,設定が完了していない内容は無効となりますのでご注意ください。
・設定途中で,   リセット ボタンを押すと,一回前の設定画面に戻ります。
・セット内容は,コントローラ内部に記憶され停電しても保存されています。

 《現在設定の確認方法》
上記操作により,「番号と機能」を選び,  セット ボタンを押した時に,最初に表示される「設定」が,現在設定されている内容です。(但し,
 「全台▼」を選んだ場合は,室内番号の最も若い機種の設定が表示されます。)
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（ⅴ） リモコン設定温度範囲の変更
       工場出荷時の設定温度範囲は，運転モードによって異なり下記のようになっています。
　　　　　 暖房時 ： ₁₈～₂₈℃
           暖房以外︵冷房，送風，除湿，自動︶ ： ₂₀～₃₀℃
   ₁） リモコンから，設定温度の上限及び下限を設定することができます。
        ・上限値設定…暖房運転時に有効。₂₀～₃₀℃の範囲で設定可能です。
        ・下限値設定…暖房以外（自動，冷房，送風，除湿）時に有効。₁₈～₂₆℃の範囲で設定可能です。
　　  　本機能により，上限及び下限を設定した場合，下記制御となります。
　　 　　ａ）機能設定モードの【リモコン機能】⑫温度範囲設定が〈表示変更有り〉のとき︵工場出荷時設定︶
           〔上限値を設定すると〕
             ① 暖房時，リモコンから上限値より高い温度が設定された場合：
                ₃₀分間設定値温度で運転し，その後自動的に上限値温度を送信します。リモコン表示もそれに付随します。
             ② 暖房時，上限値以下の温度が設定された場合：
                設定温度を送信します。
           〔下限値を設定すると〕
             ① 暖房以外の運転モードのとき，リモコンから下限値より低い温度が設定された場合：
                ₃₀分間設定温度で運転し，その後自動的に下限値温度を送信します。リモコン表示もそれに付随します。
             ② 暖房以外の運転モードのとき，下限値以上の温度が設定された場合：
                設定温度を送信します。
         ｂ）機能設定モードの【リモコン機能】⑫温度範囲設定が〈表示変更無し〉のとき
           〔上限値を設定すると〕
             ① 暖房時，リモコンから上限値より高い温度が設定された場合：
               上限値を送信します。但し，リモコン表示はそれに付随せず，設定した温度のままです。
             ② 暖房時，上限値以下の温度が設定された場合：
                設定温度を送信します。
           〔下限値を設定すると〕
             ① 暖房以外の運転モードのとき，リモコンから下限値より低い温度が設定された場合：
                下限値を送信します。但し，リモコン表示はそれに付随せず，設定した温度のままです。
             ② 暖房以外の運転モードのとき，下限値以上の温度が設定された場合：
                設定温度を送信します。

   ₂）  上限値，下限値の設定方法
       ａ︶  エアコンを停止させて，セット と  運転切換  ボタンを同時に₃秒以上押します。
            表示が「機能設定▼」となります。
       ｂ︶  ▼ ボタンを一度押し，「温度範囲▲」表示に切換えます。
       ｃ︶  セット ボタンを押して，温度範囲設定モードに入ります。
       ｄ︶  ▲ ▼ ボタンにより，「上限設定▼」又は「下限設定▲」を選びます。
       ｅ︶  セット ボタンを押して確定します。
       ｆ︶  「上限設定▼」を選んだ場合（暖房時に有効となります）
           ① 表示：「∨∧で設定」→「上限₂₈℃∨∧」
           ② 温度設定 ∧ ∨ ボタンにより，上限値を選びます。表示例：「上限₂₆℃∨∧」（点滅）
           ③  セット ボタンを押して確定します。表示例：「上限₂₆℃」（₂秒間点灯）
              確定した上限値を₂秒間点灯後，表示は「上限設定▼」に戻ります。
       ｇ︶  「下限設定▲」を選んだ場合（冷房，除湿，送風時に有効となります。）
           ① 表示：「∨∧で設定」→「下限₂₀℃∨∧」
           ② 温度設定 ∧ ∨ ボタンにより，下限値を選びます。表示例：「下限₂₄℃∨∧」（点滅）
           ③  セット ボタンを押して確定します。表示例：「下限₂₄℃」
　　　　　　　（₂秒間点灯）確定した下限値を₂秒間点灯後，表示は
　　　　　　　「下限設定▲」に戻ります。
       ｈ︶   運転／停止 ボタンを押して，終了します。

・設定の途中で 運転／停止 ボタンを押しても終了し
　ます。但し，設定が完了していない内容は無効とな
　りますので，ご注意ください。
・設定の途中で，リセット ボタンを押すと，一回前
　の設定画面に戻ります。

一回前に戻るボタン

ｆ︶ ︲ ②
ｇ︶ ︲ ②

ｈ︶

ｂ︶，ｄ︶

ａ︶

ｃ︶，ｅ︶
ｆ︶︲③
ｇ︶︲③
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⑸　試運転
　 ⒜　室外コントローラからの試運転
 　　1）現地設定スイッチ SW5-3, 4により試運転が可能です。

 　　①  SW5-3を ON することで圧縮機が運転します。
 　　②  SW5-4が OFF：冷房運転，SW5-4が ON：暖房運転
 　　注（1）必ず試運転終了後は，SW5-3 を OFF にしてください。

 　⒝　リモコンからの試運転
 　　（i）冷房試運転操作
　 　　 1） RC-DX2 リモコンの場合
　 　　 

⑥サービスパスワード入力

①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③メニュー画面＃2 ④メニュー画面＃3

⑤据付設定メニュー＃１ ⑦試運転 ⑧冷房試運転

  a)冷房試運転の開始
     ①  TOP画面の「メニュー」より→「次ページ」→「メニュー画面#3」より「据付設定」を選択します。

 ② 「据付設定メニュー#1」画面から「試運転」を選択し，サービスパスワードを入力します。
     「試運転」画面から「冷房試運転」を選択します。
     「冷房試運転」画面から  開始  ボタンをタッチしてください。冷房試運転を開始します。

b)冷房試運転の解除
   下記のいづれかの操作が行われたとき，冷房試運転は解除され「冷房試運転中」の表示は消灯します。
    ①  運転／停止 スイッチが押されたとき。
    ②  温度設定が変更されたとき。
    ③  冷房以外のモードに変えたとき。
    ④  冷房試運転開始より，30分経過したとき。

　 　　 2） RC-D4G リモコンの場合
　　 　リモコンを次の手順で操作してください。

　 　　   a）冷房試運転の開始
　 　　 　①  運転／停止 ボタンを押して，運転します。
　 　　 　②  運転切換 ボタンにより，「冷房」を選択します。
　 　　 　③  試運転 ボタンを 3 秒以上押します。表示が，「冷房試運転▼」となります。
　 　　 　④  �「冷房試運転 ▼」の表示で，セット ボタンを押すと，冷房試運転を開始します。表示は，「冷房試運転」

となります。
　 　　   b）冷房試運転の解除

 　　　　下記のいづれかの操作が行われたとき，冷房試運転は解除され，「冷房試運転」表示は消灯します。
　 　　①  運転／停止 ボタンが押されたとき ｡
　 　　②  温度設定 ∧ ボタンが押されたとき ｡
　 　　③  運転切換 ボタンにより冷房以外のモードに変えたとき ｡
　 　　④  冷房試運転開始より，30 分経過したとき。
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（ii）運転データの確認方法
リモコン操作により，運転データの確認ができます。

　  1） RC-DX2 リモコンの場合

   ①  TOP画面の「メニュー」より→「次ページ」→「メニュー画面#4」より「サービス・メンテナンス」を選択
        し，サービスパスワードを入力します。

② 「サービス・メンテナンス」画面より「運転データ表示」を選択すると，運転データが表示されます。
   ・運転データ画面の切換は，「次ページ」または「前ページ」のボタンをタッチしてください。
      運転データの内容については，下表の運転データ一覧表をご覧ください。
   ・運転データを更新したい場合は，「全更新」 のボタンをタッチしてください。
   ・運転データを6項目選択して表示可能です。「選択表示」のボタンをタッチ後，運転データを6項目を選択して
　　から「全更新」→「選択表示」の順にボタンをタッチしてください。「運転データ個別表示画面」が表示され
　　ます。

①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③メニュー画面＃4

⑤サービス・メンテナンス ⑥運転データ画面　1 ⑦運転データ個別表示画面

④サービスパスワード入力

　  2） RC-D4G リモコンの場合
　  ［操作手順］

　  ①  点検 ボタンを押します。表示が「運転データ表示 ▼」となります ｡
　  ②  「運転データ表示 ▼」の表示で，セット ボタンを押します。
　  ③  リモコンに接続されているユニットが 1 台の場合，

　  「データ確認中」表示となり，（データを読み込む問点滅表示）
　  その後，運転データの 01 番が表示されます。⑦番へお進みください ｡

　  ④  リモコンに接続されているユニットが複数台の場合，
　  接続されているユニット中で，最も小さい室内アドレスが表示されます。
　  ［例］「室内機選択」（1 秒間点灯）「内 000 ▲」（点滅）

　  ⑤  ▲  ▼ ボタンで，表示したい室内アドレス選びます。
　  ⑥  セット により確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）

　  「内 001」（選択した室内アドレスを 2 秒間点灯）
　  ↓

　  ｢データ確認中｣（データを読込む間点滅表示）
　  その後，運転データの 01 番が表示されます。

　  ⑦  ▲  ▼ ボタンにより，現在の運転データを確認できます。
　  表示される項目は右記の通りです。
　  注（1）�機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。

　  ⑧  �ユニットを変更する場合は， エアコン No. ボタンを押すことにより，ユニッ
ト選択表示に戻ります。

　  ⑨  運転／停止 ボタンを押すと，終了します。
　  ◎ 設定の途中で，リセット ボタンを押すと，一回前の設定画面に戻ります。
　  注（1）�運転データの確認は，リモコン 2 台でユニットを運転する場合，親リモコンのみ操作可能です（子

リモコンからの操作はできません。）

運転モード
設定温度
吸込温度
リモコンセンサ温度
室内熱交温度（ThI-R1）
室内熱交温度（ThI-R2）
室内熱交温度（ThI-R3）
室内ファン速調
要求周波数
アンサー周波数
室内膨張弁開度
室内運転積算時間
外気温度
室外熱交温度（Tho-R1）
室外熱交温度（Tho-R2）
圧縮機周波数
高圧
低圧
吐出管温度
ドーム下温度
CT 電流
SH 制御値
実 SH
実 TDSH
圧縮機保護ステータス No.
室外ファン速調
63H1　ON/OFF
デフロスト　ON/OFF
圧縮機運転積算時間
室内膨張弁開度（EEVC）
室内膨張弁開度（EEVH）

番号 データ項目
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

運転データー一覧表



- 109 -

3.4 防振設計用参考資料
⑴　防振データ

⑵　耐震データ

形　　式 圧縮機回転数⑶

（min-1）
室内送風機回転数⑴

（min-1）

780 ／ 780 1500 ／ 1500

1650 ／ 1650

1500 ／ 1500

1500 ／ 1500

1030 ／ 1030

1150 ／ 1150

1270 ／ 1270

室外送風機回転数⑵

（min-1）

2700 ／ 3000

4620 ／ 4620

3000 ／ 3900

3600 ／ 4800

ACWP254HKT, HT, HKMT, HMT
ACWP254HK, H, HKM, HM

ACWP404HKT, HT, HKMT, HMT
ACWP404HK, H, HKM, HM

WTP254HK, H, HKF, HF
ACW254HKU, HU, HKUF, HUF

WTP364HK, H, HKF, HF
69% 364HKU, HU, HKUF, HUF

⒜　ACWP�254HKT, HK, 254HT, H, 404HKT, HK, 404HT, H 
254HKMT, HKM, 254HMT, HM, 404HKMT, HKM, 404HMT, HM

重心  重心  ₄₄
₀

₂₂₀₆₆₀

₂₃
₀

標準仕様：₈₈₀ 
全熱交換器仕様：₉₃₅

重心  重心 

₁₆₄₈
₁₃₀

₁₂₀

₇₁
₂

₃₄
₀

標準仕様：₈₈₀ 
全熱交換器仕様：₉₃₅

重心  重心 

₁₆₄₈
₁₃₀

₁₃₇

₁₂₀

₇₁
₂

₃₄
₀

ＡＣＷＰ₂₅₄，₄₀₄ＨＫＴ，ＨＫ 
    ₂₅₄，₄₀₄ＨＴ，Ｈ 
 

ＡＣＷＰ₂₅₄，₄₀₄ＨＫＴ，ＨＫ，₂₅₄，₄₀₄ＨＴ，Ｈ︵左吹き仕様︶ 
 

ＡＣＷＰ₂₅₄，₄₀₄ＨＫＭＴ，ＨＫＭ，₂₅₄，₄₀₄ＨＭＴ，ＨＭ︵右吹き仕様︶ 
 

ＡＣＷＰ₂₅₄，₄₀₄ＨＫＭＴ，ＨＫＭ 
    ₂₅₄，₄₀₄ＨＭＴ，ＨＭ

標準仕様 
全熱交換器︵オプション︶仕様 
標準仕様 
全熱交換器︵オプション︶仕様 

外形寸法（ｍｍ） 
（幅×奥行×高さ） 

製品質量 
（ｋｇ） 

₁₈₀₅×₂₉₅×₇₀₀ 
₁₉₇₅×₂₉₅×₇₀₀ 
₁₈₀₅×₂₉₅×₇₀₀ 
₁₉₇₅×₂₉₅×₇₀₀

₁₂₀ 
₁₂₇ 
₁₂₀ 
₁₂₇

形式 
項目 

₁₃₇

　　　注⑴「急」運転時の数値を示します。
　　　　⑵ 8 速時の数値を示します。

　　　　⑶ 最大値

（冷房／暖房）

⒝　WTP�254HKU, 254HU, 364HKU, 364HU 
254HKUF, 254HUF, 364HKUF, 364HUF

外形寸法 1100（幅）× 445（奥行）× 430（高さ），製品質量 81kg
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3.5 標準運転データ
⑴　冷房運転

JIS 定格条件　室内：27℃ DB ／ 19℃ WB	 風量：P 急，換気 OFF
JIS 定格条件　室外：35℃ DB ／ 24℃ WB	 室外ファン　8 速

形　　式 高圧圧力
（MPa）

低圧圧力
（MPa）

吐出管温度
（℃）

吸入管温度
（℃）

室内空気吹出温度
（℃）

2.90

3.43

2.69

2.79

0.97

0.90

0.95

0.91

69

83

69

70

15

14

15

14

12.7

12.0

10.5

10.5

ACWP254HKT, HT, HKMT, HMT
ACWP254HK, H, HKM, HM

ACWP404HKT, HT, HKMT, HMT
ACWP404HK, H, HKM, HM

WTP254HK, H, HKF, HF
ACW254HKU, HU, HKUF, HUF

WTP364HK, H, HKF, HF
69% 364HKU, HU, HKUF, HUF

⑵　暖房運転
JIS 定格条件　室内：20℃ DB	 風量：P 急，換気 OFF
JIS 定格条件　室外：7℃ DB ／ 6℃ DB	 室外ファン　8 速

形　　式 高圧圧力
（MPa）

低圧圧力
（MPa）

吐出管温度
（℃）

吸入管温度
（℃）

2.19

2.44

2.80

3.16

0.71

0.61

0.68

0.64

54

70

62

76

2

4

1

3

ACWP254HKT, HT, HKMT, HMT
ACWP254HK, H, HKM, HM

ACWP404HKT, HT, HKMT, HMT
ACWP404HK, H, HKM, HM

WTP254HK, H, HKF, HF
ACW254HKU, HU, HKUF, HUF

WTP364HK, H, HKF, HF
69% 364HKU, HU, HKUF, HUF

室内空気吹出温度
（℃）

35.5

38

46

51
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3.6 マイコン運転制御機能

3.6.1 室内コントローラによる運転制御機能

⑵　自動運転
⒜　�［自動0，1］

リモコンで「自動」モードを選択すると，外気温度と設定温度または設定温度と吸込温度の差温に応じ自動的に冷房・暖
房に切換えます。（冷房⇔暖房切換が3分以内に行われる場合は3分タイマにより3分間圧縮機は運転しません）中間期等に
於ける冷/暖切換え操作を簡便にできると共に，店舗等（銀行のATMコーナー）の無人運転に対応できます。

注⑴　自動冷房／暖房時の室温制御は，室温設定温度により行います（DIFF：±1deg）
　⑵　暖房時室内熱交温度が59℃以上になる

と自動的に冷房に切換えます。またこ
の切換後１時間以内は右記の温度にか
かわらず暖房運転を行いません。

室温設定温度
＋3－3

冷房運転

暖房運転

室温（ThI-Aで検知）〔deg〕
5956

暖房運転停止（冷房）

暖房可能

室内熱交温度（℃）

⑴　室温制御
 室内吸込サーミスタ（ThI-A）にて検知をします。

注⑴　リモコンサーミスタ有効時はリモコンサーミスタ（Thc）にて検知。

室温設定温度
＋1－1

OFF（CM，FMo，1）
ON（CM，FMo，1）

室温設定温度
＋1－1

OFF（CM，FMo，1）
ON（CM，FMo，1）

室温（ThI-Aで検知）〔deg〕

暖
　

房

冷
　

房

室温（ThI-Aで検知）〔deg〕

⒝　ACW，WTシリーズの場合，⒜項以外に下記自動運転制御を実施します。
　①［自動2］
　　 「設定温度＋冷房切換温度と室内吸込温度による判定」と「室外温度による判定」との条件により，冷暖運
　　 転モードを判定します。
    ・「設定温度－冷房切換温度＜室内吸込温度」 かつ 「室外温度・冷房＜室外吸込温度」⇒ 運転モード：冷房
    ・「設定温度＋暖房切換温度＞室内吸込温度」 かつ 「室外温度・暖房＞室外吸込温度」⇒ 運転モード：暖房
    ・上記判定条件の室外吸込温度は，10分毎にサンプリングをします。
    ・上記の冷房・暖房領域が重なる範囲の場合 ⇒ 強制サーモOFF

室内吸込温度 (℃)

24 2612 14 16 18 28 3020 22

12

26

24

22

20

18

16

14

30

28

暖房

冷房強制サーモOFF

強制サーモ
OFF

強制サーモ
OFF

室外温度・暖房

室外温度・冷房

冷房切換温度 暖房切換温度

設
定
温
度

室
外
吸
込
温
度

(℃)

DESP-FP-2103



- 112 - - 113 -

　②［自動3］
　  設定温度によらず，「室内温度・冷房または暖房と室外温度・冷房または暖房による判定により，冷暖運転
　  モードを判定します。
    ・「室内温度・冷房＜室内吸込温度」 かつ 「室外温度・冷房＜室外吸込温度」の場合 ⇒ 運転モード：冷房
    ・「室内温度・暖房＞室内吸込温度」 かつ 「室外温度・暖房＞室外吸込温度」の場合 ⇒ 運転モード：暖房
    ・上記判定条件の室外吸込温度は，10分毎にサンプリングをします。
    ・上記の冷房・暖房領域が重なる範囲の場合 ⇒ 強制サーモOFF

室内吸込温度 (℃)

24 2612 14 16 18 28 3020 22

12

26

24

22

20

18

16

14

30

28

暖房

冷房強制サーモOFF

強制サーモ
OFF

強制サーモ
OFF

室外温度・暖房

室外温度・冷房

室
外
吸
込
温
度

(℃)

室内温度冷房 室内温度暖房

⑶　冷房・暖房運転時の機能品動作

⑷　除湿運転
 �吸込空気温度センサ〔ThI-A（リモコンセンサ有効時はリモコンによる）〕により，室内の温度環境を同時に制御します。

⒜　�冷房運転で運転を開始し，吸込空気温度と設定温度の差が2℃以内の場合は，室内ファンタップを1タップダウンし
ます。室内ファンタップ切換え後3分間はタップを保持します。

⒝　�除湿運転中に吸込空気温度が設定温度より3℃より大きくなった場合，室内ファンタップをアップします。室内ファ
ンタップ切換え後3分間はタップを保持します。

⒞　上記制御中にサーモOFFが成立した場合，サーモOFF中はサーモON時の室内ファンタップを保持します。

冷　　房 暖　　房 
除　湿 送　風 

動　作 

機能品 
サーモ 
ON 

サーモ 
ON 

サーモ 
OFF 

サーモ 
OFF 

ホットスタート 
（デフロスト） 

圧 縮 機

4 方 切 換 弁

室 外 送 風 機

室 内 送 風 機

インバータ冷却ファン

◯

×

◯

◯

◯

×

×

×

◯

×

×

×

×

◯

×

◯

◯

◯

◯／×

◯

×

◯

×

◯／×

×

◯

◯（×）

◯（×）

◯／×

◯

◯／×

×

◯／×

◯／×
サーモON：◯
サーモOFF：×

注
　
　

○：運転　×：停止　○／×：室温制御以外の制御により運転／停止します。
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⑹　運転停止時のリモコン表示
⒜　�運転停止中（電源 ON）「室温」，「センター／リモート」，「フィルタサイン」，「点検」及び「タイマー運転」は優先的

に表示します。

 ⒜　RC-DX2リモコンの場合
    ⅰ　切忘れタイマー
          運転開始してから停止するまでの時間を設定します。設定時間は30～240分（10分単位）まで選択可能です。
　　　　注⑴　リモコンより「切忘れタイマー」設定を有効にしてください。有効の場合，毎回タイマーが作動します。

    ⅱ　時間切タイマー
          運転後，停止させたい時間を1～12時間の範囲（1時間単位）で設定します。
    ⅲ　時間入タイマー
          停止後，運転させたい時間を1～12時間の範囲（1時間単位）で設定します。また，同時に室内温度・運転モー
          ド・風量・ウォームアップ有効／無効の設定が可能です。
    ⅳ　時刻入タイマー
          運転開始時刻を設定します。設定時刻は5分単位で設定可能で，1回のみ毎回の切換が可能です。また，同時に
          室内温度・運転モード・風量・ウォームアップ有効／無効の設定が可能です。
　　　　注⑴　時刻入タイマーを使用するには，時刻設定が必要です。

    ⅴ　時刻切タイマー
          運転停止時刻を設定します。設定時刻は5分単位で設定可能で，1回のみ毎回の切換が可能です。
　　　　注⑴　時刻切タイマーを使用するには，時刻設定が必要です。

    ⅵ　ウィークリータイマー
          1週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。１日最大８パターンまでの設定が可能で，祭日および臨時
          休業など休日設定が可能です。
            注⑴　ウィークリータイマーを使用するには，時刻設定が必要です。

    ⅷ　タイマー運転の併用設定可能な組合せ

注⑴　○：可，×：不可

切忘れタイマー 時間切タイマー 時間入タイマー 時刻切タイマー 時刻入タイマー ウィークリータイマー
切忘れタイマー × × ○
時間切タイマー × × × × ×
時間入タイマー × × × × ×
時刻切タイマー ○ × × ○ ×
時刻入タイマー ○ × × ○ ×
ウィークリータイマー ○ × × × ×

⒝　RC-D4Gリモコンの場合
ⅰ　時間タイマー

現在よりエアコンOFFの時間を設定します。
「１時間後切」から「10時間後切」の10段階での選択が可能です。時間タイマー設定後は，現在時刻の経過ととも
に１時間単位で残り時間の表示を行います。

ⅱ　時刻切タイマー
エアコンOFF時刻を10分単位で設定が可能です。

ⅲ　時刻入タイマー
エアコンON時刻を10分単位で設定が可能です。また，同時に室内温度も1℃単位で設定が可能です。

ⅳ　ウィークリータイマー
各曜日毎に，一日最大４回タイマー運転（入タイマー，切タイマー）の設定が可能です。

ⅴ　タイマー運転の併用設定可能な組合せ

時間タイマー
時刻切タイマー
時刻入タイマー
ウィークリータイマー

時間タイマー

×
○
×

時刻切タイマー
×

○
×

時刻入タイマー
○
○

×

ウィークリータイマー
×
×
×

注⑴　○：可，×：不可
　⑵　時刻入タイマーと時間タイマー及び時刻切タイマーが併用設定されており，タイマー入時刻と
　　　タイマー切時刻（又は切時間）が同時刻に設定された場合は，タイマー切設定が優先されます。

⑸　タイマー運転
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⑺　ホットスタート（暖房時コールドドラフト防止）
下記のいずれかの条件が成立時，ファンを停止またはサーモOFF時のファン制御に切替えます。（最大７分）

1）　停止から暖房運転へ
2）　冷房運転から暖房運転へ
3）　暖房サーモOFFからサーモONへ
4）　デフロスト制御終了後（サーモONユニットのみ）

⑻　ホットキープ
デフロスト制御開始時に室内ファンを各設定の低速タップにします。

⑼　サーモ動作
⒜　冷房

1）　室温制御によりサーモを動作させます。
2）　設定温度に対し，サーモONとOFFは次の通りです。

3）　冷房運転開始時（暖房から冷房も含む）室温が－1＜設定温度＜＋1の間はサーモONとします。

－1 ＋1

設定温度

サーモON

温度下降

温度上昇
サーモOFF

⒝　暖房
1）　室温制御によりサーモを動作させます。
2）　設定温度に対し，サーモONとOFFは次の通りです。

3）　暖房運転開始時（冷房から暖房も含む）室温が－1＜設定温度＜＋1の間はサーモONとします。

－1 ＋1

設定温度

サーモON

ヒータON
サーモOFF

ヒータOFF

－1 ＋1 3℃

温度上昇

温度下降
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3）　「設定風量」を選択した場合は，サーモOFF時も設定風量で運転します。
4）　「間欠」を選択した場合は，下記の制御を行います。

a）　�暖房運転中にサーモOFFした室内コントローラは，室内ファンをOFFします。
b）　�室内ファンOFFを5分間固定とし，5分後に室内ファンをULoで運転を2分間行います。
c）　室内ファンULo運転2分後にa）項に移行します。
d）　サーモONであれば，ホットスタート制御へ移行します。
e）　�暖房サーモOFFとなった場合，リモコンに表示する温度は室内ファンが停止となった時点とし，以降室内ファン

がULoから停止のタイミングで更新します。
　　リモコンでは運転データ表示操作により温度表示を行い，室内ファンOFF中も値を更新します。
f）　�暖房サーモOFF中にデフロストに入った場合，またはデフロスト中にサーモOFFした場合の室内ファンはOFFと

します。（ホットキープ，ホットスタート制御を優先）ただし，吸込温度の更新は7分毎に行います。
g）　�暖房サーモONとなった場合，または他の運転モード（含む停止）に切換えた場合は，その時点で本制御を中止し，

その後運転状態に復帰します。
5）　�「停止」を選択した場合は，サーモOFFした室内コントローラのファンをOFFします。

⑽　フィルターサイン
�運転時間（運転／停止スイッチが ON となっている時間）が 180 時間⑴になるとリモコン上の「フィルター清掃」を表
示します。（運転／停止に関係なく，故障時，集中制御時も表示します。）

フィルターサイン設定

設定１

設定２

設定３

設定４

機　　　　　能 

設定時間： 180 時間（工場出荷時） 

設定時間： 600 時間 

設定時間： 1,000 時間

設定時間：1,000 時間（ユニット停止）⑵

注⑴ フィルターサインの時間設定はワイヤードリモコン室内機能「フィルターサイン設定」により下表の様に
設定可能です。（工場出荷時は，設定1に設定されています）

設定 4では，設定時間経過後フィルター清掃を表示させ更に 24時間（停止中もカウント）経過後ユニットを停止します。⑵ 

⒞　暖房サーモOFF中のファン制御
1）　暖房サーモOFF中のファン制御は下記に示す内容が，ワイヤードリモコンの室内機能設定から選択が可能です。

①弱風（工場出荷時）　②設定風量　③間欠　④停止
2）　「弱風（工場出荷時）」を選択した場合の室内ファンタップはULoタップで運転します。

⑾　圧縮機インチング防止制御
⒜　3分タイマー

　�圧縮機がサーモスタット，リモコンの運転スイッチ，異常により停止した場合は3分間圧縮機を再始動させません。
ただし電源投入時，3分タイマーは無効となります。

⒝　3分強制運転タイマー
1）　�圧縮機ON後3分間圧縮機は停止しません。ただし運転／停止による停止，運転モード変更により，サーモOFFとなっ

た時は即停止します。
2）　強制運転制御中に，保護制御に入った場合は，保護制御を優先して圧縮機をOFFします。

⑿　インバータ冷却ファン制御
1）　冷房暖房運転，自動の冷暖房及び除湿運転にて圧縮機ONの場合に作動します。
2）　�圧縮機ON20秒後にインバータ冷却ファンを運転開始します。
3）　圧縮機OFF30秒後にインバータ冷却ファンを停止します。
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⒀　室内熱交アンチフロスト（凍結防止制御）
⒜　強制圧縮機OFF制御
1）　「冷房」「除湿」運転中，室内熱交センサ（ThI-R1，R2）の検知により圧縮機をOFFします。

2）　�圧縮機ON後4分間は，凍結防止制御の強制圧縮機OFF制御を作動させません。圧縮機ONから4分経過時点で室内
熱交センサ（ThI-R1，R2）の検知温度が，強制圧縮機OFF温度（1.0℃）以上の場合は圧縮機ON可の状態から検
知を開始します。

3）　�圧縮機ONから4分経過後，室内熱交センサ（ThI-R1，R2の何れか）が5分連続して強制圧縮機OFF温度（1.0℃）
以下となると強制圧縮機OFFさせます。また，復帰は室内熱交センサ（ThI-R1，R2）温度が圧縮機ON可能領域
に入いる圧縮機をONさせます。

4）　室外コントローラへ「アンチフロスト」信号を送ります。
5）　ワイヤードリモコン室内機能設定フロスト防止温度により強制圧縮機OFF温度の切換えができます。

• 温度　低：1.0℃（工場出荷時）
• 温度　高：2.5℃

1.0 10
室内熱交センサ温度（℃）

ON5分タイマー

温度下降

温度上昇

強制
圧縮機OFF

⒝　凍結防止制御時の室内ファン制御
冷房・除湿運転中に凍結防止制御に入った場合は，室内ファンを切換えます。
a）　�室内コントローラの吸込空気温度（ThI-Aで検知）が23℃以上かつ，室内熱交温度（ThI-R1，2で検知）が周波

数低下開始温度A℃＋1.0℃を検知した場合は，室内ファン回転数を20min-1増加させます。
• 周波数低下開始温度（A）　低：1.0℃（工場出荷時）
• 周波数低下開始温度（A）　高：2.5℃

b）　�室内コントローラの吸込空気温度（ThI-Aで検知）が23℃以上かつ，凍結防止制御による強制圧縮機OFF制御実
施時，室内ファンを1タップ上げます。

c）　�凍結防止制御による室内ファンアップ後，吸込空気温度が23℃以上かつ室内熱交温度が周波数低下開始温度A℃
＋1.0℃を検知した場合は，室内ファン回転数を20min-1増加させます。

d）　凍結防止制御による室内ファンアップ後，b）項を再度検知した場合は，室内ファンを1タップ上げます。
e）　ワイヤードリモコン室内機能フロスト防止制御によりファン制御の有効／無効が切換えられます。
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⒁　暖房過負荷保護制御
⒜　室内熱交温度（ThI-R1，2で検知）が58℃以上を2秒間検知した場合は，暖房過負荷保護制御を開始し，検知温度が

51℃以下を検知すると解除します。

⒝　1回目の暖房過負荷検出
1）　圧縮機OFF信号を送信し停止制御を行います。
2）　�サーモONにより圧縮機をONし，吸込空気温度（ThI-Aで検知）が31℃以上を2秒間検知すると圧縮機を強制OFF

します。
⒞　暖房過負荷検出後，60分以内に2回目，3回目，4回目の検出
1）　圧縮機OFF信号を送信し停止制御を行います。
2）　サーモONにより圧縮機をONし，室内ファン速度がMe，Loタップであれば1速アップさせます。

⒟　1回目の検知から60分以内に5回および連続6分間検出すると異常停止（E8）します。

51 58
室内熱交温度（℃）

開始暖房過負荷保護制御

温度下降

温度上昇

解除

⒂　�ファンモータ異常
⒜　ファンモータ運転後，30秒間連続して回転数が200min-1未満を60分以内に4回検知した時は異常停止（E16）します。
⒝　ファンモータが回転指令出力後，2分間連続して要求回転数－50min-1に達しないときは，ファンモータ異常として異

常停止（E20）します。

⒃　複数台制御ー 1 リモコンによる 16 台グループ制御
⒜　機　　能

1個のリモコンスイッチで複数台のユニット（最大16台）をグループ制御できます。リモコンスイッチでセットした「運
転モード」でグループの全ユニットは号機No.⑴順に順次運転・停止させることができます。
各ユニットのサーモ，保護機能は独立して機能します。
注⑴　号機No.は室内制御基板上のSW2で設定します。SW2の号機設定は室内のみ必要です。

　　　SW2：0〜9,A〜Fを設定します。

　⑵　号機は重複しなければランダムでも構いませんが，0，1，2…，Fと順番に設定していった方が間違いなく設定できます。

⒝　リモコンへの表示
ⅰ　�センタ又はリモート別，暖房準備：運転中のユニットでリモートモードの（リモートモードが無い時は，センタ

モード）最若号機ユニットの表示
ⅱ　点検表示，フィルタサイン：いづれか初発のユニット対応で表示

⒞　接続ユニットの確認
ⅰ　RC-DX2 リモコンの場合

　�リモコンのTOP画面より「メニュー」→「次ページ」→「サービス・メンテナンス」→「エアコンNO.表示」の順
にボタンをタッチして行くと接続ユニットが表示されます。

ⅱ　�RC-D4Gリモコンの場合
　�リモコンの エアコンNo. ボタンを押すと，ユニットアドレスが表示されます。その後 ▲  ▼ ボタンを押すと最若号

機から順に表示されます。

リモコン

ユニット

リモコン配線
R

0 F1 2 3
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⒟　異常時
ⅰ　�グループの一部ユニットに異常が発生した場合（保護装置作動）当該ユニットは異常停止しますが，他の正常な

ユニットはそのまま運転を継続します。
ⅱ　配線要領

�各ユニットの室内・外接続線は各ユニット毎に通常と同じ配線をしてください。グループ制御用にリモコンの端
子台（X，Y）を使用し各室間に渡り配線をしてください。
�リモコン信号用配線は電源電線又は他の電気機械器具電線（AC100V以上）とは分離して配線してください。

⒅　高天井制御
�高天井に設置された室内側で風量が不足する場合にファンタップを変更することにより風量のアップが可能です。ワイ
ヤードリモコン室内機能の「高天井設定」によりファンタップが変更できます。

⒆　温度センサ（吸込・室内熱交）断線・短絡検知
⒜　断線検知

�吸込温度センサ検知温度が−50℃以下，熱交温度センサ検知温度が－50℃以下を連続5秒間検知した場合は圧縮機を
停止します。3分遅延後に圧縮機を再起動させ1回目の検知から60分以内に再検知および連続6分間検知した場合は停
止（吸込温度センサ：E7，熱交温度センサ：E6）します。

⒝　短絡検知
熱交温度センサ検知温度が，冷房運転で圧縮機ON2分後20秒間に70℃以上を連続5秒間検知した場合は停止（E6）
します。

高天井設定 

ファンタップ 

UH1－Hi－Me－Lo
UH2－UH1－Hi－Me

P急－急－強－弱

標準 
高天井1, 2 

室内風量設定

Hi－Me－Lo
UH－Hi－Me

急－強－弱

注⑴　出荷時標準設定されています。
　⑵　ホットスタート及び暖房サーモOFF時等は室内ファンを各設定の低速タップで運転します。
　⑶　ACWオプション高性能フィルタ装着時以外は高天井1,2に設定しないでください。
　　　高性能フィルタ無しで高天井1,2を使用しますと異常停止する場合があります。

⒄　室内送風機回転数
単位：min-1

機種 運転 ULo Lo Me Hi UHi UHi2

ACW25
冷房 540 600 700 780 850 1000

暖房 540 600 700 780 980 1100

ACW40
冷房 700 800 940 1030 1200 1270

暖房 700 800 940 1030 1200 1270

WT25
冷房 900 1000 1090 1150 1270 1270

暖房 900 1000 1090 1150 1270 1270

WT36
冷房 900 1000 1150 1270 1270 1270

暖房 900 1000 1150 1270 1270 1270
注(1)　回転数誤差は±20min-1です。
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⒝　RC-D4Gリモコンの場合
ワイヤードリモコン室内機能「運転許可/禁止」で設定内容を有効及びCnTに外部信号の入力によりエアコン操作可能・
操作不能を制御します。遠方発停監視キットを接続しCnTに外部入力を入れてください。

（市販のコインタイマーの信号等によりエアコン使用可・使用不可を制御する場合に使用）
ⅰ　ワイヤードリモコン室内機能「運転許可/禁止」で設定内容を有効にすることにより運転許可・禁止モードに変わる。

ⅱ　CnT入力ONの場合（運転許可）
1　エアコンはリモコン信号線からの信号に対応して運転・停止等の操作は可能です。

　（「センター」モード設定時はセンターからのみ操作可能）
2　�ワイヤードリモコン室内機能「外部入力切換」の設定内容によりCnT入力OFF➡ONとなった時のエアコン運転・

停止状態を切換えます。

ⅲ　CnT入力OFFの場合（運転禁止）
1　エアコンはリモコン信号線からの信号に対応した運転・停止等の操作は不可能です。
2　CnT 入力 ON ➡OFF となったとき，エアコンは停止します。

レベル入力 パルス入力

エアコンは停止のままでⅰ項の信号によりスタートする。（出荷状態）
CnT入力をONするとエアコンは運転を開始します。

以後ⅰ項の信号による。（現地設定）

CnT入力をONすると運転しOFFすると停止に切換ります。
CnT入力とリモコン入力は後押し優先で発停可能です。

CnT入力をONすると運転許可となります。
OFFすると運転禁止に切換ります。

通常運転（出荷時） 有効（運転許可・禁止モード）

⒇　運転許可・禁止・コインタイマー用制御
⒜　RC-DX2 リモコンの場合

ワイヤードリモコン室内機能「運転許可 / 禁止」で設定内容を有効及び CnT に外部信号の入力によりエアコン操作可能・
操作不能を制御します。CnT（遠方発停監視キット等）に外部入力を入れてください。

（市販のコインタイマーの信号等によりエアコン使用可・使用不可を制御する場合に使用）
ⅰ　ワイヤードリモコン室内機能「運転許可 / 禁止」で設定内容を有効にすることにより運転許可・禁止モードに変わる。

ⅱ　CnT 入力 ON の場合（運転許可）
1　エアコンはリモコン信号線からの信号に対応して運転・停止等の操作は可能です。

　　　（「センター」モード設定時はセンターからのみ操作可能）
2　ワイヤードリモコン室内機能「外部入力 1 設定」の内容により CnT 入力 OFF ➡ 0N となった時の

　　　エアコン運転・停止状態を切換えます。

ⅲ　CnT 入力 OFF の場合（運転禁止）
1　エアコンはリモコンからの信号に対応した運転操作は不可能です。
2　CnT 入力 ON ➡ OFF となったとき，エアコンは停止します。

CnT入力をONすると運転しOFFすると停止に切換ります。

CnT入力とリモコン入力は後押し優先で発停可能です。

CnT入力をONすると運転許可となります。

OFFすると運転禁止に切換ります。

通常運転（出荷時） 有効（運転許可・禁止モード）

エアコンは停止のままで⒤項の信号によりスタートする。（出荷時）
CnT入力をONするとエアコンは運転を開始

します。以降⒤項の信号による。（出荷時）

レベル入力 パルス入力
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⒝　RC-D4Gリモコンの場合
標準リモコンは必ず接続してください。標準リモコンが無いと遠方操作は行いません。

ⅰ　外部制御（遠方表示）用出力（オプションの遠方発停監視キットが利用できます）。
室内制御基板上に下記の出力アウトプット用コネクタ（CnT）を持っています。遠方発停監視キットを接続して各々
の無電圧接点を取り出してください。

　・運転出力（CnT-2）：運転中，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
　・暖房出力（CnT-3）：暖房運転中，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
　・圧縮機ON出力（CnT-4）：圧縮機が運転中，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
　・異常出力（CnT-5）：異常発生時，DC12Vリレー駆動用出力をアウトプットします。
ⅱ　遠方操作用入力（CnT-6）

室内制御基板上に遠方操作用入力（スイッチ入力，タイマー入力）コネクタ（CnT）を持っています。
但し，エアコンの操作が「センターモード」となっている時はCnTによる遠方操作は無効となります。

1　工場出荷時〔ワイヤードリモコン室内機能「外部入力切換」の設定内容がレベル入力〕
・ CnTへの入力信号がOFF→ＯＮ時立上げ［エッジ入力］…エアコン・ＯＮ
・ CnTへの入力信号がＯＮ→OFF時立下げ［エッジ入力］…エアコン・OFF

注⑴　※印の ON はリモコンスイッチ等
　　　　による ON を示します。

※ON

ONON
OFF OFF

OFF OFF

OFF OFF

ONON

ONON

OFF

OFF

※ON

CnT  入 力

エアコンA

エアコンB

ON ON
OFF OFF

外部入力機能切換

運転/停止

外部端子入力
(CnT)

外部端子入力
(CnT)

運転/停止

運転/停止

運転/停止
（競合）

外部入力方式 動           作

①レベル

②パルス

運転 運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止

↑リモコン停止 ↑リモコン運転

↑リモコン停止 ↑リモコン運転

運転/停止
（競合）

ON ON
OFF OFF

運転/停止反転
ONエッジ

運転/停止反転
ONエッジ

運転指令エッジ↑ ↑停止指令エッジ

運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止

■遠方運転入出力

停止

�　外部制御（遠方表示）／遠方操作
⒜　RC-DX2 リモコンの場合

標準リモコンは必ず接続してください。標準リモコンが無いと遠方操作は行いません。
ⅰ　外部制御（遠方表示）用出力（オプションの遠方発停監視キットが利用できます。）

室内制御基板上に下記の出力アウトプット用コネクタ（CnT）を持っています。遠方発停監視キットを接続して各々
の無電圧接点を取り出してください。

　・運転出力（CnT-2）：運転中，DC12V リレー駆動用出力をアウトプットします。
　・暖房出力（CnT-3）：暖房運転中，DC12V リレー駆動用出力をアウトプットします。
　・圧縮機 ON 出力（CnT-4）：圧縮機が運転中，DC12V リレー駆動用出力をアウトプットします。
　・異常出力（CnT-5）：異常発生時，DC12V リレー駆動用出力をアウトプットします。
ⅱ　遠方操作用入力（CnT-6）

室内制御基板上に遠方操作用入力（スイッチ入力，タイマー入力）コネクタ（CnT）を持っています。
但し，エアコンの操作が「センターモード」となっている時は，CnT による遠方操作は無効となります。

2　現地でワイヤードリモコン室内機能「外部入力切換」で設定内容をパルス入力に切換えた場合
CnT への入力信号が OFF → ON の時のみ有効となり，エアコンの動作［ON/OFF］は反転動作となります。

ON

ON

OFF

OFF OFF

OFF

ON

OFF

OFF

ON

ON
CnT  入 力

エアコンA

エアコンB
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�　�暖房立上がり時のファン制御
⒜　開始条件

暖房運転開始時，ホットスタート制御終了後，設定温度と吸込温度との温度差が5℃以上の時，本制御を行います。
⒝　制御内容

1　サンプルリング時間は1分毎とし， 室内熱交温度（Thl-R1，2で検知）が37℃以上の場合， 現在の室内ファン回転数に
10min-1上げます。ファン回転数の上限は設定風量+1タップです。ただし、P急の場合は回転数を増加させません。

2　次のサンプルリング時に室内熱交温度が37℃未満となった場合，現在の室内ファン回転数を10min-1下げます。
⒞　終了条件

圧縮機OFFが成立した場合および暖房運転開始時から30分経過後， - 10min-1/分で設定風量まで回転数を下げます。

ON ON
OFF OFF

運転許可区間 運転禁止区間

外部入力機能切換

運転許可/禁止

外部端子入力
(CnT)

運転/停止

外部端子入力
(CnT)

運転/停止

運転/停止
（競合）

外部入力方式 動           作

③レベル

④パルス

停止

センターモードか否かに拘わらず、室内より強制停止

センターモードか否かに拘わらず、室内より強制停止

運転
停止 停止

↑オプション運転指令

運転/停止
（競合）

ON ON
OFF OFF

↑運転指令エッジ

運転禁止区間 運転許可区間

運転 運転
停止 停止

運転 運転
停止 停止

↑オプション運転指令

■外部入力機能

�　冷房・暖房外部入力機能切換（RC-DX2 リモコンのみ可能）
標準リモコンは必ず接続してください。標準リモコンが無いと遠方操作は行いません。

ⅰ　リモコンからの室内機能設定で，「外部入力 1 設定：冷房 / 暖房」となっている場合に，CnT-6 により冷房 / 暖房を切
換えます。

ⅱ　室内機能設定で，外部入力 1 方式切換：レベル入力時
　・CnT-6：OPEN → 運転モードを冷房
　・CnT-6：CLOSE → 運転モードを暖房

ⅲ　室内機能設定で，外部入力 1 方式切換：パルス入力時
　外部入力が OPEN → CLOSE となった場合，運転モードを反転（冷房 → 暖房，暖房 → 冷房に切換える）します。

ⅳ　外部入力により冷房 / 暖房切換を受けた場合は，リモコンに運転モードを送信します。

ON ON
OFF OFF

暖房専用区間 冷房専用区間

外部入力機能切換

冷房/暖房切換

外部端子入力
(CnT )

冷房/暖房

外部端子入力
(CnT) 

冷房/暖房

冷房/暖房
（競合）

外部入力方式 動           作

⑤レベル

⑥パルス

リモコン冷房，除湿，自動指令↑

↑リモコン冷房，
　除湿，自動指令↑「冷/暖」＋

　「パルス」に設定

↑リモコン暖房，自動指令

↑リモコン暖房，
　自動指令

冷房/暖房
（競合）

ON ON
OFF OFF

暖房専用区間

暖房
冷房 冷房

運転
停止

自動

自動 停止

■冷房/暖房外部入力機能切換

冷房専用区間 暖房専用区間

暖房 暖房
冷房 冷房

暖房 暖房
冷房 冷房

↑「冷/暖切換」設定後，現在の運転モードによって冷/暖切換を行う。
　暖房時：暖房専用設定（冷房禁止区間）にする。
　冷房，除湿，自動，送風時：冷房専用設定（暖房禁止区間）にする。

冷房専用区間
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�　暖房時室温検知温度補正
サーモの設定温度で圧縮機をON/OFFしていますが，天井に暖気が籠り易い据付状況で早目にサーモOFFしてしまう
場合，ワイヤードリモコン室内機能「暖房室温補正」により設定の変更が可能です。設定温度＋3，＋2，＋1℃のいずれか
の温度で圧縮機及びヒータON/OFFさせ，暖房ファーリング向上させることができます。但し設定温度の上限を30℃と
します。

�　吸込温度補正
吸込温度センサの検知温度とユニット据付後の計測温度との誤差が生じて，補正が必要となった場合に補正する機能です。

⒜　ワイヤードリモコン室内機能「吸込温度補正」により0.5℃単位で変更が可能です。
　　　　●＋1.0℃，＋1.5℃，＋2.0℃，　　　●－1.0℃，－1.5℃，－2.0℃，

⒝　補正後の温度をリモコンや室外コントローラに送信し，補正後の温度で制御を行います。
　　　注⑴　検知温度補正は室内コントローラセンサのみ有効です。

運転

設定温度
室温（deg） 

－1 ＋1

停止
標　準 圧縮機

運転

設定温度
室温（deg）

＋4＋2

停止
設定を＋3℃とした場合 圧縮機

26　ハイパワー運転〔適用形式：RC-DX2リモコンのみ〕
       最大能力で，最長15分間運転します。

27　省エネ運転〔適用形式：RC-DX2リモコンのみ〕
       設定温度を冷房28℃，暖房22℃，自動25℃で固定して運転します。（最大能力を80％に制限します。）

28　ピークカットタイマー〔適用形式：RC-DX2リモコンのみ〕
       最大能力を制限することで消費電力を削減します。

29　ウォームアップ制御〔適用形式：RC-DX2リモコンのみ〕
       運転開始設定時間にお部屋が設定温度近くになるように，マイコンが運転開始時間を予測して，5～60分
       前から運転を開始します。
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②運転モード

①TOP画面

①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③メニュー画面＃2 ④メニュー画面＃3

⑥サービスパスワード入力⑤メニュー画面＃4 ⑧サービス・メンテナンス　メニュー⑦サービス・メンテナンス　メニュー

⑨特殊操作

冷房 送風

除湿 暖房

自動

注(1) 室内ユニット-室外ユニットの組合わせにより，選択できない運転モードは表示されません。

注(2) 自動を選択すると，室温と外温に応じて，冷房・暖房自動切換運転を行います。

   ( i ) TOP画面上より「運転モード」ボタンをタッチしてください。

   ( ii )「運転モード」選択画面が表示されますので，ご希望の運転モードをタッチして

         ください。

   ( iii ) 運転モード選択後，TOP画面に戻ります。 

   下記手順にてリモートコントローラよりCPUをリセットしてください。

   ( i ) TOP画面上より「メニュー」「次ページ」「サービス・メンテナンス」と順にボタンをタッチすると「サービスパ

         スワード入力」画面が表示されますので，サービスパスワードを入力し「セット」ボタンをタッチする。

   ( ii )「サービス・メンテナンス」画面が表示されますので，「次ページ」「特殊操作」「CPUリセット」と順にボタン

         をタッチしてください。接続されている，室内側・室外側のマイコンがリセット(停電復帰状態)され
         

(a) リモートコントローラの運転モード選択

⑴　RC-DX2リモコンの場合

(b)  CPUリセット

ます。

3.6.2 リモートコントローラ
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①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③メニュー画面＃2 ④メニュー画面＃3

⑤サービスパスワード入力 ⑥リモコン設定メニュー＃1 ⑧リモコン設定メニュー＃3⑦リモコン設定メニュー＃2

⑨停電補償

●常にリモコンの状態を記憶しており停電から復帰後，記憶内容により運転を再開します。但しタイマーモードはキ

   ャンセルされますがウィークリータイマー設定は全曜日とも休日設定で復帰します。

   復電後，時刻合わせを行い各曜日の休日設定を解除することにより，ウィークリータイマー設定が有効になります。

●停電保障で記憶される内容は以下のとおりです。

   注(1) ⑥，⑦項は停電保障有効・無効にかかわらず記憶されます。

   ①　停電時　運転中／停止中

         時刻切タイマーモード，時間タイマーモードで運転中は，停止中を記憶します。(復電時タイマーモードはキャ

         ンセルされますが，ウィークリータイマー設定は全曜日が休日設定となります。)

   ②　運転モード

   ③　風量モード

   ④　室温設定

   ⑤　ルーバのオートスイング／停止

         但し停止位置(4位置)はキャンセルされます。

   ⑥　「お掃除パネル設定」「管理者設定」「据付設定」「リモコン設定」「室内設定」により設定されたは内容は

         室内コントローラが記憶します。

   ⑦　ウィークリータイマー設定(その他のタイマー設定は記憶しません。)

     下記手順にてリモートコントローラより停電保障機能を有効設定してください。

   ( i ) TOP画面上より「メニュー」「次ページ」「リモコン設定」と順にボタンをタッチすると「サービスパスワード入

         力」画面が表示されますので，サービスパスワードを入力し「セット」ボタンをタッチする。

   ( ii )「リモコン設定」画面が表示されますので，「次ページ」「停電保障」「有効」と順にボタンをタッチしてくださ

         い。運転中に停電した場合，停電復旧(電源投入後の制御終了)しだい､停電前の状態に戻ります。

(c)  停電保障機能
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詳細内容

１.リモコンネットワーク

1

1
2
3
4
5
6
7
8
9

複数ユニット制御 リモコン1台（リモコンネットワーク内）に最大１６台ユニットを接続 制御できます。
室内側にアドレス設定します。

2 リモコンネットワーク内に２個のリモコン（含むワイヤレスオプション）を接続できま
す。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。

２．ＴＯＰ画面・ＳＷ操作
メニュー 制御・設定・詳細確認等の項目を選択します。３～18項
運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。
設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。

４位置／フリー風向を設定します。風向
風量 風量を設定します。
タイマー設定 タイマー運転を設定します。
運転／停止ＳＷ 運転開始します。／停止します。
ハイパワ－ＳＷ ハイパワー運転を開始します。
省エネＳＷ 省エネ設定で運転を開始します。

３．省エネ設定

1

管理者パスワード

2 ピークカットタイマー

管理者パスワード

3 設定温度自動復帰

管理者パスワード

4．換気

1 換気 換気のON/OFF操作を行います。
［メニュー］⇒［リモコン設定］⇒［換気設定］　の設定が必要です。

換気機器を組合せの場合  ●換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転/停止ができます。

切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。
 ●設定時間は30～240分（10分単位）まで選択可能です。
 ●設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

最大能力を制限することで消費電力を削減します。
制御の開始時刻と終了時刻、能力制限率を設定します。
 ●1日最大4パターンまで設定可能です。
 ●設定時刻は5分単位で設定可能です。
 ●能力制限率は0・40～80%（20%単位）から選択可能です。
 ●休日設定により、無効設定も可能です。

設定時間後に設定した温度に戻ります。
 ●暖房モード／冷房モード他　各々設定可能です。
 ●設定時間は20～120分まで選択可能です。
 ●設定時間は10分単位で設定可能です。

親子リモコン設定

設定および表示項目

⒟  設定および表示項目
●接続する機種により設定できる項目が異なります。
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詳細内容

5．見てみて
室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ●ユニットの組合せによって表示できない場合があります。

6．お掃除パネル設定 管理者パスワード

1 お掃除自動設定 自動清掃の有効/休止を設定します。
2 清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。
3 清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。
4 ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。
5 ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。

7．フィルターサインリセット
1 フィルターサイン解除
2 次回清掃日の設定

8．初期設定
1 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および修正を行います。

 ●80時間以内の停電の場合、バックアップ電源により時計は動き続けます。
2 時刻表示設定 時刻表示のあり/なし、12H/24H、AM/PM位置、を設定します。
3 サマータイム補正
4 コントラスト調整
5 バックライト
6 ブザー音

9．タイマー設定
1 時間入タイマー

 ●1～12時間の範囲を1時間単位で設定可能です。
 ●運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

2 時間切タイマー
 ●1～12時間の範囲を1時間単位で設定可能です。

3 時刻入タイマー
 ●設定時刻は5分単位で設定可能です。
 ●1回のみ/毎日の切換が可能です。
 ●運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

4 時刻切タイマー
 ●設定時刻は5分単位で設定可能です。
 ●1回のみ/毎日の切換が可能です。

5 タイマー設定内容確認

1 ウィークリータイマー
管理者パスワード  ●1日最大8パターンまで設定可能です。

 ●設定時刻は5分単位で設定可能です。
 ●休日設定により、無効設定も可能です。
 ●運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

1 お部屋を留守にする時､お部屋が高温/低温にならないように温度を保ちます。
 ●外温と制御温度により冷房/暖房を行います。

管理者パスワード  ●設定温度、風量の設定が可能です。

１0．ウィークリータイマー設定

１1．るす番運転

見てみて

設定および表示項目

るす番運転

フィルターサインの解除を行います。
次回清掃日の設定を行います。

現在時刻に対し、+1時間の補正を行います。
液晶の濃度の調整を行います。
バックライトの有効/無効，点灯時間を設定します。
タッチパネル操作時のブザー音のあり/なしを設定します。

停止後、運転させたい時間を設定します。

運転後、停止させたい時間を設定します。

運転開始時刻を設定します。

運転停止時刻を設定します。

各タイマー設定内容を一覧できます。

1週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
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管理者パスワード
1 操作制限設定 ●操作の許可/禁止を設定します。

　［運転/停止］［設定温度切換］［運転モード切換］［風向切換］
　［風量切換］［ハイパワー運転］［省エネ運転］［見てみて］［タイマー設定］
●操作時の管理者パスワード要求を設定します。
　［フリーフロー設定］［グリル自動昇降］［ウィークリータイマー設定］［言語切換設定※1］

2 室外静音タイマー 静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
●静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
●設定時刻は１日１回、5分単位で設定可能です。

3 設定温度の範囲設定 設定温度範囲を制限します。
●運転モードによる温度範囲の制限が可能です。

5 設定温度表示切換※1 設定温度の表示の仕方を切り換えます。
4 設定温度刻み切換 設定温度の刻み(0.5℃/1.0℃)を設定します。

6 リモコン表示設定 リモコン名称、ユニット名称を登録します。
室温表示のあり/なしを設定します。
（点検コード表示）（暖房準備表示）（除霜運転中表示）
（自動冷暖表示）（リモコン・室温・外温表示※1）のあり/なしを設定します。

7 管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。
管理者パスワードのリセットを行います。

サービスパスワード
1 据付日登録 据付日を登録した場合、点検日表示を行います。
2 サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

●連絡先名を半角26文字相当※1以内で登録できます。
●連絡先TEL番号を１３文字以内で登録できます。

3 試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
冷房試運転 設定５℃ ３０分間運転します。
ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみ運転します。
周波数固定運転 インバーターコン圧縮機の運転周波数を固定します。

4 ダクト機静圧補正※1 機外静圧補正機能付ダクト形ユニット組合せの場合に操作できます。
●接続ユニット毎に個別に設定できます。

5 自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。
6 親室内機アドレス設定

サービスパスワード
1 リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。

3 リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切換可能です。

4 リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。冷房／暖房 別々に補正可能
5 運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。

7 ファン速度 ファン速度選択が可能です。
8 外部入力設定 １つのリモコンに複数ユニットが接続された場合、CnT入力の適用範囲が設定され

ます。
9 換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。

［４位置停止］／［フリー停止］の切換ができます。
停電復帰した場合の制御内容を設定できます。停電補償11

ルーバー制御10

12 設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。
13 風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。

１5．　リモコン機能設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許可し、
親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って運転します。

１4．　据付設定

１2．　管理者設定

リモコンに表示する言語を選択します。
●日本語／Englishの選択が可能です。

１3．　言語切換※1

2 吸込センサー制御※1 1台のリモコンに複数ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込温度センサーを選択できます。
●個別／親機／平均の選択が可能です。

6 温度単位設定※1 設定温度の単位を設定します。
●℃／°Ｆの選択が可能です。

詳細内容設定および表示項目
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サービスパスワード
1 高天井設定 室内コントローラの風量タップを設定します。
2 フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。
3 外部入力1設定 外部入力1の制御内容を換えられます。
4 外部入力1方式 外部入力1の信号方式を換えられます。
5 外部入力2設定 外部入力2の制御内容を換えられます。
6 外部入力2方式 外部入力2の信号方式を換えられます。
7 暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0～+3℃の範囲で補正できます。
8 吸込温度補正 吸込センサー検知温度を±2℃の範囲で補正できます。
9 冷房ファン制御※1 冷房サーモOFF時のファン制御を変更できます。
10 暖房ファン制御 暖房サーモOFF時のファン制御を変更できます。
11 フロスト防止温度 冷房中室内コントローラの凍結防止制御の判定温度を変更できます。
12 フロスト防止制御 冷房中室内コントローラの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更できます。
13ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。
14 冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモOFF後のファン残留運転を設定できます。
15 暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモOFF後のファン残留運転を設定できます。
16 暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。
17 送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。
18 外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。
19 運転モード自動設定 運転モード自動の判定方法を３種類から選択できます。
20 サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。
21 風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。

サービスパスワード
1 エアコンNo. リモコン１台に１６台のユニットを接続できます。個別送風運転で確認できます。
2 次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。
3 運転データ表示
4 点検表示

室内＋室外の運転データをモニターすることができます。

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。
異常時運転データ表示
異常時運転データ消去

直前の異常発生時の運転データを表示できます。
異常時運転データが消去されます。

定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。
5 お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。
6 室内設定保存 接続室内コントローラ基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。
7 特殊操作 ［室内アドレス消去］［CPUリセット］［初期化設定][タッチパネル調整］の操作が

できます。

1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号を表示します。
ＱＲコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

2 サービスを依頼される前にＱ＆Ａ Ｑ＆Ａが表示されます。

点検表示確認 異常発生時の表示

ＵＳＢ接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。
20．　パソコン接続

１6．　室内機能設定

１7．　サービスメンテナンス

18．　困ったときは・・

19．　点検表示

22 室内過負荷アラーム設定※1 運転開始30分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温度
差以上ある場合、外部出力（CNT-5）から過負荷アラーム信号を送信します。

◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

詳細内容設定および表示項目
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⒜　リモートコントローラの運転モードスイッチ切換順

⒝　CPU リセット
リモートコントローラの 点検  グリル昇降 ボタンを同時に押した場合に機能します。電源リセットと動作
は同じです。

⒞　停電補償機能
◦リモコン機能設定により「停電補償有効」の設定をすると有効となります。
◦常にリモコンの状態を記憶しており停電から復帰後，記憶内容により運転を再開します。但しオートスイング停止位置，

タイマーモードはキャンセルされますがウィークリータイマー設定は全曜日とも休日設定で復帰します。
	 復電後，時刻合わせを行い，各曜日の休日設定を解除することにより，ウィークリータイマーの設定が有効となります。
◦停電補償で記憶される内容は以下のとおりです。

注⑴　⑥，⑦，⑧項は停電補償有効・無効にかかわらず記憶され，静音モード設定は停電補償有効・無効にかかわらずキャンセルされます。

①　停電時　運転中／停止中
	 時刻切タイマーモード，時間タイマーモードで運転中は，停止中を記憶します。（復電時タイマーモードはキャン

セルされますが，ウィークリータイマー設定は全曜日が休日設定となります。）
②　運転モード
③　風量モード
④　室温設定
⑤　ルーバのオートスイング／停止
	 但し停止位置（4 位置）はキャンセルされます。
⑥　リモコン機能設定により設定された「リモコン機能項目」（「室内機能項目」は室内コントローラが記憶します。）
⑦　温度設定制御で設定した上限値，下限値。
⑧　時間タイマー，ウィークリータイマー設定（その他のタイマー設定は記憶しません。）

除湿　　　冷房　　   送風　　　暖房　　　自動

リモートコントローラ基板の部品配置

■制御切換スイッチ（SW1）
スイッチ

SW1

設定
親
子

機能内容
親リモコン
子リモコン

注⑴　SW2は，通常使用しませんので，切換えないでください。

X Y

SW2

SW1

A

B

M

S

親

子

ＳＷ１

ＳＷ２

⑵　RC-D4G リモコンの場合
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⑴　圧縮機目標回転数

　⒜　冷房運転	 単位：rps	 ⒝　暖房運転	 単位：rps
ACW25 ACW40 WT25 WT36

最高目標回転数 45 77 50 60
最低目標回転数 12 12 12 12

　⒞　室内ファンタップと圧縮機最高回転数	 単位：rps
機種 運転 Lo Me Hi UHi UHi2

ACW25 冷房／除湿 35 35 40 45 45
暖房 40 40 45 50 50

ACW40 冷房／除湿 50 55 60 77 77
暖房 50 55 65 77 77

WT25 冷房／除湿 35 35 40 50 50
暖房 45 50 55 65 65

WT36
冷房／除湿 45 50 55 60 60

暖房 50 55 60 80 80

⑵　圧縮機保護始動
　⒜　圧縮機保護始動Ⅰ

ⅰ　制御条件
�前回の圧縮機停止（サーモOFF，リモコン停止など）から６時間未満で，電源ブレーカ投入後の圧縮機始動回数が積
算2回目以降の始動。

ⅱ　制御内容
圧縮機始動から９分間圧縮機設定回転数の上限値を制御します。

	 単位：rps
30秒まで ４分まで ９分まで

冷房運転 40 40 77
　暖房運転　 40 45 80

　⒝　圧縮機保護始動Ⅱ
ⅰ　制御条件

1）	 圧縮機停止が６時間以上経過し，電源ブレーカ投入後の圧縮機始動回数が積算1回目の始動。
2）	 前回の圧縮機停止（サーモOFF，リモコン停止など）から６時間以上が経過し，圧縮機始動回数が積算2回目以降

の始動。
3）	 下記内容が成立した場合

a）　電源投入後の圧縮機始動回数が積算1回目のとき。
b）　電源投入後から６時間未満のとき。
c）　圧縮機ON後，吐出管温度（Tho-D）が外気温度（Tho-A）より15℃以上のとき。

ⅱ　制御内容
圧縮機始動から９分間圧縮機設定回転数の上限値を制御します。

	 単位：rps
30秒まで ４分まで ９分まで

冷房運転 40 40 77
暖房運転 40 45 80

GESP-FP-21023.6.3　室外コントローラによる運転制御機能

ACW25 ACW40 WT25 WT36
最高目標回転数 50 77 65 80
最低目標回転数 12 12 12 12
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　⒞　圧縮機保護始動Ⅲ
ⅰ　制御条件

下記の条件がすべて成立し，圧縮機がOFFからＯＮになったとき。
　　　　　◦電源投入後の圧縮機始動回数が積算1回目のとき。
　　　　　◦電源投入から6時間未満の場合。
　　　　　◦圧縮機ON後，吐出管温度（Tho-D）が外気温度（Tho-A）より15℃未満のとき。

ⅱ　制御内容
圧縮機始動から12（20）分間圧縮機設定回転数の上限値を制御します。

	 単位：rps
30秒まで ４分まで ７分まで 12(20)分まで

冷房運転 40 40 55 75
暖房運転 40 45 80 80

注⑴　�（　）内数値は，暖房運転時を示します。

⑶　室外ファン制御
　⒜　室外ファンタップとファンモータ回転数
	 単位：min-1

室外ファンタップ 1 速 2 速 ３速 4 速 5 速 6 速 7 速 8 速
ACW25 250 300 400 610 850 1100 1400 1500
ACW40 250 300 400 610 950 1200 1500 1650
WT25 250 300 400 610 720 925 1160 1500
WT36 250 300 400 610 925 1160 1380 1500

　⒝　始動時の室外ファン制御（冷房のみ）
 圧縮機始動時，外気温度（Tho-A）が22℃未満のとき室外ファンタップを固定します。

ⅰ　外気温度が11℃以上のとき，圧縮機ON後30秒間2速とします。
ⅱ　外気温度が11℃未満のとき，圧縮機ON後30秒間1速とします。

　⒞　圧縮機回転数とファンタップの関係
 運転モード（冷房・暖房）と圧縮機回転数によりファンタップを決定します。
� 単位：rps

室外ファンタップ OFF 1 速 2 速 ３速 4 速 5 速 6 速 7 速 8 速

ACW25 冷房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 15 15 ～ 20 20 ～ 25 25 ～ 34 34 ～
暖房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 15 15 ～ 25 25 ～ 32 32 ～ 43 43 ～

ACW40 冷房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 20 20 ～ 30 30 ～ 50 50 ～ 70 70 ～
暖房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 25 25 ～ 35 35 ～ 40 40 ～ 60 60 ～

WT25 冷房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 15 15 ～ 20 20 ～ 25 25 ～ 40 40 ～
暖房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 15 15 ～ 25 25 ～ 35 35 ～ 55 55 ～

WT36 冷房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 15 15 ～ 25 25 ～ 40 40 ～ 52 52 ～
暖房 ～ 0 ― ― ― 0 ～ 15 15 ～ 30 30 ～ 45 45 ～ 60 60 ～

注⑴　サイレントモード制御中は，7，8速は6速に変更します。
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　⒟　冷房低外気時の室外ファン制御
 室外熱交温度（Tho-R）と外気温度（Tho-A）により室外ファンを制御します。

室外熱交温度（℃）
21 38

+20min-1
（上限：ⅲ参照）

－20min-1
（下限100min-1）

保持

外気温度（℃）
22

ON

25

OFF

ⅰ　外気温度が22℃未満で，室外ファンがONのとき室外ファンタップを固定します。
1）	 外気温度が11℃以上のとき， 2速とします。
2）	 外気温度が11℃未満のとき， 1速とします。

ⅱ　室外熱交温度により室外ファン回転数を制御します。
1）	 室外熱交温度が21℃未満のとき，室外ファン回転数を20min-1下げます。
2）	 室外熱交温度が38℃以上のとき，室外ファン回転数を20min-1上げます。
注⑴　室外ファン回転数を増減させた場合は，20秒間回転数を保持します。

ⅲ　本制御中の室外ファン回転数の下限値は100min-1とし，上限値は外気温≦15℃の場合は3速+15min-1, 外気温>15℃
の場合は3速+165min-1とします。

　⒠　暖房低外気時の室外ファン制御
 �外気温度（Tho-A）が，下図に示すON領域を30秒間連続して検知したとき，室外ファンタップを2速アップします。
20秒間保持した後，さらにこれを繰り返しますが，室外ファンタップの上限は8速とします。

外気温度（℃）
4

ON

6
OFF

　⒡　冷房過負荷時の室外ファン制御
 �外気温度（Tho-A）が，下図に示すON領域を30秒間連続して検知したとき，室外ファンタップを3速アップします。（室
外ファンタップの上限値は8速）

OFF（通常制御）

外気温度（℃）

ON（制御中）

40 41

　⒢　暖房過負荷時の室外ファン制御
 �室外熱交温度（Tho-R）が，下図に示すON領域を30秒間連続して検知したとき，室外ファンタップを2速下げます。（室
外ファンタップの下限値は2速）

OFF（通常制御）

室外熱交温度（℃）

ON（制御中）

8 13



- 132 - - 133 -

⑷　除霜
　⒜　除霜開始条件

ⅰ　通常時の除霜運転
　　以下の条件をすべて満したとき除霜運転を開始します。

1）	 運転開始および除霜終了後，圧縮機運転累積
時間が35分経過。

2）	 室外熱交温度（Tho-R）が3分間継続して下
記温度になったとき。

　　　　　◦圧縮機運転累積時間150分未満のとき：　
　　　　　　－5℃
　　　　　◦圧縮機運転累積時間150分以上のとき：　
　　　　　　－3.5℃

3）	 室外温度（Tho-A）および室外熱交温度（Tho
－R）が右図に示す除霜領域内に30秒間連続
して存在したとき。

4)	 圧縮機ON後7分経過。
ⅱ　低負荷時の除霜運転

　　　　�以下の条件をすべて満したとき除霜運転を開始します。
1）	 運転開始および除霜終了後，圧縮機運転累積時間が35分経過。
2）	 室外熱交温度（Tho-R）が3分間継続して下記温度になったとき。

　　　　　◦圧縮機回転数が62rps以上のとき：－5℃
　　　　　◦圧縮機回転数が62rps未満のとき：－4℃

3）	 外気温度（Tho-A）が3℃未満のとき。
4)	 圧縮機ON後7分経過。

ⅲ　SW5-1による除霜制御の切換え
　　　　� 室外ユニット制御基板上のSW5-1をONすることで，除霜運転に入りやすくなります。

　⒝　除霜終了条件
 次の何れかの条件を満すと除霜終了運転を開始します。

ⅰ　除霜開始から15分が経過したとき。
ⅱ　室外熱交温度（Tho-R）が10℃以上となったとき。

⑸　圧縮機回転数による保護制御／異常停止制御
　⒜　圧縮機吐出管温度保護
　　ⅰ　保護制御

　吐出管温度（Tho-Dで検知）が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御し吐出管温度の上昇を押さえます。

　　ⅱ　異常停止制御
1）　吐出管温度（Tho-Dで検知）が設定値を超えると，圧縮機を停止させます。
2）　�60分以内に2回，吐出管温度が設定値を超え，圧縮機が停止した時点で，リモコンにE36を表示し異常停止モード

となります。

　　ⅲ　異常停止モードの解除
　45分間継続して，解除値95℃未満となった時点で，リモコンにより再運転が可能になります。

保持

回転数を下げる
（2０秒毎に回転数を下げる）

解除

 

吐出管温度（℃） 

95 105

保持

圧縮機停止

圧縮機運転

95 １1５
吐出管温度（℃）
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⒝　冷房高圧保護制御
ⅰ　目的：冷房時の異常高圧運転を防止します。
ⅱ　検知：室外熱交温度（Tho-R）
ⅲ　動作内容

Tho-R Tho-R<Ｐ1 P1≦Tho-R<Ｐ2 P2≦Tho-R P3≦Tho-R

Np 通常 ( 解除 ) 圧縮機回転数保持 圧縮機回転数を下
げる 圧縮機停止

◦サンプリング開始時の外気温度（Tho-A）条件
外気温度条件 P1 P2 P3
Tho-A≧32℃ 53℃ 58℃ 63℃
Tho-A<32℃ 51℃ 53℃ 56℃

　　ⅳ　異常停止
　異常検知（P3≦Tho-R）が，60分以内に5回または，圧縮機停止中も含め10分間継続したとき，リモコンにE35を表      
   示し異常停止モードとなります。

⒞　暖房高圧保護制御
ⅰ　目的：暖房時の異常高圧運転を防止します。
ⅱ　検知：室内熱交温度(ThⅠ-R)
ⅲ　動作内容

ThⅠ-R ThⅠ-R<Ｐ1 P1≦ThⅠ-R<Ｐ2 P2≦ThⅠ-R<Ｐ3 P3≦ThⅠ-R

Np 通常 ( 解除 ) 圧縮機回転数保持 圧縮機回転数を下
げる（step1）

圧縮機回転数を下
げる（step2）

◦室内熱交温度領域（℃）
圧縮機回転数（rps） P1 P2 P3

10 ～ 50 45 52 54.5
50 ～ 115 45 52 57

⒟　冷凍サイクルシステム保護制御
ⅰ　異常検知条件：運転開始5分(暖房9分)以降に次の条件を共に5分以上継続したとき。

1）　圧縮機回転数が 40rps 以上
2）　冷房運転時：室内熱交温度 (ThⅠ-R) ―室温 > － 4℃

暖房運転時：室内熱交温度 (ThⅠ-R) ―室温 <+4℃
注（1）本制御は室温が冷房時：10〜40℃，暖房時：0〜40℃の範囲にある場合に有効です。

ⅱ　異常停止
ⅰ項の異常停止で，60分間に2回本制御により圧縮機が停止した場合，リモコンにE57を表示し異常停止モ一ドとな
ります。

⒠　冷房過負荷保護
圧縮機運転中に室外温度(Tho-A)が30秒間継続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の上下限値を変更します。

ON（step1）

OFF

外気温度（℃）
40 41 46 47

ON（step2）
ON時の状態 圧縮機回転数(rps)

下限値 上限値
step1 30 60
step2 40 40
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⒡　暖房過負荷保護制御
圧縮機運転中に室外温度(Tho-A)が30秒間継続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の上下限値を制限しま
す。

ON（step1）

OFF

外気温度（℃）
11 13 16 17

ON（step2）
ON時の状態 圧縮機回転数(rps)

下限値 上限値
step1 30 80
step2 40 60

　⒢　冷房低外気保護制御
�圧縮機運転中に外気温度（Tho-A）が，20秒間連続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の上下限値を制限
します。

本制御開始条件 外気温度(℃ )
a b c d

1 回目 9 11 22 25
2 回目以降 16 19 25 28

　⒣　暖房低外気保護制御
�圧縮機運転中に外気温度（Tho-A）が，30秒間連続して下図のON領域になったとき，圧縮機回転数の下限値を制限し
ます。

ON時の状態 圧縮機下限値
step1 45rps
step2 45rps

　⒤　カレントセーフ制御
室外インバータ入力電流を検知し，電流値が設定値を超えると，圧縮機回転数を制御しインバータを保護します。

	 単位：A
冷房 暖房

制御値A 制御値B 制御値A 制御値B

ACW25, 40 単相 14.3 13.9 11.0 10.5
三相 9.0 8.5 7.0 6.5

WT25, 36 単相 9.3 8.8 11.0 10.5
三相 5.9 5.4 7.0 6.5

　⒥　カレントカット
ⅰ　室外インバータに過電流が流れるのを防止するため電流を検知し，設定値を超えると圧縮機を停止させます。3分遅

延後に再始動します。
　　　　　設定値：18.4〜24.4A

ⅱ　�40分以内に3回，電流値が設定値を超えると圧縮機停止させ，リモコンにE42を表示し異常停止モードとなります。

　⒦　シリアル信号伝送工ラ一保護
室内・外通信が35秒間連続して信号を受信出来ないとき，圧縮機停止させ，リモコンにE5を表示し異常停止モードとな
ります。

ON（step1）

OFF

外気温度（℃）
4 6-10 -8

ON（step2）

(     )
ON

OFF

外気温度（℃）
c da b

ON
上限：60
下限：45

(     )上限：60
下限：35

保持

1秒毎に回転数を下げる

解除

電流（A）

B A
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　⒧　ファンモータ異常
室外ファンモータの回転数が75min-1以下を30秒以上継続したとき，圧縮機および室外ファンモータ停止させます。異
常停止が3回発生した場合は，リモコンにE48を表示し異常停止モードとなります。

　⒨　圧縮機ロータロック異常
圧縮機起動後，脱調を検知すると圧縮機を停止し，リモコンにE60を表示し異常停止モードとなります。

⒩　温度センサ断線検知
ⅰ　室外熱交温度センサ, 外気温度センサ

　　　　圧縮機ON後,2分〜2分20秒間または電源投入後20秒間に5秒間連続して検知温度が，－55℃以下を検知したとき圧縮
　　　　機を停止させます。3分遅延後に圧縮機を再起動させますが,40分間に3回再検知した場合は異常停止します。

ⅱ　吐出管温度センサ
　　　　�圧縮機ON後，10分〜10分20秒間に5秒間連続して検知温度が－25℃以下を検知したとき圧縮機を停止させます。3

分遅延後に圧縮機を再起動させますが，40分間に3回再検知した場合は異常停止します。

⑹　サイレントモード
リモコンよリ「サイレントモード開始」信号を受信した場合

ⅰ　室外ファンタップを下げて運転します。詳しくは，前述の(3)項の室外ファン制御をご覧ください。
ⅱ　圧縮機最高目標回転数

	 単位：rps
ACW25 ACW40 WT25 WT36

冷房 45 55 45 50
暖房 40 60 50 60

⑺　試運転
　⒜　室外制御基板上のスイッチにより室外ユ二ットよリ運転が可能です。

SW5-3 ON SW5-4 OFF 冷房試運転
ON 暖房試運転

OFF 通常および試運転終了

　⒝　試運転制御
1）	 機種毎に決まる最高回転数にて運転をします。
2）	 各保護制御，異常検知制御は有効とします。
3）	 試運転中にSW5-4を切リ換えた場合は停止制御を行い冷・暖房運転を切リ換えます。
4）	 試運転中リモコンの設定あよび表示。

容量
リモコンの設定・表示内容

モード

冷房試運転 冷房，初期設定温度は5℃。

暖房試運転 暖房（準備）初期設定温度は30℃。

⑻　外気冷房制御〔適用形式：多機能形ACWのみ〕
　⒜　開始

�冷房および自動運転の状態で吸込み温度センサ（ThI-A）と外気温度センサ（Tho-A）との温度差が7℃以上かつ外気温
度センサTho-A≧10℃を5秒間連続して検知した場合に圧縮機を停止させ，室内ファンと室外ファンを運転させます。
室内ファンは設定風量，室外ファンは6速で運転します。

　⒝　終了
1）	 吸込温度センサ（ThI-A）と外気温度センサ（Tho-A）との温度差が7℃以上かつ外気温度センサTho-A<10℃を

5秒間連続して検知しなくなった場合。
2）	 室外制御基板上のディップスイッチSW5-2がOFFしたとき。
3）	 運転モードが切り替ったとき。
4）	 サーモOFFしたとき。

　⒞　外気冷房終了後30分間は外気冷房制御が無効となります。
　　　　注⑴　�工場出荷時は外気冷房制御は無効となっています。有効とするには室外基板上のディップスイッチSW5-2をON，室内基板上の

ディップスイッチSW8-4をONとしてください。同時に実施しないと有効となりません。
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3.7 電装品故障診断要領

3.7.1 点検表示一覧
⑴　リモコンの故障記号一覧（室内・外制御基板の正常［緑］，点検［赤］表示灯との組合せによる故障表示）

⒜　室内コントローラ側故障時に於けるリモコン，制御基板の点検表示一覧

 

消灯

消灯

消灯連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

室内接続台数

連続
点滅消灯

アドレス設定 　�ユニットアドレス設定不良

ファンモータ 　�ファンモータ不良

　�1リモコン複数台制御時⇒ユニット接続台数オーバー

 

連続
点滅

連続
点滅消灯

連続
点滅

点　　検　　表　　示

リモコン

無表示

内機確認中
又は消灯

消灯 消灯 消灯

消灯

連続
点滅

（ノイズ） 

室外制御基板 

室内基板 

室内制御基板 

室内制御基板 

据付・運転状況 

室内熱交 
温度センサ 

室内熱交 
温度センサ 

室内吸込
温度センサ

室内電源

リモコン配線

リモコン室内制御基板

リモコン

リモコン

消灯 連続
点滅

連続
点滅消灯

連続
点滅

消灯 連続
点滅

連続
点滅2回点滅

2回点滅

2回点滅

2回点滅 2回点滅

2回点滅

2回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

連続
点滅消灯

連続
点滅消灯

連続
点滅消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容⑵

故障記号 点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤）

点検表示
灯（赤）

正常表⑴
示灯（緑）

連
　

続
　

点
　

滅

3回点滅
☆

連続
点滅

連続
点滅消灯消灯

室内外接続線

リモコン配線

（ノイズ）

室内外接続線 

　�正常運転

　�通電中に室外制御基板CPUが暴走 

　�室内熱交温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 �温度センサ用コネクタ接触不良

　�室内熱交温度センサ不良（短絡） 

　�室内吸込温度センサ不良（素子不良，断線，短絡）　 �温度センサ用コネクタ接触不良

※�室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※�室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※�室内制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

　�暖房過負荷（室内熱交温度が異常に高い） 

※�通電中に室外制御基板不良発生 （通信回路不良）？

室外制御基板 　�通電中に室外制御基板不良 

ヒューズ 　�通電中にヒューズ切れ 

　�ノイズ等による室内外通信不良 

　�運転中に室内外接続線接続不良発生 
　　（外れ・緩み） 

　�リモコン基板不良

　�室内外接続線の接続不良又は断線

　�リモコン親子設定不良

　�電源OFF，断線・ヒューズ切れ・トランス断線

※�リモコン又は室内制御基板不良 （通信回路不良）？

　�リモコン信号線（シロ）の接続不良
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆電源ON時断線時消灯
　�リモコン線にノイズ侵入

　�リモコン線の接続不良・断線（クロ，シロ）☆電源ON時断線時消灯

修　　理

修　　理

1回点滅 室内制御基板 　�室内制御基板不良 交　　換
交換・修理

修理
方法

記載
ページ

基板交換 

交　　換

温度センサ 
交換・修理 

リモコン又は
基 板 交 換

基板交換 
温度センサ 
交換・修理 

基板交換 

温度センサ 
交　　　換 

基板交換 

修　　理

－

157

159～163

171

164

165

158

　

168

　

　

　

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理

修　　理 

修　　理 

リモコン交換

注⑴
　⑵

　⑶

正常表示灯（室内・外：緑）はCPU異常時のみ消灯（又は連続点灯）します。CPU異常以外の故障の場合は点滅を続けます。
故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かっ
たことを判断できるケースを示します。
室外制御基板上の正常表示灯（緑）はありません。

☆

正常表⑴⑶
示灯（緑）

166

167

169

170

連続
点滅

連続
点滅 消灯1回点滅

ファンモータ 　�ファンモータ回転不良連続
点滅

連続
点滅消灯1回点滅

交換・修理
室内制御基板 　�室内制御基板不良 交　　換

修　　理室内制御基板 　�運転モード設定不良 172

173

リモコン温度センサ　�リモコン温度センサ断線連続
点滅

連続
点滅消灯消灯 修　　理 174
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⒝　室外コントローラ側故障時に於けるリモコン，制御基板の点検表示一覧
点　　検　　表　　示 

リモコン 

1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

1回点滅

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

室外制御基板

据付状況

室外制御基板

DCファンモータ

室外制御基板

運転状況

据付状況

据付・運転状況

据付・運転状況

室外熱交
温度センサ

室外熱交
温度センサ

外気温度センサ

吐出管
温度センサ

吐出管
温度センサ

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

室内制御基板 室外制御基板 故障箇所 故　　障　　内　　容

故障記号 点検表示 
灯（赤） 

点検表示 
灯（赤） 点検表示灯（赤） 正常表示 

灯（緑） 

連
　

続
　

点
　

滅

　�室外熱交温度が高い

　�吐出温度が高い

　�吐出管温度センサ不良

　�室外熱交温度センサ不良　

　�室外熱交温度センサ不良又は断線又はコネクタ接触不良

　�外気温度センサ不良又は断線又はコネクタ接触不良

　�吐出管温度センサ不良又は断線又はコネクタ接触不良

※�室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※�室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※�室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※�室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

※�室外制御基板不良（温度センサ入力回路不良）？

1回点滅

1回点滅

1回点滅

5回点滅

1回点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅

連続
点滅 圧縮機

消灯

消灯

消灯

消灯

消灯

室外制御基板
圧縮機

室外制御基板
パワトラ

圧縮機
室外制御基板

1回点滅連続
点滅消灯

　�操作弁閉運転

　�カレントカット（圧縮機過電流異常）

　�圧縮機起動異常

　�冷媒量不足
　�操作弁閉運転

　�DCファンモータ不良

　�室外制御基板不良

　�インバータ過電圧異常

　�圧縮機ロータロック異常

修　　理

修　　理

基板交換

基板交換

修理
方法

記載 
ページ 

温度センサ
交換修理

修　　理

交　　換

修　　理

交　　換

交　　換

修　　理
基板交換

1回点滅連続
点滅消灯 室外制御基板 　� 異常 修　　理

基板交換

1回点滅連続
点滅消灯 室外制御基板 　�カレントセーフ 基板交換

修　　理

操作弁開確認

操作弁開確認

基板交換

温度センサ
交換修理

温度センサ
交換修理

基板交換

温度センサ
交換修理

基板交換

温度センサ
交換修理

注⑴ 故障内容の※印は通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換した部品が悪かった
ことを判断できるケースを示します。

（単相機のみ）

3相機のみ

177

178

179

1回点滅
室外制御基板

電源配線連続
点滅消灯

　�室外電源T相欠相，ノイズフィルタ不良　

※�室外制御基板不良（電源入力回路不良）？ 基板交換
175,176

180

181

182,183

184

185

186

187

188

189

190

⒞　オプションコントローラ使用時の点検表示一覧
点　検　表　示

SL1N
SL2NA
SL4

室内制御基板
点 検 表 示
灯　（ 赤 ）

点検表示
灯　（赤）

点 検 表 示
灯　（ 赤 ）

正常表示
灯　（緑）

正常表示
灯　（緑）

室外制御基板

故障記号

故障箇所 故　障　内　容
修理
方法

連続
点滅

SL1N
SL2NA
SL4

◦通信異常（SL1N，SL2NA，SL4 本体の通信回路不良） 交　換消灯 点滅 点滅消灯
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■故障検知時期
区分 故　障　内　容

■故障の記憶とリセット
故　障　表　示 記　　　　憶 リ　セ　ッ　ト

室内一室外誤接続

リモコン・室内伝送不良

室内・外伝送不良

室内吸込温度センサ断線

室内熱交温度センサ断線，短絡

外気温度センサ断線

室外熱交温度センサ断線

故障記号

内機確認中

故　障　検　知　時　期

1回目の検知から60分以内に吸込温度センサ入力温度が-50℃以下を5秒
間以上計測した時

電源投入後リモコンと室内が1度以上通信した後，伝送不良が2分間
継続した時

室外コントローラと一度も通信していない状態。

室外と1度以上通信して後2分間連続して通信異常。

電源投入後（通電中）常時

1回目の検知から60分以内に熱交温度センサ温度が-50℃以下を5秒間
以上計測した時および70℃以上を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-55℃以下を5秒間以上
計測した時および電源投入時，20秒間に-55℃以下を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-55℃以下を5秒間以上
計測した時および電源投入時，20秒間に-55℃以下を連続5秒間検知した時

1回目の検知から40分以内に3回温度センサ入力温度が-25℃
以下を5秒間以上計測した時

�優先度の高いモードを記憶
�リモコンの運転／停止スイッチを押してユニット
　を停止する

�異常が復旧していれば再運転可能
�記憶は不可

�優先度の高いモードを記憶

リ モ コ ン の 故 障 記 号

室内・点検表示灯（赤）

室外・点検表示灯（赤）

室
　
　
　
　
　

内

室
　
　
　
　
　

外

ユニット接続台数オーバー
（1リモコン複数台制御時）

吐出管温度センサ断線

⒟　故障記号・点検表示灯の表示順序
■1種類の故障が発生
故障に応じた表示をそれぞれ行います。

区　　　　　分 表　　　示　　　区　　　分

優先度の高い故障を表示（複数の故障が現に継続している場合）

現在発生している故障を表示（先発の故障が自動復帰後，新たに故障が発生した場合）

リ モ コ ン の 故 障 記 号

室内制御基板の点検LED（赤）

室外制御基板の点検LED（赤）

■複数の故障が発生
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■故障モード記憶の解除（故障が復帰している場合）

3.7.2 故障診断の手順

故障 電源の確認
（室内・外）

点検表示
の確認
室内・外基板
リモコン

リモコンにて
異常運転

データチェック〔 〔
ユニット・
コントローラ
の点検

故障部品の
交換修理
試運転調整

故障が発生したら，次の手順で点検を進めてください。それぞれの点検方法の詳細は後述してあります。

故障診断は，点検表示又はユニットの運転状況（圧縮機が回らない，ファンが回らない，四方弁が切り換わらない等）に応じ
て室内コントローラの基板周辺の各コネクタ部で電圧（AC, DC）抵抗等を測定する等して不良部品を見つけ，下記の部品単
位で交換修理します。

⑴　室内基板関係の交換部品単位
制御基板，電源基板，温度センサ（吸込，室内熱交），リモコンスイッチ，リミットスイッチ，変圧器，ヒューズ
注⑴　強電回路・冷凍サイクルの部品は，通常の点検方法により判定してください。

⑵　基板交換要領
お願い　�ワイヤードリモコン使用機種は制御基板交換後，電源を投入した後に ｢リモコンによる機能設定｣ を参照し

室内コントローラの機能や用途に合せて設定を行ってください。

3.7.3 室内コントローラ基板の交換手順

● 交換工事は，この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行なってください。
● ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。

警告　　 　誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
注意　　 　誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

● 基板交換完了後，試運転を行い異常がないことを確認してください。

● 交換作業は，販売店または専門業者に依頼する。
ご自分で作業をされ不備があると，感電や火災の原因になります。

● 作業は，この交換要領書に従って確実に行う。　
作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

● 元電源を切った後，交換工事をする。
通電状態での基板交換は，感電・故障・動作不良の原因になります。ファンモータ他の接続機器破壊の原因になります。

● 配線は確実に接続し，端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
接続や固定が不完全な場合は，発熱・火災の原因になります。

● 基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認する。
交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

● 基板にコネクタを接続する際は，基板が変形しないように接続する。破損・故障の原因になります。
● コネクタは，確実に挿入しストッパを掛ける。火災・動作不良の原因になります。
● 配線は，かみ込んだり，つっぱらないように結束する。断線・変形して故障・感電の原因になることがあります。

安全上のご注意

　　　　　　　　　　警　　告！

　　　　　　　　　注　　意！

！
！

・リモコン故障モード記憶の解除
 点検 ボタンを押しながら タイマー ボタンを押すことにより，リモコンが記憶している故障モードの記憶を解除します。

・室内ユニット故障モード記憶の解除
 点検 ボタンを押しながら 換気 ボタンを押すことにより，リモコンは室内コントローラに異常履歴クリアを送信します。
送信された室内コントローラは，リモコンに対し異常なしを送信します。

②　RC-D4Gリモコンの場合

　・リモコン故障モード記憶の解除
      TOP画面より「メニュー」→「次ページ」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワード」入力→「セット」
      →「点検表示」→「異常履歴表示」の順でタッチする。
      画面上の「消去」→消去確認画面で「はい」の順でタッチすると，リモコンが記憶している異常履歴・異常発生時のデ
      ータの記憶をすべて消去します。
　・室内コントローラ故障モード記憶の解除
      TOP画面より「メニュー」→「次ページ」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワード」入力→「セット」
      →「点検表示」→「異常時運転データ消去」の順でタッチする。
      異常時運転データ消去画面で「はい」をタッチすると，リモコンは室内コントローラに異常履歴クリアを送信します。
      送信された室内コントローラは，リモコンに対し異常なしを送信します。

①　RC-DX2リモコンの場合
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⒜　制御基板

1) アドレス設定・仕様切換スイッチ設定をしてください。
    交換する基板と同一設定としてください。

2) 容量切換スイッチ(SW6)により容量を設定してください。
　 交換する基板と同一になります。

3) 基板を交換してください。
  a) 基板にコネクタ接続されている配線を全て取り外した後，基板を交換してください。
  b) 基板は，配線類をかみ込まないように固定してください。
  c) 基板へコネクタ接続してください。基板上のコネクタ色と配線コネクタ色を合わせて接続してください。

4) 制御基板
    基板の種類により部品実装が異なります。

項目 スイッチ
アドレス SW2

制御内容
1リモコン複数室内機制御

SW6
ON

1 2 3 4
(ACW40の場合)

○：ON　－：OFF機種
設定 -1 -2 -3 -4

WT36 ○ ○ － －

ACW25 － － － －
ACW40 － ○ － －
WT25 ○ － － －

SW6

項目 スイッチ
OFF
ON

試運転 SW7-1 通常運転
運転チェック

制御内容

PSB012D990C

部品番号
100

SW2（黒）
アドレス設定

SW5

CNT（青）
外部制御

CNN（黄）
熱交センサ

CNW2（白）
電源基板

CNZ（白）
HA

CNE（白）
RAMチェッカ

CNR（白）
インバータ
冷却ファン

SW6
機種設定

SW7
仕様設定

SW8
仕様設定

CNB（白）
リモコン

CNH（黒）
吸込センサ
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1) 基板を交換してください。
  a) 端子台（CNW0）に接続されている配線(黄／緑)のBOXねじ止め部のねじを外してください。
  b) 基板にコネクタ接続されている配線を全て取り外した後，基板を交換してください。
  c) 基板は、配線類をかみ込まないように固定してください。
  d) 基板へコネクタ接続してください。基板上のコネクタ色と配線コネクタ色を合わせて接続してください。
  e) a)で外した配線を元の場所にねじ止めしてください。

2) 電源基板
    基板の種類により部品実装が異なります。

部品番号

CNW3（白）
端子台

CNM1（白）
ファンモータ

CNW1（白）
制御基板

CNW0（白）
端子台

PSB012D992

⒝　電源基板

●ディップスイッチ設定表

SW2 0
SW6-1
SW6-2
SW7-1 OFF
SW7-2 OFF
SW7-3 ON
SW7-4 OFFー

パワフルモード 有効
ー
運転チェック・ドレン試運転 通常／運転チェック・ドレン試運転

有効／無効

通常

室内コントローラ機種容量切換 機種容量により切換 下表１参照

備   考

0-Fh

スイッチ 通常の設定

表1 : 室内コントローラ機種容量切換 (SW6)
0 : OFF 1 : ON

ACW25 ACW40 WT25 WT36
0 0 1 1
0 1 0 1

SW6-1
SW6-2

項       目

リモコン通信アドレス設定
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3.7.4 室外コントローラ基板の交換手順
室外コントローラの故障診断は，リモコンの故障記号，室外制御基板上の点検表示灯（赤・LED）及び正常表示灯（緑・LED）
の点滅パターンを確認して故障の概要とその原因，部位を推定した上で点検・修理を進めてください。
室内・外マイコンによる自己診断はマイコン異常の他，電源系統の異常，据付スペース，冷媒量不適等に起因するオーバー
ロード等を診断できるので，故障発見が円滑に行えます。
また，室外の点検表示灯は電源遮断する以外，故障が自動復帰した後も記憶され点滅を続けます。
故障復帰後，記憶されている故障より優先度の高いモードが発生すると，そのモードに切り替えて記憶します。

［電源のリセットについて］
室外制御基板交換をする場合及び点検をする場合，室外コントローラへの供給電源を遮断してもコントローラ内部の電解コ
ンデンサに電圧が残っていますので，作業をされる場合は感電にご注意ください。
電源遮断後，3分以上経過し，コントローラ内部赤LEDが10秒以上，消灯していることを確認してから作業を実施ください。
電解コンデンサ（C58）の両端の電圧（DC）を測定して十分に放電した事を確認してください。

（防湿コーティングしてあるため測定できないことがありますので，感電に注意して防湿剤を剥がして測定してください。）

⑴　室外コントローラ関係の交換部品単位
室外制御基板，インバータ基板，温度センサ（室外熱交，吐出管，外気，パワトラ），ヒューズ（電源，制御基板），ノイズフィ
ルタ，コンデンサ，リアクタ，変圧器

⑵　基板交換要領
安全上のご注意 

・ ここに示した注意事項は，安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってください。
表示と意味は次のようになっています。
！ 警告 誤った作業を行った時に，死亡や重傷等の重大な結果に結び付く可能性が大きいもの。
注意 誤った作業を行った時に，状況によっては重大な結果に結び付く可能性があるもの。

 
・ 基板交換はこの交換要領書に従って確実に行ってください。
    交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。
・ 基板交換時は，必ず室外ユニットの電源が切れていることを確認してから行ってください。
    通電状態での基板交換は，感電の原因になります。
・ 基板交換の作業終了後，電源投入前に基板と配線が正しく接続されていることを確認してください。
    交換作業に不備があると，感電や火災の原因になります。

・ 配線はつっぱらないように結束してください。感電の原因になることがあります。

！

  注意！

 ！ 警告

⒜　制御基板
下記の要領でコントロール基板の交換を行ってください。
1）　�基板交換作業は電源を切って3分以上放置し，基板上の赤色LED（LED１)が10秒以上消灯していることを確認

してから実施してください。
2）　電解コンデンサ C58の両端の電圧（DC）を測定して十分に放電したことを確認してください。

（防湿剤によりコーティングしてあるため測定できないことがありますので，感電に注意して防湿剤を剥がして
測定してください）

3）　�リアクタ，端子台等に接続されているハーネス及び基板に接続されているコネクタを外し、基板を交換してくだ
さい。

（基板交換後にタイラップバンドでハーネスを元通りに結束できるように注意してください）
4）　設定スイッチ SW7を交換前の基板に合わせて設定してください。
5）　�単相機の場合は，CNＸ1のジャンパコネクタを電源取りの方法に応じてCNＸ1，CNＸ2のいずれかに切り替え

てください。
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LED1(赤)SW7

SW7

C58

図1．三相機 コントロール基板部品配置図 

（部品面視） （半田面視）

図2．三相機 コントロール基板部品配置図

LED1(赤)
CNX2(室内室外別電源取り
又は室内電源取りの場合)

 
C58

図3．単相機 コントロール基板部品配置図

（部品面視）

CNX1
（室外電源取りの場合）

図4．単相機 コントロール基板部品配置図 

（半田面視） PSC012D016

⒝　ディップスイッチ設定表

試運転，ポンプダウン制御 ON／OFF

SW7-2
SW7-3
SW7-4

OFF：ＷＴ／ＯＮ：ＡＣＷ
OFF：P25／ＯＮ：P36（P40）

機種切換
機種切換

ＷＴ／ＡＣＷ
P25／P36（P40）

SW7-1 OFF

OFF

機種切換 通常／常時不暖回避 通常

メンテPCメンテPC／RAMチェッカメンテPC／RAMチェッカ切換

SW5-3 OFF

SW5-1 通常/強化 OFFデフロスト設定切換 通常
SW5-2 無効/有効 OFF外気冷房制御切換 無効

スイッチ 項      目 通常の設定 備     考

SW5-4 OFF冷房／暖房試運転切換 冷房／暖房 冷房
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3.7.5 リモコンによる異常運転データの確認
異常発生時の運転データを記憶し，リモコンから異常運転データの確認ができます。

⑴ RC-DX2 リモコンの場合
[操作手順]
①TOP画面より「メニュー」→「次ページ」→「サービス・メンテナンス」→「サービスパスワード」入力→
    「セット」→「点検表示」→「異常時運転データ表示」の順でタッチする。
②リモコンに接続されているユニットが１台の場合は，以下の表示となります。

1. 異常がある場合：「データ読込み中」の後，異常時の運転データが表示されます。
表示内容
・異常コード
・番号およびデータ項目

2. 異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
③リモコンに接続されているユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。

1. 異常がある場合：「室内機選択」画面で対象室内ユニットを選択→「データ読込み中」の後，異常時の
       運転データが表示されます。

表示内容
・室内機  No.
・異常コード
・番号およびデータ項目

2. 異常がない場合：「異常なし」を表示し，本モードを終了します。
　 注⑴「室内機選択」画面で接続台数が１ページを超える場合は，「次ページ」を選択してください。

④  運転／停止  ボタンを押すと， TOP画面に戻ります。
◎設定の途中で，「戻る」をタッチすると，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴ �異常運転データの確認は，リモコン2台で室内ユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はで

きません。）

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（ThO-R1）
23 室外熱交温度（ThO-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)

 
圧縮機回転数保護制御内容
異常検知制御内容

【リモコン運転データ表示】
 ・解除時まで表示
 ・重複時は，表示データの一番若い
    番号を表示する。

【共通事項】
  暖房時 ：室内回転数ダウン信号による保護
               制御中の場合は“４”を表示する。
  冷房･除湿時 ：室内回転数ダウン信号による
  冷房･除湿時 ：保護制御中の場合は“８”を
  冷房･除湿時 ：表示する。

正常
表 示 内 容 

ＴＤ保護
ＴＤ異常
ＣＴセーフ
高圧保護
高圧異常
低圧保護
低圧異常
アンチフロスト又は露付き保護
カレントカット
パワトラ保護
パワトラ異常（過熱）
圧力比制御
出力カットオフ（ノイズ停止）
露付き保護
２次ＣＴセーフ
圧縮機ロック停止又は脱調停止
起動不良停止

“１”
“２”
“３”
“４”
“５”
“６”
“７”
“８”
“９”

“０”
No

圧縮機保護ステータスNo. 33（左記異常運転データ）詳細
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（ThO-R1）
23 室外熱交温度（ThO-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT電流
30 SH制御値
31 実SH
32 実TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1ON／OFF 
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

“10”
“11”
“12”
“13”
“14”
“15”
“16”
“17”

異常運転データ(機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。)
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■異常運転データ
番号 データ項目
01 運転モード
02 設定温度
03 吸込温度
05 室内熱交温度（ThI-R1）
06 室内熱交温度（ThI-R2）
07 室内熱交温度（ThI-R3）
08 室内ファン速調
09 要求周波数
10 アンサー周波数
11 室内膨張弁開度
12 室内運転積算時間
21 外気温度
22 室外熱交温度（ThO-R1）
23 室外熱交温度（ThO-R2）
24 圧縮機周波数
25 高圧
26 低圧
27 吐出管温度
28 ドーム下温度
29 CT 電流
30 SH 制御値
31 実 SH
32 実 TDSH
33 圧縮機保護ステータスNo.
34 室外ファン速調
35 63H1 ON／OFF
36 デフロスト　ON／OFF
37 圧縮機運転積算時間
38 室外膨張弁開度（EEVC）
39 室外膨張弁開度（EEVH）

[操作手順]
① 点検 ボタンを押します。表示が「運転データ表示▼」となります。
② ▼ ボタンを一度押して，「エラーデータ表示▲」に切換えます。
③ セット ボタンを押すと，異常運転データ表示モードに入ります。
④リモコンに接続されているユニットが1台の場合は，以下の表示となります。

1. 異常履歴がある場合 : エラーコードと「データ確認中」を表示します。
「例」「E8」（エラーコード）
「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）
続いて，データが表示されます。⑧へお進みください。

2. 異常履歴がない場合 :「異常なし」を3秒間表示し，本モードを終了します。
⑤リモコンに接続されているユニットが複数台の場合は，以下の表示となります。

1. �異常履歴がある場合 : 接続されているユニットの中で，最も小さい室内アドレス番号とその室内ユニットのエラー
コードを表示します。

「例」�「E8」�「内000▲」（点滅）
2. 異常履歴がない場合 : アドレス番号表示のみとなります。

⑥ ▲  ▼ ボタンで，表示したい室内アドレスを選びます。
⑦ セット により確定します。（室内アドレスが点滅から点灯に変わります。）

「例」�「E8」
「内000」（選択した室内アドレスを2秒間点灯）→�「E8」

「データ確認中」（データを読み込む間点滅表示）続いて， データが表示されます。
異常履歴がないユニットを撰択した場合は，「異常なし」を3秒間表示し，室内アドレス表示に戻ります。

⑧ ▲  ▼ ボタンにより，異常運転データを確認できます。データ項目は下表をご覧ください。
注⑴ 機種により該当するデータがないものは，その項目は表示されません。

⑨ユニットを変更する場合は，エアコンNo. ボタンを押すことにより，ユニット選択表示に戻ります。
⑩ 運転／停止 ボタンを押すと，終了します。

◎設定の途中で，リセット ボタンを押すと，一回前の設定画面に戻ります。
注⑴ �異常運転データの確認は，リモコン2台でユニットを運転する場合，親りモコンのみ操作可能です。（子リモコンからの操作はできませ

ん。）

⑵ RC-D4G リモコンの場合
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3.7.6 パワトラモジュール（含むドライブ回路）点検方法
パワトラモジュールに 
割れ，焼損はないか 

10％以上の電流差がある。 
（加減速時はのぞく） 

OK 

NG 

圧縮機電流の 
相間バランスは良いか 

YES 

NO 

パワトラモジュール端子間に 
短絡はないか※1 

OK 

NG 

圧縮機運転 

正常 インバータ基板交換

※ 1　パワトラモジュール端子短絡点検要領
圧縮機の配線を外し，テスターで短絡チェックを 
してください。
P-U, P-V, P-W
N-U, N-V, N-W
P-N 端子間を点検
各端子は下記の場所がテスターを当てやすいです。
P	：パワトラ P 端子
N	：パワトラ N 端子
U	：圧縮機への赤ハーネス先端
V	：圧縮機への白ハーネス先端
W	：圧縮機への黒または青ハーネス先端

パワトラ短絡確認
インバータ不良判定用診断チェッカーを持っていないとき，パワトラ部品の端子間を測定しパワトラ不良かどううか診断する。

正常な値テスタ

端子(＋)

P
N
P
P
P
N
N
N
U
V
W
U
V
W

N
P
U
V
W
U
V
W
P
P
P
N
M
M

0～Ω
（数値の上昇）

数MΩ
（数値の上昇）

約180kΩ

約160kΩ

約240kΩ

端子(－) ACWP25, 40
WTP25, 36

測定値が0～数kΩの場合は，素子が破損している可能性があるので
パワトラ部品を交換してください。
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※2  インバータ不良判定用診断チェッカ
◆チェック要領
    ⑴　チェッカのセット手順
       ⒜　電源をOFFにします。（ブレーカOFF）
       ⒝　圧縮機のターミナルカバーを外して接続線（U，V，W）を外します。
       ⒞　チェッカの配線（U：赤, V：白, W：黒）を外した接続配線端子部に接続します。
    ⑵　判定運転方法
       ⒜　電源を投入し，冷房もしくは暖房試運転操作を実施してください。
       ⒝　6個のLEDの点滅状態を確認します。
       ⒞　LEDの点滅状態により判定

      ⒟　運転は2分程度で終了してください。

LEDの点滅状態

インバータ

6個のLEDが同じ
点滅をした場合

6個のLEDが消灯又は
数個のLED点滅の場合

正常 不良

LED

赤 

ファストン端子
圧縮機接続配線端子と接続する

白 
黒 U

V
W

品番 重工冷熱扱SA01927

■インバータ不良判定用診断チェッカ

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

LED1

LED3

LED5

LED2

LED4

LED6

点灯
消灯

ＬＥＤ点滅パターン

電源投入

試運転開始 試運転終了

⑴　        部の動作区間は下図のLED点滅パターンを
         繰り返します。

3分

繰り返し遷移
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 149 - ヒューズ点検：導通あること

※

F3(250V 2A)

DC240V

S

3
1

R

T
T2

T1

白

T9
黄/緑

黄/緑

250V 20A

FUSE

250V 20A

FUSE
T3

S

R

T

2

1

3

T7

T8

茶

T4

T5

T6

T10

T4 T5

L

CNW

M
CM

3～

室内用電源端子

灰

灰

U V W

黄
赤

赤

白 黒
橙

制御基板

黒

青

白

黒

青

黒

青

ノイズフィルタ
基板

◆本図は三相機を示します。単相機は電源部分が変わります。
★室外コントローラ点検ポイント
　　※印は電源ONにてチェックしてください。 

△

CNFAN

M FMo

64321

LED1

パワトラモジュール

赤

F2

(250V 20A)

DCリアクタ導通点検
50mΩ～100mΩ

パワトラモジュール点検：
短絡，開放，破損は無いか
（点検要領は147ページ参照）

室外DCファンモータ異常時：
（185ページ参照）

LED1（赤）点検
1～5回点滅：138ページ参照

ヒューズ点検：導通あること
不良の場合，制御基板交換

ノイズフィルタ点検：
導通あること，相間短絡ないこと

電源点検
・R.S.Tの電源を測定する（単相機はL1，L2）
 （AC200Vあれば正常です）

3.7.7 室
外

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

故
障

診
断

回
路

図

ヒューズ点検：導通あること

※

F3(250V 2A)

DC240V

S

3
1

R

T
T2

T1

白

T9
黄/緑

黄/緑

250V 20A

FUSE

250V 20A

FUSE
T3

S

R

T

2

1

3

T7

T8

茶

T4

T5

T6

T10

T4 T5

L

CNW

M
CM

3～

室内用電源端子

灰

灰

U V W

黄
赤

赤

白 黒
橙

制御基板

黒

青

白

黒

青

黒

青

ノイズフィルタ
基板

◆本図は三相機を示します。単相機は電源部分が変わります。
★室外コントローラ点検ポイント
　　※印は電源ONにてチェックしてください。 

△

CNFAN

M FMo

64321

LED1

パワトラモジュール

赤

F2

(250V 20A)

DCリアクタ導通点検
50mΩ～100mΩ

パワトラモジュール点検：
短絡，開放，破損は無いか
（点検要領は147ページ参照）

室外DCファンモータ異常時：
（185ページ参照）

LED1（赤）点検
1～5回点滅：138ページ参照

ヒューズ点検：導通あること
不良の場合，制御基板交換

ノイズフィルタ点検：
導通あること，相間短絡ないこと

電源点検
・R.S.Tの電源を測定する（単相機はL1，L2）
 （AC200Vあれば正常です）
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⑴　故障内容一覧
3.7.8 故障診断フロー

リモコン表示 故障内容 記載ページ
なし 運転するが，冷えない 151
なし 運転するが，暖まらない 152
なし 漏電ブレーカ作動 153
なし 音・振動が非常に大きい（その 1） 154
なし 音・振動が非常に大きい（その 2） 155
なし 音・振動が非常に大きい（その 3） 156
なし 電源系統異常（室外・室内基板への電源供給） 157
なし 電源系統異常（リモコンへの電源供給） 158
内機確認中 室内機点検（リモコン1台接続または2台接続時） 159
内機確認中 室内機点検（リモコン3台以上接続） 160
内機確認中 内機確認中 161 ～ 163
E1 室内・リモコン通信回路不良，リモコン線断線 164
E5 運転中に内外通信異常 165
E6 室内熱交温度センサ不良 166
E7 吸込温度センサ不良 167
E8 暖房過負荷運転 168
E10 1リモコン複数台制御時接続台数オーバー（17台以上） 169
E11 ユニットアドレス設定不良 170
E16 室内 DC ファンモータ異常 171
E19 運転チェックモード異常 172
E20 室内 DC ファンモータ回転異常 173
E28 リモコン温度センサ断線 174
E34 電源欠相（三相機のみ） 175，176
E35 冷房過負荷運転 177
E36 吐出管温度異常 178
E37 室外熱交温度センサ不良 179
E38 外気温度センサ不良 180
E39 吐出管温度センサ不良 181
E42 カレントカット（その 1，2） 182，183
E47 インバータ過電圧異常（単相機） 184
E48 室外 DCファンモータ異常 185
E51 パワートランジスタ異常 186
E57 冷媒量不足 187
E58 カレントセーフ 188
E59 圧縮機起動異常 189
E60 圧縮機ロータロック異常 190
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⑵　故障診断

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
なし 運転するが，冷えない連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

冷房温度差
10～20℃以
内 

室内側送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転準備
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から。
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外３５℃内２７℃ DB／１９℃ WB

⑴

正常です。
（本機は，電源リセッ
ト後再スタートする
場合圧縮機ドーム温
度検知によりソフト
スタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。
マイコン制御機能の
圧縮機回転数による
異常停止制御の内容
をご確認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルターの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルター詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内側ファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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なし 運転するが，暖まらない連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 

 

 
 

 

暖房温度差
10～30℃以
内 

室内側送風機の運転確認
吸込－吹出温度差の測定  

設置以降
の熱負荷
増加

リモコンで冷房・除湿・暖房の
運転を操作した際「運転準備
中」の表示（３秒間）がでる。

圧縮機回転
数が低い

内外の空気条件は，
定格条件付近か？

 

機種選定ミス，熱負荷再計

室外コントローラによる運転制御機能の
「圧縮機回転数の決定」および
「圧縮機回転数による保護制御」から。
該当する運転制御内容を確認してください。

ユニットは正常に運転し，圧縮機や各
部品を保護している可能性があります。
不明な点がございましたら，
弊社サービスセンターにご連絡ください。

算願います 

NO

YES

YES

NO 

YES

YES

YES

NO

NO

圧縮機は運転
しているか？ NO

YES

NO

注⑴　外7℃内２0℃ DB

⑴

正常です。
（本機は，電源リセッ
ト後再スタートする
場合圧縮機ドーム温
度検知によりソフト
スタートします。）

増設の検討が必要です。

圧縮機の冷凍機油保護制
御が作動しています。
制御内容は，マイコン
制御機能の圧縮機始動
制御をご覧ください。

異常検出制御により圧
縮機を停止させている
可能性があります。
マイコン制御機能の
圧縮機回転数による
異常停止制御の内容
をご確認ください。

下記点検を行う
・軽度フィルターの詰り
・軽度熱交換器の汚れ
・軽度ショートサーキット
・軽度冷媒量過不足
・圧縮機圧縮不良

該当する運転制御よ
り原因と思われる箇
所の点検を行う。

下記は参考にしてください。
・重度のフィルター詰り
・重度の熱交換器の汚れ
・重度のショートサーキット
・重度の冷媒量過不足
・圧縮機保護始動中
・室内側ファンタップ
・サイレントモードの有効設定

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・四方弁動作不良
・圧縮機の圧縮不良
・膨張弁動作不良

注記：
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表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 153 -

なし 漏電ブレーカ作動消灯 消灯

消灯 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵
抗OK？

各ハーネス類は
絶縁が確保されているか？
板金などの噛み込み

はないか？

 

 室外アース線／漏電しゃ断器チェック 
 
①アース線は，室外コントローラのアースねじ部から配電盤のアース端子
まで，単独の線で工事してください。（他のアース線との接続はしな
いでください） 
②漏電しゃ断器自体の誤作動を防止するため，高調波対応品である
か確認してください。 
 
※圧縮機の絶縁抵抗について 
●据付け直後，もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合，圧縮
　機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数MΩまで低下することがあり
　ます。絶縁抵抗が小さく，漏電ブレーカーが作動する場合は，以下の事項
　を確認ください。
①電源を投入し，6時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するか確認する。
　電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まっ
　た冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。
　本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカーの誤動作を防止する
　ため，高調波対応品を使用してください。

 

NO

YES

NO

YES

室外アース線／漏電しゃ断器
チェック  

圧縮機交換※

絶縁抵抗確保

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・圧縮機不良
・ノイズ

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 
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なし 音・振動が非常に大きい（その 1）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニットの設置にガタがある
 

【据付工事】
エアコンだ
けでなく建
屋全体から
の音・振動か

【製品】  
送風(ファン
単独)運転で
の音・振動か

 

ファンやル
ーバが他の
部品と接触
しているか

その2へ  

NO

NO

NO

NO

NO

YES

YES

YES 

 

YES YES

エアコン運転
中，停止直後
の音・振動か

停止後充分時間経過して音・振
動が大きい場合エアコンが原因
ではないと考えられます。

設置状態をよく見て設置状態を
修正したりゴムなどのクッショ
ン材を入れるなどしてガタをな
くしてください。

壁面，床面など強度不足の可能
性が考えられます。設置場所の
見直し，又は強度 UP の為の補
強を立ててください。

ユニットの傾き設置，ファンや
ルーバ，モータの取付け異常を
確認して接触原因を特定したあ
と修正してください。

熱交やフィルタに目詰りがある
場合は清掃してください。
また，ファンやモータの回転に
伴ってブーン，リーン，ウオン
ウオンといった音色の音・振動
を発生する場合がありますが異
常ではありません。

（耐え難い大きさの場合弊社に
ご相談ください。）

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

①据付工事不良
・設置時の防振対策不良
・取付面の強度不足

②製品不良
・工場出荷前／後不良

③運転調整不良
・冷媒の過多／不足など

注記：



- 154 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 155 -

なし 音・振動が非常に大きい（その２）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【製品側】
冷房／暖房
運転が正常
な状態での
音・振動か

配管がケー
シングに接
触している

シュー，ゴー
など連続的
な音が発生

その 1から

その３へ 
起動・停止時
シュー，シャー
音が発生

暖房時の除
霜開始・終了
でブシュー音
が発生

暖房運転で
ビシッビシッ
音が発生

冷房運転中
停止後でシュー
音が発生

NO

YES
NO

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

ケーシングに接触しないように
配管引き回しを修正します

エアコン内部の配管中をガス冷
媒や液冷媒が流れることで発生
する音・振動です。特に冷房中
や暖房時の除霜中は発生しやす
く異常ではありません。

冷媒が流れ始めたり流れが止ま
ることで発生する音・振動です，
異常ではありません。

暖房時の除霜開始・終了では四
方弁の切り替えによって冷媒の
流れ方向を反転させています。
この際，配管内に大きな圧力変
化が起きるためブシューといっ
た音色の音が発生します。また，
上記のシャー，シュー音も発生
します，異常ではありません。

暖房運転開始・停止後や除霜中
において，急激な温度変化によ
り樹脂部品が収縮・膨張するこ
とで発生する音です，異常では
ありません。

室内側ドレン水を排出するドレ
ンポンプの運転音です。冷房運
転停止後も 5 分間運転します，
異常ではありません。

減圧 ( 膨張弁 )，キャピラリ部
など発生源と考えられる部位に
防音用ダンパーシーラントを貼
り付けてください。

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 156 - - 157 -

なし 音・振動が非常に大きい（その３）－ －

－ －

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

【運転調整】 
冷房／暖房運転が不良な
状態での音・振動か

その２から 

YES

冷房／暖房運転で温
度が適正でない不良
な状態の場合，以下の
懸念があります。

・冷媒の過多充填
・冷媒の不足充填
・空気，窒素などの

混入

このため，冷媒回収、
真空乾燥，冷媒再充填
を実施してください。

※音・振動はさまざま
なことが原因となっ
て発生するため，上記
の内容に当てはまら
ない場合があると思
われます。
その場合，以下の点を
確認・メモした後弊社
にご相談願います。

・冷房／暖房／送風
・起動／停止／運転中
・運転状態
　（室内外温度、圧力）
・発生時間
・圧縮機回転数，熱交

センサ温度，電子
膨張弁開度等のリ
モコンによる運転
データ

・音色
・その他気付き事項

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

注記：



- 156 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 157 -

なし 電源系統異常
（室外・室内基板への電源供給）

消灯 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室内端子台
①-②間AC２００V?

CNW2の
④-⑤間DC5V？

JX1は開放

室外端子台
①-②間AC２００V?

CNWOの
①-③間の抵抗チェック

OK？

FMの
抵抗チェック

ヒューズOK
（2個）

YES

YES

YES

YES

YES

YES

YES

NO

NO

NO

NO

NO

NO

NO

注⑴

⑴
⑤がGND

室外制御基板（ノイズ
フィルタ）不良→交換

渡り配線の誤接続断
線

室内電源基板不良→
交換

FM 交換

ヒューズ交換

室内制御（電源）基板
不良→交換

JX1 を開放

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・�渡り配線，誤接続 or 断
線

・ヒューズの断線
・室内電源基板不良
・ハーネス断線
・室内制御基板不良
・�室外制御基板（ノイズフィ

ルタ）不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 158 - - 159 -

なし 電源系統異常
（リモコンへの電源供給）

連続点滅 消灯

連続点滅 2回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

修正

配線交換

リモコン交換

室内電源基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・リモコン線断線 / 短絡
・リモコン不良
・ノイズ誤動作
・室内電源基板不良
・ハーネス断線
・室内制御基板不良

注記：

リモコン配線の
ゆるみはないか？

リモコン線が
断線／短絡

YES

YES

YES

リモコン線を 
はずす

NO

室内端子台
X-Y間の電圧
DC15V以上？

CNW2①②間
DC180V？

NO

NO

YES



- 158 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 159 -

内機確認中 室内機点検
（リモコン 1 台接続または 2 台接続時）

連続点滅 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

SW1 を「親」に設定

アドレス再設定
（SW2）

リモコン線を強電線
とはなす

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

電源投入後 ,30 分以上室内
コントローラと通信でき
ない。

（リモコン側）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・設定不良
・周囲環境
・リモコン通信回路不良

注記：リモコン表示は「内機確認中」から 30 分後，異常検出すると「室内機点検」に表示が変わります。

リモコンを2台
接続？

子リモコンの
⑴，⑵

注⑴ SW1にて親子の
設定を行う。

注⑵ リモコンのLCDに
「子」の表示あり。

⑵

設定となっている

正常復帰？

1台を親

子機に修正
機に，もう1台を

復数の室

レスになっている
間ユニットが同じアド

リモコン線が

ている
強電線と並走し

 

NO
YES

YES

NO

NO

NO

NO

YES

YES



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 160 - - 161 -

内機確認中 室内機点検
（リモコン 3 台以上接続）

連続点滅 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

2 台以下に変更する

リモコンを親に設定
する（SW1）

アドレス変更（SW2）

親に変更（SW5-1.2）

修正

修正

室外制御基板不良→
交換

渡り線断線→修正

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源投入後，30 分以上室
内コントローラ通信でき
ない

（リモコン側）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・設定不良
・周囲環境
・リモコン通信回路不良
・室外制御基板不良
・室内制御基板不良

注記：リモコン表示は「内機確認中」から 30 分後，異常検出すると「室内機点検」に表示が変わります。

NO

NO

NO

NO

NO

リモコンが
3台以上接統
されている

リモコン表示が
｢子｣になっている

YES

複数のユニット
が同じアドレスになって

いる

子室内の
設定となっている

SW5-1，2

内外渡り線
の端子のゆる
み，誤接続

アース線の
接続はよいか？

室外端子台②～③
間電圧DC約20V?

室内端子台②～③
間電圧DC約20V?

YES

YES

YES

NO

NO

NO

YES

YES

YES

YES



- 160 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 161 -

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後 2 分待っても
リコモン LCD「内機確認
中」表示のままの場合

診　断 処　置

電源ヒューズ  
交換へ

NO

YES

YES

NO

YES

電源投入後2分待ってもリモ
コンLCD内機確認中表示の
まま  

一旦ブレーカを遮断し3分後  
に再度ブレーカを投入する  

正常復帰？

YES

YES

NO

NO

NO

 

YES

NO

ノイズフィルタ2次側に
AC200Vあるか？

ノイズフィルタ･室外制御
基板間の接続線は良いか？ NO

室内緑LEDは
点滅しているか？  

室外赤LEDは
2回点滅しているか？

室内・室外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台②～③間
電圧はDC約20V？

YES

NO

室内側端子台②～③間
電圧はDC約20V?

NO

YES

室外端子台一室外
制御基板間の電源ヒューズ

は溶断していないか？ 
次ページ参照

ノイズフィルタ交換

正しく接続する

室内制御基板不良→
交換

室内制御基板不良→
交換
リモコン不良→交換
リモコン線 Y 断線→交換
室内・外接続線修正

室外制御基板不良→
交換

接続線不良（断線）
ノイズ
室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良

注記：通信中に異常が発生した場合は故障記号 E5 を表示します。（室外赤 LED2 回点滅）点検要領は上記と同一です。（但し，接続関連は除く） 
また，E5 発生後電源リセットした場合，異常が継続しておれば LCD「内機確認中」表示になります。短時間（1 分以内）にブレーカ電源
投入を繰り返すと「内機確認中」表示することがあります。この場合，ブレーカを OFF して 3 分お待ちください。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 162 - - 163 -

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

ヒューズ溶断の場合，電
源ヒューズ交換前のイン
バータ点検方法

診　断 処　置

ノイズフィルタ
交換

YES

YES

NO

YES

室外制御基板
交換

NO

リアクタ
交換

NO

ノイズフィルタ
相関短絡ないか 

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れ焼損ないか 

リアクタ異常
ないか？

ヒューズ交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・室外制御基板不良
・リアクタ不良

注記：



- 162 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 163 -

内機確認中 内機確認中連続点滅 消灯

連続点滅 2 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種

電源投入後リモコン無表
示の場合

診　断 処　置

YES

NO

YES

電源投入後
リモコン無表示

YES

NO 

NO

NO

YES

NO

YES

室内緑LEDは
点滅しているか

室内制御基板の
ヒューズは良いか

リモコンをはずした状態で
リモコン側の線間に電圧
約DC10～11Vあるか

室外赤LEDは
2回点滅しているか

室内・外接続線は
正規に接続されているか

室外側端子台②～③間
電圧DC約20V?

NO

YES

室内側端子台②～③間
電圧DC約20V?

YES

NO

NO

ヒューズ交換

リモコン線短絡

リモコン不良→交換

室内制御基板不良→
交換
リモコン不良→交換
リモコン線X又はY断線

接続線修正

室外制御基板不良→
交換

接続線不良（断線）
ノイズ

室内制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

３．異常発生条件

４．予想原因

・ヒューズの断線
・ノイズフィルタの故障
・基板間の接続
・ヒューズ溶断
・室内制御基板不良
・リモコン不良
・リモコン線断線
・室外制御基板不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 164 - - 165 -

E1
室内・リモコン通信回路不良

リモコン線断線
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

ノイズによる誤動作
周辺環境確認

室内制御基板不良→
交換

リモコン不良→交換

２．異常検出方法

リモコン－ユニット間の
通信が運転中に 2 分以上
正常にできない場合（リ
モコンでのみ検出）

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・�リモコン－ユニット間
通信回路不良

・ノイズ
・室内制御基板不良
・リモコン不良

注記：室内側ではリモコンと 180 秒間正常に通信できない場合，室内コントローラの基板は自動的にリセッ
トスタートします。

SW7-1をOFF→ON
内外渡り線③を外す

電源リセット

注⑴　3分以上経過しても，リモコン表示が
 「内機確認中」のままかどうか？

YES
電源リセットで
正常復帰できるか？

NO

YES1分後自動的に
運転を開始するか？

NO



- 164 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 165 -

E5 運転中に内外通信異常連続点滅 2 回点滅

連続点滅 下記参照

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

リモコンLCD
正常に戻ったか

電源リセット

NO

YES

NO

・室外赤LEDが消灯

室外
側で信号線の接続

ＯＫ？

室内～
室外間信号線の
接続ＯＫ？

リモコンLCDは
正常に戻ったか

注⑴　室外端子台での接続不良（外れ，緩み）を点検

電源リセット

注⑵　室内～室外間信号線の接続  
 不良又は断線を点検。

YES

NO

YES

NO

YES

NO

・室外赤LEDが2回点滅の場合

・室外LED赤および緑とも消灯
 「内機確認中」表示の診断をご覧ください。

信号線修理

信号線修理

「内機確認中」表示の
診断へ

ユニットは正常です。
（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

室外制御基板不良→
交換

（ネットワーク通信回
路不良）
ユニットは正常です。

（一過性ノイズ等によ
る誤作動）

２．異常検出方法

室内－室外が 2 分以上正
常に通信できない場合

３．異常発生条件

運転中，同上を検知

４．予想原因

・号機設定ミス
・リモコン配線断線
・リモコン配線接続不良
・室外制御基板不良

注記：ポンプダウンスイッチを押すと，室内コントローラとの通信をキャンセルするため，室内コントロー
ラ及びリモコンには“伝送異常・E5”が表示されますが異常ではありません。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 166 - - 167 -

E6 室内熱交温度センサ不良連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

室内熱交温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

室内熱交温度センサの
特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15 

10

5 

0 10 30 40 20 50 

25℃で5kΩ

室内熱交温度センサ特性は下図参照

修正→コネクタ接続

室内熱交温度センサ
不良→交換

室内制御基板不良→
交換

（室内熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室 内 熱 交 温 度 セ ン サ
（ThI-R1，R2，R3，）の異
常低温および異常高温（抵
抗）を検知

３．異常発生条件

・温度センサがー40℃以下を
連続 5 秒間検知（断線）
した場合は圧縮機を停止
します。3 分遅延後に圧
縮機を再起動させ，1 回
目の検知から 60 分以内
に再検知した場合。

・70℃以上を連続 5 秒間検知
（短絡）

４．予想原因

・�室内熱交センサコネク
タ不良

・室内熱交センサ不良
・室内制御基板不良

注記：



- 166 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 167 -

E7 吸込温度センサ不良連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

NO

YES

吸込温度センサ
コネクタの接続
はOKか？

吸込温度センサ
の特性はOKか？

YES

温度－抵抗特性 

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

（kΩ）

温　度  （℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

吸込温度センサ特性は下図参照

修正→コネクタ接続

吸込温度センサ不良
→交換

室内制御基板不良→
交換

（吸込温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

室 内 吸 込 温 度 セ ン サ
（ThI-A）の異常低温およ
び異常高温（抵抗）を検
知

３．異常発生条件

・温度センサがー20℃以下
を連続 5 秒間検知した
場合は圧縮機を停止し
ます。3 分遅延後に圧
縮 機 を 再 起 動 さ せ，1
回目の検知から 60 分以
内に再検知した場合。

４．予想原因

・�吸込温度センサコネクタ
不良

・吸込温度センサ不良
・室内制御基板不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 168 - - 169 -

E8 暖房過負荷運転連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

エアフィルタ
が目詰まりして
いるか

室内熱交温度センサ
の接続はOKか

室内熱交温度センサ
の特性はOKか

NO

リモコンで異常データ点検

YES

暖房過負荷状態か

注⑴　過負荷状態か否かの点検は次によってください。
     ▲ショートサーキットは無いか
     ▲室内熱交換器の汚れ，つまりは無いか
     ▲室外ファンコントロールは正常か
     ▲室内・外気温が高すぎないか
注⑵　室内熱交温度センサの特性は，故障表示E6をご覧ください。

YES

NO

YES

NO

異常停止

復帰

室内熱交温度（℃） 
51   　　 58 

室内熱交温度センサ特性は166ページ参照

洗浄

室内熱交温度センサ
コネクタ不良→修正

室内熱交温度セン不
良→交換

冷媒系統点検

調整

２．異常検出方法

室 内 熱 交 温 度 セ ン サ
（ThI-R1，R2，R3）

３．異常発生条件

1 回目の検知から 60 分以
内に 5 回検知した時，ま
たは過負荷状態を連続 6 分
間感知した場合。

４．予想原因

・エアフィルタ目詰まり
・�室内熱交温度センサコ

ネクタ不良
・�室内熱交温度センサ不

良
・冷媒系統異常

注記：�暖房；圧縮機始動後，室内熱交温度（ThI-R）により圧縮機の回転数を下げ高圧制御します。



- 168 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 169 -

E10
   1 リモコン複数台制御時

接続台数オーバー（17 台以上）
連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

1個のリモコンに17台
以上接続していないか NO

YES

リモコン不良→交換

16 台以下に変更２．異常検出方法

1 リモコンでユニット 17
台以上を検知した時

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・接続台数オーバー
・リモコン不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 170 - - 171 -

E11 ユニットアドレス設定不良連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

ユニット
アドレス設定を

リモコンアドレス
で設定した

設定

アドレス設定方法変更
室内コントローラ制御
基板上のディップス
イッチSW2及びSW5-1, 
2（親・子設定）でアドレ
ス設定を行う。



- 170 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 171 -

E16 室内 DCファンモータ異常連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

CNM①-④間にDC280Ｖの
電圧はあるか？

ヒューズF3が
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES NO

YES

NO

YES

注⑴　④がGNDです。

電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータ
と電源基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，制御基板を交換
してください）

一過性 
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータの実回 
転 が 30 秒 連 続 し て
200minー 1 以下になると圧
縮機，室内ファンモータ
を停止します。2 秒遅延
後自動復帰しますが 60 分
以内に 4 回作動した場合。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・�ファンモータの回転部

の異物
・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 172 - - 173 -

E19    運転チェックモード異常連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

SW7-1がON?

電源ONと同時にE19発生

NO

YES

室内制御基板不良→
交換（SW 不良）

SW7-1 を OFF し電源
をリセット

２．異常検出方法

E19 発生

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・SW 設定ミス
（SW の戻し忘れ）
・室内制御基板不良
（SW 不良）

注記：



- 172 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 173 -

E20 室内 DCファンモータ回転異常連続点滅 1 回点滅

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

CNM①-④間にDC280Ｖの
電圧はあるか？

ヒューズF3が
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES NO

YES

NO

YES

注⑴　④がGNDです。

電源リセット

異物を取り除く

ファンモータを交換

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータ
と電源基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，制御基板を交換
してください）

一過性 
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室内ファンモータ回転数

３．異常発生条件

室内ファンモータ回転指
令が 2 分経過しても要求
回転数－50min －1 に達し
ないときは，ファンモー
タ回転異常を検出し停止
します。

４．予想原因

・室内電源基板不良
・�ファンモータの回転部の異物
・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断
・外来ノイズ，サージ
・ACW（高性能フィルタ付）

高性能フィルタの付け忘れ
・ACW，WT（高性能フィルタ

無）高天井設定に誤って設定

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 174 - - 175 -

E28 リモコン温度センサ断線連続点滅 消灯

連続点滅 消灯

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

NO

YES

リモコン温度センサの
接続はよいか

リモコン温度
センサの特性は良いか
断線は無いか？

リモコン温度センサ抵抗温度特性（ThC） 

0 
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12 
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28 
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42 

44 

16 
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13 
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11 
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46 

48 

50 

52 

54 

56 

58 

60 

8.5

7.8

7.3

6.7

6.3

5.8

5.4

5.0

温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ） 温度（℃） 抵抗値（kΩ）

修正

リモコン温度センサ
不良→交換

リモコン基板不良→  
交換

（リモコン温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

リ モ コ ン 温 度 セ ン サ
（Thc）の異常低温（抵抗）
を検知

３．異常発生条件

温度センサが－ 50℃以下
を連続 5 秒間検知した場
合は圧縮機を停止します。
3 分間延長後に圧縮機を
再起動させ，1 回目の検
知から 60 分間以内に再
検知した場合。

４．予想原因

・�リモコン温度センサ接
続不良

・�リモコン温度センサ不
良

・リモコン基板不良

注記：リモコンセンサ無効→有効切り替えの 10 秒間以降は，断線しても E28 は表示しません。同時に使
用するセンサをリモコン→室内吸込温度センサに変更します。リモコンセンサを有効にしても点検
表示の吸込温度表示は室内吸込温度センサの値となります。



- 174 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 175 -

E34 電源欠相
（三相機のみ）

連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種三相機のみ 診　断 処　置

インバータ点検
※次ページ参照  

YES

YES

NO

YES

電源電圧測定
各相間AC200V

電源ヒューズ溶断ないか？

ノイズフィルタ
2次側各相間にAC200Vあるか？

ノイズフィルタと室外ユニット
制御基板間の結線はよいか

NO

NO

NO

YES

電源点検

ヒューズ交換

ノイズフィルタ不良
→交換

正しく接続する

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

電源 ON 後，5 秒間連続し
て R・S・T 相何れかの電
圧が AC0V の場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・�ノイズフィルタ制御基

板結線不良
・室外制御基板不良
・室外ファンモータ不良
・ノイズフィルタ配線不良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 176 - - 177 -

E34 電源欠相（続き）
（三相機のみ）

連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種三相機のみ
電源ヒューズ交換前のイ
ンバータ点検方法

診　断 処　置

ノイズフィルタ交換
YES

室外制御基板，
パワトラモジュール，
ダイオードスタック交換

電源ヒューズ交換

リアクタ交換

NO

ノイズフィルタ
相間短絡ないか

パワトラモジュールや
ダイオードスタックに
割れ焼損ないか

リアクタ異常
ないか？

YES

YES

NO

NO

２．異常検出方法

電源 ON 後，5 秒間連続し
て R・S・T 相何れかの電
圧が AC0V の場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・電源異常
・電源ヒューズ溶断
・ノイズフィルタ不良
・�ノイズフィルタ結線不

良
・室外制御基板不良
・リアクタ不良

注記：



- 176 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 177 -

E35 冷房過負荷運転連続点滅 消灯

－ 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサ特性は

正常か

異常検知温度
（実測）は正しいか

YES

YES

冷房過負荷運転？

高圧制御は正常か？ NO

NO

NO

NO

YES

YES

注⑴室外熱交温度特性は179ページ参照 

※ 
制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による保護
制御，冷房高圧保護をご覧ください。

室外熱交温度センサ
交換

ユニット側を点検して
ください
・室外ユニットはショート

サーキットしていないか
・据付スペースは適正か
・�熱交換器の汚れ，詰り

はないか

制御動作チェック ※

室外制御基板不良→
交換

冷媒量過多 : 冷媒計量
再チャージ

２．異常検出方法

室外熱交温度が 63℃（外
気温度が 32℃未満：56℃）
以上を検知した場合。

３．異常発生条件

室外熱交温度異常が 60
分以内に 5 回，或いは圧
縮機停止中も含め異常検
出状態が 10 分間連続し
た場合。

４．予想原因

・�室外熱交温度センサ不
良

・室外制御基板不良
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ

ト
・熱交換器の汚れ，詰り
・冷媒量過多

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 178 - - 179 -

E36 吐出管温度異常連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

制御内容は対応する機種のマイコン制御機能の圧縮機回転数による
保護制御，冷房高圧保護をご覧ください。

 

吐出管
温度センサ特性は

正常か

吐出管温度
制御は正常か？

NO

YES

異常検知温度
（実測）は正しいか

YES

YES

冷暖運転時
吐出管温度異常？

YES

注⑴吐出管温度特性は181ページ参照 

※

NO

NO

NO

吐出管温度センサ交換

冷媒量不足 : 冷媒計量
再チャージ

制御動作チェック ※

室外制御基板不良→
交換

ユニット側を点検して
ください
・�フィルタは詰まってい

ないか
・�室内／外の据付スペー

スは適正か
・�ショートサーキットし

ていないか
・�室内熱交換器の汚れ，

詰りはないか

２．異常検出方法

異常検出方法については
対応する機種のマイコン
制御機能の圧縮機回転数
による保護制御，冷房高
圧保護をご覧ください。

３．異常発生条件

吐出管温度異常が 60 分
以内に 2 回。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・吐出管温度センサ不良
・フィルタ詰り
・室内外の据付スペース
・室内外ショートサーキッ

ト
・熱交換器の汚れ，詰り

注記：



- 178 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 179 -

E37 室外熱交温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

室外熱交
温度センサコネクタ
の接続はOK

YES

室外熱交
温度センサ特性は

OKか

NO

室外熱交温度センサ特性は下図グラフ参照

YES

　
温度̶抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

温　度（℃）

15

10

5 

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

NO

コネクタを修正

室外熱交温度センサ
不良→交換

室外制御基板不良→
交換

（室外熱交温度センサ
入力回路不良）

２．異常検出方法

室外熱交温度センサの異
常低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・圧縮機 ON 後 2 分～ 2
分 20 秒の間に温度セン
サが－ 55℃以下を連続
5 秒検知すると圧縮機
を停止，3 分遅延後に
圧縮機を再起動させ 40
分に 3 回検知した場合。

・電源投入時，20 秒の間
に連続 5 秒間－ 55℃以
下を検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断

線（モールド部を確認）
・�配線接合部（コネクタ）

のはずれ

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 180 - - 181 -

E38 外気温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

外気
温度センサコネクタ
の接続はO Kか

YES

外気
温度センサ特性は

OKか

NO

外気温度センサ特性は下図参照  

YES

温度－抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ
（kΩ）

NO

コネクタを修正

外気温度センサ不良
→交換

室外制御基板不良→
交換

（外気温度センサ入力
回路不良）

２．異常検出方法

外気温度センサの異常低
温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

・�圧 縮 機 ON 後 2 分 ～ 2
分 20 秒の間に温度セン
サが－ 55℃以下を連続
5 秒検知すると圧縮機を
停止，3 分遅延後に圧縮
機を再起動させ 40 分に
3 回検知した場合。

・�電源投入時，20 秒の間
に連続 5 秒間－ 55℃以
下を検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断

線（モールド部を確認）
・�配線接合部（コネクタ）

のはずれ

注記：



- 180 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 181 -

E39 吐出管温度センサ不良連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

コネクタを修正

吐出管温度センサ不
良→交換

室外制御基板不良→
交換

（吐出管温度センサ入
力回路不良）

２．異常検出方法

吐出管温度センサの異常
低温（抵抗）を検知

３．異常発生条件

圧縮機 ON 後 10 分～10
分 20 秒の間に温度セン
サが－25℃以下を連続 5
秒検知すると圧縮機を停
止，3 分遅延後に圧縮機
を再起動させ 40 分に 3
回検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�センサ配線，感温部の断

線（モールド部を確認）
・配線接合部（コネクタ）

のはずれ

注記：

吐出管
温度センサコネクタ
の接続はOKか

YES

吐出管
温度センサ特性は

OKか

NO

吐出管温度センサ特性は下図グラフ参照  

YES

1401201008060402000

100

50

温
度
セ
ン
サ
抵
抗

（kΩ）

温     度（℃）

温度－抵抗特性

NO



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 182 - - 183 -

E42 カレントカット（その１）連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

電源電圧は
適正か？

YES

NO

次ページへ続く

運転中の
高圧圧力は
適正か？

YES

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵抗⑴
チェック

YES

⑴　0.4Ω以上（25℃） 

NO

NO

電源点検

冷媒量・冷媒回路点検。
※過渡的な圧力上昇の

場合および試運転時，
数回繰り返すうちに
圧縮機内の液冷媒が
圧縮機外へ排出され
て改善復帰すること
があります。

圧縮機交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3 分遅延後，
再始動しますが 40分間に
3 回作動した時。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・�パワトラモジュール不

良

注記：



- 182 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 183 -

E42 カレントカット（その２）連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

（2～3回）
電源リセットすれ
ば正常になるか

NO

YES

・一過性のノイズによる誤動作が考えられ
ます。ノイズ源があれば対策してください。

パワトラ

（147ページ参照）
モジュール点検 NG

     

     

     

・ユニットの据付スペースは適正か
・ユニットにショートサーキットはないか
・冷房時：室外ファンモータは回っているか

フィルタ目詰まりしていないか
・暖房時：室内ファンモータは回っているか

フィルタ目詰まりしていないか
・圧縮機への液バックはないか

過熱度制御は正常か
・圧縮機に異常音はないか

OK

続き

室外制御基板不良→
交換

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

インバータ部の過電流を
防止，電流が設定値を超
えると圧縮機を停止させ
ます。

３．異常発生条件

インバータ出力電流が設
定値を超えると圧縮機を
停止します。3 分遅延後，
再始動しますが 40分間に
3 回作動した時。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・電源不良
・冷媒量不良
・圧縮機不良
・�パワトラモジュール不

良

注記：



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 184 - - 185 -

E47 　  インバータ過電圧異常（単相機）連続点滅 消灯

－ 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

単相機のみ 診　断 処　置

塵埃・汚れ等の異物を
取り除く

ヒューズ交換

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

コンバータ電圧が DC390V
を超えた場合（20 分間に 3
回）異常表示。3 分経過後に
リモコンからのりセット可
能。

３．異常発生条件

同上。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断

注記：

YES

NO
制御基板の

半田面に塵埃・汚れ等の
異物はないか？

YES

ヒューズF3
（250V，2A）は溶断
していないか？

NO



- 184 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 185 -

E48 　　室外 DC ファンモータ異常連続点滅 消灯

－ 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

異物を取り除く

ファンモータを交換
⑥（Vm）；赤と
④（GND）：黒の間に抵
抗値が，1ｋΩ以下であ
れば故障

電源電圧を点検して
ください

故障したファンモータ
と制御基板を交換

ファンモータを交換
（ファンモータを交換
しても異常が出る場合
には，室外制御基板を
交換してください）

一過性
ノイズが乗ったこと
による

２．異常検出方法

室外ファンモータ回転数

３．異常発生条件

DC ファンモータ出力 ON
時，ファンモータ回転数
が 75min－1 以 下 を 30 秒
以上継続すると圧縮機を
停止，3 分遅延後に圧縮
機を再起動させ 60 分以
内に 5 回検知した場合。

４．予想原因

・室外制御基板不良
・�ファンモータの回転部

の異物
・ファンモータ不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ F3 溶断

注記：E48 発生時は，ほとんどの場合制御基板上の F3 ヒューズ（2A）が断線しています。ファンモータ破
損により，ヒューズが断線して E48 に至るケースが多く，制御基板（ヒューズ）交換のみを実施した
場合には他のトラブル（※ 1）を発生するケースがありますので F3 ヒューズ断線時には，必ずファン
モータの故障有無をチェックし，ファンモータ交換後に通電確認を実施してください。ファンモー
タの故障有無未確認のまま電源投入しないでください。（※ 1：内機確認中表示／室外制御基板 LED 消
灯，インバータ通信異常（E45）といった，一見ファンモータ異常と関係の無い異常が発生します。）

YES

NO

ファンモータ
の回転部に異物が挟
まっているか？

NO

手でファンを空回し
したら，なめらか
に回転するか？

NO
ファンモータコネクタ

（CNFAN④（クロ）－⑥（アカ）の間）
にDC280Ｖの電圧
はあるか？

ヒューズF3が
溶断しているか？

正常になったか？

YES

YES
NO

YES

NO

YES

電源リセット



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 186 - - 187 -

E51 パワートランジスタ異常連続点滅 消灯

－ 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

YES

NO
制御基板の

半田面に塵埃・汚れ等の
異物はないか？

YES
ヒューズF2

（250V，20A）は溶断
していないか？

NO

塵埃・汚れ等の異物を
取り除く

ヒューズ交換

室外制御基板不良
→交換

２．異常検出方法

パワートランジスタの一
次側の電流値が設定値を
超えた場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・室外制御基板不良
・制御基板の塵埃
・ヒューズ溶断

注記：



- 186 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 187 -

E57 冷媒量不足連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

NO

YES

室内熱交・吸込温度
センサコネクタの接続は

OKか

NO

YES

NO

YES

室内熱交・吸込
温度センサの特性は

OKか

運転中の低圧
圧力は適正か？

室内熱交・吸込温度センサ
温度一抵抗特性

温
度
セ
ン
サ
抵
抗
　

温　度（℃）

15

10

5

0 10 30 4020 50

25℃で5kΩ

（kΩ）

室内熱交・吸込温度センサ特性は
下図参照

室内熱交・吸入温度セ
ンサコネクタ接続修正

室内熱交・吸入温度セ
ンサコネクタ不良→
交換

冷媒チャージ

室内制御基板不良→
交換

（室内熱交・吸入温度
センサ入力回路不良）

２．異常検出方法

・�室 内 熱 交 温 度（ThI-R）
と室内吸込温度（ThI-A）
差を検知しガスロー状
態を判断します。

３．異常発生条件

冷媒量不足異常を 60 分以
内に 2 回検知した場合。

４．予想原因

・�室内熱交温度センサ不
良

・�室内吸込温度センサ不
良

・室内制御基板不良
・冷媒不足

注記：�冷媒量不足保護制御は圧縮機始動から冷房・除湿 : 1 分，暖房 9 分経過後に室内熱交温度（ThI-R）と室内
吸込温度（ThI-A）差を検知しガスロー状態を判断し圧縮機を停止します。（冷房：室内吸込温度（ThI-A）-
室内熱交温度（ThI-R）≧ 4deg，暖房：室内熱交温度（ThI-R）- 室内吸込温度（ThI-A）≦ 4deg）



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 188 - - 189 -

E58 カレントセーフ連続点滅 消灯

－ 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

冷媒量は適正か？

YES

室外ユニット
の通風状態は良

いか？

NO

YES

圧縮機を
点検し正常か？

YES

外気温度センサは正常か？

YES

注⑴  外気温度センサの特性は180ページ
　　　をご覧ください。

 

NO

NO

NO

適正量にする

吸込・吹出スペース確保

圧縮機交換

外気温度センサ交換

室外制御基板不良
→交換

２．異常検出方法

圧縮機回転数が設定回転
数以下のとき，入力電流
が設定値を超えた場合

３．異常発生条件

同上

４．予想原因

・過負荷運転
・圧縮機ロック
・オーバチャージ
・外気温度センサ不良
・室外制御基板不良

注記：



- 188 -

表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 189 -

E59 圧縮機起動異常連続点滅 消灯

－ 5 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

 

NO

YES

NO

YES

電源電圧は
適正か？

起動時の
バランス圧は適正か？
高圧と低圧はほぼ
同じか？

インバータNG

NO

YES

圧縮機の絶縁
抵抗，巻線抵抗
はよいか

パワトラ
モジュール点検
（147ページ参照）

運転（起動）を
もう数回試みる

改善した NO

OK

インバータ不良
判定用診断チェッカー
をつないで確認

NG

圧縮機が全く動かず
振動・音すらしない場合

外ファンモータのコネクタ
を外して運転（起動）  

圧縮機は
起動しない？ 起動した

起動しない

注⑴　数回繰り返すうちに圧縮
機内の液冷媒が，圧縮機
外へ排出されて起動異常
が改善復帰することがあ
ります。

室外ファンモータ交換

電源点検

冷媒量，冷媒回路点検

圧縮機交換（注記参照）

室外制御基板不良→
交換

室外制御基板不良→
交換

圧縮機交換

２．異常検出方法

圧縮機モータのロータ位
置検出運転（11rps 以上）
に移行できない。

３．異常発生条件

起動 7 回トライを 2 セッ
トで起動できない場合。
3 分経過後にリモコンリ
セット可能。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良
・電源電圧異常
・冷媒量，冷媒回路不適合
・ 圧 縮 機 不 良（ モ ー タ，

軸受け）

注記：絶縁抵抗について
●据付け直後 , もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合 , 圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数 M Ωまで抵下することがあります。絶縁抵抗が小さく，漏電ブ

レーカーが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6 時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するが確認する。

電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。

本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカーの誤動作を防止するため，高調波対応品を使用してください。



表示 
リモコン： 

ＬEＤ 緑 赤 

室内

室外

内容 

- 190 - - 191 -

E60 圧縮機ロータロック異常連続点滅 消灯

連続点滅 1 回点滅

１．対象機種 ５．故障診断と処置

全機種 診　断 処　置

現地の 
電源電圧に異常 
はないか  

NO

電源リセット再運転を行う  

YES

圧縮機は  
起動するか  

E59は発生
するか

NO

YES

E60再発なく
正常に起動するか？

YES

NO

E42発生なく
圧縮機は運
転するか

NO

YES

圧縮機の音
振動は正常か

インバータ不良
判定用診断チェッカー

の出力確認

YES

OK

NO

NG

NO

電源電圧点検，修正

E59 故障診断により
修正

E42 故障診断により
修正

室外制御基板不良→
交換

圧縮機交換

圧縮機絶縁，抵抗を
チェック，要すれば
圧縮機交換

室外制御基板不良→
交換

２．異常検出方法

圧縮機ロータ位置

３．異常発生条件

圧縮機ロータの位置検出
運転への移行後に，再度
ロータ位置を検出できな
かった場合に圧縮機を停
止させます。3 分後に自
動復帰させますが 15 分
に 4 回作動した場合。

４．予想原因

・室外ファンモータ不良
・室外制御基板不良
・電源電圧異常
・冷媒量・冷媒回路不適合
・�圧 縮 機 不 良（ モ ー タ，

軸受け）

注記：絶縁抵抗について
●据付け直後 , もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合 , 圧縮機に冷媒が溜まることにより，絶縁抵抗が数 M Ωまで抵下することがあります。絶縁抵抗が小さく，漏電ブ

レーカーが作動する場合は，以下の事項を確認ください。
①電源を投入し，6 時間程度経過後，絶縁抵抗が復帰するが確認する。

電源を投入することにより，圧縮機に通電加熱を行い，圧縮機に溜まった冷媒を蒸発させます。
②漏電ブレーカーが高調波対応品であるか確認する。

本機はインバータを装備しており，漏電ブレーカーの誤動作を防止するため，高調波対応品を使用してください。
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名　　　称 機　　　能 設　定　値 

20W

記号 

ThI-R1
ThI-R2

ThO-D

ThO-R

CH

室
内
側

室
外
側

室 内 熱 交 温 度

セ ン サ

暖 房 時 

過 負 荷 保 護 

冷 房 時 

フ ロ ス ト 防 止 

吐 出 温 度

異 常 上 昇 保 護

冷 房 時

高圧異常上昇保護

圧 縮 機 へ の 冷 媒

溜 り 込 み 防 止

吐 出 管 温 度

セ ン サ

室 外 熱 交 温 度

セ ン サ

クランクケース

ヒ ー タ

58 ON/51 OFF(℃)

1.0 ON/10 OFF(℃) 

115 ON/95 OFF(℃)

63 ON/53 OFF(℃)

3.7.9 保護装置一覧
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⑴　ダンパ制御
　�ダンパモータ（EM1，EM2，DMA）によるタンバ開閉制御は下図に示すように，タンバモータおよびリミットスイッ

チ（LS1，LS2，LSA）によって行います。

◦電源投入時
リミットスイッチをダンパモータの駆動により ON から OFF にし，ダンパ閉の状態にします。

◦運転開始時
・リミットスイッチが OFF になっていることを確認してからダンパモータを駆動させます。
・リミットスイッチが ON の場合，ダンパモータを駆動させ，リミットスイッチが OFF になっていることを確認し

てからダンパモータを駆動させます。

⑵　運転モードによるダンパ開閉制御（換気制御有の場合）

⑶　外気冷房運転制御
⒜　�冷房運転中室温と外気温との温度差が 7deg 以上を 5 秒間連続かつ外気温≧ 10℃を満足した場合に外冷ダンパを開

とし圧縮機を停止させ冷房を行います。

⒝　�⒜を 5 秒間連続して満足しなくなった場合は通常の冷房運転に切り換わります。	 
冷房運転に切り換わった後，30 分間は外気冷房は行いません。

リミットスイッチ 
（ＬＳ₁， ＬＳ₂， ＬＳＡ） 

ダ ン パ モ ー タ  
（ＥＭ₁， ＥＭ₂， ＤＭＡ） 

ダ　　ン　　パ 

ＯＮ

ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

閉  閉 

開 

₈．₂秒  ＯＦＦ

冷 　　 房 

暖 　　 房 

サ ー モ Ｏ Ｎ  
サ ー モ Ｏ Ｆ Ｆ  
外 気 冷 房  
サ ー モ Ｏ Ｎ  
サ ー モ Ｏ Ｆ Ｆ  
デ フ ロ ス ト  

× 

○
 

 
○ 

○
 

 
× 
○ 送 風  

停 止  
運転モード 

換　　気（給気） 
（ＥＭ₁） 

外　　冷（給気） 
（ＤＭＡ） 

換　　気（排気） 
（ＥＭ₂） 

ダンパ 

（₁） 

（₂） 

× 

○
 

 
× 

○
 

 
× 
○ 

（₁） 

（₂） 

× 

×
 

 
○ 

×
 

 
× 
× 

○：開　×：閉 

注（₁） 室温が下記温度を₅秒間連続して満足した後，ダンパを 
       制御します。 

注（₂） 室温が下記温度を₅秒間連続して満足した後，ダンパを 
       制御します。 

ＳＷ₈︲₃をＯＦＦにすると温度制
御は無効となります。 

開 

閉 

₃₂

室　温（℃） 

₃₀

ＳＷ₈︲₃をＯＦＦにすると温度制
御は無効となります。 

閉 

開 

₁₅

室　温（℃） 

₁₃

3.8.1 ダンパコントローラによる運転制御機能

3.8 ダンパコントローラによる運転制御
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⑷　強風時に於けるダンパ制御
台風等強風時は外圧センサ（差圧スイッチ）が ON となった時，運転モードに関らずダンパを自動的に閉じます。尚，外
圧センサが 10 分間連続して OFF になれば復帰します。しかし，この 10 分間に外圧センサが再度 ON となればタイマ
を再セットし，外圧センサが OFF となった時よりタイマカウントを開始します。

₁₀分 

₁₀分 

ＯＦＦ

ＯＮ

開  開 

閉 

タ　イ　マ 

ダ　ン　パ 

外圧センサ 

₀分 
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⑵　ダンパ基板での故障診断手順
ダンパ基板上の点検表示灯（赤・LED）及び正常表示灯（緑・LED）の点滅パターンを確認して故障の概要とその原因，
部位を推定した上で点検・修理を進めてください。

タンバ基板，温度センサ（吸込，外気），リミットスイッチ

⑴　ダンパ故障時に於けるリモコン，基板の点検表示一覧
点　　検　　表　　示 

リモコン 

換気用 
（排気）ダンパ 

ダンパ基板 

ダンパ基板 

リミットスイッチ 

連続 
点灯 
又は 
消灯 

₃₄秒
点灯
₃₄秒
消灯 

連続 

点滅 

₁ 回 

点滅 

ダンパ基板  故障箇所  故　　障　　内　　容 （₁） 

故障記号 点検表示 
灯 （赤） 

点検表示 
灯  （赤） 

正常表示
灯  （緑） 

消
　
灯

 

　¡ダンパ基板・ＣＰＵ暴走 

　¡ダンパ基板不良 

　¡リミットスイッチの作動不良（ＬＳ₂） 

　¡ダンパ基板不良（ＣＰＵ不良） 

　¡ダンパモータ（ＥＭ₂）不良（給気用） 

修　理 

方　法 

修　　理 

基板交換 

修　　理 

基板交換 

ＥＭ₂交換 
・修理 

注（₁）  故障内容の※印は，通常の診断では，明確にそれと原因を特定できない場合で，部品交換して故障が直れば，結果的に交換し
た部品が悪かったと判断できるケースを示します。またサービスチェッカーを使用すれば，明確に不良を特定できるケースを
示します。 

※ 

換気用 
（給気）ダンパ 

ダンパ基板 

ダンパ基板 

ダンパ基板 

ダンパ基板 

リミットスイッチ 
連続 

点滅 

２回 

点滅 
　¡ダンパ基板不良 

　¡リミットスイッチの作動不良（ＬＳ₁） 

　¡ダンパモータ（ＥＭ₁）不良（排気用） 

修　　理 

修　　理 

基板交換 

基板交換 

基板交換 

基板交換 

ＥＭ₁交換 
・修理 

※ 

外気用 
（給気）ダンパ 

ダンパ基板 

リミットスイッチ 
連続 

点滅 

３回 

点滅 
　¡ダンパ基板不良 

　¡リミットスイッチの作動不良（ＬＳＡ） 

　¡ダンパモータ（ＤＭＡ）不良 

基板交換 

ＤＭＡ交換 
・修理 

室内・吸込 
温度センサ 

外気温度 
センサ 

連続 

点滅 

４回 

点滅 

連続 

点滅 

連続 

点滅 

５回 

点滅 

連続 

点滅 

　¡ダンパ基板不良 

　¡ダンパ基板不良 

　¡外気温度センサ（ＴｈＯ︲ＡＤ）不良（素子不良，断線） 
　¡センサ用コネクタ接触不良 

　¡吸込温度センサ（ＴｈＩ︲ＡＤ）不良（素子不良，断線） 
　¡センサ用コネクタ接触不良 

　¡外温温度異常 

センサ 
交換・修理 

センサ 
交換・修理 

ＣｎＬ・電源 
リセット 

※ 

※ 

※ 

　¡ダンパ基板不良 ※ 

ダンパ基板関係の交換部品の単位

3.8.2 ダンパ側での故障診断手順
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下記の要領でマイコン基板の交換を行ってください。

1. 部品番号を確認してください。

　　部品番号：RTG505A201

2. 機種設定スイッチ（SW8, SW9）を次のように設定してください。

3. マイコン基板へファストン端子及びコネクタを接続してください。

　マイコン基板上に印刷してある色とファストン端子の配線色を合わせて，接続してください。

₂

ＤＳ₂

ＣＮＡ₃

ＣＮＥ

Ｘ₁

ＣＮＡＲ ＣＮＡＭ
ＩＣ₁

ＸＤ
₅

ＸＤ
₄

ＸＤ
₆

ＸＤ
₃

ＸＤ
₂

₇
₈

₉
₁₀

₁₂
₁₁

₁₄
₁₃

ＸＤ
₁

ＩＣ₃

ＣＮＧ

外冷出力表示灯用 

外圧センサ 

リミットスイッチ 
換気・排気用 

リミットスイッチ 
　換気・給気用  リミットスイッチ 

外冷・給気用 

換気制御用 

キ 

キ 

アオ  クロ 

クロ 

ク
ロ

 

シロ 

アオ 

ア
オ

 

アカ  アカ 

ＣＮ₂ ＣＮＡＯ ＣＮＡＰ ＣＮＡＮ ＣＮ₁

ＩＣ
₇ Ｃ₆

ＩＣ
₉

ＩＣ
₅

ＩＣ
₈

Ｒ₁
₇ Ｒ₁
₅

Ｒ₈
₁

ＳＷ
₈

ＳＷ
₉ ₁

₂
₁

₂
₃

₄

ＩＣ
₂

ＩＣ
₆

ＩＣ
₄

Ｃ₁

Ｃ₂ Ｃ₂
₉

Ｃ₂
₆

Ｃ₅ Ｒ₁
₁

ＤＳ
₁

Ｒ₁
₀

ＺＤ
₁

Ｃ₂
₁

Ｃ₉

ＬＥ
Ｄ︲

Ｇ
ＬＥ

Ｄ︲
Ｒ

Ｃ₃
₆

ＰＣ
₄

ＣＮ
Ｑ

ＣＮ
Ｔ₁

ＣＮ
Ｔ

ＣＮ
Ｌ

ＲＴ
Ｇ₅

₀₅
Ａ₂

₀₀
Ａ

ＰＣ
₃

ＰＣ
₂

ＰＣ
₁

Ｃ₃
₇

Ｃ₃
₈

Ｃ₃
₉

₁ ₃ ₄ ₅ ₆

～ 

＋ 

＋ 
＋ 

＋ 

＋  ＋ 

＋ 

＋ 

＋  ＋  ＋ 

＋ ＋ 

＋ 

－ 
－ 

～ 

～
 

～
 

～ 

＋
 

－
  －

 

～
 

（ＣＮ₂・アオ・₂Ｐ） 

（ＣＮＧ・キ・₃Ｐ） 

（ＣＮＡＯ・クロ・₃Ｐ） 

（ＣＮＡＰ・アオ・₃Ｐ） 

（ＣＮＩ・アカ・₂Ｐ） 

（ＣＮＡＮ・アカ・₃Ｐ） 

テストモード 
（ＣＮＱ・シロ・₃Ｐ） 

室内・ダンパ信号用 
（ＣＮＴ₁・シロ・₆Ｐ） 

オプション 
（ＣＮＴ・アオ・₆Ｐ） 

リセット用 
（ＣＮＬ・クロ・₂Ｐ） 

吸込温度センサ用 
（ＣＮＡＭ・シロ・₂Ｐ） 

外気温度センサ用 
（ＣＮＡＲ・キ・₂Ｐ） 

ＲＡＭチェック用 
（ＣＮＥ・クロ・₆Ｐ） 

ダンパ基板上の部品配置

ダンパマイコン基板交換要領

ＳＷ₈ ：ＯＮ，        ：ＯＦＦ ＳＷ₉

ＯＮ ＯＮ

₁ ₂ ₃ ₄ ₁ ₂

スイッチ 
ディップスイッチの機能 

ＯＮ 
ＯＦＦ 
ＯＮ 
ＯＦＦ 
ＯＮ 
ＯＦＦ 
ＯＮ 
ＯＦＦ

換気（排気）制御有り 
換気（排気）制御無し 
換気（給気）制御有り 
換気（給気）制御無し 
換気（給気，排気）の温度制御有り 
換気（給気，排気）の温度制御無し 
外気冷房制御有り 
外気冷房制御無し 

ＳＷ₈︲₁ 
 

ＳＷ₈︲₂ 
 

ＳＷ₈︲₃ 
 

ＳＷ₈︲₄

機　　　　　能 
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電源リセット  正常になったか 

ダンパ基板不良  　交換 
（ＣＰＵ不良）　　　 

ユニットは正常 
ノイズ等によるダンパＣＰＵ 

暴走→一過性の不具合 （　　　　　） 

電源 
投入時ダンパが 

作動するか 

ダンパのリンクが 
ＬＳ₁，ＬＳ₂，ＬＳＡを「カチッ」と音 

がするまで押すか 

● ＬＳ₁，ＬＳ₂，ＬＳＡ不良　  交換 
● ダンパ基板不良　   交換 

ＥＭ₁，ＥＭ₂，ＤＭＡ 
配線は断線してい 

るか 

ＥＭ₁，ＥＭ₂，ＤＭＡ 
はロックしてい 

るか 
 

ＥＭ₁，ＥＭ₂，ＤＭＡ交換 
 

配 線 修 理  

ＬＳ₁，ＬＳ₂，ＬＳＡのレバーを 
調整後再チェックする 

ダ ン パ 基 板 不 良  

₁ ダンパ異常 

〔換気用（排気）ダンパ異常〕 

〔ダンパマイコン異常〕 

〔換気用（給気）ダンパ異常〕 

〔外冷用（給気）ダンパ異常〕 

 

ダ
ン
パ

 

赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

₃₄秒点灯 
₃₄秒消灯 

連続点灯 
又は消灯 

ＹＥＳ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ ＹＥＳ ＹＥＳ

ＮＯ

ＮＯ

ＮＯ ＮＯ

赤・ＬＥＤ赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

１回点滅 

連続点滅 

赤・ＬＥＤ赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

２回点滅 

連続点滅 

赤・ＬＥＤ赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

３回点滅 

連続点滅 

ＥＭ₁，ＥＭ₂  ：換気用ダンパモータ 
ＬＳ₁，ＬＳ₂  ：換気用リミットスイッチ 
ＤＭＡ  ：外気冷房用モータ 
ＬＳＡ  ：外気冷房用リミットスイッチ 

注（₁） 

⑶　故障診断
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ダンパ基板不良　  交換 
（吸込温度センサ入力回路不良） 

吸込温度センサ 
の特性はＯＫか、断線 

はないか 

吸込温度センサ不良　  交換 修　正 

〔吸込温度センサ（ＴｈＩ︲ＡＤ）不良〕 

〔外気温度センサ（Ｔｈｏ︲ＡＤ）不良〕 

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯＮＯ

赤・ＬＥＤ赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

５回点滅 

連続点滅 

赤・ＬＥＤ赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

４回点滅 

連続点滅 

吸込温度センサ 
コネクタの接続は 

ＯＫか 

ダンパ基板不良  　交換 
（外気温度センサ入力回路不良） 

外気温度センサ 
の特性はＯＫか、断線 

はないか 

外気温度センサ不良  　交換 修　正 

ＹＥＳ ＹＥＳ

ＮＯＮＯ

外気温度センサ 
コネクタの接続は 

ＯＫか 

吸込温度センサ（ＴｈＩ︲ＡＤ） 
温度－抵抗特性 

₁₅

₁₀

（ｋΩ） 

₅

温度（℃）注（₁） －₆℃で₂₂．₅ｋΩ 

₀ ₅₀₄₀₃₀₂₀₁₀

抵
抗

 

₂₅℃で₅ｋΩ 

外気温度センサ（ＴｈＯ︲ＡＤ） 
温度－抵抗特性 

₄₀₀ ₄₀ 

₃₀ 

₂₀ 

₁₀ 

₀ 

₃₀₀

₂₀₀

₁₀₀

₀
₀ ₅₀－₅₀

温　　　度　  〔Ｔ〕（℃） 

抵
抗

 
（ｋΩ） 

〔Ｔ≦₀℃〕 

抵
抗

 
（ｋΩ） 

〔Ｔ≧₀℃〕 

Ｔ≦₀℃ 

Ｔ≧₀℃ 
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ダンパ基板不良 電源リセットで 
正常に戻るか 

ＣＮＬによるリセットで 
正常に戻るか 

火災の可能性有  正　常  正　常 

〔外温温度異常〕 

ＹＥＳＹＥＳＹＥＳ

ＮＯ ＮＯ ＮＯ室外温度 
₉₀℃異常か 

注（₁）  ＣＮＬによるリセットはダンパ基板の 
  ＣＮＬコネクタ（黒色）を一度外しもう 
  一度はめてください。 

（₁） 

赤・ＬＥＤ

緑・ＬＥＤ

連続点滅 

連続点滅 
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４-452-１-D
’13-11 発  行

　本資料は室内ユニットFDTP1404SXおよび室外ユニットに関する事項を記載しております。
　記載事項以外については，2012年冷熱ハンドブック 設計・施工編，サービス編および技術資
料4-437-1-D（12-10発行），4-443-1-D（13-6発行）をご覧ください。

同時発停仕様
・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天吊形（FDE）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）

個別発停マルチ
室外ユニット

室外ユニット

FDCVP2244HSX, 2804HSX

・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形小容量4方向吹出し（FDTC）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天井埋込形1方向吹出し（FDTS）
・天井埋込形小容量1方向吹出し（FDTSC）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）
・天吊形（FDE）
・天吊耐油形（FDES）
・壁掛形（FDK）
・床置形ローボーイタイプ露出形（FDEL）
・床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDEU）

　　　　　　　　 冷熱事業部

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561

〒108-0023

愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

東京都港区芝浦２－11－５


